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インフォメーションサービス
Atermの機能や取り扱い方法などでご不明な点がありましたらお問い合わせください。

■ NECパーソナルコミュニケーションインフォメーションセンター

フリーダイヤル 0120-36-1138
代表番号 0471-85-4761
お問い合わせ受付時間　午前9時～12時 午後1時～5時
（土・日・祝日、年末年始、当社の休日はお休みさせていただきます)

お願い�

●パソコンの設置や操作方法などについては、パソコンのサポートセンターなどにお問
い合わせください。

●プロバイダの接続条件などについては、プロバイダにお問い合わせください。
● i・ナンバーなどINSネット64のサービスについては、最寄りのNTT東日本・NTT
西日本へお問い合わせください。

NEC PCクリーンスポットの訪問サービス
NECでは、パソコンやAtermの設定をすべてお引き受けする「訪問サービス」を実施しており
ます。ご自宅などにサービスマンが出張訪問し、設置・接続作業を有料にて承ります。NEC PC
クリーンスポットのサービスメニュー・料金・電話番号については、『8-8．お問い合わせ・アフ
ターサービス』を参照してください。

ホームページ『AtermStation』
Atermに関する最新情報は、ホームページ『AtermStation』をご覧ください。

http://aterm.cplaza.ne.jp/　（平成12年9月現在）

ND-22690(J)
第1版
2000年9月
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■ 輸出する際の注意事項

本製品（ソフトウェアを含む）は日本国内仕様であり、外国の規格などには準拠して
おりません。本製品を日本国外で使用された場合、当社はいっさい責任を負いませ
ん。また、当社は本製品に関し海外での保守サービスおよび技術サポートなどはおこ
なっておりません。

■ ご注意

（１）本書の内容の一部または全部を無断転載、無断複写することは禁止されています。

（２）本書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。

（３）本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤
り、記載もれなどお気づきの点がありましたらご連絡ください。

（４）本装置の故障、誤動作、不具合、あるいは停電などの外部要因によって、通信
などの機会を逸したために生じた損害などの純粋経済損失につきましては、当
社はいっさいその責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

（５）Atermは初の停電機能を持たせるなど、災害時に於いてのライフラインと直結
した通信手段の確保を意図した設計がされていますが、せっかくの機能も不適
切な扱いや不測の事態（例えば落雷や漏電など）により故障してしまっては能
力を発揮できません。添付の取扱説明書をよくお読みになり記載されている注
意事項を必ずお守りください。

NEC BIGLOBEカスタマーサポート
●サービス内容や申し込みに関するお問い合わせ
BIGLOBEインフォメーションデスク

�

0120-86-0962（24時間 年中無休）
●操作方法や環境設定に関するお問い合わせ
BIGLOBEサポートデスク
TEL 03-5446-0962（9:00～12:00, 13:00～18:00 年中無休）
電話番号はおかけ間違えのないようにお願いします。

●e-mail  info@bcs.biglobe.ne.jp
●ホームページ  http://www.biglobe.ne.jp/

（平成12年9月現在）　　

BIGLOBEインフォメーションダイヤル
最寄りのアクセスポイントを音声ガイドでご案内します。
また、FAXで代表的なソフトウェアの設定方法、申し込み方法などをご案内します。

東　京　03-5972-5488 大　阪　06-6306-9899
名古屋　052-454-2455 札　幌　011-233-6120
福　岡　092-483-6773

添付マニュアルの使い方
『AtermIWX70&RS7ワイヤレスセット』には次のマニュアルが添付されています。

セットアップガイド（添付CD-ROM収録）
本装置の機能の紹介や設置・接続の手順などを映像と音声で説明するムービーが、添付CD-
ROM『AtermIWX70&RS7ユーティリティ集』に収録されています。パソコンをお持ちの
場合は、まずはじめにセットアップガイドをご覧ください。

1 パソコンの電源を入れ、添付CD-ROM『AtermIWX70&RS7ユーティリティ集』を
セットします。

Windowsの場合は自動的にメニュー画面が表示されます。画面が表示されるまでしばら
くお待ちください。
Macintoshの場合はCD-ROMのウィンドウが開くので、ウィンドウ内の［らくらく
セットアップガイド］アイコンをダブルクリックします。
● Macintoshの場合でCD-ROMのウィンドウが開かないときは、CD-ROMのア
イコンをダブルクリックしてください。

→［セットアップガイド］のメニュー画面が表示され、説明が始まります。

2 メニュー画面のボタンをクリックして順番にご覧ください。

● 画面はWindowsの場合の例です。

取扱説明書（本書）
Atermの機能のご紹介からワイヤレスセットの設置・接続、さまざまな機能の操作・設定方
法が掲載されています。また困ったときの対処方法など、ワイヤレスセットを使いこなすため
に必要な内容も掲載されています。

電子マニュアル（添付CD-ROM収録）
次の内容がPDFファイルで添付CD-ROM『AtermIWX70&RS7ユーティリティ集』に収録
されています。
■ データ通信ガイド
取扱説明書には掲載されていない内容が収録されています。必要に応じて参照してください。

■ 用語解説
Atermに関連する用語の解説が収録されています。取扱説明書などを見ているときに、分から
ない単語が出てきたら参考にしてください。

■ 取扱説明書
取扱説明書（本書）と同じ内容をPDFファイルで見ることができます。

電子マニュアルは［セットアップガイド］のメニューから選択して見ることができます。12
ページを参照してください。
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Windows、Windows NTは米国Microsoft Corporationの米国及びその他の国における登録商標です。
Netscape Navigatorは米国Netscape Communications Corporationの登録商標です。
その他、各会社名、各製品名は各社の商標または登録商標です。
AmLINK3AMD
Macロゴ、Mac、Macintoshは米国Apple Computer, Inc.の登録商標です。
iMac、Power Macintosh G3は米国Apple Computer, Inc.の商標です。

NEC Corporation 2000
日本電気株式会社の許可なく複製、改変などをおこなうことはできません。

はじめに
エーターム

このたびは、『AtermIWX70&RS7ワイヤレスセット』をお買い上げいただき、ありがとうござ
います。
AtermIWX70&RS7ワイヤレスセット（以下ワイヤレスセットと称します）は、NTT東日本・
NTT西日本のISDN網「INSネット64」にパソコンや電話機、ファクス、モデムなどを接続する
ためのターミナルアダプタ『AtermIWX70』と、リモートステーション『AtermRS7』のセット
です。
ワイヤレスセットはワイヤレス通信機能を搭載しており、AtermIWX70を親機、AtermRS7を
子機として親機と離れたところから通信が利用できます。
また別売のリモートステーション、マルチモバイルカードなどの子機を増設してワイヤレスネット
ワークを構築したり、PHS電話機を収容してコードレス電話機として利用することができます。
本書ではワイヤレスセットの設置・接続のしかたから、さまざまな機能の操作・設定方法、困った
ときの対処方法まで、ワイヤレスセットを使いこなすために必要な事項を説明しています。
本装置をご使用の前に、本書を必ずお読みください。また、本書は読んだあとも大切に保管してく
ださい。
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本書の読み方

本書をより活用していただくために、本書の読み方をご紹介します。

本書の構成

本書は以下の構成になっています。

第1章 くみ読おにめじは
いさだ

mretA 、トッネータンイや能機の SNI トッネ 46 いつに
。すまし明説ていつに前名と品付添たま。すまし明説て

第2章 mretA るす続接を mretA 順手るす続接とンコソパや機話電てし置設を
。すまし明説を方い使の話電、と

第3章 swodniW 単簡で
るす定設に

/59swodniW/89swodniW/eMswodniW
0.4TNswodniW/0002swodniW コソパたし載搭を

とン 機親 接にトッネータンイ、でいなつを機子はたま
。すましを定設のめたう使を話電りたし続

第4章 hsotnicaM 簡で
るす定設に単

hsotnicaM と 機親 ネータンイ、でいなつを機子はたま
。すましを定設のめたう使を話電りたし続接にトッ

第5章 能機なまざまさ mretA 機の話電なまざまさや能機信通スレヤイワの
。すまし明説を能機ルーメ、能

第6章 いなわ使をンコソパ
るす作操を機親で

っ使をンタボンョシクンァフや機話電たし続接に機親
。すまし明説を順手るすを定設や作操の能機の機親、て

第7章 はにきとのり困お 、や法方決解のきといなし作動にりおどい思 mretA 購を
。すまし明説をどな順手すどもに態状の時入

第8章 録付
、どな示表のイレプスィデ晶液やスビーサータフア

mretA 載掲をとこいたきだたいてしに考参で上う使を
。すまいてし
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第1章、第2章は最初にお読みください。第3章、第4章はお使いの環境によってお読み
ください。第3章または第4章まで進むと、電話が使えてインターネットに接続するまでの
設定が完了します。第5章～第8章は必要に応じてお読みください。

Windows搭載のパソ
コンを接続した場合�

Macintoshを�
接続した場合�

電話機だけを�
接続した場合�

第1章　はじめにお読みください�

第2章　Atermを接続する�

第3章�
Windowsで簡単に�
設定する�

第4章�
Macintoshで簡単に
設定する�

第5章　さまざまな機能�

第6章�
パソコンを使わないで
親機を操作する�

第7章　お困りのときには�

必
要
な
と
き
に
お
読
み
く
だ
さ
い
。�

ま
ず
最
初
に
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。
電
話
を

使
っ
た
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
た
め

の
設
定
を
し
ま
す
。�

第8章　付録�
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本書で使用しているマーク

本書では次のマークを用いて説明します。

お願い� 注意していただきたいことや、知っておいていただきたいことがらを示して

います。

お知らせ� 補足的な説明や、知っていると便利なことがらを示しています。

親機� 親機に接続した電話機やパソコンで利用できる機能を表します。

子機� 子機に接続したパソコンで利用できる機能を表します。

機能の使い方を説明します。

機能を使うために必要な設定を説明します。各マークのうしろに書か
れているところを参照してください。

Windows搭載のパソコンで設定する場合に参照してください。

Macintoshで設定する場合に参照してください。
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目 次
（電子マニュアル）

添付CD-ROM『AtermIWX70&RS7ユーティリティ集』には、取扱説明書には掲載されていな
い以下の内容がPDFファイルで収録されています。必要に応じて参照してください。

データ通信ガイド（ファイル名：通信ガイド .pdf）
取扱説明書には掲載されていない内容が収録されています。必要に応じて参照してください。

1. Atermのバージョンアップと設定内容の記録
Atermに内蔵されているファームウェアをバージョンアップしたり、Atermの設定内容を記録す
る手順を説明します。

1-1．Atermをバージョンアップする

1-2．Atermの設定内容を記録する

2. 手動セットアップ
『らくらくアシスタント』で設定できない場合に、手動で設定する手順を説明します。

2-1．USBドライバの手動インストール（WindowsMe）

2-2．USBドライバの手動インストール（Windows98/Windows95）

2-3．USBドライバの手動インストール（Windows2000）

2-4．USBドライバの手動インストール（Macintosh）

2-5．インターネット接続の手動設定（WindowsMe）

2-6．インターネット接続の手動設定（Windows98/Windows95）

2-7．インターネット接続の手動設定（Windows2000）

2-8．インターネット接続の手動設定（Macintosh）

2-9．インターネット接続の手動設定（WindowsNT4.0）

3.データ通信の機能
インターネットやネットワークをより活用するための設定を説明します。

3-1．データ通信の機能
同期64kbpsインターネット通信（非同期／同期PPP変換）
128kbpsマルチリンクPPP通信（MP通信）
BOD
PIAFS（ピアフ）通信

IWX70&RS7_0章(01-22) 00.9.22, 9:03 PMPage 10 Adobe PageMaker 6.5J/PPC



11

マルチアクセス
ITMUX
通信モード指定発信
無通信監視タイマ
強制切断タイマ
スティルスコールバック
応答平均化
HLC
CTI機能

3-2．Atermのメール機能

4. USBネットワークと内線データ通信
親機に接続した2台のパソコンでファイルやプリンタを共有したり、親・子機間や子機どうしで
ファイルやプリンタを共有するときの設定を説明します。

4-1．USBネットワークとは

4-2．内線データ通信とは

4-3．WindowsMeの場合

4-4．Windows98/Windows95の場合

4-5．Windows2000の場合

4-6．外部から着信可能なダイヤルアップサーバ

5. ATコマンド
Atermの接続を確認したり、動作を指示するためのATコマンドについて説明します。

5-1．ATコマンドとは

5-2．IWX70用ATコマンド

5-3．RS7用ATコマンド

用語解説（ファイル名：用語解説 .pdf）
Atermに関連する用語を解説します。

取扱説明書（ファイル名：取扱説明 .pdf）
本書と同じ内容が収録されています。
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電子マニュアルの見方

添付CD-ROM『AtermIWX70&RS7ユーティリティ集』には、PDFファイルで電子マ
ニュアルが収録されています。取扱説明書には掲載されていない内容も収録されていますの
で、必要に応じて参照してください。
PDFファイルをパソコンで見るには『Acrobat Reader 3.0』以上が必要です。Acrobat
Readerを持っていない場合は、CD-ROMに収録されているAcrobat Readerをインス
トールして使ってください。

1 パソコンの電源を入れて、添付CD-ROM『AtermIWX70&RS7ユーティリティ集』
をセットします。

Windowsの場合は自動的にメニュー画面が表示されます。画面が表示されるまでし
ばらくお待ちください。
Macintoshの場合はCD-ROMのウィンドウが開くので、ウィンドウ内の［らくらく
セットアップガイド］アイコンをダブルクリックします。
● Macintoshの場合でCD-ROMのウィンドウが開かないときは、CD-ROMの
アイコンをダブルクリックしてください。

→［セットアップガイド］のメニュー画面が表示され、説明が始まります。

2［セットアップガイドを見ないでインストール］をクリックします。

● 画面はWindowsの場合の例です。
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3 読みたい電子マニュアルのボタンをクリックします。

Acrobat Readerをインストールするときは［Acrobat Readerのインストール］ボ
タンをクリックします。

● 画面はWindowsの場合の例です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ●「PDFファイル」とはAdobe社のアプリケーションソフト『Acrobat』で作成さ
れたファイルのことで、WindowsやMacintoshといったOSの違いにかかわら
ず、同じデータを表示・印刷することができます。添付されているPDFファイル
は、見出しから目的のページに移動することができる「しおり」や、ホームページ
のような「リンク」が指定してあるので、見たいところだけを簡単にパソコンの画
面で表示することができます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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STOP

安全に正しくお使いいただくために

安全に正しくお使いいただくための表示について

本書には、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本装置を安全に正しく
お使いいただくために守っていただきたい事項を示しています。その表示と図記号の意味は
次のようになっています。

危険 ：人が死亡する、または重傷を負う危険が差し迫って生じること
が想定される内容を示しています。

警告 ：人が死亡する、または重傷を負う可能性が想定される内容を示
しています。

注意 ：人が傷害を負う可能性が想定される内容、および物的損害のみ
の発生が想定される内容を示しています。

お願い：本装置の本来の性能を発揮できなかったり、機能停止をまねく
内容を示しています。

■ 絵表示の例

△ 記号は注意（危険・警告を含む）を促す内容があることを告げるもの
です。

記号の中に具体的な注意内容（左図の場合は感電注意）が描かれています。

 記号は禁止の行為であることを告げるものです。

記号の中に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれていま
す。

● 記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。

記号の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから
抜け）が描かれています。
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 危険

ニカド電池パック使用時

● 電池パックを使用する場合は、次のことを必ず守ってください。
電池パックを漏液・発熱・破裂させる原因となります。
・充電は、AtermIWX70以外ではおこなわないでください。
・電池パックは、コネクタの向きが決められています。AtermIWX70
に接続するときは、コネクタの向きを確かめて正しく差し込んでく
ださい。
・専用の電池パックを使用してください。また、専用の電池パックは
他の機器には使用しないでください。
・火の中に投入したり、加熱したりしないでください。
・直接ハンダ付けをしないでください。
・電池パックを分解、改造しないでください。
・電池パックを金属製品と一緒に持ち運んだり保管したりしないでく
ださい。
・電池パックのコードはショートさせないように注意してください。ま
た、プラスとマイナスを針金などの金属類で接続しないでください。

● 電池パック内部の液が眼に入ったときは、失明のおそれがあり
ますので、こすらずにすぐにきれいな水で充分洗ったあと、直
ちに医師の治療を受けてください。

アルカリ乾電池使用時

● アルカリ乾電池内部の液が眼に入ったときは、失明のおそれが
ありますので、こすらずにすぐにきれいな水で充分に洗ったあ
と、直ちに医師の治療を受けてください。

 警告

設置場所

● 風呂、シャワー室への設置禁止
風呂場やシャワー室などでは使用しないでください。漏電して、
火災・感電の原因となります。

● 水のかかる場所への設置禁止
水のかかる場所で使用したり、水にぬらすなどして使用しないで
ください。漏電して、火災・感電の原因となります。
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 警告

電源

● 商用電源以外の使用禁止
AC100Vの家庭用電源以外では絶対に使用しないでください。
火災・感電の原因となります。
差し込み口が2つ以上ある壁の電源コンセントに他の電気製品の
電源プラグを差し込む場合は、合計の電流値が電源コンセントの
最大値を超えないように注意してください。火災・感電の原因と
なります。

● 電源コードの取扱注意
電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無理に曲げ
たり、引っ張ったり、ねじったり、たばねたりしないでください。
また、重い物をのせたり、加熱したりすると電源コードが破損
し、火災・感電の原因となります。
電源コードが傷んだら、ご購入店またはNEC保守サービス受付
拠点に修理をご依頼ください。

● ぬれた手での操作禁止
ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因
となります。

● たこ足配線の禁止
本装置の電源コードは、たこ足配線にしないでください。たこ足
配線にするとテーブルタップなどが過熱・劣化し、火災の原因と
なります。

ニカド電池パック使用時

● 電池パックの外装チューブをはがしたり、キズをつけないでく
ださい。電池パックを漏液、発熱、破裂させる原因となります。

● 電池パック内部の液が皮膚や衣服に付着した場合は、皮膚に傷
害を起こすおそれがありますので、すぐにきれいな水で洗い流
してください。

● 電池パックを水や海水につけたりぬらしたりしないでください。
電池パックを発熱させたり、さびの原因となります。　

● 液漏れ、変色、変形、その他今までと異なることに気がついた
ときは、使用しないでください。
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 警告

アルカリ乾電池使用時

● 万一、アルカリ性溶液が皮膚や衣類に付着した場合には、皮膚
に傷害を起こすおそれがありますので、すぐに多量のきれいな
水で洗い流してください。

● 電池の（＋）と（－）を逆にして使用しないでください。充電
やショートなどで異常反応を起こしたりして、電池を漏液・発
熱・破裂させるおそれがあります。

● 新しい電池と一度使用した古い電池や種類の異なる電池などを
混ぜて使用しないでください。特性の違いから、電池を漏液・発
熱・破裂させるおそれがあります。

● この電池は充電式ではないので、充電すると液漏れ・破損のお
それがあります。

● 電池のアルカリ液をなめた場合には、すぐにうがいをして医師
に相談してください。

● ショート、分解、加熱、火に入れるなどしないでください。
アルカリ性溶液が漏れて眼に入ったり、発熱・破裂の原因とな
ります。

● 電池の外装ラベルをはがしたり、傷つけないでください。電池
がショートし、漏液・発熱・破裂するおそれがあります。

こんなときは

● 発煙した場合
万一、煙が出ている、変な臭いがするなどの異常状態のまま使用
すると、火災・感電の原因となります。すぐに本体の電源スイッ
チを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。煙が出
なくなるのを確認してから、ご購入店またはNEC保守サービス
受付拠点に修理をご依頼ください。お客様による修理は危険です
から絶対におやめください。

● 水が装置内部に入った場合
万一、内部に水などが入った場合は、すぐに本体の電源スイッチ
を切り、電源プラグをコンセントから抜いて、ご購入店または
NEC保守サービス受付拠点にご連絡ください。そのまま使用す
ると漏電して、火災・感電の原因となります。
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 警告

こんなときは

● 異物が装置内部に入った場合
本装置の通風孔などから内部に金属類や燃えやすいものなどの異
物を差し込んだり、落としたりしないでください。万一、異物が
入った場合は、すぐに本体の電源スイッチを切り、電源プラグを
コンセントから抜いて、ご購入店またはNEC保守サービス受付
拠点にご連絡ください。そのまま使用すると、火災・感電の原因
となります。特にお子様のいるご家庭ではご注意ください。

● 電源コードが傷んだ場合
電源コードが傷んだ（芯線の露出・断線など）状態のまま使用す
ると、火災・感電の原因となります。すぐに本体の電源スイッチ
を切り、電源プラグをコンセントから抜いて、ご購入店または
NEC保守サービス受付拠点に修理をご依頼ください。

● 破損した場合
万一、落としたり破損した場合は、すぐに本体の電源スイッチを
切り、電源プラグをコンセントから抜いて、ご購入店またはNEC
保守サービス受付拠点に修理をご依頼ください。そのまま使用す
ると、火災・感電の原因となることがあります。

禁止事項

● 本装置は家庭用のOA機器として設計されております。人命に直接
関わる医療機器や、極めて高い信頼性を要求されるシステム（幹線
通信機器や電算機システムなど）では使用しないでください。

● 分解・改造の禁止
本装置を分解・改造しないでください。火災・感電の原因となり
ます。

● ぬらすことの禁止
本装置に水が入ったりしないよう、また、ぬらさないようにご注
意ください。漏電して火災・感電の原因となります。

● ぬれた手での操作禁止
ぬれた手で本装置を操作したり、接続したりしないでください。
感電の原因となります。

● 本装置の安全性の劣化につながる使用の禁止
ニカド電池コネクタの充電端子を金属でショートさせないでくだ
さい。火災・故障の原因となります。また、充電端子に水滴がつ
いたまま充電しないでください。火災・故障の原因となります。
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 警告

その他のご注意

● 使用禁止区域での注意
航空機内や病院内などのPHS端末の使用を禁止された区域で
は、本装置の電源を切ってください。電子機器や医用機器に影響
を与え、事故の原因となります。

● ペースメーカを装着されている方の注意
植え込み型心臓ペースメーカを装着されている方は、本装置を
ペースメーカ装着部から22cm以上離して使用してください。
電波により影響を受ける恐れがあります。

● 異物を入れないための注意
本装置の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水の入っ
た容器、または小さな金属類を置かないでください。こぼれた
り、中に入った場合、火災・感電の原因となります。

 注意

設置場所

● 火気のそばへの設置禁止
本装置や電源コードを熱器具に近づけないでください。ケースや
電源コードの被覆が溶けて、火災・感電の原因となることがあり
ます。

● 温度の高い場所への設置禁止
直射日光の当たるところや、温度の高いところ、発熱する装置の
そばに置かないでください。内部の温度が上がり、火災の原因と
なることがあります。

● 油飛びや湯気の当たる場所への設置禁止
調理台のそばなど油飛びや湯気が当たるような場所、ほこりの多
い場所に置かないでください。火災・感電の原因となることがあ
ります。

● 不安定な場所への設置禁止
ぐらついた台の上や傾いた所など、不安定な場所に置かないでく
ださい。また、本装置の上に重い物を置かないでください。バラ
ンスがくずれて倒れたり、落下してけがの原因となることがあり
ます。
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 注意

設置場所

● 通風孔をふさぐことの禁止
本装置の通風孔をふさがないでください。通風孔をふさぐと内部
に熱がこもり、火災の原因となることがあります。次のような使
い方はしないでください。
・あお向けや逆さまにする
・収納棚や本棚などの風通しの悪い狭い場所に押し込む
・じゅうたんや布団の上に置く
・テーブルクロスなどを掛ける

● 重ね置きの禁止
本装置を重ね置きしないでください。重ね置きすると内部に熱が
こもり、火災の原因となることがあります。

● 温度変化の激しい場所（クーラーや暖房機のそばなど）に置かな
いでください。本装置の内部に結露が発生し、火災・感電の原因
となります。

電源

● プラグの取扱注意
電源プラグはコンセントに確実に差し込んでください。抜くとき
は、必ずプラグを持って抜いてください。電源コードを引っ張ると
コードが傷つき、火災・感電の原因となることがあります。

● 移動させるときの注意
移動させる場合は、本体の電源スイッチを切った後、電源プラグ
をコンセントから抜き、外部の接続線をはずしたことを確認の
上、おこなってください。コードが傷つき、火災・感電の原因と
なることがあります。

● アース線の取付
万一、漏電した場合の感電事故防止のため、必ずアース線を取り
付けてください。

● 長期不在時の注意
長期間ご使用にならないときは、安全のため必ず電源プラグをコンセ
ントから抜いてください。また、停電用電池も取りはずしてください。

● 電源プラグの清掃
電源プラグとコンセントの間のほこりは、定期的（半年に1回程
度）に取り除いてください。火災の原因となることがあります。

ニカド電池パック使用時

● 電池パックに強い衝撃を与えたり、投げつけたりしないでください。

● 電池パックは乳幼児の手の届かないところに保管してください。
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 注意

アルカリ乾電池使用時

● 下記のことを必ず守ってください。電池の使い方を間違えると液漏
れや破裂のおそれがあり、機器の故障やけがなどの原因となります。
・使用推奨期間内の単3アルカリ乾電池をお使いください。
　（アルカリ以外のマンガン電池などでの動作保証はしていません。）
・停電がなくても、1年に1度の割合で新しい電池と交換してくださ
い。長期間のあいだ電池を装着したままでご使用になると電池が漏
液するおそれがあります。
・電池を保管する場合および廃棄する場合は、テープなどで端子部を
絶縁してください。他の電池や金属製のものと混ぜると、漏液、発
熱、破裂のおそれがあります。
・電池は、直射日光・高温・高湿の場所を避けて保管してください。電
池を漏液させるおそれがあります。また、電池の性能や寿命を低下
させることがあります。
・電池を入れた電池ホルダ－側の側面を、発熱する機器の近くや直射
日光・高温・高湿の場所に置かないでください。また、通風孔をふ
さがないでください。漏液・発熱・破裂のおそれがあります。
・使い切った電池はすぐに器具から取り出してください。
過放電、高温放置による電池の液漏れでの装置の故障については当
社は保証いたしかねます。
・電池に直接ハンダ付けをしないでください。
・電池を取りはずした場合は、小さなお子様が電池をなめたり、あや
まって飲むことがないようにしてください。電池は幼児の手の届か
ないところへ置いてください。
・使い切った電池はすぐに機器から取り出してください。使い切った
電池を機器に接続したまま長時間放置すると、電池から発生するガ
スにより、電池を漏液・発熱・破裂させたり、機器を破損させるお
それがあります。

禁止事項

● 乗ることの禁止
本装置に乗らないでください。特に、小さなお子様のいるご家庭
ではご注意ください。壊れてけがの原因となることがあります。

● 本装置のアンテナを誤って目に刺さないようにしてください。

その他のご注意

● 雷のときの注意
雷が鳴りだしたら、電源コードに触れたり周辺機器の接続をした
りしないでください。落雷による感電の原因となります。

● 取扱説明書にしたがって接続してください。
間違えると接続機器や回線設備が故障することがあります。
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STOP  お願い

設置場所

● 本装置を安全に正しくお使いいただくために、次のような所への
設置は避けてください。
・ほこりや振動が多い場所
・気化した薬品が充満した場所や、薬品に触れる場所
・ラジオやテレビなどのすぐそばや、強い磁界を発生する装置が近くに
ある場所
・高周波雑音を発生する高周波ミシン、電気溶接機などが近くにある場所

● 本装置を一般の電話機やテレビ、ラジオなどをお使いになってい
る近くで使用すると影響を与える場合があります。

● 親機（本装置）と子機（PHS、リモートステーション）間で電波
の届く範囲は見通しで約100mです。周囲の電波状況や壁の構
造（鉄筋壁、防音壁、断熱壁）などにより、距離が短くなります。
また距離が近すぎると、通話にノイズが入ったりデータ通信でエ
ラーが発生する場合があります。

● 本装置とコードレス電話機や電子レンジなどの電波を放射する装置
との距離が近すぎると通話やデータ通信が切れる場合があります。
また通話にノイズが入ったり、ファクスのデータが正しく送れない
場合があります。このような場合は、お互いを数メートル以上離して
お使いください。

禁止事項

● 動作中に接続コード類がはずれたり、接続が不安定になると誤動
作の原因となります。動作中は、コネクタの接続部には絶対に触
れないでください。

日ごろのお手入れ

● 汚れたら、乾いた柔らかい布でふきとってください。汚れのひど
いときは、中性洗剤を含ませた布でふいたあと、乾いた布でふき
とってください。化学ぞうきんの使用は避けてください。ベンジ
ン、シンナーなどの有機溶剤、アルコールは絶対に使用しないで
ください。変形や変色の原因となることがあります。
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1 はじめにお読みください�

箱の中身を確認する ･･････････････････ 38

各部の名前とはたらき ････････････････ 40

Atermでできること ･･･････････････････ 24

Atermの機能やインターネット、INSネット64について説
明します。また添付品と名前について説明します。�

�
Windows® Me はMicrosoft® Windows® Millennium Edition operating systemの略です。�
Windows® 98はMicrosoft® Windows® 98 operating systemの略です。�
Windows® 95はMicrosoft® Windows® 95 operating systemの略です。�
Windows® 2000はMicrosoft® Windows® 2000 operating systemの略です。�
WindowsNT® 4.0はMicrosoft® WindowsNT® operating system version 4.0の略です。�
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24　INSネット64とは

1-1．Atermでできること
Atermを使うと、どのようなことができるのかをご紹介します。はじめにINSネット64の特長

を説明します。

INSネット64とは

インターネットを利用するには、主にパソコンから電話網を通じて接続します。電話網には
従来から使われているアナログ網のほか、デジタルでデータを送受信する ISDN網、携帯
電話用のデジタル移動通信網などがあります。

主な電話網�

アナログ網�

デジタル移動通信網�

PHS網�

その他�

INSネット64

ISDN網�

『INSネット64』は電話網の中でNTT東日本・NTT西日本が提供するISDN回線の1つで、
1秒間に64Kビット（64kbps）の速度でデータの送受信をおこないます。INSネット64
は同時に2回線分の通信ができるので、電話とインターネットを同時に利用したり、2回線
をたばねて使うことでアナログ回線よりも高速でデータを送受信したりすることが可能です。
また2本の情報チャネル（B1チャネル、B2チャネル）のほかに信号チャネル（Dチャネル）
があり、ユーザ間情報通知サービス（UUI）でメールの送受信などが利用できます。
INSネット64を利用するには、回線を接続するための「DSU（Digital Service Unitの
略）」と電話機やパソコンを接続するための「ターミナルアダプタ（TA）」という装置が必
要です。

電話機�

パソコン�

ターミナル�
アダプタ�

DSU

B1チャネル　64kbps

B2チャネル　64kbps

Dチャネル�
�

INSネット64
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Atermの役割

『AtermIWX70』はISDN回線『INSネット64』で、アナログ電話機やファクス、パソコ
ンなどを使うために接続するターミナルアダプタです。またIWX70には回線を接続するた
めのDSUが内蔵されているので、別途DSUを用意する必要はありません。

電話機�

パソコン�

ファクス�

IWX70�
（DSU内蔵）�

INSネット64

『AtermRS7』はパソコンを接続し、親機であるIWX70と無線でデータを送受信する装置
です。RS7に接続したパソコンは、回線側コンセント（モジュラコンセント）から離れた
場所で利用できます。

パソコン�IWX70�
(親機)

RS7�
(子機)

INSネット64

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 本書では以降AtermIWX70を「親機」、AtermRS7を「子機」と称します。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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26　こんな使い方ができます

こんな使い方ができます

ワイヤレスセットは次のような使い方ができます。

ノートパソコン�

マルチモバイル�
カード（子機）�

パソコン�

電話機�

電話機／ファクス�

パソコン�

パソコン�

PHS�
（子機）�

2F

1F

親機�
(IWX70)

INSネット64

子機�
(RS7)

POWER

PHS

MSG

SD/RD

MENU

SELECT

ENTER

2Fでパソコン
を使ったり・・�

回線側コン
セントとつ
なぎます�

PHSをコー
ドレス電話
機として使
ったり・・�

ノートパソコンか
らインターネット
に接続したり・・�
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こんな使い方ができます　27

電話機やファクスを利用する

親機には2つのアナログポートがあり、アナログ電話回線で使用していた電話機やファク
ス、モデムなどが2台まで接続できます。接続した電話機やファクスは2台同時に通話で
き、その2台の電話機間や子機登録したPHS電話機と内線通話や内線転送ができます。

親機�
(IWX70)

INSネット64

電話機�

ファクス�

親機はNTT東日本・NTT西日本が提供する INSネット64の付加サービスに対応してい
るので、INSネット64のさまざまな機能を利用できます。またINSネット64の付加サー
ビスと同等の機能を実現するAterm独自の疑似機能があり、付加サービスを申し込まなく
ても利用できる機能もあります。（→「5-2．親機の電話機能」P.132）

■ INSネット64付加サービス例

契約者�

転送先�

i・ナンバー�

キャッチホン�

ファクス番号�

◯◯◯◯－△△22

親機�
(IWX70)

電話番号�

◯◯◯◯－△△11

○○○○-△△△△�

○○○○-△△△△�

通話�

切替�

保留�

INSボイスワープ�

ナンバー・ディスプレイ�
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パソコンを利用する

親機と子機にはそれぞれシリアルポート（RS-232C）とUSBポートがあり、パソコンが
接続できます。親機はシリアルポートとUSBポートの両方にパソコンを接続できます。子
機にはシリアルポートとUSBポートのどちらかにパソコンを1台接続できます。

USBポート�シリアルポート�
または�

USBポート�
� シリアルポート�

親機�
(IWX70)

子機�
(RS7)

さらに、親機に接続したパソコンと子機に接続した2台のパソコンから1つのユーザIDで
同時に接続したり（ITMUX機能）、2台のパソコンで同時に別々のプロバイダに接続したり
（マルチアクセス機能）できます。（→電子マニュアル「データ通信ガイド」の「3-1．デー
タ通信の機能」）

プロバイダ�

パソコンA

親機�
 (IWX70)

パソコンB

子機�
 (RS7)

ITMUX

電話機�

電話機�

64kbps

プロバイダA プロバイダB

パソコンA

親機�
 (IWX70)

パソコンB

64kbps 64kbps

マルチアクセス�

子機�
(RS7)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 同時にデータ通信ができるパソコンは2台までです。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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ワイヤレス機能を利用する

ワイヤレスセットに同梱の子機のほかに、AtermRC45などのマルチモバイルカードや
PHS電話機をワイヤレス子機として増設登録すると、回線側コンセントから離れたところ
から電話をかけたり、インターネットに接続することができます。また親・子機間での内線
通話や、ファイルを共有するなど、ワイヤレスネットワークを利用した内線データ通信がで
きます。（→「5-1．ワイヤレス通信機能」P.126）

■ 子機を利用する

パソコン�親機�
(IWX70)

子機�
(RS7)

INSネット64

■ マルチモバイルカードを利用する

INSネット64

パソコン�子機�
（マルチモバイルカード）�親機�

(IWX70)
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■ PHS電話機を利用する

親機�
(IWX70)

PHS�
（子機）�

内線通話�

外線通話�

電話機�

INS�
ネット64

■ 子機を増設する

親機�
(IWX70)�

�

INS�
ネット64

子機�
(RS7)

増設した子機�
(RS20など)

● 1台目の子機からデュアルリンクワイヤレス通信をしているときは、もう1台の子機か
ら発信することはできません。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 親機から子機に電波が届く範囲は、間に障害物が何もない状態で約100mです。鉄
筋壁、防音壁、断熱壁、他の電波を出す機器の有無などの設備環境によっては、
100m以内でも電波が届かない場合があります。

親機�
(IWX70)

INS回線�
ケーブル�

子機�
(RS7)

100m以内�

回線側�
コンセント�

● 親・子機間の無線電波の状態は、子機前面のPHSランプで確認できます。

SHP プンラ 態状線無

灯点色緑 きとの能可が信通線無

灯点色ジンレオ ）定安不（きとい弱が波電

灯点色赤 きといないてれさ録登設増が機子

灯消 はたま、きといなきで信通く悪が態状の波電
きとるいてし用使をトーポ線無が機子の他

また、Windows搭載のパソコンをお使いの場合は、添付ユーティリティ『RS7セ
ンター』でも電波状態を確認することができます。（→「3-4．インターネットに接
続する」P.100）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● リモートステーション、マルチモバイルカード、PHS電話機を子機として使用す
るには増設登録（ID登録）が必要です。増設登録はお近くのNEC保守サービス受
付拠点（→P.337）、PCクリーンスポット（→P.332）、またはお買い上げいた
だいた販売店で有料にて承りますのでお問い合わせください。
なおワイヤレスセットに同梱のRS7は、出荷時に親機の無線Aポート（内線番号
91）に増設登録がしてあります。あらためて増設登録をする必要はありません。

● リモートステーション、マルチモバイルカード、PHS電話機の詳しい機能や設定
については、それぞれの取扱説明書を参照してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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らくらくアシスタントで簡単設定

添付のユーティリティ『らくらくアシスタント』を使うと、インターネットに接続するため
の設定や各機能の設定がパソコンで簡単にできます。また親機に接続した電話機のプッシュ
ボタンを使って設定することもできます。

→「3．Windowsで簡単に設定する」P.77
→「4．Macintoshで簡単に設定する」P.105
→「6．パソコンを使わないで親機を操作する」P.241

■ 添付ユーティリティのご紹介
添付CD-ROM『AtermIWX70&RS7ユーティリティ集』には、親機と子機を設定する
ためのユーティリティソフトが収録されています。各OS、機器で使用できるユーティ
リティは次のとおりです。

ィ�テ�リ�ィ�テ�ー�ユ�
類�種� 能�機�

／�器�機�応�対� SO

eMswodniW
89swodniW
59swodniW
0002swodniW

swodniW
0.4TN hsotnicaM 機�話�電�

07XWI ＆� 7SR
ス�シ�ア�く�ら�く�ら�

ト�ン�タ�

ー�ポ�グ�ロ�ナ�ア�で�ン�コ�ソ�パ�
タ�ー�デ�、�ト�ー�ポ�線�無�や�ト�
タ�ン�イ�、�と�定�設�の�ト�ー�ポ�
を�定�設�の�続�接�の�ト�ッ�ネ�ー�

。�す�ま�し�

○� ○�*1
○�*2

（� 07XWI く�ら�く�ら�
）�ト�ン�タ�ス�シ�ア�

－�

7SR く�ら�く�ら�
ィ�テ�リ�ィ�テ�ー�ユ�

コ�ソ�パ�た�れ�さ�続�接�に�機�子�
定�設�の�ト�ー�ポ�タ�ー�デ�で�ン�

。�す�ま�し�を�
－� －� ○� －�

07XWI ら�く�ら�
ア�ン�ョ�ジ�ー�バ�く�

プ�ッ�

憶�記�に�リ�モ�メ�の�体�本�機�親�
い�て�れ�さ� ェ�ウ�ム�ー�ァ�フ�る�

プ�ッ�ア�ン�ョ�ジ�ー�バ�を�ア�
機�親�、�し� を�能�機�い�し�新�に�
。�す�ま�し�加�追�

○� ○� ○� －�

7SR く�ら�く�ら�
ッ�ア�ン�ョ�ジ�ー�バ�

プ�

記�に�リ�モ�メ�の�体�本�機�子�
ム�ー�ァ�フ�る�い�て�れ�さ�憶�
ア�ン�ョ�ジ�ー�バ�を�ア�ェ�ウ�
い�し�新�に�機�子�、�し�プ�ッ�

。�す�ま�し�加�追�を�能�機�

○� ○� ○� －�

7SR ー�タ�ン�セ�

況�状�波�電�の�間�機�子�・�親�
登�数�複�、�り�た�し�認�確�を�
ト�ッ�ネ�ー�タ�ン�イ�た�し�録�

ら�か�先�続�接�の� 1 択�選�を�つ�
と�こ�る�す�ル�ヤ�イ�ダ�て�し�

。�す�ま�き�で�が�

○� －� －� －�

IUU ル�ー�メ� XE

遊�、�知�通�信�着�ル�ー�メ�子�電�
、�ル�ー�メ�遊� IUU を�ル�ー�メ�

コ�ソ�パ�、�に�き�と�る�す�用�利�
認�確�を�信�着�の�ル�ー�メ�で�ン�
登�の�帳�ス�レ�ド�ア�、�り�た�し�

。�す�ま�し�を�ど�な�録�

○� ○� ○� －�

ホ�レ�テ�く�ら�く�ら�
定�設�ン�

ン�タ�ボ�ュ�シ�ッ�プ�の�機�話�電�
線�無�と�ト�ー�ポ�グ�ロ�ナ�ア�で�
。�す�ま�し�を�定�設�の�ト�ー�ポ�

－� －� －� ○�

＊1 WindowsNT4.0では、『らくらくアシスタント』でインターネットの設定はできません。
＊2 Macintoshは『IWX70らくらくアシスタント』になります。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● Windows95に対応しているのは親機のみです。子機は対応していません。
● 子機を接続したパソコンから『らくらくアシスタント』を使って、無線で親機の設
定ができます。

● 親機に接続したパソコンから子機の機能の設定はできません。
● パソコンの環境によっては『らくらくアシスタント』が利用できない場合がありま
す。詳細は「7-1．困ったときのQ&A」（→P.280）を参照してください。

●『らくらくテレホン設定』は電話機を使って操作するので、ユーティリティソフト
のインストールは必要ありません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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Aterm機能一覧

親機と子機が対応している機能の一覧です。子機（RS7）は、表の「子機対応」に「◯」が
ついている機能のみ対応しています。親機は表のすべての機能に対応しています。

◯＝対応しています　×＝対応していません　通信ガイド＝電子マニュアル「データ通信ガイド」参照

能�機� 容�内� S�N�I� ト�ッ�ネ� 4�6�
約�契�の�ス�ビ�ー�サ�加�付�

機�子�
)�7�S�R�(�

応�対�

照�参�
ジ�ー�ペ�

ン�タ�ボ�る�け�か�で�
転�の�話�電�、�で�け�だ�す�押�を�ン�タ�ボ�に�き�と�の�出�外�
開�を�作�動�た�い�お�て�し�を�定�設�け�か�出�お�、�ど�な�送�

。�す�ま�し�始�
－� ×� 0�9�1�.�P�

G�S�M� プ�ン�ラ�）�ジ�ー�セ�ッ�メ�（�
が�ル�ー�メ�子�電� E�B�O�L�G�I�B� と�る�す�着�到�に� 、�G�S�M� ン�ラ�

。�す�ま�し�せ�ら�知�お�を�信�着�の�ル�ー�メ�て�し�滅�点�が�プ�
（� E�B�O�L�G�I�B� ）�。�す�で�要�必�が�約�契�の�と�

－� ○� 3�3�2�.�P�

S� ／�ト�ッ�ニ�ユ�点�
U�S�D� ト�ッ�ニ�ユ�し�離�り�切�

の�ン�ョ�シ�プ�オ� S� は�た�ま�ト�ッ�ニ�ユ�点� U�S�D� 離�り�切�
プ�ダ�ア�ル�ナ�ミ�ー�タ�、�て�け�付�り�取�を�ト�ッ�ニ�ユ�し�

、�や�設�増�の�タ� N�D�S�I� 。�す�ま�き�で�が�続�接�の�器�機�
－� ×� 8�2�3�.�P�

ス�ィ�デ�晶�液�ト�イ�ラ�ク�ッ�バ�
イ�レ�プ�

・�ナ�カ�と�字�文�絵�を�ど�な�容�内�定�設�や�況�状�信�通�
。�す�ま�し�示�表�で�字�数�英� －� ×� 0�1�3�.�P�

示�表�ダ�ン�レ�カ� 。�す�ま�し�示�表�を�刻�時�と�付�日�に�イ�レ�プ�ス�ィ�デ�晶�液� －� ×� 5�6�.�P�

ン�タ�ボ�ン�ョ�シ�ク�ン�ァ�フ�
着�、�り�た�し�定�設�を�送�転�信�着�で�ン�タ�ボ�の�面�前�
晶�液�を�ど�な�金�料�積�累�、�信�発�先�歴�履�や�歴�履�信�

。�す�ま�し�示�表�に�イ�レ�プ�ス�ィ�デ�
－� ×� 2�4�2�.�P�

ド�ー�モ�電�停� も�で�き�と�の�電�停�、�と�く�お�て�し�ト�ッ�セ�を�池�電�
。�す�ま�き�で�が�信�通�タ�ー�デ�や�話�電� －� ×� 8�0�3�.�P�

応�対�池�電�充�ド�カ�ニ� て�し�応�対�に�ク�ッ�パ�池�電�ド�カ�ニ�式�電�充�の�売�別�
。�す�ま�い� －� ×� 8�0�3�.�P�

ュ�シ�ッ�ラ�フ� M�O�R� 　�　�　�　�
）�リ�モ�メ�性�発�揮�不�（�

m�r�e�t�A� れ�さ�憶�記�が�ア�ェ�ウ�ム�ー�ァ�フ�す�か�動�を�
。�す�ま�い�て� n�o�i�t�a�t�S�m�r�e�t�A� ァ�フ�の�新�最�ら�か�

ウ�ム�ー�ァ�フ�て�し�ド�ー�ロ�ン�ウ�ダ�を�ア�ェ�ウ�ム�ー�
新�や�能�機�新�、�り�よ�に�と�こ�る�え�換�き�書�を�ア�ェ�

。�す�ま�き�で�応�対�に�ス�ビ�ー�サ�

－� ○� 信�通�
ド�イ�ガ�

信�通�タ�ー�デ�ス�レ�ヤ�イ�ワ�

カ�ル�イ�バ�モ�チ�ル�マ�や�ン�ョ�シ�ー�テ�ス�ト�ー�モ�リ�
た�れ�離�、�と�る�す�録�登�設�増�て�し�と�機�子�を�ド�ー�
ト�ッ�ネ�ー�タ�ン�イ�り�た�け�か�を�話�電�ら�か�ろ�こ�と�

。�す�ま�き�で�が�と�こ�る�す�続�接�に�

－� ○� 6�2�1�.�P�

レ�ヤ�イ�ワ�ク�ン�リ�ル�ア�ュ�デ�
信�通�ス�

C�E�N� ポ�タ�ー�デ�の�機�子�。�す�で�式�方�信�通�の�自�独�
線�無�ら�か�ン�コ�ソ�パ�た�れ�さ�続�接�に�ト�ー� 2�ャ�チ�

大�最�、�て�っ�使�を�ル�ネ� s�p�b�k�4�6� タ�ー�デ�速�高�の�
。�す�で�能�可�が�信�通�

－� ○� 6�2�1�.�P�

s�p�b�k�8�2�1� ク�ン�リ�チ�ル�マ�
P�P�P� 信�通�

で�ル�コ�ト�ロ�プ�の�め�た�る�す�を�信�通�タ�ー�デ�速�高�
。�す�2�の�本�B� ー�デ�に�速�高�て�し�用�利�を�ル�ネ�ャ�チ�

。�す�ま�き�で�が�信�受�送�の�タ�
－� ×� 信�通�

ド�イ�ガ�

ト�ッ�プ�ー�ル�ス� D�O�B� ／�
ス�ー�ソ�リ� D�O�B�

、�て�じ�応�に�況�状�の�信�通�タ�ー�デ�や�話�電� s�p�b�k�4�6�
と� s�p�b�k�8�2�1� 。�す�ま�え�替�り�切�を�信�通�タ�ー�デ�の� 知�通�信�着�中�信�通� ×� 信�通�

ド�イ�ガ�

ル�ア�ュ�ニ�マ� D�O�B� 度�速�信�通�、�て�っ�使�を�ン�タ�ボ�ン�ョ�シ�ク�ン�ァ�フ�
を� s�p�b�k�8�2�1� ／� s�p�b�k�4�6� 。�す�ま�え�替�り�切�に� －� ×� 6�4�2�.�P�

期�同� s�p�b�k�4�6� ネ�ー�タ�ン�イ�
信�通�ト�ッ�

期�同�、�ら�か�ン�コ�ソ�パ�た�し�応�対�に�信�通�期�同�非�
。�す�ま�き�で�続�接�に�ト�ン�イ�ポ�ス�セ�ク�ア� －� ×� 信�通�

ド�イ�ガ�

期�同�非� s�p�b�k�6�.�7�5� 信�通� 。�す�ま�き�で�続�接�に�ト�ン�イ�ポ�ス�セ�ク�ア�期�同�非� －� ×� 信�通�
ド�イ�ガ�

マ�イ�タ�視�監�信�通�無�
定�設�が�態�状�い�な�し�信�通�ま�ま�た�し�続�接�に�線�回�
に�的�動�自�を�線�回�、�に�合�場�た�え�超�を�間�時�た�し�

。�す�ま�ぎ�防�を�れ�忘�断�切�。�す�ま�し�断�切�
－� ○� 信�通�

ド�イ�ガ�
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能�機� 容�内� SNI ト�ッ�ネ� 46
約�契�の�ス�ビ�ー�サ�加�付�

機�子�
)7SR(

応�対�

照�参�
ジ�ー�ペ�

マ�イ�タ�断�切�制�強� 制�強�、�と�る�え�超�を�間�時�た�し�定�設�が�間�時�信�通�
。�す�ま�し�断�切�を�線�回�に�的� －� ○� 信�通�

ド�イ�ガ�

ク�ッ�バ�ル�ー�コ�ス�ル�ィ�テ�ス�

mretA 側�ト�ン�ア�イ�ラ�ク�で�ク�ー�ワ�ト�ッ�ネ�の�間�
自�を�信�発�が�側�バ�ー�サ�、�に�き�と�た�し�続�接�ら�か�
イ�ラ�ク�。�す�ま�し�直�し�続�接�、�て�し�断�切�に�的�動�

。�ん�せ�ま�り�か�か�が�金�料�信�通�に�側�ト�ン�ア�

－� ○� 信�通�
ド�イ�ガ�

能�機�化�均�平�答�応� の�数�複�に�線�回�の�本�１� mretA 場�る�い�て�れ�さ�続�接�が�
各�、�に�合� mretA 。�す�ま�し�化�均�平�を�答�応�信�着�の�へ� －� ×� 信�通�

ド�イ�ガ�

0.2SFAIP ／� 1.2SFAIP
応�対�

SHP お�て�し�応�対�に�格�規�準�標�の�信�通�タ�ー�デ�の�
、�り� SHP ら�か� mretA が�ス�セ�ク�ア�ト�ー�モ�リ�へ�

。�す�で�能�可�
－� 信�通�

ド�イ�ガ�

sib24.V 縮�圧� SFAIP を�タ�ー�デ�、�に�き�と�る�す�信�通�タ�ー�デ�で�
。�す�ま�し�縮�短�を�間�時�信�通�て�し�縮�圧� －� ○� －�

ITC 能�機� ト�ル�ザ�リ�、�を�報�情�の�ど�な�号�番�話�電�の�者�信�発�
。�す�ま�し�知�通�に�ン�コ�ソ�パ�で�ド�ー�コ� －� ×� 信�通�

ド�イ�ガ�

XUMTI

だ�い�な�つ�に�機�親� 2 親�は�た�ま�、�ン�コ�ソ�パ�の�台�
に�機�子�・�機� 1 だ�い�な�つ�つ�ず�台� 2 ン�コ�ソ�パ�の�台�

ザ�ー�ユ�の�つ�１�、�ら�か� DI に�ダ�イ�バ�ロ�プ�じ�同�で�
。�す�ま�き�で�続�接�に�時�同� 1 続�接�で�費�信�通�の�分�本�
う�も�る�い�て�い�空�、�き�で� 1 の�本�B 電�で�ル�ネ�ャ�チ�
。�す�ま�え�使�が�ス�ク�ァ�フ�や�話�

－� ○�*2 信�通�
ド�イ�ガ�

ス�セ�ク�ア�チ�ル�マ�

だ�い�な�つ�に�機�親� 2 親�は�た�ま�、�ン�コ�ソ�パ�の�台�
に�機�子�・�機� 1 だ�い�な�つ�つ�ず�台� 2 ン�コ�ソ�パ�の�台�

、�ら�か� ス�セ�ク�ア�に�時�同�に�ダ�イ�バ�ロ�プ�の�々�別�
。�す�ま�き�で�

－� ○�*2

○�*1

信�通�
ド�イ�ガ�

BSU ト�ー�ポ� 、�し�応�対�に�ス�ー�ェ�フ�タ�ン�イ�ン�コ�ソ�パ�の�新�最�
。�す�ま�し�現�実�を�信�通�速�高�、�続�接�単�簡� －� ○� －�

BSU ク�ー�ワ�ト�ッ�ネ� や�ル�イ�ァ�フ�、�で�間�ン�コ�ソ�パ�だ�い�な�つ�に�機�親�
。�す�で�能�可�が�有�共�の�タ�ン�リ�プ� －� ×� 信�通�

ド�イ�ガ�

信�通�タ�ー�デ�線�内� が�用�共�の�タ�ン�リ�プ�や�ル�イ�ァ�フ�で�間�機�子�・�親�
。�す�ま�き�で� －� ○�

○�

821.P

231.Pト�ー�ポ�グ�ロ�ナ�ア�能�性�高�
器�機�信�通�グ�ロ�ナ�ア�の�ど�な�ス�ク�ァ�フ�や�機�話�電�
利�が�ス�ビ�ー�サ�の�話�電�な�ま�ざ�ま�さ�、�し�続�接�を�

。�す�ま�き�で�用�
－� ×�

続�接�チ�ン�ラ�ブ�末�端�グ�ロ�ナ�ア� 大�最�に�ト�ー�ポ�グ�ロ�ナ�ア�の�つ�１� 3 電�の�で�ま�台�
。�す�ま�き�で�続�接�が�機�話� －� ×� 75.P

択�選�知�通�号�番�者�信�発�
SNI ト�ッ�ネ� 46 」�ス�ビ�ー�サ�知�通�号�番�者�信�発�「�の�

通�に�手�相�を�号�番�話�電�の�分�自�。�す�ま�い�て�し�応�対�に�
。�す�ま�き�で�択�選�に�と�ご�ト�ー�ポ�を�い�な�し�／�る�す�知�

－� 461.P

話�通�線�内� 子�、�や�し�う�ど�機�話�電�た�し�続�接�に�ト�ー�ポ�グ�ロ�ナ�ア�
た�し�録�登�機� SHP 。�す�ま�き�で�が�話�通�線�内�と�機�話�電� －� ×� 741.P

送�転�線�内�
ト�ー�ポ�グ�ロ�ナ�ア�、�を�話�電�た�き�て�っ�か�か�で�線�外�

や�機�話�電�た�し�続�接�に� た�し�録�登�機�子� SHP 話�電�
機� 。�す�ま�き�で�送�転�で�線�内�、�に�

－� ×� 941.P

定�指�ト�ー�ポ�信�着�先�優� 2 か�ら�ち�ど�、�ち�う�の�機�話�電�の�台� 1 機�話�電�の�台�
。�す�ま�き�で�が�と�こ�る�せ�さ�信�着�に�的�先�優�に� －� ×� 581.P

信�発�ル�ヤ�イ�ダ�縮�短� く�お�て�し�録�登�を�号�番�話�電�の�手�相�め�じ�か�ら�あ�
。�す�ま�れ�ら�け�か�が�話�電�で�号�番�縮�短�、�と� －� ×� 451.P

＊1 RS7はPIAFS2.0のみ対応しています。
＊2 1台の子機に2台のパソコンを接続して使用することはできません。
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36　Aterm機能一覧

能�機� 容�内� S�N�I� ト�ッ�ネ� 4�6�
約�契�の�ス�ビ�ー�サ�加�付�

機�子�
)�7�S�R�(�

応�対�

照�参�
ジ�ー�ペ�

択�選�信�着�し�な�ス�レ�ド�ア�ブ�サ� ア�ブ�サ�、�も�で�合�場�る�い�て�し�定�設�を�ス�レ�ド�ア�ブ�サ�
。�す�ま�き�で�信�着�も�ら�か�手�相�い�な�が�定�指�の�ス�レ�ド� －� ×� 7�8�1�.�P�

定�設�マ�イ�タ�間�桁�ル�ヤ�イ�ダ� 設�を�間�時�の�で�ま�る�す�信�発�ら�か�て�し�ル�ヤ�イ�ダ�
。�す�ま�き�で�定� －� ×� 3�4�1�.�P�

出�送�音�留�保� も�で�き�と�る�い�て�し�用�利�を�ン�ホ�チ�ッ�ャ�キ�似�疑�
。�す�ま�き�で�が�と�こ�す�流�を�音�留�保�に�手�相� －� ×� ー�

定�設�け�か�出�お�

ド�ー�モ�送�転�信�着�話�電�／�ド�ー�モ�み�す�や�お� ／�ボ�
ド�ー�モ�送�転�プ�ー�ワ�ス�イ� ／� ド�ー�モ�ュ�シ�ッ�ラ�フ�

設�、�と�す�押�を�ン�タ�ボ�る�け�か�で�。�す�ま�り�あ�が�
る�す�出�外�。�す�ま�し�始�開�を�作�動�で�容�内�た�し�定�
音�し�出�び�呼�、�に�き�と�る�な�に�み�す�や�お�や�き�と�
、�り�た�せ�ら�知�で�ム�ラ�グ�ト�ク�ピ�に�ず�さ�ら�鳴�を�
。�す�ま�き�で�が�と�こ�る�す�送�転�に�号�番�話�電�の�別�

S�N�I� ー�ワ�ス�イ�ボ�
ー�ワ�ス�イ�ボ�（�プ�
利�ド�ー�モ�送�転�プ�

）�合�場�の�用� ×� 0�9�1�.�P�

応�対�ン�ホ�ス�ク�ッ�レ�フ�

S�N�I� ン�ホ�チ�ッ�ャ�キ� ／� 送�転�信�着� ／� 話�通�者�三� ／�
利�が�ス�ビ�ー�サ�た�し�約�契�、�ち�う�の�送�転�中�信�通�

。�す�ま�き�で�用�

S�N�I� ホ�チ�ッ�ャ�キ�
送�転�信�着�／�ン� ／�
信�通�／�話�通�者�三�

送�転�中�

×�
6�5�1�.�P�
9�5�1�.�P�
4�0�2�.�P�
7�0�2�.�P�

S�N�I� ／�プ�ー�ワ�ス�イ�ボ� S�N�I� ボ�
応�対�ト�ク�レ�セ�・�プ�ー�ワ�ス�イ�

S�N�I� ト�ッ�ネ� 4�6�の�S�N�I� プ�ー�ワ�ス�イ�ボ� ／�I�S�N� イ�ボ�
か�か�。�す�ま�い�て�し�応�対�に�ト�ク�レ�セ�・�プ�ー�ワ�ス�
。�す�ま�し�送�転�に�号�番�話�電�の�別�を�話�電�た�き�て�っ�

S�N�I� プ�ー�ワ�ス�イ�ボ�
／�S�N�I� ー�ワ�ス�イ�ボ�

ト�ク�レ�セ�・�プ�
×� 6�9�1�.�P�

S�N�I� 応�対�ス�ビ�ー�サ�け�わ�り�な�

S�N�I� ト�ッ�ネ� 4�6�の�S�N�I� 対�に�ス�ビ�ー�サ�け�わ�り�な�
と�た�し�信�着�ら�か�手�相�の�定�特�。�す�ま�い�て�し�応�

り�た�し�信�着�け�だ�き� (� 信�着�別�識� )� 信�着�る�な�異�、�
り�た�し�ら�鳴�を�音� (� グ�ン�ギ�ン�リ�別�識� )� ッ�ャ�キ�、�

る�せ�さ�作�動�を�ン�ホ�チ� (� ン�ホ�チ�ッ�ャ�キ�択�選� )�こ�
。�す�ま�き�で�が�と�

S�N�I� サ�け�わ�り�な�
ス�ビ�ー�

×�
0�1�2�.�P�
3�1�2�.�P�
6�1�2�.�P�

応�対�ー�バ�ン�ナ�・�ｉ�
S�N�I� ト�ッ�ネ� 4�6� ｉ�の�･� い�て�し�応�対�に�ー�バ�ン�ナ�
。�す�ま� 2� は�た�ま�つ� 3� ト�ー�ポ�各�で�号�番�話�電�の�つ�

。�す�ま�き�で�が�と�こ�す�出�び�呼�を�

ー�バ�ン�ナ�・�ｉ�
○� 7�7�1�.�P�

応�対�ス�ビ�ー�サ�ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ�
S�N�I� ト�ッ�ネ� 4�6� 応�対�に�ス�ビ�ー�サ�ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ�の�

号�番�ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ�や�号�番�線�回�者�約�契�。�す�ま�い�て�し�
。�す�ま�き�で�が�と�こ�す�出�び�呼�を�ト�ー�ポ�各�、�で�

サ�ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ�
ス�ビ�ー� ○� 0�8�1�.�P�

ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ�・�グ�ロ�ナ�ア�
応�対�

で�号�信�ン�タ�ボ�ュ�シ�ッ�プ�、�を�号�番�話�電�た�し�信�着�
通�グ�ロ�ナ�ア�。�す�ま�し�出�送�に�器�機�信�通�グ�ロ�ナ�ア�

。�す�ま�し�応�対�に�ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ�の�器�機�信�

ま�ー�バ�ン�ナ�・�ｉ�
イ�ル�ヤ�イ�ダ�は�た�

ス�ビ�ー�サ�ン�
×� 1�3�2�.�P�

応�対�ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ�・�ム�デ�モ�
グ�ロ�ナ�ア�で�号�信�ム�デ�モ�、�を�号�番�話�電�た�し�信�着�
の�器�機�信�通�グ�ロ�ナ�ア�。�す�ま�し�出�送�に�器�機�信�通�

。�す�ま�し�応�対�に�ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ�

ま�ー�バ�ン�ナ�・�ｉ�
イ�ル�ヤ�イ�ダ�は�た�

ス�ビ�ー�サ�ン�
×� 9�2�2�.�P�

択�選�数�複�ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ�信�着�
て�当�り�割�を�号�番�話�電�の�数�複�に�機�話�電�の�台�１�

。�す�ま�き�で�が�信�着�て�
サ�ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ�

ス�ビ�ー� ×� 0�8�1�.�P�

定�指�号�番�話�電�者�信�発� を�号�番�話�電�る�す�信�発�に�と�ご�ト�ー�ポ�グ�ロ�ナ�ア�
。�す�ま�き�で�定�指� ー� ×� 6�6�1�.�P�

S�N�I� プ�ス�ィ�デ�・�ー�バ�ン�ナ�
応�対�イ�レ�

S�N�I� ト�ッ�ネ� 4�6�の�S�N�I� に�イ�レ�プ�ス�ィ�デ�・�ー�バ�ン�ナ�
バ�ン�ナ�を�号�番�話�電�の�手�相�。�す�ま�い�て�し�応�対�
。�す�ま�し�示�表�に�機�話�電�の�応�対�イ�レ�プ�ス�ィ�デ�・�ー�

S�N�I� ・�ー�バ�ン�ナ�
イ�レ�プ�ス�ィ�デ� ×� 8�6�1�.�P�

示�表�歴�履�信�着� を�ど�な�時�日�信�着�や�号�番�話�電�の�手�相�た�し�信�着�
0�5� 。�す�ま�き�で�憶�記�で�ま�件�

S�N�I� ・�ー�バ�ン�ナ�
イ�レ�プ�ス�ィ�デ� ×� 5�7�1�.�P�
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能�機� 容�内� S�N�I� ト�ッ�ネ� 4�6�
約�契�の�ス�ビ�ー�サ�加�付�

機�子�
)�7�S�R�(�

応�対�

照�参�
ジ�ー�ペ�

信�発�先�歴�履�信�着�
話�電�で�作�操�な�単�簡�、�に�手�相�た�し�憶�記�を�信�着�

。�す�ま�れ�ら�け�か�が�
S�N�I� ・�ー�バ�ン�ナ�

イ�レ�プ�ス�ィ�デ� ×� 5�7�1�.�P�

止�防�話�電�惑�迷� 次�、�て�し�録�登�を�話�電�な�惑�迷�の�ど�な�ら�ず�た�い�
。�す�ま�し�否�拒�を�信�着�ら�か�回�

S�N�I� ・�ー�バ�ン�ナ�
イ�レ�プ�ス�ィ�デ� ×� 7�1�2�.�P�

信�着�ト�ー�ベ�イ�ラ�プ�イ�マ�
、�と�る�あ�が�信�着�ら�か�手�相�た�し�録�登�に�帳�話�電�

。�す�ま�し�出�び�呼�を�機�話�電�の�定�特�
S�N�I� ・�ー�バ�ン�ナ�

イ�レ�プ�ス�ィ�デ� ×� 0�2�2�.�P�

け�わ�り�な�似�疑� 「�S�N�I� ン�ギ�ン�リ�別�識�の�」�ス�ビ�ー�サ�け�わ�り�な�
。�す�ま�し�現�実�を�ス�ビ�ー�サ�の�等�同�と�グ�

S�N�I� ・�ー�バ�ン�ナ�
イ�レ�プ�ス�ィ�デ� ×� 3�1�2�.�P�

ン�ホ�チ�ッ�ャ�キ�択�選�似�疑�

「�S�N�I� チ�ッ�ャ�キ�択�選�の�」�ス�ビ�ー�サ�け�わ�り�な�
話�通�。�す�ま�し�現�実�を�ス�ビ�ー�サ�の�等�同�と�ン�ホ�
り�割�を�け�だ�話�電�の�ら�か�手�相�た�し�録�登�も�で�中�

。�す�ま�せ�ら�知�で�音�み�込�

S�N�I� ・�ー�バ�ン�ナ�
イ�レ�プ�ス�ィ�デ� ×� 6�1�2�.�P�

送�転�信�着�別�識�

「�S�N�I� ィ�テ�リ�ュ�キ�セ�の�」�ス�ビ�ー�サ�け�わ�り�な�
(� 信�着�別�識� )� か�手�相�た�し�録�登�、�て�し�用�利�を�能�機�

に�号�番�話�電�の�別�た�し�定�設�、�を�け�だ�信�着�の�ら�
。�す�ま�し�送�転�

S�N�I� け�わ�り�な�
ス�ビ�ー�サ� ×� 2�2�2�.�P�

ン�ホ�チ�ッ�ャ�キ�似�疑� 「�の�ン�ホ�ス�ク�ッ�レ�フ� S�N�I� 等�同�と�」�ン�ホ�チ�ッ�ャ�キ�
。�す�ま�し�現�実�を�ス�ビ�ー�サ�の� －� ×� 6�5�1�.�P�

話�通�者�三�似�疑�
ビ�ー�サ�の�等�同�と�話�通�者�三�の�ン�ホ�ス�ク�ッ�レ�フ�

う�も�で�線�外�に�中�話�通�。�す�ま�し�現�実�を�ス� 1�を�人�
、�し�出�び�呼� 3� 。�す�ま�き�で�話�通�で�人�

－� ×� 9�5�1�.�P�

送�転�信�着�似�疑�
ス�ビ�ー�サ�の�等�同�と�送�転�信�着�の�ン�ホ�ス�ク�ッ�レ�フ�
ず�せ�答�応�に�話�電�た�き�て�っ�か�か�。�す�ま�し�現�実�を�

ま�し�送�転�へ�号�番�話�電�の�別�た�し�定�設�、�に� 。�す�
－� ×� 4�0�2�.�P�

知�通�信�着�ル�ー�メ�子�電�

E�B�O�L�G�I�B� ン�イ�、�と�る�す�着�到�が�ル�ー�メ�子�電�に�
に�ず�せ�ス�セ�ク�ア�に�ト�ッ�ネ�ー�タ� G�S�M� の�プ�ン�ラ�

。�す�ま�し�せ�ら�知�お�で�滅�点� （� E�B�O�L�G�I�B� 契�の�と�
）�す�で�要�必�が�約�

－� ○� 3�3�2�.�P�

I�U�U� ル�ー�メ�
m�r�e�t�A� で�間� e�t�y�b�0�0�1� ル�ー�メ�ト�ー�ョ�シ�の�で�ま�
回�１�を� 4�.�0� 。�す�ま�き�で�信�受�送�で�円� －� ○� 5�3�2�.�P�

ン�ホ�レ�テ� I�U�U� ル�ー�メ� m�r�e�t�A� の�間� I�U�U� 回�１�ら�か�機�話�電�を�ル�ー�メ�
4�.�0� 。�す�ま�き�で�信�受�送�で�円�

知�通�信�着�中�信�通� ×� 5�3�2�.�P�

ル�ー�メ�遊�遊�
／�話�電�帯�携�ル�タ�ジ�デ�／�末�端�報�情�帯�携�／�ン�コ�ソ�パ�

S�H�P� 回�１�を�ジ�ー�セ�ッ�メ�ト�ー�ョ�シ�へ� 4�.�0� 信�送�で�円�
（�。�す�ま�き�で� E�B�O�L�G�I�B� ）�す�で�要�必�が�約�契�の�と�

－� ○� 4�3�2�.�P�

ル�ー�メ�遊�遊�ン�ホ�レ�テ�
ジ�デ�／�末�端�報�情�帯�携�／�ン�コ�ソ�パ�ら�か�機�話�電�

／�話�電�帯�携�ル�タ� S�H�P� へ� I�U�U� で�信�送�が�ル�ー�メ�
。�す�ま�き�

－� ×� 4�3�2�.�P�

ト�ン�タ�ス�シ�ア�く�ら�く�ら�
）�ィ�テ�リ�ィ�テ�ー�ユ�く�ら�く�ら�（�

の�め�た�る�す�用�利�を�ト�ッ�ネ�ー�タ�ン�イ�や�機�話�電�
て�っ�が�た�し�に�内�案�の�面�画�ン�コ�ソ�パ�、�が�定�設�

。�す�ま�き�で�に�単�簡�
－� ○� 2�0�1�.�P�

2�2�1�.�P�

定�設�ン�ホ�レ�テ�く�ら�く�ら� が�定�設�の�め�た�る�す�用�利�を�ス�ク�ァ�フ�や�機�話�電�
。�す�ま�き�で�で�機�話�電� －� ×� 1�5�2�.�P�

I�U�U� ル�ー�メ� X�E� リ�ィ�テ�ー�ユ�
ィ�テ�

I�U�U� メ�遊�遊�／�知�通�信�着�ル�ー�メ�子�電�／�ル�ー�メ�
ィ�テ�ー�ユ�の�め�た�る�す�用�利�で�ン�コ�ソ�パ�を�ル�ー�

。�す�で�ィ�テ�リ�
－� ○� 信�通�

ド�イ�ガ�

示�表�金�料�信�通�積�累� ー�ポ�タ�ー�デ�／�ト�ー�ポ�線�無�／�ト�ー�ポ�グ�ロ�ナ�ア�
。�す�ま�し�示�表�を�金�料�信�通�の�ト� －� ×� 5�4�2�.�P�
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38　箱の中身を確認する

1-2．箱の中身を確認する
ワイヤレスセットの箱を開けたら、次のものがそろっているか確認してください。不足している

ものがありましたら、お買い上げいただいた販売店にご連絡ください。

親機（IWX70）本体�

子機（RS7）本体�

�

POWER

PHS

MSG

MENU

SELECT

ENTER

DATA
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RS-232Cケーブル�
（9ピン）�

取扱説明書（本書）�

CD-ROM「AtermIWX70&�
RS7ユーティリティ集」�

● パソコンで設定するためのソフトウェア�
　 やPDFファイルなどを収録 

● 1本添付�
● シリアルポートと接続時に使用�

6極モジュラ�

● 1本添付�
● INSネット64と接続時に使用�

USBケーブル�

保証書�

�

● 1本添付�
● USBポートと接続時に使用�

INS回線ケーブル�

�
はじめに�

お読みください�
Windowsで�

簡単に設定する�

Macintoshで�

簡単に設定する�
さまざまな機能�

パソコンを使わないで�

親機を操作する�
お困りのときには�

付　録�

Atermを接続する�

取扱説明書�

(

)
電話やインターネット接続ができるまで�

ISDNターミナルアダプタ�

□□□□□□□□

□□□□□□□□

□□□□□□□□

□□□□□□□

□□□□□□□□

□□□□□□□□

□□□□□□□

□
□□□□□□
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40　親機（IWX70）

1-3．各部の名前とはたらき
親機と子機の各部の名前は次のとおりです。

親機（IWX70）

前面

MENU

SELECT

POWER

PHS

MSG

DATA

ENTER

液晶ディスプレイ�

状態表示ランプ�

SELECTボタン�

ENTERボタン�

ファンクションボタン�

アンテナ�1

2

3

8

7

MENUボタン�6

でかけるボタン�

4POWERランプ�

5
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親機（IWX70）　41

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● MSG（メッセージ）ランプはBIGLOBEに電子メールが到着したとき、または
Atermに直接UUIメールが着信したときにオレンジ色に点滅してお知らせします。
電子メール着信通知をご利用になるには、BIGLOBEの加入とメールサービスの申
し込みが必要です。（→「5-3．Atermのメール機能」P.233）

● 液晶ディスプレイには表面を保護するための保護シート（ポリエチレンフィルム）
が貼ってあります。ご使用の際には保護シートをはがしてからお使いください。

● 本装置のプラスチック部品の一部に、光の具合によってはキズに見える部分があり
ます。プラスチック部品の製作過程で生じることがあるものですが、構造上および
機能上は問題ありません。安心してお使いください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

DATA（送受信データ表示）ランプ
パソコンでデータを送受信しているとき
に緑色または赤色に点滅します。（→
P.46）

POWER（電源）ランプ

電源の状態を緑色に点灯／点滅して知らせま
す。（→P.46）

でかけるボタン

お出かけ設定（→P.190）をするときに押
します。（→P.46）
（本文中は  で表します）

MENUボタン

設定を開始・終了するときに押します。設定
中に押すと、設定はキャンセル（解除）され
ます。（→P.242）
（本文中は  で表します）

SELECTボタン

設定項目を選択するときに押します。ボタン
を押すごとに設定項目が切り替わります。
（→P.242）
（本文中は  で表します）

ENTERボタン

設定項目を決定するときに押します。（→
P.242）
（本文中は  で表します）

アンテナ

子機に対して無線電波の受発信をします。

液晶ディスプレイ
日時や回線・通信機器の使用状況、設定内容
などを絵文字（ピクトグラム）とメッセージ
で表示します。（→P.310）

j 着信転送が設定してあるときに表示
されます。

a b 電話Aポートまたは電話Bポートに
接続されている通信機器の受話器を
上げているときに表示されます。

c データ通信をしているときに表示さ
れます。

 c Bチャネル1つ（64kbps）で通信中
 d Bチャネル2つ（128kbps）で通信中
ef B1またはB2チャネルを使用して

いるときに表示されます。
g シリアルポートまたは USB ポー

トに接続されたパソコンの E R
（Equipment Ready）信号がON
のときに表示されます。

状態表示ランプ

PHS（無線状態表示）ランプ
無線電波の状態を緑色または赤色に点灯
／点滅して知らせます。（→P.46）
MSG（メッセージ）ランプ
BIGLOBEに電子メールが到着、または
親機にUUIメールが着信するとオレンジ
色に点滅します。（→P.233）
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42　親機（IWX70）

背面／側面

電話A 電話B 回線�

電源�

DATA

OFF
ON

1 DIP SW 8

電池カバー�3

（電話Aポート，�
　電話Bポート）�

4

INS回線コネクタ�5 ニカド電池パック�
接続用コネクタ　�

11

12

品名ラベル�

電源コード�9

S点ユニットスロット�

13S点ユニットカバー�

電源スイッチ�8

シリアルポート�7

USBポート�6

電池ホルダー�2

ディップスイッチ�1

10

�

アナログポート�
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親機（IWX70）　43

ディップスイッチ

強制ダウンロードモード（→P.323）など
を実行するときに使用します。

電池ホルダー

停電時に備えて、電池を入れます。市販の単
3アルカリ乾電池4本、または別売のニカド
電池パック（PC-IT/B02）をセットします。
（→「8-1.停電対策」P.308）

電池カバー

電池ホルダーに電池をセットするときに外し
ます。ツメの部分を押し下げながらカバーを
持ち上げるようにすると、本体から外れます。

アナログポート（電話Aポート，電話B
ポート）

電話機、ファクス、モデムなどのアナログ通
信機器を接続します。

INS回線コネクタ

添付の INS 回線ケーブルを使用して INS
ネット64と接続します。

USBポート

USBケーブルを使用してパソコンを接続し
ます。シリアルポートと合わせて「データ
ポート」とも呼びます。

シリアルポート

RS-232Cケーブルを使用してパソコンを接
続します。USBポートと合わせて「データ
ポート」とも呼びます。

電源スイッチ

電源のON/OFFを切り替えます。ONにす
るときは「－」側を押します。

電源コード

AC100Vの家庭用電源コンセントに接続し
ます。

品名ラベル

認証番号、製造番号、無線端末識別用 ID番
号などが記載されています。

ニカド電池パック接続用コネクタ

電池ホルダーにニカド電池パック（PC-IT/
B02）をセットするときに接続します。

S点ユニットスロット

別売のS点ユニット（PC-IT/U03）、または
DSU切り離しユニット（PC-IT/US1）を増
設するための拡張スロットです。（→「8-7．
ターミナルアダプタの増設」P.328）

S点ユニットカバー

別売のS点ユニット（PC-IT/U03）、または
DSU切り離しユニット（PC-IT/US1）を取
り付けるときに外します。

底面

FG
RVS NOR

アース線接続端子�1 INS回線リバーススイッチ�2

アース線接続端子

市販のアース線を取り付けます（アース線は
添付されていません）。

INS回線リバーススイッチ

INS ネット64の配線が逆転しているとき
（同期がとれないとき）に切り替えます。切
り替えるときはボールペンの先など細くて硬
いものを使います。（→P.63）
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44　子機（RS7）　

MSG（メッセージ）ランプ

BIGLOBEに電子メールが到着、または子機
にUUIメールが着信するとオレンジ色に点
滅します。（→P.233）

DATA（送受信データ表示）ランプ

パソコンでデータを送受信しているときに緑
色または赤色に点滅します。（→P.47）

READY（動作状態表示）ランプ

パソコンとの接続状態を緑色または赤色に点
灯／点滅して知らせます。（→P.47）

子機（RS7）

前面

アンテナ

親機に対して無線電波の受発信をします。

POWER（電源）ランプ

電源が入っていると緑色に点灯します。

PHS（無線状態表示）ランプ

無線電波の状態を緑色または赤色、オレンジ
色に点灯／点滅して知らせます。（→P.47）

POWERランプ

PHSランプ

MSGランプ

DATAランプ

READYランプ

アンテナ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● MSG（メッセージ）ランプはBIGLOBEに電子メールが到着したとき、または
Atermに直接UUIメールが着信したときにオレンジ色に点滅してお知らせします。
電子メール着信通知をご利用になるには、BIGLOBEの加入とメールサービスの申
し込みが必要です。（→「5-3．Atermのメール機能」P.233）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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子機（RS7）　45

アンテナホルダー

アンテナを倒したときにアンテナをセットし
て保護します。

電源コード

AC100Vの家庭用電源コンセントに接続し
ます。

スイッチ

通常は「1」にしておきます。

TESTスイッチ

自己診断などを実行するときに使用します。
（→P.324）

背面

アース線接続端子

市販のアース線を取り付けます（アース線は
添付されていません）。

USBポート

USBケーブルを使用してパソコンを接続し
ます。シリアルポートと合わせて「データ
ポート」とも呼びます。

シリアルポート

RS-232Cケーブルを使用してパソコンを
接続します。USBポートと合わせて「デー
タポート」とも呼びます。

電源プラグ

TESTスイッチ電源コード

アンテナホルダー

アース線接続端子

USBポート

シリアルポート

スイッチ
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46　状態表示ランプ　

状態表示ランプ

無線電波の状態や通信状態をランプで表示します。それぞれの意味は次のとおりです。

■ 親機

プ�ン�ラ� 色� ン�ー�タ�パ�灯�点� 味�意�

R�E�W�O�P�
）�源�電�（�

緑�

灯�点� 源�電� N�O� 態�状�の�

滅�点�（2 ）�秒�／�回� 中�作�動�で�池�電�

滅�点�（1 ）�秒�／�回� か�ず�わ�量�残�の�池�電�

赤� 灯�点� 中�ド�ー�ロ�ン�ウ�ダ�を�ア�ェ�ウ�ム�ー�ァ�フ�

S�H�P�
）�示�表�態�状�線�無�（�

緑�
灯�点� 能�可�信�通�線�無�

滅�点� を�線�回�線�無� 1� 中�用�使�ル�ネ�ャ�チ�

赤�
灯�点�

い�な�い�て�れ�さ�録�登�設�増�が�機�子�

中�ド�ー�ロ�ン�ウ�ダ�を�ア�ェ�ウ�ム�ー�ァ�フ�

滅�点� を�線�回�線�無� 2� 中�用�使�ル�ネ�ャ�チ�

G�S�M�
）�ジ�ー�セ�ッ�メ�（�

ジ�ン�レ�オ� 滅�点� E�B�O�L�G�I�B� た�ま�、�着�到�が�ル�ー�メ�子�電�に�
は� I�U�U� 信�受�を�ル�ー�メ�

A�T�A�D�
）�示�表�タ�ー�デ�信�受�送�（�

緑� 滅�点� 中�信�受�送�タ�ー�デ�で�ト�ー�ポ�ル�ア�リ�シ�

赤� 滅�点� B�S�U� 中�信�受�送�タ�ー�デ�で�ト�ー�ポ�

）�定�設�け�か�出�お�（�

－� 灯�消� き�と�る�い�て�し�除�解�を�定�設�け�か�出�お�

赤�

灯�点� き�と�る�い�て�し�に�定�設�け�か�出�お�

滅�点�

か�か�が�話�電�に�中�ト�ッ�セ�を�定�設�け�か�出�お�
き�と�た�き�て�っ�

○� あ�が�信�着�：�き�と�の�ド�ー�モ�み�す�や�お�
態�状�た�し�滅�点�は�プ�ン�ラ�、�と�あ�た�っ�

。�す�ま�り�な�に�

○� が�信�着�：�き�と�の�ド�ー�モ�ュ�シ�ッ�ラ�フ�
し�滅�点�が�プ�ン�ラ�、�け�だ�き�と�た�っ�あ�

。�す�ま�
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■ 子機

プンラ 色 ンータパ灯点 味意

REWOP
）源電（

緑 灯点 源電 NO 態状の

赤 灯点 中ドーロンウダをアェウムーァフ

SHP
）示表態状線無（

－ 灯消
いないてい届が波電の機親

中用使トーポ線無が機子の他

緑
灯点 能可信通線無

滅点 を線回線無 1 中用使ルネャチ

赤
灯点

いないてれさ録登設増が機子

中ドーロンウダをアェウムーァフ

滅点 を線回線無 2 中用使ルネャチ

ジンレオ 灯点 定安不態状線無

GSM
）ジーセッメ（

ジンレオ 滅点 EBOLGIB ま、着到がルーメ子電に
はた IUU 信受をルーメ

ATAD
）示表ターデ信受送（

赤 滅点 中信受送ターデでトーポルアリシ

緑 滅点 BSU 中信受送ターデでトーポ

YDAER
）示表態状作動（

－ 灯消 ケはたま、時続接トーポルアリシ
時続接未ルブー

赤 灯点 コソパたれさ続接にトーポルアリシ
（態状能可作動がン RE 号信 NO ）

緑
灯点 BSU ンコソパたれさ続接にトーポ

（態状能可作動が RE 号信 NO ）

滅点 BSU 時続接にトーポ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● READYランプを点滅させたくない場合は、『ハイパーターミナル』などのATコマン
ドが入力できる通信ソフトで「AT&L1=0」を入力してください。そのあと「AT＄S」
を入力すると、子機に内蔵されている不揮発性メモリに設定が保存されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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49

2 Atermを接続する�

�

�

Atermを設置して電話機やパソコンと接続する手順と、電話
の使い方を説明します。�

�
Windows® Me はMicrosoft® Windows® Millennium Edition operating systemの略です。�
Windows® 98はMicrosoft® Windows® 98 operating systemの略です。�
Windows® 95はMicrosoft® Windows® 95 operating systemの略です。�
Windows® 2000はMicrosoft® Windows® 2000 operating systemの略です。�
WindowsNT® 4.0はMicrosoft® WindowsNT® operating system version 4.0の略です。�

Atermをお使いになる前に ････････････ 50

親機を接続する ･･･････････････････････ 56

子機を接続する ･･･････････････････････ 71
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50 INSネット64を利用するには

2-1．Atermをお使いになる前に
Atermをお使いになる前に以下の点を確認してください。

INSネット64を利用するには

■ 電話回線は INSネット64ですか？
親機をアナログ電話回線に接続しても使用できません。電話回線を「INSネット64」（また
は「INSネット64・ライト」）に変更してからご使用ください。

■ 回線側コンセントはモジュラタイプですか？
壁に設置された回線側コンセント（モジュラコンセント）の形状によって、そのままではINS
回線ケーブルを接続できない場合があります。コンセントの形状を確認してください。

差し込む�

電話キャップ�

3ピンプラグ�

直接電話コードが出ている�

回線側コンセント�

そのまま接続できます� 電話キャップを別途購入する必要があります�

NTT東日本・NTT西日本に工事を依頼する必要があります�
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INSネット64の契約が済んでいない場合

最寄りのNTT東日本またはNTT西日本で、INSネット64または INSネット64・ライ
トの加入手続きをしてください。手続きの詳細については、NTT東日本またはNTT西日本
にお問い合わせください。

■ 申し込みが必要な項目
Atermをお使いいただくために、申し込みが必要な項目は次のとおりです。

目項 容内入記・択選 考備

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
項
目

必
須
項
目

スーェフタンイ
ヤイレび及態形

1 別種動起
PM-P 時常 －

知通号番者信発
スビーサ

知通常通
通非とご話通（

）知
］奨推［

mretA 「は態状期初の SNI トッネ 46 込し申の
号番者信発、めたるいてれさ定設に」り通み
、は合場いなくたし知通。すまれさ知通が

はたま』トンタスシアくらくら『 TA ドンマコ
。すまし定設に」いなわ行を知通号番「で

通報情間ザーユ
スビーサ知 可許信着 、知通信着ルーメ子電 IUU ーユのどなルーメ

。すまし択選に合場るす用利を知通報情間ザ

付
加
機
能

スビーサ知通信着中信通 ）料無（
スーソリ DOB 、知通信着ルーメ子電、信着の

IUU のンホスクッレフ、信着のルーメ SNI ッャキ
。すまし択選に合場るす用利をンホチ

i ナ・ ーバン 料有（ ） を号番話電 2 はたま、つ 3 約契に合場いたい使つ
。すまし

スビーサンイルヤイダ ）料有（

mretA ナアてし用利を能機信着ルバーログの
にきとるけ分び呼をトーポ線無やトーポグロ
を」用宅住「の信着ルバーログ。すまし約契

。すまし入記を数個の号番加追、し択選

配
線
・
D
S
U
等

USD A1D07XWI-CP －

AT 社他
（ USD ）蔵内 －

量数 1台 SNI トッネ 46 の1 、きつに線回 1 の台 07XWI
。すまきで続接を

事工器機 まさ客お －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 有料の付加機能は、お客様の必要に応じて申し込んでください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ●「電子メール着信通知」をご利用になるには、「ユーザ間情報通知サービス」以外に、
BIGLOBEへの加入とメールサービスの申し込みが必要です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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52 INSネット64を利用するには

■ INSネット64の付加サービスの申し込み
お使いになりたい機能によって、必要なINSネット64の付加サービスを申し込んでください。
例えば、複数の電話番号で電話機とファクスを呼び分けたい場合は、「ｉ・ナンバー」または
「ダイヤルインサービス」を申し込みます。ｉ・ナンバーを利用すると、2つまたは3つの
電話番号で電話機を呼び分けることができます。4つ以上の電話番号で呼び分けたい場合は、
ダイヤルインサービスを申し込みます。ダイヤルインサービスのオプション項目は「グロー
バル着信有」にします。
また、かかってきた相手の電話番号を確認する「INSナンバー・ディスプレイ」や、指定し
た電話番号に転送する「INSボイスワープ」などのさまざまなINSネット64の付加サービ
スがあります。
INSネット64の付加サービスの詳細は、NTT東日本またはNTT西日本にお問い合わせく
ださい。

■ フレッツ・ISDNについて
親機は「フレッツ・ISDN」に対応しています。フレッツ・ISDNの詳細はNTT東日本まは
たNTT西日本にお問い合わせください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 親機が対応するINSネット64の付加サービスと設定方法については、「5-2．親機
の電話機能」（→P.132）を参照してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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子機を追加するには

親機（IWX70）の子機として追加できるのは合計6台までで、機器によって次のようにな
ります。

機子 数台録登大最 号番線内るきで録登

SHP 機話電 6台 19 ・ 29 ・ 39 ・ 49 ・ 59 ・ 69

ストーモリ
ンョシーテ

7SRmretA
6台 19 ・ 29 ・ 39 ・ 49 ・ 59 ・ 69

02SRmretA

01SRmretA 3台 19 ・ 39 ・ 59

バモチルマ
ドーカルイ

54CRmretA

6台 19 ・ 29 ・ 39 ・ 49 ・ 59 ・ 6953CRmretA

52CRmretA

子機を追加するときは次の点を確認してください。

■ 増設登録されていますか？
子機としてリモートステーションやマルチモバイルカード、PHS電話機を使うには、親機
と子機の両方に増設登録（ID登録）が必要です。増設登録はお近くのNEC保守サービス受
付拠点（→P.337）、PCクリーンスポット（→P.332）、またはお買い上げいただいた販
売店で有料にて承りますのでお問い合わせください。販売店によっては受け付けていない場
合がありますので、あらかじめご確認ください。

■ PHSは親機に対応していますか？
子機として使用するPHS電話機の機種を確認してください。接続できる機種については
AtermStationをご覧ください。

ホームページ『AtermStation』 http://aterm.cplaza.ne.jp/　（平成12年9月現在）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● ワイヤレスセットに同梱のRS7は、出荷時に親機の無線Aポート（内線番号91）
に増設登録がしてあります。あらためて増設登録をする必要はありません。

● 増設登録された子機は、内線番号の順に親機の無線A～Fポートに割り当てられます。
● 親機の無線ポートに増設登録された子機は、親機で設定をすることによって、電話
やインターネットが利用できるようになります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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54 インターネットを利用するには

インターネットを利用するには

インターネットを利用するには、以下の契約とソフトウェアが必要です。

■ プロバイダとの契約
インターネットに接続するには、インターネット接続業者（プロバイダ）との契約が必要です。
申し込み方法などの詳細は、プロバイダにお問い合わせください。

■ ホームページを表示するソフトウェア
ホームページを見るには『Internet Explorer（インターネット・エクスプローラ）』や
『Netscape Navigator（ネットスケープ・ナビゲータ）』などのブラウザソフトが必要で
す。ブラウザソフトは、ほとんどのパソコンにいずれかのソフトが添付されています。
詳細はパソコンの取扱説明書、またはソフトウェアメーカにお問い合わせください。

■ 電子メールを送受信するソフトウェア
電子メールを送受信するには『Outlook Express（アウトルック・エクスプレス）』などの
電子メールソフトが必要です。電子メールソフトは、ほとんどのパソコンに添付されています。
詳細はパソコンの取扱説明書、またはソフトウェアメーカにお問い合わせください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● プロバイダの契約がお済みでない場合は、『らくらくアシスタント』を使ってNEC
が運営するインターネットプロバイダ『BIGLOBE』にオンラインサインアップで
入会申し込みができます。ぜひこの機会にBIGLOBEへの加入をご検討ください。
BIGLOBEについての詳細は「8-10．インターネットプロバイダ『BIGLOBE』の
ご紹介」（→P.341）を参照してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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Atermの設置場所を決める 55
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Atermの設置場所を決める

電話機やパソコンを設置したい場所に合わせて、親機と子機を設置します。その際、次の点
を確認してください。

■ 親機
添付のINS回線ケーブルで、壁に設置された回線側コンセント（モジュラコンセント）と接
続できる場所に置きます。

■ 子機
親機から無線で電波が届く場所に設置します。電波が届くのは、間に障害物が何もない状態
で約100mです。鉄筋壁、防音壁、断熱壁、電波を出す他の機器の有無などの設備環境に
よっては、100m以内でも電波が届かないことがあります。その場合は親機に近づけて設置
してください。

親機�
(IWX70)�

�

INS回線�
ケーブル�

子機�
(RS7)�
�

100m以内�

回線側�
コンセント�

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 親・子機間の無線電波の状態は、子機前面のPHSランプで確認できます。

SHP プンラ 態状線無

灯点色緑 きとの能可が信通線無

灯点色ジンレオ ）定安不（きとい弱が波電

灯点色赤 きといないてれさ録登設増が機子

灯消 はたま、きといなきで信通く悪が態状の波電
きとるいてし用使をトーポ線無が機子の他

また、Windows搭載のパソコンをお使いの場合は、添付ユーティリティ『RS7セン
ター』でも電波状態を確認することができます。（→「3-4. インターネットに接続す
る」P.100）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 親機とコードレス電話機や電子レンジなどの電波を放射する装置との距離が近すぎ
ると、通話やデータ通信が切れることがあります。また通話にノイズが入ったり、
ファクスのデータが正しく送れない場合があります。このようなときは、お互いを
数メートル以上離して設置してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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56 アンテナを立てる

2-2．親機を接続する
親機を設置し、電話機やパソコンと接続します。

アンテナを立てる

親機背面のアンテナを前方向に回転させて垂直に立てます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● アンテナを目などにささないように注意してください。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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電話機／ファクスを接続する 57

電話機／ファクスを接続する

親機背面の電話Aポート、電話Bポートに電話機やファクス、モデムを接続します。市販
のもの、または電話機やファクスに添付されている電話機接続コードを使用してください。
停電したときでも使いたい電話機などは電話Aポートに接続してください。

電話
A
電話
B
回線
�

電話機�

ファクス�

電話機接続コード�
（接続するアナログ通信機器に添付のもの）�

�

電話Aポート�
電話Bポート�

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 親機のアナログポートには、アナログ電話回線で使用していた電話機やファクスが
そのまま使えます。ただし、接続できるアナログ通信機器は、端末審査協会の適合
マーク「 p 」または「 q 」が付いていて、ダイヤル方式が「トーン」（または
「PB」）の電話機、G3ファクス、モデムなどです。

● 1つのアナログポートに電話機を複数台接続する場合は、3台までブランチ接続ができ
ます。接続できる電話機は、アナログ網でブランチ接続が可能なアナログ通信機器です。

3口のローゼット�

親機�
 (IWX70)

○ 通話できるのは1台のみです。
○ ブランチ接続する装置の合計容量は3μF以下、インピーダンスは2kΩ以内です。
○ ブランチ接続した場合は、INSナンバー・ディスプレイなどで電話番号を電話機
に表示することはできません。

● 親機のアナログポートは疑似的にアナログ電話回線と同等の環境を作っています。
実際のアナログ電話回線とは異なるため、通信機器によっては使用できない場合が
あります。また、アナログポートと電話機の間には、電話機接続コードとローゼッ
ト以外は接続しないでください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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58 電話機／ファクスを接続する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● お使いになっていたアナログ電話回線がプッシュホン契約でなかった場合は、電話
機のダイヤル方式を「トーン」（または「PB」）に切り替えてからお使いください。

● 親機と子機は無線電波を使用するので、コードレス電話機などの電波を出す機器に
影響を与えることがあります。ノイズなどが発生する場合は、これらの機器から親
機、子機を離して使用してください。

● 電話機接続コードの太さは直径0.5mm以内、長さ200m以内でご使用ください。
なお接続するアナログ通信機器の種類によっては、それよりもコードの長さを短く
しないと使用できない場合があります。

電話機接続コード�

200m以内�

0.5mm    

親機�
(IWX70)

● 電話機接続コードは絶対に屋外を通さないでください。雷などによる傷害の原因と
なります。

親機�
(IWX70)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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INSネット64を接続する 59
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INSネット64を接続する

添付の INS回線ケーブルで親機を INSネット64と接続します。

1 親機背面の INS回線コネクタに、添付の INS回線ケーブルを接続します。

2 INS回線ケーブルのもう一方を、壁に設置された回線側コンセント（モジュラコンセ
ント）と接続します。

INS回線ケーブル�
(添付品 3m）�

回線側コンセント�

電話
A
電話
B
回線
�

INS回線コネクタ�

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 子機は INSネット64と接続する必要はありません。
● 電話回線や電源コードから入り込む雷などのノイズから装置を保護するため、アー
ス線の接続（→P.60）と、別売の落雷プロテクタ（PC-IT/SP01→P.327）の
ご使用をおすすめします。

● 落雷プロテクタを使用している場合でも、落雷の程度によっては二次災害を防止す
るために、装置内の一部分が破壊されることがあります。落雷などの天災地変によ
る故障の場合は、保証期間内でも有料修理となりますので、あらかじめご了承くだ
さい。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● INS回線ケーブルを電話Aポートまたは電話Bポートに誤って差し込まないように
してください。誤って差し込んだ場合、接続機器や回線設備が故障することがあり
ます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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60 アース線を接続する

アース線を接続する

落雷などの電撃事故による人身への傷害や機器の損傷を防ぐため、電源を接続する前にアー
ス線を接続することをおすすめします。市販のアース線を用意してください。

1 アナログポートに接続した電話機の受話器が置いてあることを確認します。

2 底面のアース線接続端子にアース線を接続します。

3 アース線のもう一方を壁のアース端子に接続します。

�
壁のアース端子�

FG

RVS
NO
R

アース線�
（お客様でご用意ください）�
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電源を接続する 61

電源を接続する

電源コンセントと接続します。

1 アナログポートに接続した電話機の受話器が置いてあることを確認します。

2 電源プラグを家庭用電源（AC100V）のコンセントに差し込みます。

AC100V

電源プラグ�

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 電源コードはパソコンのスイッチと連動しているコンセント（サービスコンセント）
には接続しないでください。サービスコンセントに接続していた場合にパソコンの
電源を切ると、親機の電源が切れます。親機に停電対策用の電池がセットされてい
る場合は、親機は停電モードになり、電池が消耗します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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62 電源を入れる

電源を入れる

電源を入れ、正しく接続できたか確認します。

1 アナログポートに接続した電話機の受話器が置いてあることを確認します。

2 背面の電源スイッチの「－」側を押し、電源をONにします。

電源�

3 前面のPOWERランプが点灯し、液晶ディスプレイに日付と時刻が表示されることを
確認します。

POW
ER

PHS
M

SG

SD/RD

POWERランプ�
緑色点灯�

00：�0日�1月�1
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電源を入れる 63

液晶ディスプレイに「カイセンショウガイ」と表示されたとき

親機の液晶ディスプレイに次のように表示されたときは、INSネット64と正しく接続され
ていないか、またはINSネット64の配線が逆転している（同期がとれていない）状態です。

イ�゛�ョ�シ�セ�イ�
ン�ウ�゛�タ�1ヤ�イ�レ�
カ�ウ�ン�カ�

以下の手順で接続の確認をしてください。

! INS回線ケーブルが確実に接続されているか確認します。

@ ボールペンの先など細くて硬いものを使って、底面のINS回線リバーススイッチ
を「RVS」側に切り替えます。

FG

RVS
NO
R

FG
RVS NOR

INS回線リバース�
スイッチ�

親機 (IWX70) 底面�

# 液晶ディスプレイに時刻が表示されたか確認します。

表示されれば INSネット64と正常に接続されています。

● 時刻表示にならない場合はINS回線リバーススイッチを「NOR」側にもどし、
INSネット64への切り替えが完了しているか、NTT東日本またはNTT西
日本に確認してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● アナログ電話回線からINSネット64に契約を変更した場合、電話回線にガスの自
動検針器が接続されたままになっていて「カイセンショウカ゛イ　レイヤ1タ゛ウ
ン」または「カイセンショウカ゛イ　レイヤ2タ゛ウン」と表示されることがあり
ます。その場合はガス供給業者にお問い合わせの上、撤去を依頼してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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64 電話機が使えるか確認する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 受話器を上げたときに親機の液晶
ディスプレイに a または b が
表示されないときは、親機と電
話機が正しく接続されているか
確認してください。

● ダイヤルしたとき親機の液晶
ディスプレイに「アナロク゛
Α　ハッシン」と表示されな
い場合は、電話機のダイヤル
種別が「トーン」（または
「PB」）になっているか確認し
てください。

● 親機を電話機のすぐ近くで使用
すると、通話時にノイズが発生
することがあります。そのとき
は、親機と電話機を少し離して
設置してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 電話番号をダイヤルするとダ
イヤル桁間タイマが働き、5秒
後（初期値）に電話がかかりま
す。ダイヤル桁間タイマの時
間の設定は「5-2．親機の電話
機能」（→P.143）を参照して
ください。ダイヤルしたあと
すぐに発信するときは、電話
番号を押したあとに # を押し
ます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電話機が使えるか確認する

アナログポートに接続した電話機が使
えることを確認します。

電話のかけ方

アナログポートに接続した電話機で電
話をかける手順を説明します。

1 アナログポートに接続した電話機の受
話器を上げます。

→受話器から「ツー」という発信音が流れ、
親機の液晶ディスプレイに電話機が接続
されているアナログポート名「 a 」、ま
たは「 b 」が表示されます。

〈例〉電話Aポートに接続した電話機の
受話器を上げた場合

［親機液晶ディスプレイ］

00：�0日�1月�1 � �

2 発信する相手の電話番号をダイヤルし
ます。

〈例〉1 1 7　（時報）

A゛�ロ�ナ� ク� ハ�ア� ッ� ン�シ�
711

3 つながったか確認します。

4 受話器を置きます。

セ�゛�ロ�ナ� ク�ア�
610

ツ�タ�゙ �ン�
円�01

� 通話料金� 切断理由�
（016は正常終了�

　→P.315）�

→5秒間表示されたあと、通常の表示にも
どります。
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カレンダを設定する

親機の液晶ディスプレイに表示される
日付と時刻を設定します。
親機の液晶ディスプレイを見ながら、
アナログポートに接続した電話機で操
作します。

1 アナログポートに接続した電話機の受
話器を上げます。

〈例〉電話Aポートに接続した電話機の
受話器を上げた場合

［親機液晶ディスプレイ］

00：�0日�1月�1 � �

2  * * 1 * と押します。

セ�°�ホ�テ�ッ� イ� ト�ー�セ� ク�タ�ン�

→アナログポートの設定になります。

3 9 を押します。

セ�コ�゛� テ�ッ�ク�シ� イ�

4 * を押します。

月�1年�0 1000
00：�00

日�

5 年・月・日・時・分の順にプッシュボ
タンを押します。

〈例〉2000年10月1日午後10時10
分の場合

0010012210

● * を押すと液晶ディスプレイの
入力位置が右に1つ移動します。

電話の受け方

1 どなたかに電話をかけてもらいます。

→電話機の着信音が鳴ります。

［親機液晶ディスプレイ］

゛�ロ�ナ� ク�ア�
130

チ�ャ�ク�シ�
8765432
ン�

2 着信音が鳴っている電話機の受話器を
上げて通話します。

〈例〉電話Aポートに接続した電話機の
受話器を上げた場合

ュ�チ�シ�ウ� ン�ツ�
��

ウ�
130 8765432

3 通話が終わったら、受話器を置きます。

� 切断理由�
（016は正常終了�

　→P.315）�

゛�ロ�ナ� ク�ア�
610

セ�ツ�タ�゙ �ン�

→5秒間表示されたあと、通常の表示にも
どります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● ここまでの操作で電話機が使
えるようになりました。イン
ターネットに接続したり、さ
まざまな電話の機能を利用す
るには、以降の設定をおこ
なってください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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66 電話機を1台だけ接続する場合

6 # を押します。

月�0年�0 1010
01：�22

日�

↓5秒後

01：�2日�1月�01 2

7 受話器を置きます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 設定の途中で受話器を置くと、
設定はキャンセルされます。は
じめからやり直してください。

● 日付・時刻表示のかわりに機種
名を表示することもできます。

日付・時刻表示
受話器を上げて* * 8 1
1 と押します。

シ�ヒ�ル�ト�イ� ゛� ウ�ョ�ア� ゛�
イ�ケ�ト�：�1

↓

01：�2日�1月�01 2

機種名表示
受話器を上げて* * 8 1
0 と押します。

シ�ヒ�ル�ト�イ� ゛� ウ�ョ�ア� ゛�
etA：�0 mr

↓

7Imet r XWA 0

● Windowsをお使いの場合は、
『らくらくアシスタント』の
［アナログ／無線ポート共通設
定］でカレンダを設定するこ
ともできます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電話機を1台だけ接続する場合

親機のアナログポートに電話機を1台
だけ接続する場合は、接続しない方の
アナログポートを「使用しない」に設
定する必要があります。
● この設定をしないと接続してある電
話機が話し中の場合でも、相手側に
呼出音が流れてしまうので、必ず設
定してください。

1 親機に接続した電話機の受話器を上げ、
* * 1 * と押します。

● 親機の液晶ディスプレイに次の
ように表示されたときは、通話
中または通信中のため設定がで
きません。通話が終わってから
操作してください。

［親機液晶ディスプレイ］

ュ�ヨ�シ�ー�°� ト� チ�ウ�ホ� ウ�
イ�テ�ッ�セ� フ�カ�

2 設定するアナログポートによって、次
のようにプッシュボタンを押します。

1 電話Aポート
2 電話Bポート

3 * 0 1 * 2 # # と押します。

4 受話器を置きます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● パソコンをお使いの場合は、
『らくらくアシスタント』の
［アナログ／無線ポートの簡単
設定］でも設定することがで
きます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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パソコンを接続する 67
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パソコンを接続する

親機とパソコンを接続します。回線側コンセントから離れた場所でパソコンを使いたい場合
は、子機にパソコンを接続してください。子機に接続したパソコンから、無線で親機の設定
もできます。なお、1台のパソコンに親機と子機の両方を接続することはできません。

接続するデータポートが決まったら、それぞれ以下を参照してください。

■ シリアルポートに接続する
パソコンの電源が入っていない状態で、親機と接続します。「シリアルポートにパソコンを接
続する」（→P.68）に進んでください。

■ USBポートに接続する
USBドライバをインストールしてから親機と接続しますので、ここでは接続しないでくだ
さい。Windows をお使いの場合は「3．Windows で簡単に設定する」（→P.77）、
Macintoshをお使いの場合は「4．Macintoshで簡単に設定する」（→P.105）に進ん
でください。

接続するデータポートを選択する

親機はシリアルポートとUSBポートの2つのデータポートがあるので、お使いのパソコン
に合わせてどちらかのデータポートにパソコンを接続します。2台パソコンがある場合は、
シリアルポートとUSBポートの両方に接続ができます。

USBポート�

シリアルポート�

親機�
(IWX70)
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68 パソコンを接続する

〈接続の例〉
お使いのパソコンに搭載されているCOMポートやモデムポートなどによって、次のように
接続方法を選択してください。

パソコンに搭載されている�
インタフェース� 使用するケーブル� 接続するAtermの�

データポート�

Windows

9ピンのシリアルコネクタ�
（COMポート）� RS-232Cケーブル�

シリアルポート�
25ピンなどのシリアル�
コネクタ（COMポート）�

RS-232Cケーブルと�
市販の変換コネクタ�

USBポート� USBケーブル� USBポート�

Macintosh

モデムポート�
（プリンタポート）�

RS-232Cケーブルと�
市販のMac変換ケーブル� シリアルポート�

USBポート� USBケーブル� USBポート�

Windowsの場合は、シリアルコネクタとUSBポートの両方を搭載したパソコンもありま
す。他の周辺機器をUSBポートに接続している場合や、USBに対応していないOSの場
合は、シリアルコネクタにAtermを接続してください。
Macintoshの場合は機種によってモデムポート（プリンタポート）、またはUSBポートの
どちらかが搭載されています。
● お使いのパソコンがUSBケーブルで接続ができるかどうかは、「7-1．困ったときの
Q&A」（→P.290）で確認してください。

シリアルポートにパソコンを接続する

添付のRS-232Cケーブルで親機のシリアルポートにパソコンを接続します。パソコンの
電源は切っておきます。

1 親機の電源をいったんOFFにします。
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2 RS-232Cケーブルをパソコンに接続します。
次のいずれかの方法で接続します。

■ 9ピンのシリアルコネクタ（COMポート）に接続する場合
RS-232Cケーブルをそのままシリアルコネクタに差し込みます。コネクタのネジ
をしめて外れないようにします。

9ピンシリアルコネクタ(COMポート)

■ Macintoshのモデムポートまたはプリンタポートに接続する場合
RS-232Cケーブルと市販のMac変換ケーブルをつないでから、Mac変換ケーブ
ルをつないだ方のコネクタをMacintoshのモデムポートまたはプリンタポートに
差し込みます。

Mac変換ケーブル�
（市販品）�

�モデムポートまたはプリンタポート�

● ケーブルを購入の際には以下を参照の上、お買い求めください。

１ ２ ３ ４ ５ �

６７８９�

1

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

ケーブル結線対応�

hsotnicaM 側� C232-SR 側�

　�1 　�ー�　�ン�ピ� 7,4 ン�ピ�

2 　�ー�　�ン�ピ� 8 ン�ピ�

3 　�　�　�ン�ピ� 3 ン�ピ�

4 　�ー�

ー�

　�ン�ピ� 5 ン�ピ�

5 　�ー�　�ン�ピ� 2 ン�ピ�

6 �－��　�ー�　�ン�ピ�

7 　�ー�　�ン�ピ� 1 ン�ピ�

8 　�ー�　�ン�ピ� 5 ン�ピ�
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70 パソコンを接続する

■ 添付のRS-232CケーブルのコネクタとパソコンのCOMポートの形状が合わない場合
お使いのパソコンに合った変換コネクタを別途用意して、RS-232Cケーブルとつ
ないでください。

● ケーブルを購入の際には以下を参照の上、お買い求めください。

25ピン変換コネクタ�
（市販品）�

 25ピンシリアルコネクタ(COMポート)

　　

ケーブル結線対応�

側�ン�コ�ソ�パ�
（�52 ）�ン�ピ�

C232-SR 側�
（9 ）�ン�ピ�

2 　�ー�　�ン�ピ� 3 ン�ピ�

3 　�ー�　�ン�ピ� 2 ン�ピ�

4 　�ー�　�ン�ピ� 7 ン�ピ�

5 　�ー�　�ン�ピ� 8 ン�ピ�

6 　�ー�　�ン�ピ� 6 ン�ピ�

7 　�ー�　�ン�ピ� 5 ン�ピ�

8 　�ー�　�ン�ピ� 1 ン�ピ�

02 　�ー�　�ン�ピ� 4 　�ン�ピ�

22 　�ー�　�ン�ピ� 9 　�ン�ピ�

3 RS-232Cケーブルのもう一方を親機背面のシリアルポートに差し込み、コネクタの
ネジをしめます。

DATA

4 親機の電源をONにします。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● ここまでの手順で、親機とパソコンをシリアルポートで接続する場合の操作は終了
です。電話のさまざな機能を使ったり、インターネットに接続するためには、親機
の設定が必要です。Windowsをお使いの場合は「3．Windowsで簡単に設定す
る」（→P.77）、Macintoshをお使いの場合は「4．Macintoshで簡単に設定す
る」（→P.105）に進んでください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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アンテナを立てる／アース線を接続する 71
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2-3．子機を接続する
子機を設置し、パソコンを接続します。

アンテナを立てる

子機背面のアンテナを横方向に回転させて垂直に立てます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● アンテナを目などにささないように注意してください。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アース線を接続する

落雷などの電撃事故による人身への傷害や機器の損傷を防ぐため、電源を接続する前にアー
ス線を接続することをおすすめします。市販のアース線を用意してください。

1 背面のアース線接続端子にアース線を接続します。

2 アース線のもう一方を壁のアース端子に接続します。

壁のアース端子�

アース線�
（お客様でご用意ください）�
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72 電源を接続する

電源を接続する

1 電源プラグを家庭用電源（AC100V）のコンセントに差し込みます。

AC100V

電源プラグ�

2 前面のPOWERランプとPHSランプが緑色に点灯することを確認します。

PHSランプ�
緑色点灯�

POWERランプ�
緑色点灯�

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 電源コードはパソコンのスイッチと連動しているコンセント（サービスコンセント）
には接続しないでください。サービスコンセントに接続していた場合にパソコンの
電源を切ると、子機の電源が切れます。

● 子機は電源スイッチがないので、長時間ご使用にならない場合は、安全のためコン
セントから電源プラグを抜いてください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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電源を接続する 73
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子機のPHSランプが点灯しないとき

子機の電源プラグをコンセントに差し込んでも子機前面のPHSランプが緑色に点灯しない
ときは、次の点を確認してください。

■ 親機の電源が入っていない
親機の電源スイッチがONになっていないと、PHSランプは点灯しません。親機の電源が
入っているか確認してください。

■ 無線電波の状態が悪い
無線電波の状態が悪いときや、親機と子機の距離が離れすぎている場合は、PHSランプ
は点灯しません。無線電波が届くのは、間に障害物が何もない状態で約100mです。鉄
筋壁、防音壁、断熱壁、電波を出す他の機器の有無などの設備環境によっては、100m以
内でも電波が届かないことがあります。無線電波の状態は、子機のPHSランプで確認で
きます。

SHP プンラ 態状線無

灯点色緑 きとの能可が信通線無

灯点色ジンレオ ）定安不（きとい弱が波電

灯点色赤 きといないてれさ録登設増が機子

灯消 はたま、きといなきで信通く悪が態状の波電
きとるいてし用使をトーポ線無が機子の他

■ 増設登録されていない
子機が増設登録（ID登録）されていない場合は、PHSランプが赤色に点灯します。増設登
録はお近くのNEC保守サービス受付拠点（→P.337）、PCクリーンスポット（→P.332）、
またはお買い上げいただいた販売店で有料にて承りますのでお問い合わせください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● ワイヤレスセットに同梱のRS7は、出荷時に親機の無線Aポート（内線番号91）
に増設登録がしてありますので、あらためて増設登録をする必要はありません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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74 子機とパソコンを接続する

子機とパソコンを接続する

子機とパソコンを接続します。回線側コンセントから離れた場所でパソコンを使いたい場合
は、子機にパソコンを接続してください。子機に接続したパソコンから、無線で親機の設定
もできます。なお、1台のパソコンに親機と子機の両方を接続することはできません。

接続するデータポートが決まったら、それぞれ以下を参照してください。

■ シリアルポートに接続する
パソコンの電源が入っていない状態で、子機と接続します。「シリアルポートにパソコンを接
続する」（下記）に進んでください。

■ USBポートに接続する
USBドライバをインストールしてから子機と接続しますので、ここでは接続しないでくだ
さい。Windows をお使いの場合は「3．Windows で簡単に設定する」（→P.77）、
Macintoshをお使いの場合は「4．Macintoshで簡単に設定する」（→P.105）に進ん
でください。

接続するデータポートを選択する

子機はシリアルポートとUSBポートの2つのデータポートがあるので、お使いのパソコン
に合わせて、どちらかのデータポートに1台だけパソコンを接続します。
「2-2．親機を接続する」（→P.68）を参照し、お使いのパソコンに搭載されているCOM
ポートやモデムポートなどによって、接続方法を選択してください。

シリアルポート�
または�

USBポート�
�

子機�
(RS7)

�

シリアルポートにパソコンを接続する

添付のRS-232Cケーブルで子機のシリアルポートにパソコンを接続します。パソコンの
電源は切っておきます。
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子機とパソコンを接続する 75
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1 子機の電源プラグをコンセントから抜き、いったん電源を切ります。

2 RS-232Cケーブルをパソコンに接続します。

次のいずれかの方法で接続します。

■ 9ピンのシリアルコネクタ（COMポート）に接続する場合
RS-232Cケーブルをそのままシリアルコネクタに差し込みます。コネクタのネジ
をしめて外れないようにします。

9ピンシリアルコネクタ(COMポート)

■ Macintoshのモデムポートまたはプリンタポートに接続する場合
RS-232Cケーブルと市販のMac変換ケーブルをつないでから、Mac変換ケーブ
ルをつないだ方のコネクタをMacintoshのモデムポートまたはプリンタポートに
差し込みます。

Mac変換ケーブル�
（市販品）�

�モデムポートまたはプリンタポート�

● ケーブルを購入の際には以下を参照の上、お買い求めください。

１ ２ ３ ４ ５ �

６７８９�

1

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

ケーブル結線対応�

hsotnicaM 側� C232-SR 側�

　�1 　�ー�　�ン�ピ� 7,4 ン�ピ�

2 　�ー�　�ン�ピ� 8 ン�ピ�

3 　�　�　�ン�ピ� 3 ン�ピ�

4 　�ー�

ー�

　�ン�ピ� 5 ン�ピ�

5 　�ー�　�ン�ピ� 2 ン�ピ�

6 �－��　�ー�　�ン�ピ�

7 　�ー�　�ン�ピ� 1 ン�ピ�

8 　�ー�　�ン�ピ� 5 ン�ピ�
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76 子機とパソコンを接続する

■ 添付のRS-232CケーブルのコネクタとパソコンのCOMポートの形状が合わない場合
お使いのパソコンに合った変換コネクタを別途用意して、RS-232Cケーブルとつ
ないでください。

● ケーブルを購入の際には以下を参照の上、お買い求めください。

25ピン変換コネクタ�
（市販品）�

 25ピンシリアルコネクタ(COMポート)

　　

ケーブル結線対応�

側�ン�コ�ソ�パ�
（�52 ）�ン�ピ�

C232-SR 側�
（9 ）�ン�ピ�

2 　�ー�　�ン�ピ� 3 ン�ピ�

3 　�ー�　�ン�ピ� 2 ン�ピ�

4 　�ー�　�ン�ピ� 7 ン�ピ�

5 　�ー�　�ン�ピ� 8 ン�ピ�

6 　�ー�　�ン�ピ� 6 ン�ピ�

7 　�ー�　�ン�ピ� 5 ン�ピ�

8 　�ー�　�ン�ピ� 1 ン�ピ�

02 　�ー�　�ン�ピ� 4 　�ン�ピ�

22 　�ー�　�ン�ピ� 9 　�ン�ピ�

3 RS-232Cケーブルのもう一方を子機背面のシリアルポートに差し込み、コネクタの
ネジをしめます。

4 子機の電源プラグをコンセントに差し込みます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● ここまでの手順で、子機とパソコンをシリアルポートで接続する場合の操作は終了
です。電話のさまざな機能を使ったり、インターネットに接続するためには、親機
と子機の設定が必要です。Windowsをお使いの場合は「3．Windowsで簡単に設
定する」（→P.77）、Macintoshをお使いの場合は「4．Macintoshで簡単に設
定する」（→P.105）に進んでください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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77

3 Windowsで簡単に設定する�

WindowsMe/Windows98/Windows95/Windows2000/
WindowsNT4.0を搭載したパソコンと親機または子機をつな
いで、インターネットに接続したり電話を使うための設定を
します。�

�
Windows® Me はMicrosoft® Windows® Millennium Edition operating systemの略です。�
Windows® 98はMicrosoft® Windows® 98 operating systemの略です。�
Windows® 95はMicrosoft® Windows® 95 operating systemの略です。�
Windows® 2000はMicrosoft® Windows® 2000 operating systemの略です。�
WindowsNT® 4.0はMicrosoft® WindowsNT® operating system version 4.0の略です。�

�

�

Windowsで設定するには ･･････････････ 78

らくらくアシスタントをインストールする ･･･ 80

らくらくアシスタントで簡単に設定する ･････ 82

インターネットに接続する ･････････････ 95

らくらくアシスタントの使いかた･･････ 102

�

�
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78 設定の流れ

3-1．Windowsで設定するには
Windows® Me/Windows® 98/Windows® 95/Windows® 2000/WindowsNT® 4.0を搭載

したパソコンで親機と子機の設定をする手順を説明します。

● Windows95に対応しているのは親機のみです。

設定の流れ

電話のさまざまな機能を使ったり、インターネットに接続するには設定が必要です。
Windowsを搭載したパソコンで、親機と子機の基本設定をするまでの流れは次のとおりです。

インターネットを利用しますか？�

Yes

その他の設定�

らくらくアシスタントのインストール�

アナログポートと無線ポートの設定�

インターネット接続の設定�

 No�
�

パソコンをUSBポートに接続しますか？�

USBポートの接続�

 No�
�

Yes

USBドライバのインストール�

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● WindowsNT4.0搭載のパソコンを、親機または子機のUSBポートに接続するこ
とはできません。シリアルポート（COMポート）に接続してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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親機と子機を設定するには 79
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親機と子機を設定するには

添付ユーティリティ『IWX70&RS7らくらくアシスタント』を使って、親機と子機の設定
をします。『らくらくアシスタント』を使うと、電話の設定やインターネットに接続するた
めの設定が、画面に表示される案内にそって簡単にできます。
子機にパソコンを接続している場合は、『IWX70&RS7らくらくアシスタント』を使って
親機と子機の両方の設定ができます。親機は子機から無線で設定されます。
親機にパソコンを接続している場合は、『IWX70&RS7らくらくアシスタント』で親機の
設定ができます。

パソコン� 親機�
（IWX70）�

子機�
（RS7）�

データポートの�
設定ができる�

アナログポート�
と無線ポート、�
データポートの�
設定ができる�

IWX70&RS7�
らくらくアシスタント�
で設定�

�

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 親機を接続したパソコンから、子機の機能の設定はできません。子機に接続し直し
て設定してください。

パソコン�親機�
（IWX70）�

設定不可�
IWX70&RS7�
らくらくアシスタント�
で設定�

アナログポート�
と無線ポート、�
データポートの�
設定ができる�

子機�
（RS7）�

● Windows2000で『らくらくアシスタント』の設定をするときは、Administratorの
権限が必要です。［コントロールパネル］の［ユーザーとパスワード］の設定を変更し
ている場合は、「7-1．困ったときのQ&A」（→P.281）を参照してください。

● ご使用のパソコン環境によっては、『らくらくアシスタント』が利用できない場合が
あります。詳細は「7-1．困ったときのQ&A」（→P.280）を参照してください。

●『らくらくアシスタント』を使用しないでインターネット接続の設定をする場合は、
手動で設定をおこないます。電子マニュアル「データ通信ガイド」の「2．手動セッ
トアップ」を参照してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● WindowsNT4.0の場合は、『らくらくアシスタント』でインターネット接続の設定
はできません。電子マニュアル「データ通信ガイド」の「2-9．インターネット接続
の手動設定」を参照し、インターネットの設定をしてください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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らくらくアシスタントをインス
トールする

『らくらくアシスタント』をパソコンの
ハードディスクにインストールします。

1 パソコンを起動しておきます。

ほかのアプリケーションソフトを起動
しているときは、そのアプリケーショ
ンを終了します。

2 添付CD-ROM『AtermIWX70&RS7
ユーティリティ集』をパソコンにセッ
トします。

→［セットアップガイド］のメニュー画面が
表示されます。

● すでにCD-ROMがセットされて
いた場合は、いったんCD-ROM
を取り出してから再度セットし
てください。

● CD-ROMをセットしてもメニュー
画面が表示されないときは「メ
ニュー画面が表示されないとき」
（→P.81）を参照してください。

3 ［セットアップガイドを見ないでインス
トール］をクリックします。

→［インストーラ集］画面が表示されます。

4 ［IWX70&RS7らくらくアシスタント
のインストール］をクリックします。

5 画面に表示される内容にしたがって操
作を進めます。

→『らくらくアシスタント』がインストール
されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ●［セットアップガイド］のメ
ニューの1～5をご覧になっ
て、その中でインストールす
ることもできます。

●［インストーラ集］を終了する
ときは、［CD-ROMの終了］を
クリックします。CD-ROMド
ライブのアクセスランプが消
えたことを確認してから、
CD-ROM を取り出してくだ
さい。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3-2．らくらくアシスタントをインストールする
『らくらくアシスタント』は添付CD-ROM『AtermIWX70&RS7ユーティリティ集』に収録され

ているので、パソコンにインストールして使います。
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メニュー画面が表示されないとき

添付CD-ROM『AtermIWX70&RS7
ユーティリティ集』はパソコンにセッ
トすると、自動的にメニュー画面が表
示されるようになっています。パソコ
ンにCD-ROMをセットしてもメニュー
画面が表示されないときは、次の手順
でメニュー画面を表示させます。

!  →［ファイル名を指定し
て実行］を選択します。

→［ファイル名を指定して実行］画面が
表示されます。

@「名前」に半角文字で次のように入
力します。

Q:¥MENU.EXE
↑
（QはCD-ROMドライブ名）

#   OK   ボタンをクリックします。

→メニュー画面が表示されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● CD-ROMのドライブ名はパソ
コンによって異なります。ド
ライブ名がわからないときは、
次の操作でCD-ROMドライブ
を確認します。

①［ファイル名を指定して実行］
画面で   参照   ボタンをクリッ
クします。
→［ファイルの参照］画面が表示さ
れます。

②「ファイルの場所」の z をク
リックし、CD-ROMドライブ
を選択します。

③ ドライブ名を確認し、 キャンセル 
ボタンをクリックします。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

らくらくアシスタントをアンインス
トールする

らくらくアシスタントが不要になった場
合は、ハードディスクから削除します。

!  →［プログラム］→［Aterm
IWX70＆RS7ユーティリティ］→
［ユーティリティのアンインストー
ル］を選択します。

→［ユーティリティアンインストーラ］
が起動し、確認画面が表示されます。

@   はい   ボタンをクリックします。

→アンインストールが実行されます。

#   OK   ボタンをクリックします。

→インストールしてあった『らくらく
アシスタント』、『らくらくバージョ
ンアップ』、『詳細設定ヘルプ』、『ユー
ティリティのアンインストール』が、
パソコンのハードディスクから削除
されます。
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らくらくアシスタントの起動の仕方

『IWX70&RS7らくらくアシスタント』
の起動のしかたを説明します。

1 ほかのアプリケーションソフトを起動
しているときは、そのアプリケーショ
ンを終了します。

2  →［プログラム］→［Aterm
IWX70&RS7 ユーティリティ］→
［IWX70&RS7らくらくアシスタン
ト］を選択します。

→『らくらくアシスタント』が親機と子機の接
続されているCOMポートを検索します。

→［IWX70&RS7らくらくアシスタントに
ようこそ］画面に、らくらくアシスタント
の機能の説明が表示されます。

3 内容をよく読んでから、   次へ   ボタン
をクリックします。

●「次回以降はこの画面を表示しな
い」をクリックして x  にする
と、次回起動したときからこの
画面は表示されません。

→［らくらくアシスタントメニュー］が表示
され、画面左下に親機と子機の接続状況
が表示されます。

● 親機または子機のシリアルポー
トにパソコンを接続している場
合に「見つかりません」と表示さ
れたときは、『らくらくアシスタ
ント』が親機と子機を認識して
いません。パソコンと正しく接
続できているか確認してくださ
い。それでも親機と子機が認識
されない場合は、「7-1．困った
ときのQ&A」（→P.280）を参
照してください。

● 親機または子機のUSBポート
にパソコンを接続している場合
は、USBドライバのインストー
ルが終了するまで親機または子
機を接続しないので、「見つかり
ません」と表示されますが、問題
ありません。

4 設定する項目をクリックして選択し、
必要な設定をおこないます。

それぞれの設定内容については102
ページを参照してください。

3-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する
インストールした『らくらくアシスタント』を使って、電話を使ったりインターネットに接続する

ための基本的な設定をします。

●以下の手順はWindows98搭載のパソコンに子機を接続した場合を例に説明します。お使いの

環境によっては、手順や画面が異なることがあります。また、親機と子機のどちらをパソコン

に接続しているかによって画面の内容が一部異なったり、使用できない項目があります。

IWX70&RS7_3章(077-094) 00.9.22, 9:08 PMPage 82 Adobe PageMaker 6.5J/PPC



USBドライバのインストールと接続 83

W
in
d
o
w
s

で

簡
単
に
設
定
す
る

3-3 

ら
く
ら
く
ア
シ
ス
タ
ン
ト
で
簡
単
に
設
定
す
る

● 各項目の設定が終わると［らく
らくアシスタントメニュー］に
もどります。

● 設定が終了したときなど、らく
らくアシスタントを終了すると
きは  アシスタント終了  ボタンをク
リックします。「IWX70&RS7
らくらくアシスタントの実行を
終了します。」と表示されるの
で、   はい   ボタンをクリックし
ます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 1台のパソコンには、親機また
は子機のどちらか1台を接続
してください。

● 子機だけにパソコンを接続し
ている場合でも、親機の電源
をONにしておいてください。
子機に接続したパソコンから
無線で親機の設定ができます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 以降の説明は 4 の画面から操
作する手順を説明します。『ら
くらくアシスタント』の起動
の仕方は、このページを参照
してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

USBドライバのインストールと接続

親機または子機のUSBポートにパソ
コンを接続する場合は、USBポートを
使用するための「USBドライバ」が必
要です。各設定をおこなう前に、親機
／子機に対応したUSBドライバをパ
ソコンにインストールしたあと、USB
ポートに接続します。

● 親機または子機のシリアルポートに
パソコンを接続する場合は、この操
作は不要です。「アナログ／無線
ポートの簡単設定」（→P.87）に進
みます。

● USBドライバをインストールする
前にパソコンにUSBケーブルを差
し込むと、「ハードウェアウィザー
ド」などが起動します。その場合は
 キャンセル  ボタンをクリックし、
USBケーブルをパソコンから抜い
てください。

● 親機／子機とUSBケーブルで接続
できるWindows搭載のパソコン
は、Windows95のOEM Service
Release2.1（OSR2.1）以降の
バージョン、またはWindowsMe/
Windows98/Windows2000が
インストールされたパソコンです。
詳細は「7-1．困ったときのQ&A」
（→P.290）を参照してください。

●『らくらくアシスタント』を使用せ
ずにUSBドライバを手動でインス
トールする場合は、USBケーブル
をパソコンに接続する前にUSBド
ライバをインストールしてくださ
い。（→電子マニュアル「データ通信
ガイド」の「2．手動セットアップ」）

● ここではWindows98搭載のパソ
コンに子機を接続した場合を例に説
明します。お使いの環境によって
は、手順や画面が異なることがあり
ます。親機を接続した場合も手順は
同様です。
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84 USBドライバのインストールと接続

1 ［らくらくアシスタントメニュー］で
［USBドライバのインストール］をク
リックします。

● 親機／子機用のUSBドライバ
がすでにインストールされてい
る場合、メニューには［USBド
ライバのアップデート］と表示
されます。

→［USBドライバのインストール］画面が
表示されます。

2 画面に表示されている内容を読んでか
ら 、   次へ   ボタンをクリックします。

→お使いのパソコンにインストールされて
いる現在のUSBドライバの情報が表示さ
れます。

3 内容を確認し、   次へ   ボタンをクリッ
クします。

4 画面に表示されている内容を読んでか
ら 、   実行   ボタンをクリックします。

● 実行中はさまざまな設定の登録が
自動的におこなわれます。特に指
示がない限り、キーボードやマウ
スを操作しないでください。

→COMポートの追加などがおこなわれたあ
と、［USBケーブルの接続待ち］画面が表
示されます。

5 画面に表示されている内容を読んだら、
USBケーブルを用意します。

● 次ページの 6 に進みます。
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6 USBケーブルのコネクタの形状を確認します。

AtermのUSBポート�
に差し込みます�

パソコンのUSBポート�
に差し込みます�

7 親機または子機の電源を切ります。

8 USBケーブルのコネクタが平らな形の方を、パソコンのUSBポートに差し込みます。

USBポート�

9 USBケーブルのもう一方を、親機または子機背面のUSBポートに差し込みます。

■ 親機

DATA
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86 USBドライバのインストールと接続

■ 子機

0 親機または子機の電源を入れます。

→ハードウェアウィザードが起動してUSBポートが検出され、USBドライバがインストールさ
れます。

→［USBドライバ処理終了］画面が表示されます。

q  再起動  ボタンをクリックします。

→Windowsが再起動します。

→『IWX70&RS7らくらくアシスタント』が起動し、［らくらくアシスタントメニュー］が表示
されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● WindowsMe/Windows98の場合、『らくらくアシスタント』でUSBドライバの
インストールをする前にUSBケーブルをパソコンに接続すると、「新しいハード
ウェアウィザード」が起動します。その場合は「新しいハードウェアウィザード」
をキャンセルし、USBケーブルをパソコンから抜いてください。

● Windows2000の場合、『らくらくアシスタント』でUSBドライバのインストー
ルをする前にUSBケーブルをパソコンに接続すると、「新しいハードウェアの検索
ウィザードの開始」が表示されます。その場合は「新しいハードウェアの検索ウィ
ザードの開始」をキャンセルし、USBケーブルをパソコンから抜いてください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● USBケーブルを延長して、親機または子機を接続することはできません。添付の
ケーブル、または別売のケーブル（→「8-6．別売オプション」P.327）を使用し
てください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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アナログ／無線ポートの簡単設定

アナログポートと無線ポートに接続し
た機器を使うための基本的な設定をし
ます。
［アナログ／無線ポートの簡単設定］で
は次の設定ができます。

■ 各ポートに接続する機器の種類
■ 契約した電話番号の設定と各ポート
への割り当て

■ ｉ・ナンバーまたはダイヤルイン
サービスの設定

■ INSナンバー・ディスプレイの設定

画面に機能の説明などが表示されるの
で、内容を読みながら操作をしてくだ
さい。

● ｉ・ナンバーやナンバー・ディスプ
レイなどの機能の詳細は、「5-2．親
機の電話機能」（→P.132）を参照
してください。

1 ［らくらくアシスタントメニュー］で
［アナログ／無線ポートの簡単設定］を
クリックします。

→［IWX70のアナログポート／無線ポート
の設定］画面が表示されます。

2   次へ   ボタンをクリックします。

→［IWX70のアナログポートの使い方］画
面が表示されます。

3 電話Aポート、電話Bポートに接続し
ているアナログ通信機器を選択します。

ファクスおよびファクス付電話機、ま
たはモデムを接続する場合は、「FAX
やモデムを接続する」を選択します。機
器を接続しないポートは、「何も接続し
ない（使用しない）」を選択します。

4 INSネット64の付加サービス「INS
ナンバー・ディスプレイ」を利用する
場合、「ナンバー・ディスプレイを使用
する」をクリックして x にします。

● INSナンバー・ディスプレイの詳
細は「5-2．親機の電話機能」（→
P.168）を参照してください。

5   次へ   ボタンをクリックします。

→［IWX70の無線ポートの使い方］画面が
表示されます。
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88 アナログ／無線ポートの簡単設定

6 親機に増設登録されている無線ポート
の使い方を、各無線ポートごとに選択
します。

ワイヤレスセットに同梱のRS7は、工
場出荷時に親機の無線Aポートに増設
登録されています。無線Aポートは「リ
モートステーション（音声）、PHS（音
声）で利用」を選択します。
その他の子機を使用している場合は、
接続している機器によって、次のよう
に選択します。

リモートステーション（音声）、PHS
（音声）で利用
リモートステーションのアナログ
ポートに電話機を接続している場合
や、PHS電話機を子機として使用
する場合に選択します。

リモートステーション（FAX／モデ
ム）で利用
リモートステーションのアナログ
ポートに、ファクスやモデム接続し
ている場合に選択します。

音声、FAX ／モデム通信をしない
（データ専用）
リモートステーションのアナログ
ポートやPHS電話機を使用しない
で、データ通信を発信専用で使用す
る場合に選択します。

● 親機に増設登録されていない無線
ポートはグレーで表示されるの
で、設定する必要はありません。

7   次へ   ボタンをクリックします。

→［ｉ・ナンバー／ダイヤルイン利用の有
無］画面が表示されます。

8 お手もとの「INSネット64お申込票」
を参照の上、ｉ・ナンバーまたはダイ
ヤルインサービスを利用するか、どち
らも利用しないかを選択し、   次へ   ボ
タンをクリックします。

● ｉ・ナンバー、ダイヤルインサー
ビスの詳細は「5-2．親機の電話
機能」（→P.177、180）を参
照してください。

● 何を選択したかによって次に表
示される画面が異なります。

→［電話番号の設定］画面が表示されます。

9 電話番号（契約者回線番号）を市外局
番から半角で入力します。

■ i・ナンバーを利用する場合
i・ナンバー情報１、i・ナンバー情報
2を入力します。3つの電話番号を
契約している場合は、i・ナンバー情
報3も入力します。 w に進みます。
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■ ダイヤルインサービスを利用する場合
契約者回線番号を入力し、「グロー
バル着信利用」を選択して 0 に進
みます。

● INSネット64の申し込みの際
に、「ダイヤルインサービス」の
「グローバル着信有」と契約して
いない場合は、「グローバル着信
利用しない」を選択します。

■ ｉ・ナンバー／ダイヤルインサービス
とも利用しない場合
契約者回線番号を入力し、 t に進
みます。

0   次へ   ボタンをクリックします。

→［電話番号の設定・ダイヤルイン］画面が
表示されます。

q 「ダイヤルイン1番」にダイヤルイン番
号（追加番号）を入力します。

ダイヤルイン番号を複数契約している
場合は、「ダイヤルイン2番」以降も入
力します。

w   次へ   ボタンをクリックします。

→［電話番号のIWX70のアナログポートへ
の登録］画面が表示されます。

e 入力した電話番号で呼び出すアナログ
ポートを選択し、  次へ  ボタンをク
リックします。

1つの番号で電話Aポート、電話Bポー
トの両方を呼び出すか、どちらかの
ポートを呼び出すかを選択します。

● 8で「ダイヤルインサービスを
利用している」を選択した場合
は、「契約者回線番号」、「ダイヤル
イン番号（1）」と表示されます。

→［電話番号のIWX70の無線ポートへの登
録］画面が表示されます。
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r 入力した電話番号で呼び出す無線ポー
トを選択します。

1つの電話番号で全無線ポートを一斉
に呼び出すか、指定した無線ポートだ
けを呼び出すかを選択します。

● 8で「ダイヤルインサービスを
利用している」を選択した場合
は、「契約者回線番号」、「ダイヤル
イン番号（1）」と表示されます。

● ダイヤルインサービスを利用す
る場合、契約者回線番号は1つ
の番号で全無線ポートを呼び出
すか、1つの無線ポートだけを
呼び出すかを選択します。ダイ
ヤルイン番号はいずれか1つの
無線ポートを呼び出します。

t   次へ   ボタンをクリックします。

→［設定内容のAtermIWX70への登録］画
面が表示されます。

y 登録する内容を確認し、   実行   ボタン
をクリックします。

→設定内容が、親機に内蔵されている不揮
発性メモリに登録されます。

→［IWX70のアナログポート／無線ポート
の設定終了］画面が表示されます。

u  設定終了  ボタンをクリックします。

→［らくらくアシスタントメニュー］にもど
ります。
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インターネット接続の設定

親機または子機を接続したパソコンか
らインターネットに接続するための設
定をします。『らくらくアシスタント』
を使うと、インターネットに接続する
ためのプロバイダの設定や、ITMUX機
能などが設定できます。画面に機能の
説明などが表示されるので、内容を読
みながら操作してください。
インターネットに接続するには、プロバ
イダとの契約が必要です。契約している
プロバイダから支給されたユーザ設定情
報などの資料を用意してください。

● ここではパソコンに子機を接続し
て、『らくらくアシスタント』で設
定する手順を例に説明します。親機
を接続して設定する場合は、画面に
表示される内容が異なったり、一部
表示されない画面があります。

● WindowsNT4.0の場合は、『らく
らくアシスタント』でインターネッ
トの設定をすることはできません。
電子マニュアル「データ通信ガイ
ド」の「2-9．インターネット接続
の手動設定」を参照し、手動で設定
してください。

● プロバイダの契約がお済みでない場
合は、NEC が運営するインター
ネットプロバイダ『BIGLOBE』に
オンラインサインアップで入会申し
込みをすることもできます。
BIGLOBEに入会ご希望の場合は、
［らくらくアシスタントメニュー］
の［BIGLOBEへのサインアップ］
を選択してください。BIGLOBEに
ついての詳細は「8-10．インター
ネットプロバイダ『BIGLOBE』の
ご紹介」（→P.341）を参照してく
ださい。

1 ［らくらくアシスタントメニュー］で
［インターネット接続の設定］をクリッ
クします。

→［インターネット接続の設定］画面が表示
されます。

2   次へ   ボタンをクリックします。

● 親機を接続して設定している場
合は3 の画面は表示されませ
ん。 4 に進みます。

→［経由する親機の選択］画面が表示されます。

3 「AtermIWX70を経由して使用」を選
択し、   次へ   ボタンをクリックします。

→［プロバイダの選択］画面が表示されます。
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4 インターネット接続に利用するプロバ
イダがBIGLOBEの場合は「BIGLOBE
を利用する」を選択し、その他のプロバ
イダを利用する場合は「他のプロバイ
ダを利用する」を選択して   次へ   ボタ
ンをクリックします。

● インターネットに接続するため
の設定が終わっている場合（す
でにインターネットを利用して
いた場合など）は、親機または子
機を使用するモデムとして設定
するための「モデム情報ファイ
ル」の登録と「Outlook Express
へのアカウント登録」だけをお
こないます。ここで「設定を行わ
ない」を選択して   次へ   ボタン
をクリックし、0 に進みます。

→［アクセスポイント情報の設定］画面が表
示されます。

5 ユーザ設定情報などの資料を参照し、
接続するアクセスポイントの情報を指
定します。

「接続速度・方式」は、接続するアクセ
スポイントが対応している接続条件に
よって、次のように選択します。

■ 同期64kbps
ISDN用アクセスポイントに接続す
るときに選択します。アクセスポイ
ントの接続条件がわからない場合
は、これを選んでください。

■ 同期128kbps
B チャネルを 2 本同時に使って
「128kbpsマルチリンクPPP通
信」（MP通信）で接続するときに選
択します。MP通信に対応している
アクセスポイントに接続するときだ
け、これを選んでください。なお、
WindowsMe/Windows98/
Windows95で「同期128kbps」
を選択した場合、インターネット接
続の設定が完了したあとに、手動で
モデムの最高速度を「115200」に
設定する必要があります（→電子マ
ニュアル「データ通信ガイド」の
「2．手動セットアップ」）。詳細は
r の画面に表示される内容を確認
してください。

■ 非同期
ISDN回線非同期57.6kbpsで接
続するときに選択します。

■ PIAFS
PIAFS2.0またはPIAFS2.1に対
応したアクセスポイントに接続する
ときに選択します。

● BIGLOBE を利用する場合は、
最寄りのアクセスポイントの設
定情報が表示されます。アクセ
スポイントを変更する場合は
「最寄りのAP」の z ボタンを
クリックし、接続するアクセス
ポイントを選択すると電話番号
やDNSが表示されます。

●「接続先名」にプロバイダの名称
などを任意に入力します。ここ
で入力した名前で、接続アイコ
ンが作成されます。

●「電話番号」には接続するアクセ
スポイントの電話番号を、半角数
字で市外局番から入力します。入
力できるのは数字・英字・ハイフ
ンだけです。

●「ログインID」（ユーザID、アカ
ウント名など）と「ログインパス
ワード」は、利用者を識別するた
めのものです。必ず入力します。
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● DNS（Domain Name System）
はインターネットに接続するた
めのサーバのアドレスを取得す
るためのもので、1～3桁の4
つの数字をピリオド（ ．）で区
切って半角で指定します。「セカ
ンダリDNS」は、プロバイダか
ら指示がなければ入力しなくて
も問題ありません。

6   次へ   ボタンをクリックします。

● 親機を接続して設定している場
合は7 の画面は表示されませ
ん。 9 に進みます。

→［無線区間速度の設定］画面が表示されます。

7 子機と親機との無線区間の通信速度を
選択します。

● 通信速度を「64k」にすると、2
本ある無線チャネルを両方使用
して、64kbpsの速度で親機と
通信をおこないます。通信中に
他の子機を使うことはできませ
ん。PHS 電話機やリモートス
テーションなどの他の子機を使
用しない場合は、「64k」を選択
してください。

● 通信速度を「32k」にすると無
線チャネルを1本だけ使用する
ので、データ通信中に他の子機
を使用することができます。
PHS 電話機やリモートステー
ションなどの他の子機を同時に
使いたい場合は、「32k」を選択
してください。

● 無線区間の発信モードと着信
モードは親機前面のファンク
ションボタンを使って、変更する
こともできます。（→「6-1．ファ
ンクションボタンで操作する」
P.249）

8   次へ   ボタンをクリックします。

→［ITMUX機能の設定］画面が表示されます。

9 ITMUX機能を使用するかどうかを選
択し、   次へ   ボタンをクリックします。

● ITMUXを利用すると、1つのプ
ロバイダとの契約（ユーザID）で
2台のパソコンから同時に同じ
アクセスポイントに接続できま
す。1つのBチャネルを使用し
て2台同時に接続することもで
きるので、もう1つのBチャネ
ルを使って電話をかけることも
できます。親機と子機の両方に
パソコンをつないで2台同時に
インターネットに接続したい場
合などは、「ITMUX機能を使用
する」を選択します。

● ITMUXの詳細は、電子マニュア
ル「データ通信ガイド」の「3-1.
データ通信の機能」を参照して
ください。

→［Outlook Expressへのアカウント登録
の選択］画面が表示されます。

0 Outlook Expressにアカウントを登
録するかどうかを指定し、   次へ   ボタ
ンをクリックします。

電子メールの送受信をおこなうときに
『Outlook Express』を使用する場合
は、Outlook Expressにユーザ IDな
どを登録します。
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94 インターネット接続の設定

● Outlook Expressにアカウント
を登録しない場合は、e に進み
ます。

→［Outlook Expressの設定］画面が表示
されます。

q メールアカウントとニュースアカウン
トを設定します。

●「アカウントの表示名」には、
メールを送受信するときに表示
される名前を任意に入力します。

●「ニュースアカウント」はイン
ターネット上の電子掲示板であ
る「ネット・ニュース」を利用す
るためのアカウントで、サーバ
にアクセスして記事を読んだり、
投稿することができます。利用
しない場合は、入力する必要は
ありません。

w   次へ   ボタンをクリックします。

● 親機を接続して設定している場
合はe の画面は表示されませ
ん。 r に進みます。

→［親機の通信モードについて］画面が表示
されます。

e 子機と親機との無線区間の通信モード
を確認し、  次へ  ボタンをクリックし
ます。

→［設定内容のシステムへの登録］画面が表
示されます。

r 登録する内容を確認し、   実行   ボタン
をクリックします。

● 実行中はさまざまな設定の登録
が自動的におこなわれます。特
に指示がない限り、キーボードや
マウスを操作しないでください。

→［インターネット接続の設定終了］画面が
表示されます。

t  設定終了  ボタンをクリックします。

→インターネットの接続の設定が終了し、
［らくらくアシスタントメニュー］にもど
ります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● ここまでの設定で、電話をか
けたりインターネットに接続
するための設定が完了します。
電話機能の詳細を設定すると
きなどは、必要に応じて5章以
降の設定をしてください。すぐ
にインターネットに接続すると
きは、「3-4．インターネットに
接続する」（→P.95）に進んで
ください。

● インターネットの設定は複数
登録することができます。同
期 6 4 k b p s 接続用と同期
128kbps接続用など、接続方
式ごとに設定を登録し、使い
分けることもできます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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3-4．インターネットに接続する
親機が INSネット64を通じてプロバイダにダイヤルし、インターネットに接続します。

4 接続アイコン（例：BIGLOBE64）を
ダブルクリックします。

●「インターネット接続の設定」の
5の画面（→P.92）で「接続先
名」に入力した名前の接続アイコ
ンが表示されます。

→［接続］画面が表示されます。

5 「ユーザー名」（ユーザID）がプロバイ
ダから指定されたユーザ設定情報など
の資料と合っていることを確認し、パ
スワードを入力します。

●「パスワードの保存」をクリック
して xにすると、次回の接続か
らパスワードを入力する必要が
なくなります。

6   接続   ボタンをクリックします。

→親機が INSネット64を通じて、プロバ
イダにダイヤルします。

→プロバイダに電話をかけてつながると、
ユーザー名（ユーザ ID）とパスワードの
認証がおこなわれ、そのあとプロバイダ
のホストコンピュータに接続されます。

接続を確認する

プロバイダのアクセスポイントにダイヤ
ルし、正しく接続できるか確認します。
Windows2000をお使いの場合は、
97ページに進んでください。

WindowsMe/Windows98/
Windows95/WindowsNT4.0
で接続する

ここではWindows98搭載のパソコン
でインターネットに接続する手順を例に
説明します。
● WindowsMe/Windows95/
WindowsNT4.0の場合は、手順や
画面が異なることがあります。

1 子機から接続する場合は、前面のPHS
ランプが緑色に点灯していることを確
認します。

2 デスクトップの［マイコンピュータ］ア
イコンをダブルクリックします。

●［マイコンピュータ］アイコンは
図と異なることがあります。

● WindowsMeの場合は  →
［設定］→［コントロールパネル］
を選択します。

→［マイコンピュータ］ウィンドウが表示さ
れます。

3 ［ダイヤルアップネットワーク］アイコ
ンをダブルクリックします。

→［ダイヤルアップネットワーク］ウィンド
ウが表示されます。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ●   切断   ボタンをクリックして
も、親機の液晶ディスプレイ
にc／dが表示されていると
きや、子機のPHSランプが緑
色／赤色で点滅しているとき
は、通信回線がつながったま
まになっています。このよう
なときは親機に接続されてい
るINS回線ケーブルを抜いて、
通信回線を強制的に切断して
ください。なお、INS回線ケー
ブルを抜くとすべての通信が
切断されるので、電話機など
の他の機器が通信中ではない
ことを確認してから、INS回線
ケーブルを抜いてください。

● 通信相手に接続できなかった
場合に親機が同じ番号に自動
的に再発信する回数は、最初
の発信から数えて3分間で2
回以内に制限されています。
この制限内で接続できなかっ
た場合は、時間をおいてから
接続し直してください。

● 接続できないときは、「7-1．
困ったときの Q & A 」（→
P.282）を参照してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● アクセスポイントに接続した
あとに、認証の失敗などでイ
ンターネットに接続できな
かった場合も、通信料金がか
かります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

→タスクトレイのインジケータに［ダイヤ
ルアップネットワークモニタ］アイコン
が表示されます。

→ INSネット64に接続されます。

→親機の液晶ディスプレイに、データ通信
中を表すc または d が表示されます。
子機から接続したときは、PHSランプが
緑色または赤色に点滅します。

■ 親機液晶ディスプレイ

B� ル�ネ�ャ�チ� 1�で�つ� s�p�b�k�4�6�
中�信�通�

B� ル�ネ�ャ�チ� 2�で�つ� s�p�b�k�8�2�1�
中�信�通�

1�B� 中�用�使�ル�ネ�ャ�チ�

2�B� 中�用�使�ル�ネ�ャ�チ�

● 子機からPIAFSスルーモードで
インターネットに接続した場合
は、c／dは表示されません。

■ 子機PHSランプ

滅点色緑 ルネャチ線無 1 でつ
spbk23 中信通

滅点色赤 ルネャチ線無 2 でつ
spbk46 中信通

7 タスクトレイのインジケータの［ダイ
ヤルアップネットワークモニタ］アイ
コンをダブルクリックします。

8   切断   ボタンをクリックします。

→ INSネット64との接続が切断されます。

→通信回線が正常に切断されると、親機の液
晶ディスプレイに「テ゛ータセツタ゛ン」と
約20秒間表示されます。
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Windows2000で接続する

Windows2000搭載のパソコンでイ
ンターネットに接続する手順を説明し
ます。

1 子機から接続する場合は、前面のPHS
ランプが緑色に点灯していることを確
認します。

2  →［設定］→［ネットワークと
ダイヤルアップ接続］を選択します。

3 接続アイコン（例：BIGLOBE64）を
ダブルクリックします。

●「インターネット接続の設定」の
5の画面（→P.92）で「接続先
名」に入力した名前の接続アイコ
ンが表示されます。

→［接続］画面が表示されます。

4 「ユーザー名」（ユーザID）がプロバイ
ダから指定されたユーザ設定情報など
の資料と合っていることを確認し、パ
スワードを入力します。

●「パスワードの保存」をクリック
して x にすると、次回の接続か
らパスワードを入力する必要が
なくなります。

5  ダイヤル  ボタンをクリックします。

→親機が INSネット64を通じて、プロバ
イダにダイヤルします。

→プロバイダに電話をかけてつながると、
ユーザー名（ユーザ ID）とパスワードの
認証がおこなわれ、そのあとプロバイダ
のホストコンピュータに接続されます。

→［接続完了］画面が表示され、タスクトレ
イのインジケータに［ネットワークとダ
イヤルアップ接続］アイコンが表示され
ます。

→ INSネット64に接続されます。

6   OK   ボタンをクリックします。

→親機の液晶ディスプレイに、データ通信
中を表す c またはd が表示されます。
子機から接続したときは、PHSランプが
緑色または赤色に点滅します。

■ 親機液晶ディスプレイ

B� ル�ネ�ャ�チ� 1�で�つ� s�p�b�k�4�6�
中�信�通�

B� ル�ネ�ャ�チ� 2�で�つ� s�p�b�k�8�2�1�
中�信�通�

1�B� 中�用�使�ル�ネ�ャ�チ�

2�B� 中�用�使�ル�ネ�ャ�チ�

● 子機からPIAFSスルーモードで
インターネットに接続した場合
は、c／dは表示されません。

■ 子機PHSランプ

滅点色緑 ルネャチ線無 1 でつ
spbk23 中信通

滅点色赤 ルネャチ線無 2 でつ
spbk46 中信通
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98 接続を確認する

7 タスクトレイのインジケータの［ネッ
トワークとダイヤルアップ接続］アイ
コンをクリックします。

→［状態］画面が表示されます。

8   切断   ボタンをクリックします。

→ INSネット64との接続が切断されます。

→通信回線が正常に切断されると、親機の液
晶ディスプレイに「テータ゛セツタ゛ン」と
約20秒間表示されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ●   切断   ボタンをクリックして
も、親機の液晶ディスプレイ
にc／dが表示されていると
きや、子機のPHSランプが緑
色／赤色で点滅しているとき
は、通信回線がつながったま
まになっています。このよう
なときは親機に接続されてい
るINS回線ケーブルを抜いて、
通信回線を強制的に切断して
ください。なお、INS回線ケー
ブルを抜くとすべての通信が
切断されるので、電話機など
の他の機器が通信中ではない
ことを確認してから、INS回線
ケーブルを抜いてください。

● 通信相手に接続できなかった
場合に親機が同じ番号に自動
的に再発信する回数は、最初
の発信から数えて3分間で2
回以内に制限されています。
この制限内で接続できなかっ
た場合は、時間をおいてから
接続し直してください。

● 接続できないときは、「7-1．
困ったときの Q & A 」（→
P.282）を参照してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● アクセスポイントに接続した
あとに、認証の失敗などでイ
ンターネットに接続できな
かった場合も、通信料金がか
かります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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ホームページを見る／接続を切断する 99
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ホームページを見る

プロバイダに接続してインターネットの
ホームページを見るときは、『Internet
Explorer』や『Netscape Navigator』
などのブラウザソフトを使用します。ブ
ラウザソフトの設定や使い方について
は、ブラウザソフトの「ヘルプ」などを
参照してください。

1 「WindowsMe/W indows98/
Windows95/WindowsNT4.0
で接続する」1  ～ 6（→P.95）、
または「Windows2000で接続する」
1 ～ 6（→P.97）を参照し、INS
ネット64と接続します。

→親機がプロバイダに電話をかけ、イン
ターネットに接続します。

2 『Internet Explorer』や『Netscape
Navigator』などのブラウザソフトを
起動します。

3 「アドレス」に、見たいホームページの
アドレスを入力し、 [ キーを押します。

〈例：Atermホームページ〉　
http://aterm.cplaza.ne.jp/

● AtermStationのアドレス、およ
び画面は平成12年9月現在のも
のです。

接続を切断する

1 ［ファイル］→［閉じる］を選択し、ブ
ラウザソフトを終了します。

2 「WindowsMe/W indows98/
Windows95/WindowsNT4.0
で接続する」7  ～ 8（→P.96）、
または「Windows2000で接続する」
7 ～ 8（→P.98）を参照し、INS
ネット64との接続を切断します。

→ INSネット64との接続が切断されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● インターネットの接続を終了
するときは、ブラウザソフト
を終了させただけでは回線は
切断されません。必ず切断操
作をしてください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 2台のパソコンで別々のプロバ
イダに接続する「マルチアクセ
ス」や、2つのBチャネルを使っ
て高速に通信する「128kbps
マルチリンクPPP通信」など、
データ通信をより活用するため
の機能を設定するときは、電子
マニュアル「データ通信ガイ
ド」の「3-1．データ通信の機
能」を参照してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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100 RS7センターを利用する

Windows98でブラウザソフト
のアイコンがないとき

Windows98をご使用の場合で、デス
クトップにブラウザソフト（Internet
Explorer）のアイコンがないときは、
以下の手順で［Internet Explorer］ア
イコンを作成します。

!デスクトップの［インターネット
に接続］アイコンをダブルクリッ
クします。

→［インターネット接続ウィザード］画
面になります。

@「既にインターネット接続の設定
が･ ･ ･ 表示しない」を選択し、
  次へ   ボタンをクリックします。

#［インターネット接続ウィザード］
を終了します。

→デスクトップに［Internet Explorer］
と［Outlook Express］のアイコンが
表示されます。

　

RS7センターを利用する

添付CD-ROM『AtermIWX70&RS7
ユーティリティ集』に収録されている
『RS7センター』を使用すると、次の
機能が利用できます。

■ 電波状況の確認
子機と親機の間の電波状況を調査し、
通信可能な状態かを表示します。

■ 接続
同期64K接続用と、同期128K接
続用など、インターネット接続の設定
を複数登録している場合に、接続先を
メニューから選択して接続できます。

RS7センターは「インターネット接続
の設定」の t の画面（→P.94）でイ
ンストールできます。

インストールすると、タスクトレイの
インジケータに［RS7センター］アイ
コンが常時表示されます。

ここでは「電波状況の確認」について
説明します。
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電波状況の確認

!タスクトレイのインジケータの
［RS7センター］アイコンを右ク
リックし、［電波状況の確認］を選
択します。

→［AtermRS7センター］の電波状況
の調査結果画面が表示されます。

@電波状況を確認します。
電波状況が悪いときは、親機に近
づけて  再調査  ボタンをクリック
し、電波状況を再度確認してくだ
さい。

#  閉じる  ボタンをクリックします。

→『RS7センター』が終了します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ●『RS7センター』を実行中は、
他の通信ソフトを起動しない
でください。

● 子機からインターネットに接
続する前に『RS7センター』を
使用して、安定した無線電波
状況であることを確認してか
ら、接続を実行してください。
なお、電波状況は変動するの
で何回か電波状況を調査し、
安定した状態であることを確
認してからインターネットに
接続してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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102 らくらくアシスタントの使い方

3-5．らくらくアシスタントの使い方

�

■ オンラインユーザ登録�
Atermを購入していただいた方のユ
ーザ登録を、ホームページ『Aterm 
Station』で受け付けています。�
［オンラインユーザ登録］をクリッ
クすると自動的にAtermStationに接
続します。インターネット接続の設
定が終了してからご利用ください。�

■ ユーティリティのファイル情報�
らくらくアシスタントのさまざま
な設定を実行するためのプログラ
ムのファイル名やバージョンが確
認できます。�

■ BIGLOBEへのサインアップ�
NECが運営するインターネットプ
ロバイダ『BIGLOBE』に、オン
ラインで入会申し込みができます

■ USBドライバのインストール�
親機または子機のUSBポートに
パソコンを接続する場合に、USB
ポートを使用するためのUSBドラ
イバをインストールします。�
（→P.83）�

■「Aterm」のロゴマークをクリック
すると、Atermのホームページ
『AtermStation』にアクセスし
ます。�

■ 設定値の確認／保存／復元�
（らくらくバックアップ）�
親機と子機に設定されている内容を
一覧表示したり、その情報をハード
ディスクなどに保存できます。保存
した設定情報は復元できます。らく
らくアシスタントの設定が完了した
ら、設定値を保存するようにしてく
ださい。（→電子マニュアル「デー
タ通信ガイド」の「1-2. Atermの
設定内容を記録する」）�

■ オンラインバージョンアップ�
ホームページ『AtermStation』
に接続して最新のファームウェアを
ダウンロードし、親機または子機を
バージョンアップします。（→電子
マニュアル「データ通信ガイド」の
「1-1. Atermをバージョンアップ
する」）�

らくらくアシスタントを終了します。�

□ 全体設定�
親機の［全体設定］では電話番号や電話
帳の設定、アナログポートと無線ポート
に共通の設定、通信情報・通信料金の参
照、設定値の初期化ができます。�
子機の［全体設定］では設定値の初期
化ができます。�

□ アナログポートの設定�
キャッチホンや受話音量など、アナログ
ポートに関する設定をします。�
● 電話Bポートは「停電時の動作」の
設定以外、電話Aポートと同様の
設定ができます。�

■ ターミナルアダプタの詳細設定� 親機のアナログポート、無線ポート、
データポートのさまざまな機能の設
定をします。電話の機能の設定につ
いては「5-2．親機の電話機能」（→
P.132）、データポートの機能につ
いては電子マニュアル「データ通信
ガイド」の「3-1．データ通信の機
能」を参照してください。�

�□ 無線ポートの設定�
子機との通信モードなど、無線A～F
ポートに関する設定をします。�
● ワイヤレスセットに同梱のRS7
は無線Aポートに増設登録され
ています。�

□ データポートの設定�
ITMUXやBODなど、シリアルポートと
USBポートに関する設定をします。�

■ アナログ／無線ポートの簡単設定�
電話を使うための基本的な設定
をおこないます。（→P.87）�

■ インターネット接続の設定�
インターネット接続のためのパ
ソコンの設定をおこないます。
（→P.91）�

�
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4 Macintoshで簡単に設定する�

Macintoshと親機または子機をつないでインターネットに接
続したり、電話を使うための設定をします。�

�

�

Macintoshで設定するには ･･･････････ 106

ユーティリティをインストールする････ 108

らくらくアシスタントで簡単に設定する ･･･ 111

インターネットに接続する ･･･････････ 119

らくらくアシスタントの使い方････････ 122
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106 設定の流れ

4-1．Macintoshで設定するには
Macintoshで親機と子機の設定をする手順を説明します。

設定の流れ

電話のさまざまな機能を使ったり、インターネットに接続するには設定が必要です。
Macintoshで親機と子機の基本設定をするまでの流れは次のとおりです。

インターネットを利用しますか？�

Yes

その他の設定�
�

ユーティリティのインストール�
�

アナログポートの設定�

インターネット接続の設定�

 No�
�

MacintoshをUSBポートに接続しますか？�

USBポートの接続�

 No�
�

Yes
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親機と子機を設定するには 107
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親機と子機を設定するには

添付ユーティリティ『IWX70らくらくアシスタント』 と、『RS7らくらくユーティリティ』
を使って親機と子機の設定をします。『IWX70らくらくアシスタント』を使うと親機の電
話の設定やインターネットに接続するための設定が、画面に表示される案内にそって簡単に
設定できます。子機独自の機能を設定するときは『RS7らくらくユーティリティ』で設定
します。
また、親機にはパソコンを接続せず、子機にMacintoshを接続している場合でも、子機に
接続したMacintoshから『IWX70らくらくアシスタント』を起動して、無線で親機の設
定ができます。

Macintosh 親機�
（IWX70）�

子機�
（RS7）�

IWX70らくらく�
アシスタントで設定�

RS7らくらく�
ユーティリティで設定�

アナログポート�
と無線ポート、�
データポートの�
設定ができる�

データポートの�
設定ができる�

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 親機を接続したパソコンから、子機の機能の設定はできません。子機に接続し直し
て設定してください。

Macintosh親機�
（IWX70）�

設定不可�
IWX70＆RS7�
らくらくアシスタント�
で設定�

アナログポート�
と無線ポート、�
データポートの�
設定ができる�

子機�
（RS7）�

● ご使用のパソコン環境によっては、『らくらくアシスタント』が利用できない場合
があります。詳細は「7-1．困ったときのQ&A」（→P280）を参照してください。

●『らくらくアシスタント』を使用しないでインターネット接続の設定をする場合は、
手動で設定をおこないます。電子マニュアル「データ通信ガイド」の「2-8．イン
ターネット接続の手動設定」を参照してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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108 ユーティリティをインストールする

ユーティリティをインストールする

親機を設定する『IWX70らくらくア
シスタント』と、子機を設定する『RS7
らくらくユーティリティ』をハード
ディスクにインストールします。

1 Macintoshを起動します。
ほかのアプリケーションソフトを起動
しているときは、そのアプリケーショ
ンを終了します。

2 添付CD-ROM『AtermIWX70&RS7
ユーティリティ集』をCD-ROMドラ
イブにセットします。
→CD-ROMのウィンドウが表示されます。

● CD-ROMをセットしてもCD-ROM
ウィンドウが表示されないとき
は、CD-ROMアイコンをダブル
クリックします。

3 ［らくらくセットアップガイド］アイコ
ンをダブルクリックします。

→［セットアップガイド］のメニュー画面が
表示されます。

4 ［セットアップガイドを見ないでインス
トール］をクリックします。

→［インストーラ集］画面が表示されます。

5 ご使用の環境に合わせてボタンをクリッ
クします。

■ 親機または子機をUSBポートに接続
する場合
［USBを持ったMacintosh用］を
選択します。これを選択するとUSB
ポートを使用するために必要な
「USB ドライバ」が一緒にインス
トールされます。

■ モデムポート（またはプリンタポー
ト）に接続する場合
［USBのないMacintosh用］を選
択します。

6 画面に表示される内容にしたがって、
インストールを実行します。

→『らくらくアシスタント』と『らくらくユー
ティリティ』がインストールされます。

7 ［CD-ROMの終了］をクリックします。

→［セットアップガイド］を終了します。

8 CD-ROMを取り出します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ●［セットアップガイド］のメ
ニューの1～5をご覧になっ
て、その中でインストールす
ることもできます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4-2．ユーティリティをインストールする
『IWX70らくらくアシスタント』と『RS7らくらくユーティリティ』は、添付CD-ROM『Aterm

IWX70&RS7ユーティリティ集』に収録されているので、Macintoshにインストールして使います。
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USBポートに接続する

親機または子機のUSBポートにMacintoshを接続します。

● Macintoshのモデムポート（またはプリンタポート）に親機または子機を接続する場
合は、この操作は不要です。「4-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する」（→P.111）
に進みます。

● 親機／子機とUSBケーブルで接続できるのは、 Mac OS 8.6以上を搭載したMacintosh
です。詳細は「7-1．困ったときのQ&A」（→P.290）を参照してください。

● USBドライバを手動でインストールする場合は、USBケーブルをパソコンに接続する
前にUSBドライバをインストールしてください。（→電子マニュアル「データ通信ガイ
ド」の「2-4．USBドライバの手動インストール」）

1 USBケーブルを用意し、コネクタの形状を確認します。

AtermのUSBポート�
に差し込みます�

MacintoshのUSBポート�
に差し込みます�

2 USBケーブルのコネクタが平らな形の方を、MacintoshのUSBポートに差し込み
ます。

USBポート�
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110 USBポートに接続する

3 USBケーブルのもう一方を、親機または子機背面のUSBポートに差し込みます。

■ 親機

DATA

■ 子機

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● USBケーブルを延長して、親機または子機を接続することはできません。添付の
ケーブル、または別売のケーブル（→「8-6．別売オプション」P.327）を使用し
てください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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それぞれの設定内容については122
ページを参照してください。

● 各項目の設定が終わると［らく
らくアシスタント］画面にもど
ります。

● 設定が終了したときなど、らく
らくアシスタントを終了すると
きは  アシスタント終了  ボタンを
クリックします。「IWX70らく
らくアシスタントの実行を終了
します。」と表示されるので、
  はい   ボタンをクリックします。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 1台のMacintoshには、親機
または子機のどちらか1台を
接続してください。

● 子機だけにMacintoshを接続
している場合でも、親機の電源
をONにしておいてください。子
機に接続したMacintosh で
『IWX70 らくらくアシスタン
ト』を使って、無線で親機の設定
ができます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 以前の説明は、5の画面から
操作する手順を説明します。
『らくらくアシスタント』の起
動の仕方は、このページを参
照してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

らくらくアシスタントの起動の仕方

『IWX70らくらくアシスタント』の起
動のしかたを説明します。

1 ほかのアプリケーションソフトを起動
しているときは、そのアプリケーショ
ンを終了します。

2 ハードディスクの中の［IWX70ユー
ティリティ］フォルダをダブルクリッ
クし、［IWX70らくらくアシスタント］
アイコンをダブルクリックします。

3 親機または子機が接続されているポー
トを選択します。
USB ポートに接続している場合は
「Aterm」を選択します。

→［IWX70らくらくアシスタント］画面が
表示されます。

4   OK   ボタンをクリックします。

●   OK   ボタンを押しても『IWX70
らくらくアシスタント』が起動し
ないときは、親機または子機が
Macintoshに認識されていませ
ん。親機または子機のシリアル
ポートまたはUSB ポートに、
Macintoshが正しく接続できて
いるか確認してください。それ
でも親機、子機が認識されない
場合は、「7-1．困ったときの
Q&A」（→P.280）を参照して
ください。

5 設定する項目をクリックして選択し、
必要な設定をおこないます。

4-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する
インストールした『IWX70らくらくアシスタント』を使って、電話を使ったりインターネットに

接続するための基本的な設定をします。親機にパソコンを接続せず、子機にMacintoshを接続し

ている場合も『IWX70らくらくアシスタント』を使って、親機の設定ができます。
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112 アナログポートの簡単設定

アナログポートの簡単設定

アナログポートに接続した機器を使う
ための基本的な設定をします。
［アナログポートの簡単設定］では次の
設定ができます。

■ 各ポートに接続する機器の種類
■ 契約した電話番号の設定と各ポート
への割り当て

■ ｉ・ナンバーまたはダイヤルイン
サービスの設定

■ INSナンバー・ディスプレイの設定

画面に機能の説明などが表示されるの
で、内容を読みながら操作をしてくだ
さい。

● ｉ・ナンバーやナンバー・ディスプ
レイなどの機能の詳細は、「5-2．親
機の電話機能」→（P.132）を参照
してください。

1 ［IWX70らくらくアシスタント］のメ
ニュー画面で［アナログポートの簡単
設定］をクリックします。

→アナログポートに設定できる内容が表示
されます。

2   次へ   ボタンをクリックします。

→アナログポートの使い方を設定する画面
が表示されます。

3 電話Aポート、電話Bポートに接続し
ているアナログ通信機器を選択します。

ファクスおよびファクス付電話機、ま
たはモデムを接続する場合は、「FAX
やモデムを接続する」を選択します。機
器を接続しないポートは、「何も接続し
ない（使用しない）」を選択します。

4 INSネット64の付加サービス「INSナ
ンバー・ディスプレイ」を利用する場合
は、「ナンバー・ディスプレイを使用す
る」をクリックして xにします。

● INSナンバー・ディスプレイの詳
細は「5-2．親機の電話機能」（→
P.168）を参照してください。

5   次へ   ボタンをクリックします。

→ｉ・ナンバー／ダイヤルインを利用して
いるかを設定する画面が表示されます。
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6 お手もとの「INSネット64お申込票」
を参照の上、ｉ・ナンバーまたはダイ
ヤルインサービスを利用するか、どち
らも利用しないかを選択し、   次へ   ボ
タンをクリックします。

● ｉ・ナンバー、ダイヤルインサー
ビスの詳細は「5-2．親機の電話
機能」（→P.177、180）を参照
してください。

● 何を選択したかによって次に表
示される画面が異なります。

→電話番号を設定する画面が表示されます。

7 電話番号（契約者回線番号）を市外局
番から半角で入力します。

■ ｉ・ナンバーを利用する場合
ｉ・ナンバー情報１、ｉ・ナンバー
情報2を入力します。3つの電話番
号を契約している場合は、i・ナン
バー情報3も入力します。 8 に進
みます。

■ ダイヤルインサービスを利用する場合
契約者回線番号を入力し、「グロー
バル着信利用」を選択します。「ダ
イヤルイン1番」、「ダイヤルイン2
番」にダイヤルイン番号（追加番号）
を入力して 8 に進みます。

● INSネット64の申し込みの際
に、「ダイヤルインサービス」の
「グローバル着信有」と契約して
いない場合は、「グローバル着信
利用しない」を選択します。

■ ｉ・ナンバー／ダイヤルインサービス
とも利用しない場合
契約者回線番号を入力し、 0 に進
みます。

8   次へ   ボタンをクリックします。

→電話番号を割り当てる画面が表示されます。
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インターネット接続の設定

親機または子機を接続したMacintosh
で、インターネットに接続するための
設定をします。Mac OS 8以降に添付
されている『インターネット接続アシ
スタント』を使います。
インターネットに接続するには、プ
ロバイダとの契約が必要です。契約
しているプロバイダから支給された
ユーザ設定情報などの資料を用意し
てください。

● ここではMac OS 8.6の『インター
ネット接続アシスタント』を例に説
明します。お使いの環境によって
は、手順や画面が異なることがあり
ます。『インターネット接続アシス
タント』の詳細は、アップルコン
ピュータにお問い合わせください。

●『インターネット接続アシスタント』
が使用できない場合や、アシスタン
トを使わずにインターネット接続の
設定をする場合は、電子マニュアル
「データ通信ガイド」の「2-8．イン
ターネットの接続の手動設定」を参
照し、手動で設定してください。

● プロバイダとの契約がお済みでない場
合は、NECが運営するインターネッ
トプロバイダ『BIGLOBE』にオンラ
インサインアップで入会申し込みをお
こなうこともできます。BIGLOBEに
ついての詳細は「8-10．インターネッ
トプロバイダ『BIGLOBE』のご紹介」
（→P.341）を参照してください。

1 ［IWX70らくらくアシスタント］のメ
ニュー画面で［インターネット接続の
設定］をクリックします。

9 電話Aポート、電話Bポートを呼び出
す電話番号を選択します。

0   次へ   ボタンをクリックします。

→設定内容の確認画面が表示されます。

q 登録する内容を確認し、   実行   ボタン
をクリックします。

→設定内容が、親機に内蔵されている不揮
発性メモリに登録されます。

w  設定終了  ボタンをクリックします。

→［IWX70らくらくアシスタント］のメ
ニュー画面にもどります。
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7 「モデム」でモデムの種類（モデム情報
ファイル）を選択します。

Macintoshを親機または子機のどち
らに接続しているかによって、次のい
ずれかの表を参照してください。

■ 親機
接続するアクセスポイントが対応す
る接続条件によって、次のようにモ
デムを選択します。
通常は、「NEC AtermIW 64kppp
（同期64K）」を選択してください。

トンイポスセクア 報情ムデモ
（ LCC ）ルイァフ

期同非 K6.75 k6.75WImretACEN

期同 K46 PPPk46WImretACEN

期同 K821 PMWImretACEN

K23SFAIP SFAIPk23WImretACEN

K46SFAIP SFAIPk46WImretACEN

● USBポートに接続している場合
は、モデム情報ファイルのうし
ろに「（USB）」とついたモデム
情報を選択します。

● アクセスポイントが対応してい
る接続条件は、プロバイダにお
問い合わせください。

2   実行   ボタンをクリックします。

→［インターネット接続アシスタント］が起
動します。

3   はい   ボタンをクリックします。

4 画面に表示される指示にしたがって操
作を進めます。

5 ［設定の名前と接続タイプの設定］画面
が表示されたら、プロバイダの名前など
を任意に入力します。（例：BIGLOBE）

6 接続方法で「モデム」を選択し、 h を
クリックします。

→［モデム設定］画面が表示されます。
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116 インターネット接続の設定

q プロバイダから配布されたユーザ設定
情報などの資料を参照し、接続するア
クセスポイントの電話番号、利用者名
（ユーザ ID、アカウントなど）、パス
ワードを入力します。

w  h をクリックします。

→［PPP接続スクリプト］画面が表示され
ます。

e 「いいえ」を選択し、 h をクリックし
ます。

→［ドメインネームサーバー］画面が表示さ
れます。

r プロバイダから指定されたDNSを入
力します。

1行目にプライマリDNSを入力して
改行し、2行目にセカンダリDNSを入
力します。

■ 子機
子機と親機との無線区間の通信方式
によって、次のようにモデムを選択
します。ワイヤレスセットで特に変
更がない場合や、IWX70のモデム
の種類を ISDN 用にした場合は、
「NEC AtermRS DualLinks」を選
択します。

式方信通の間区線無 報情ムデモ
（ LCC ）ルイァフ

K23SFAIP
（ sib24.V ）しな縮圧

SRmretACEN
tceriD

K23SFAIP
（ sib24.V ）りあ縮圧

SRmretACEN
sserpmoC

ヤイワクンリルアュデ
信通スレ （ spbk46 ）

SRmretACEN
skniLlauD

● USBポートに接続している場合
は、モデム情報ファイルのうし
ろに「（USB）」とついたモデム
情報を選択します。

●「デュアルリンクワイヤレス通
信」はNEC独自の通信方式で、無
線2チャネルを使って64kbps
の速度で親機と通信し、同期／
非同期アクセスポイントに接続
ができます。

● 無線区間の発信モードと着信
モードは親機前面のファンク
ションボタンを使って、変更す
ることもできます。（→「6-1．
ファンクションボタンで操作す
る」P.249）

8 「ポート」で、親機または子機を接続し
たポートを選択します。

USB ポートに接続している場合は
「ポート」で「Aterm」を選択します。

9 「トーン、パルス」で「トーン」を選択
します。

0 「ダイヤル音を無視する」を □ のまま
にし、  h をクリックします。

→［ISP情報］画面が表示されます。
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p ニュースサーバーを入力します。

入力しなくても問題ありません。

a  h をクリックします。

s 「いいえ」を選択し、 h をクリックし
ます。

→［まとめ］画面が表示されます。

d 「終了時に接続」を □ にし、   設定する  
ボタンをクリックします。

→設定内容が記憶されます。

● DNS（Domain Name System）
はインターネットに接続するため
のサーバのアドレスを取得するた
めのもので、1～3桁の4つの数
字をピリオド（．）で区切って半角
で指定します。「セカンダリ
DNS」は、プロバイダから指定が
なければ入力しなくても問題あり
ません。

t  h をクリックします。

→［電子メールアドレスおよびパスワード］
画面が表示されます。

y 電子メールアドレスとパスワードを半
角の英数字で入力します。

大文字・小文字の区別など、プロバイ
ダから指定されたとおりに入力します。

u  h をクリックします。

→［電子メールアカウントおよびホストコン
ピュータ］画面が表示されます。

i POPアカウントとSMTPを入力します。

o  h をクリックします。

→［ニュースグループホストコンピュータ］
画面が表示されます。
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118 インターネット接続の設定

プロトコルを「PPP」に設定する

Mac OSのバージョンによっては、使
用プロトコルが「自動」に設定されて
いる状態だと、接続できない場合があ
ります。プロトコルを「PPP」に変更
します。

! （アップルメニュー） → ［コ
ントロールパネル］→［リモート
アクセス］を選択します。

@  オプション  ボタンをクリックします。

#［プロトコル］タブをクリックし
ます。

$「使用プロトコル」で「PPP」を選
択し、   OK   ボタンをクリックし
ます。

%クローズボックスをクリックします。

→［リモートアクセス］が終了します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● Mac OS 8.6は「使用プロト
コル」の初期値が「自動」に設
定されており、そのままだと正
しく接続できません。「自動」に
設定されているときは、親機ま
たは子機とMacintoshを接続
しているケーブルをいったん抜
いてから、「使用プロトコル」を
「PPP」に変更してください。

● Mac OS 9をお使いの場合に、
ブラウザを起動した状態でリ
モートアクセスを切断しても
再発信してしまうときは、
「AppleTalk」を「OFF」にして
ください。AppleTalkについて
は、Macintoshに添付の取扱
説明書を参照してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 同期64Kと同期128K通信を
切り替えるなど、接続条件を
変えたいときは、モデムの種
類（CCLファイル）を変更しま
す。詳細は電子マニュアル
「データ通信ガイド」の「2-8．
インターネット接続の手動設
定」を参照してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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接続を確認する 119
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4-4．インターネットに接続する
親機が INSネット64を通じてプロバイダにダイヤルし、インターネットに接続します。

→親機の液晶ディスプレイに、データ通信
中を表す c または d が表示されます。
子機から接続したときは、PHSランプが
緑色または赤色に点滅します。

■ 親機液晶ディスプレイ

B� ル�ネ�ャ�チ� 1�で�つ� s�p�b�k�4�6�
中�信�通�

B� ル�ネ�ャ�チ� 2�で�つ� s�p�b�k�8�2�1�
中�信�通�

1�B� 中�用�使�ル�ネ�ャ�チ�

2�B� 中�用�使�ル�ネ�ャ�チ�

● 子機からPIAFSスルーモードで
インターネットに接続した場合
は、c／dは表示されません。

■ 子機PHSランプ

滅点色緑 ルネャチ線無 1 でつ
spbk23 中信通

滅点色赤 ルネャチ線無 2 でつ
spbk46 中信通

接続を確認する

プロバイダのアクセスポイントにダイ
ヤルし、インターネットに接続できる
か確認します。

1 子機から接続する場合は、前面のPHS
ランプが緑色に点灯していることを確
認します。

2 メニューバーの （アップルメニュー）
から、［コントロールパネル］→［リモー
トアクセス］（または［PPP］）を選択
します。

→［リモートアクセス］（または［PPP］）画
面が表示されます。

3   接続  ボタンをクリックします。

→親機が INSネット64を通じて、プロバ
イダにダイヤルします。

→プロバイダに電話をかけてつながると、
名前（ユーザ ID）とパスワードの認証が
おこなわれます。そのあとプロバイダの
ホストコンピュータに接続され、次の画
面が表示されます。
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120 接続を切断する

4 『Internet Explorer』や『Netscape
Navigator』などのブラウザソフトを
起動します。

5 「アドレス」に、見たいホームページの
アドレスを入力し、 [ キーを押します。

〈例：Atermホームページ〉　
http://aterm.cplaza.ne.jp/

● AtermStationのアドレスおよ
び画面は平成12年9月現在のも
のです。

接続を切断する

1 ［ファイル］→［終了］を選択し、ブラ
ウザソフトを終了します。

2 ［リモートアクセス］（または［PPP］）
画面の  接続を切る ボタンをクリックし
てから、クローズボックスをクリック
します。

→インターネットの接続が切断されます。

→通信回線が正常に切断されると、親機の液
晶ディスプレイに「テ゛ータセツタ゛ン」と
約20秒間表示されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● インターネットの接続を終了
するときは、ブラウザソフト
を終了させただけでは回線は
切断されません。必ず切断操
作をしてください。

●  接続を切る ボタンをクリック
しても、親機の液晶ディスプ
レイにc／dが表示されてい
るときや、子機のPHSランプ
が緑色／赤色で点滅している
ときは、通信回線がつながっ
たままになっています。この
ようなときは親機に接続され
ている INS回線ケーブルを抜
いて、通信回線を強制的に切
断してください。なお、INS回
線ケーブルを抜くとすべての
通信が切断されるので、電話
機などの他の機器が通信中で
はないことを確認してから、
INS 回線ケーブルを抜いてく
ださい。

● 通信相手に接続できなかった
場合に親機が同じ番号に自動
的に再発信する回数は、最初
の発信から数えて3分間で2
回以内に制限されています。
この制限内で接続できなかっ
た場合は、時間をおいてから
接続し直してください。

● 接続できないときは、「7-1．
困ったときの Q ＆ A 」（→
P.282）を参照してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● アクセスポイントに接続した
あとに、認証の失敗などでイ
ンターネットに接続できな
かった場合も、通信料金がか
かります。

● 2 台のパソコンで別々のプロ
バイダに接続する「マルチアク
セス」や、1つのユーザIDで2
台同時に接続する「ITMUX」な
どのデータ通信の機能を設定す
るときは、電子マニュアル
「データ通信ガイド」の「3-1．
データ通信の機能」を参照して
ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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らくらくアシスタントの使い方 123122 らくらくアシスタントの使い方
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4-5．らくらくアシスタントの使い方

�

■ 設定値の確認・保存・復元�
（らくらくバックアップ）�
親機に設定されている内容を一覧表
示したり、その情報をハードディス
クなどに保存できます。保存した設
定情報は復元できます。らくらくア
シスタントの設定が完了したら、設
定値を保存するようにしてください。
（→電子マニュアル「データ通信ガイ
ド」の「1-2．Atermの設定内容を記
録する」）�

■ オンラインユーザ登録�
Atermを購入していただいた方のユ
ーザ登録を、ホームページ『Aterm 
Station』で受け付けています。�
［オンラインユーザ登録］をクリッ
クすると自動的にAtermStationに接
続します。インターネット接続の設
定が終了してからご利用ください。�

■ 無線ポートの詳細設定�
子機との通信モードなど、無線A～F
ポートに関する設定をします。�
● ワイヤレスセットに同梱のRS7は
無線Aポートに増設登録されてい
ます。�

�
■ 電話帳機能の設定�
短縮ダイヤルや迷惑電話などを登録し
ます。�
�

■ 設定値の初期化�
親機に設定した内容を消去し、一部の
設定をのぞいて工場出荷時の状態にも
どします。（→「7-2．Atermを購入
したときの状態にもどす」P.298）�

親機のアナログポート、無線ポート、
データポートのさまざまな機能の設
定をします。電話の機能の設定につ
いては「5-2．親機の電話機能」（→
P.132）、データポートの機能につ
いては電子マニュアル「データ通信
ガイド」の「3-1．データ通信の機能」
を参照してください。�

■ アナログポートの詳細設定�
キャッチホンや受話音量など、アナロ
グポートに関する設定をします。�

�
■ データポートの詳細設定�
ITMUXやBODなど、シリアルポート
とUSBポートに関する設定をします。�

�
■ INS回線の電話番号の設定�
契約者回線番号を入力したり、ｉ・
ナンバー、ダイヤルインサービスを
利用するかなどを設定します。�

�

■ 通信情報と通信料金の確認�
ポートごとの通信料金や、着信・
発信した電話番号を表示します。�

■ アナログポートの簡単設定�
電話を使うための基本的な設定
をおこないます。（→P.112）�

■ インターネット接続の設定�
インターネット接続のためのパ
ソコンの設定をおこないます。
（→P.115）�

■ オンラインサインアップ�
NECが運営するインターネットプ
ロバイダ『BIGLOBE』に、オンラ
インで入会申し込みができます。�

■「Aterm」のロゴマークをクリッ
クすると、Atermのホームページ
『AtermStation』にアクセス
します。�

らくらくアシスタントを終了します。�
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5 さまざまな機能�

Atermのワイヤレス通信機能やさまざまな電話の機能、メール
機能を説明します。�

Windows® MeはMicrosoft® Windows® Millennium Edition operating systemの略です。�
Windows® 98はMicrosoft® Windows® 98 operating systemの略です。�
Windows® 95はMicrosoft® Windows® 95 operating systemの略です。�
Windows® 2000はMicrosoft® Windows® 2000 operating systemの略です。�
WindowsNT® 4.0はMicrosoft® WindowsNT® operating system version 4.0の略です。�

親機の電話機能 ･････････････････････ 132

Atermのメール機能 ･････････････････ 233

ワイヤレス通信機能 ･････････････････ 126
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126 ワイヤレスデータ通信の種類

5-1．ワイヤレス通信機能
ワイヤレスセットはワイヤレス通信機能を搭載しているので、ワイヤレスセットに同梱のRS7や、
増設登録されたマルチモバイルカード「AtermRC45」などの子機から、インターネットに接続す
ることができます。また親・子機間で内線通信し、ワイヤレスネットワークを利用することもでき

ます。

ワイヤレスデータ通信の種類

親機（IWX70）はPHSを利用したデータ通信規格のPIAFS2.0版、PIAFS2.1版に準拠
しており、親機と親機に増設登録された子機間でPIAFS32K、PIAFS64Kの無線通信が
できます。またNEC独自方式の「デュアルリンクワイヤレス通信」を利用すると、64kbps
の無線通信が可能です。
ここではデータ通信の種類を説明します。

親・子機間の無線通信

親・子機間の無線区間は、次の2つの通信モードのどちらかで通信をおこないます。

■ PIAFS32K／PIAFS64K通信
子機に接続されたパソコンから、PIAFS32KまたはPIAFS64Kでデータ通信をおこない
ます。PIAFS32Kのときは無線1チャネルを使って32kbpsで通信し、PIAFS64Kの
ときは無線2チャネルを使って64kbpsで通信します。

INSネット64

パソコン�親機�
（IWX70）�

子機�
（RS7）�

PIAFS32K�
または�

PIAFS64K

■ デュアルリンクワイヤレス通信（NEC独自方式）［初期値］
子機のデータポートに接続されたパソコンから、無線2チャネルを使って最大64kbpsの
データ通信をおこなうNEC独自の通信方式です。親機のプロトコル変換モードによって同
期／非同期PPP変換が可能なので、プロバイダのアクセスポイントとも接続できます。

INSネット64

パソコン�親機�
（IWX70）�

子機�
（RS7）�

64kbps

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 初期値はデュアルリンクワイヤレス通信です。設定を変更する場合は、『らくらくア
シスタント』でRS7のデータポートの「デュアルリンク発信」の設定を変更します。

● PIAFS64Kとデュアルリンクワイヤレス通信は無線チャネルを2つ使うため、通
信中は他の無線ポートは使用できません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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ワイヤレスデータ通信の種類 127
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INSネット64との通信

子機から受信したデータは、PIAFSスルーモードまたはプロトコル変換モードで、親機か
ら INSネット64に送信します。

■ PIAFSスルーモード
リモートステーションやPHS電話機などの子機からのPIAFSデータを、親機で変換せず
にそのままINSネット64に送出します。PIAFS対応アクセスポイント、またはPHS網
に接続されたPHSデータ端末と直接データ通信をします。

PHS網�

INS�
ネット64

基地局�

PIAFS対応�
アクセスポイント�

PIAFS�
データカード�

PHS

子機�
（RS7）�

親機�
（IWX70）�

PIAFS32K�
または

PIAFS64K

プロバイダ�

PIAFS32K/�
PIAFS64K�
または�

デュアルリンク
ワイヤレス通信
（64kbps）�

■ プロトコル変換モード（同期PPPまたは非同期PPPへの変換）［初期値］
リモートステーションやPHS電話機などの子機からのPIAFSデータを、親機で一時的に
終端し、相手の通信モードに合わせてデータを変換します。PIAFSに対応していないターミ
ナルアダプタやアクセスポイントとも通信ができるので、多くの同期または非同期アクセス
ポイントに接続できます。なお、同期データへの変換はPPPデータに限定されます。

INS�
ネット64

同期アクセスポイント�
非同期アクセスポイント�

親機�
（IWX70）�

子機�
（RS7）�

他のTA

プロバイダ� PIAFS32K/�
PIAFS64K�
または�

デュアルリンク
ワイヤレス通信
（64kbps）�

�

�

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 初期値はプロトコル変換モードです。設定を変更する場合は、『らくらくアシスタ
ント』で無線ポートのデータ発信モードを変更します。

● ワイヤレスデータ通信は無線でプロトコルを変換するため、親機にパソコンを接続
して通信したときよりも、通信速度は遅くなります。

● 子機からPIAFSスルーモードで通信した場合、プロトコル変換モードよりも通信速度
は速くなります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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128 内線データ通信をする

内線データ通信をする

親機に接続されているパソコンと、ワイヤレスセットに同梱のRS7や増設登録されたマル
チモバイルカード「AtermRC45」などの子機に接続されたパソコンとの親・子機間、ま
たは子機に接続されているパソコン間で簡易ネットワークを構築し、ワイヤレス機能を利用
して内線でファイルやプリンタの共有ができます。

■ 親・子機間通信
親・子機間で、PIAFS32K またはPIAFS64K通信ができます。

親機�
（IWX70）�

子機�
（RS7）�

PIAFS32K�
または�

PIAFS64K

�

■ 子機間通信
親機を介して、ワイヤレスセットに同梱のRS7や別売のAtermRC45などの子機どうし
で、PIAFS32K 通信ができます。

子機�
（RS7）�

RC45などの�
マルチモバイルカード�

（子機）�

親機�
（IWX70）�

PIAFS32K

�

�

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 簡易ネットワークを構築するにはWindowsの「Microsoftネットワーク」を使
用します。内線データ通信が利用できるのは、Windows® Me/Windows® 98/
Windows® 95/Windows® 2000を搭載したパソコンです。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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内線データ通信をする 129

ファイルやプリンタの共有

親機と子機に接続されたパソコン間で、ファイルやプリンタを共有できます。

PC1 PC2親機�
（IWX70）�

子機�
（RS7）�

プリンタ�

サーバパソコン� クライアント�
パソコン�

ハードディスク�

サーバパソコンに
接続されたプリン
タやハードディス
クのファイルが利
用できる�

ファイルやプリンタを共有するには、各パソコンでネットワークとダイヤルアップの設定が
必要です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 親機にWindowsを搭載した2台のパソコンを接続し、同様の簡易ネットワークを
構築することもできます。Atermでは、これを「USBネットワーク」と呼びます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 内線データ通信は、電子マニュアル「データ通信ガイド」の「4. USBネットワー
クと内線データ通信」を参照し、以降の設定をしてください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

IWX70&RS7_5章(125-163) 00.9.22, 7:34 PMPage 129 Adobe PageMaker 6.5J/PPC



130 内線データ通信をする

内線番号

親機と、親機に増設登録された子機には、以下の内線番号が割り当てられます。子機は増設
登録の際に内線番号が決定し、その内線番号に対応した親機の無線ポートが割り当てられま
す。なお、ワイヤレスセットに同梱のRS7は、出荷時に内線番号91（無線Aポート）に
登録されています。
内線データ通信では、電話番号のかわりに次のように内線番号を指定してダイヤルアップ接
続します。

トーポ続接の機親 号番線内

BSU トーポ 17

トーポルアリシ 18

線無 A トーポ 19

線無 B トーポ 29

線無 C トーポ 39

線無 D トーポ 49

線無 E トーポ 59

線無 F トーポ 69

ダイヤルアップでの発信

データ通信の種類に合ったモデム情報ファイルを選択するか、または電話番号（内線番号）
のうしろに「DL」を付けて発信します。

先信発 号番話電

BSU トーポ LD17/#

トーポルアリシ LD18/#

線無 A トーポ LD19/#

線無 B トーポ LD29/#

線無 C トーポ LD39/#

線無 D トーポ LD49/#

線無 E トーポ LD59/#

線無 F トーポ LD69/#

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 子機間通信をおこなう場合は「DL」は付けません。　　〈例〉#/71
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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内線データ通信をする 131

ATコマンドでの発信

ATコマンドを使って発信する場合は、「ATD」（ダイヤル発信）コマンドを使用します。
ATコマンドの詳細は、電子マニュアル「データ通信ガイド」の「5．ATコマンド」を参
照してください。

先信発 TA ドンマコ

BSU トーポ LD17/#DTA

トーポルアリシ LD18/#DTA

線無 A トーポ LD19/#DTA

線無 B トーポ LD29/#DTA

線無 C トーポ LD39/#DTA

線無 D トーポ LD49/#DTA

線無 E トーポ LD59/#DTA

線無 F トーポ LD69/#DTA

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 一般のPHSカードの発信では、内線番号のうしろに「DL」は付けません。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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132 電話機能一覧

5-2．親機の電話機能
親機はNTT東日本・NTT西日本が提供するINSネット64の付加サービスに対応しているので、さ

まざまな電話の機能が利用できます。また INSネット64の付加サービスと同等の機能を実現する

Aterm独自の「疑似機能」があり、付加サービスを申し込まなくても利用できる機能があります。

電話機能一覧

親機は次の機能が使用できます。

Atermの機能またはINSネット64
の基本サービスで利用できる機能で、
通話料金以外の課金はありません。�

INSネット64の付加サービスで、
表に書かれている付加サービスの
契約と月額料金が必要です。�

的�目� 名�能�機� 約�契�の�ス�ビ�ー�サ�加�付�な�要�必� 照�参�
ジ�ー�ペ�

基�
本�
機�
能�

す�話�で�中�の�家� 話�通�線�内� し�な� 7�4�1�.�P�

る�す�送�転�に�話�電�線�内� 送�転�線�内� し�な� 9�4�1�.�P�

節�調�を�量�音�の�声�の�手�相�
る�す� 節�調�量�音�話�受� し�な� 2�5�1�.�P�

け�か�を�話�電�で�号�番�縮�短�
る� ル�ヤ�イ�ダ�縮�短� し�な� 4�5�1�.�P�

話�
し�
中�
の�
と�
き�

受�を�話�電�の�別�に�中�し�話�
る�け�

S�N�I� ン�ホ�チ�ッ�ャ�キ� ン�ホ�ス�ク�ッ�レ�フ�
（�S�N�I� ）�ン�ホ�チ�ッ�ャ�キ�

6�5�1�.�P�

ン�ホ�チ�ッ�ャ�キ�似�疑� し�な�

3� す�話�に�時�同�で�人�

話�通�者�三� ）�話�通�者�三�（�ン�ホ�ス�ク�ッ�レ�フ�

9�5�1�.�P�

話�通�者�三�似�疑� し�な�

電�
話�
番�
号�
を�
表�
示�
す�
る�

手�相�を�号�番�話�電�の�分�自�
る�せ�ら�知�に� 知�通�号�番�者�信�発� し�な� 4�6�1�.�P�

番�話�電�る�せ�ら�知�に�手�相�
る�す�定�指�を�号� 定�指�号�番�者�信�発� し�な� 6�6�1�.�P�

表�を�号�番�話�電�た�し�信�着�
る�す�示�

S�N�I� イ�レ�プ�ス�ィ�デ�・�ー�バ�ン�ナ� S�N�I� イ�レ�プ�ス�ィ�デ�・�ー�バ�ン�ナ�

8�6�1�.�P�

S�N�I� ト�ス�エ�ク�リ�・�ー�バ�ン�ナ� S�N�I� イ�レ�プ�ス�ィ�デ�・�ー�バ�ン�ナ�
S�N�I� ト�ス�エ�ク�リ�・�ー�バ�ン�ナ�

た�き�て�っ�か�か�に�中�し�話�
る�す�示�表�を�号�番�話�電� イ�レ�プ�ス�ィ�デ�・�ン�ホ�チ�ッ�ャ�キ� S�N�I� イ�レ�プ�ス�ィ�デ�・�ー�バ�ン�ナ�

S�N�I� ン�ホ�チ�ッ�ャ�キ� 1�7�1�.�P�

話�電�の�手�相�た�き�て�け�か�
る�見�を�号�番� 示�表�歴�履�信�着�

S�N�I� イ�レ�プ�ス�ィ�デ�・�ー�バ�ン�ナ� 5�7�1�.�P�
話�電�に�手�相�た�き�て�け�か�

す�直�け�か�を� 信�発�先�歴�履�信�着�

2� は�た�ま�つ� 3� 話�電�の�つ�
る�け�分�い�使�を�号�番� ー�バ�ン�ナ�・�ｉ� ー�バ�ン�ナ�・�ｉ� 7�7�1�.�P�

い�使�を�号�番�話�電�の�数�複�
る�け�分� ス�ビ�ー�サ�ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ� ス�ビ�ー�サ�ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ� 0�8�1�.�P�

先�優�の�機�話�電�る�す�信�着�
る�け�つ�を�位�順� 定�指�ト�ー�ポ�信�着�先�優� し�な� 5�8�1�.�P�

さ�信�着�に�機�話�電�の�定�特�
る�せ� ス�レ�ド�ア�ブ�サ� し�な� 7�8�1�.�P�

電
話
番
号
や
電
話
機
を
使
い
分
け
る�
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的�目� 名�能�機� 約�契�の�ス�ビ�ー�サ�加�付�な�要�必� 照�参�
ジ�ー�ペ�

お�
出�
か�
け�
／�
お�
や�
す�
み�
に�
な�
る�
と�
き�

ら�鳴�を�音�信�着�の�機�話�電�
い�な�さ� ド�ー�モ�み�す�や�お� し�な� 091.P

す�送�転�に�号�番�話�電�の�別�
る�

送�転�信�着� ）�送�転�信�着�（�ン�ホ�ス�ク�ッ�レ�フ�

391.P

送�転�信�着�似�疑� し�な�

す�送�転�で�プ�ー�ワ�ス�イ�ボ�
る�

SNI プ�ー�ワ�ス�イ�ボ� SNI プ�ー�ワ�ス�イ�ボ�

691.P

SNI プ�ー�ワ�ス�イ�ボ� ･� ト�ク�レ�セ� SNI プ�ー�ワ�ス�イ�ボ� ・� ト�ク�レ�セ�

着�に�ず�さ�ら�鳴�を�音�信�着�
る�せ�ら�知�を�信� ド�ー�モ�ュ�シ�ッ�ラ�フ� し�な� 102.P

電�
話�
を�
転�
送�
す�
る�

す�送�転�に�号�番�話�電�の�別�
る�

送�転�信�着� ）�送�転�信�着�（�ン�ホ�ス�ク�ッ�レ�フ�

402.P

送�転�信�着�似�疑� し�な�

号�番�話�電�の�別�に�中�し�話�
る�す�送�転�に� 送�転�中�信�通� ）�送�転�中�信�通�（�ン�ホ�ス�ク�ッ�レ�フ� 702.P

特�
定�
の�
相�
手�
を�
対�
象�
に�
す�
る�

す�信�着�け�だ�話�電�の�定�特�
る�

信�着�別�識� SNI ス�ビ�ー�サ�け�わ�り�な�
SNI イ�レ�プ�ス�ィ�デ�・�ー�バ�ン�ナ�

012.P

信�着�別�識�似�疑� SNI イ�レ�プ�ス�ィ�デ�・�ー�バ�ン�ナ�

を�音�信�着�の�話�電�の�定�特�
る�え�変�

グ�ン�ギ�ン�リ�別�識� SNI ス�ビ�ー�サ�け�わ�り�な�

312.P

け�わ�り�な�似�疑� SNI イ�レ�プ�ス�ィ�デ�・�ー�バ�ン�ナ�

た�き�て�っ�か�か�に�中�し�話�
け�受�を�け�だ�話�電�の�定�特�

る�

SNI ン�ホ�チ�ッ�ャ�キ�択�選�け�わ�り�な� SNI ス�ビ�ー�サ�け�わ�り�な�
）�ン�ホ�チ�ッ�ャ�キ�択�選�（�

612.P

ン�ホ�チ�ッ�ャ�キ�択�選�似�疑� SNI イ�レ�プ�ス�ィ�デ�・�ー�バ�ン�ナ�

着�の�話�電�い�な�く�た�け�受�
る�す�否�拒�を�信�

ス�ビ�ー�サ�り�わ�と�こ�お�話�電�惑�迷� ス�ビ�ー�サ�り�わ�と�こ�お�話�電�惑�迷�

712.P

止�防�話�電�惑�迷� SNI イ�レ�プ�ス�ィ�デ�・�ー�バ�ン�ナ�

着�に�け�だ�機�話�電�の�定�特�
る�せ�さ�信� 信�着�ト�ー�ベ�イ�ラ�プ�イ�マ� SNI イ�レ�プ�ス�ィ�デ�・�ー�バ�ン�ナ� 022.P

話�電�の�別�を�話�電�の�定�特�
る�す�送�転�に�号�番�

送�転�信�着�別�識� SNI ス�ビ�ー�サ�け�わ�り�な�

222.P

送�転�信�着�別�識�似�疑� SNI イ�レ�プ�ス�ィ�デ�・�ー�バ�ン�ナ�

設�を�性�合�整�ヤ�イ�レ�位�高�
る�す�定� CLH し�な� 622.P

モ�を�号�番�話�電�た�し�信�着�
る�す�出�送�で�号�信�ム�デ� ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ�・�ム�デ�モ� は�た�ま�ー�バ�ン�ナ�・�ｉ�

ス�ビ�ー�サ�ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ� 922.P

プ�を�号�番�話�電�た�し�信�着�
る�す�出�送�で�号�信�ュ�シ�ッ� ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ�・�グ�ロ�ナ�ア� は�た�ま�ー�バ�ン�ナ�・�ｉ�

ス�ビ�ー�サ�ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ� 132.P

電
話
機
で�

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
を
使
う�

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● INSネット64の付加サービスを利用するには、対応するサービスの契約が必要
です。また、通話料金の他に別途月額料金がかかります。付加サービスの料金など
の詳細は、NTT東日本またはNTT西日本にお問い合わせください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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134 設定のしかた

設定のしかた

親機の電話機能は、パソコンから設定する方法と、電話機から設定する方法があります。設
定は子機に接続したパソコンからもできます。141ページ以降の手順は、子機にパソコン
を接続している場合を例に説明します。
ここでは使用するユーティリティと設定できる内容を説明します。

■ 子機にパソコン（Windows）を接続している場合
Windows搭載のパソコンに子機を接続している場合は、『IWX70&RS7らくらくアシス
タント』を使用して親機と子機の両方の設定ができます。親機は子機から無線で設定されま
す。（→「Windowsでの設定方法」P.136）

パソコン� 親機�
（IWX70）�

子機�
（RS7）�

データポートの�
設定ができる�

アナログポート�
と無線ポート、�
データポートの�
設定ができる�

IWX70&RS7�
らくらくアシスタント�
で設定�

�

■ 子機にMacintoshを接続している場合
Macintoshに子機を接続している場合は、『IWX70らくらくアシスタント』を使用して子
機から無線で親機の設定ができます。子機の設定は『RS7らくらくユーティリティ』で設
定します。（→「Macintoshでの設定方法」P.138）

Macintosh 親機�
（IWX70）�

子機�
（RS7）�

IWX70らくらく�
アシスタントで設定�

RS7らくらく�
ユーティリティで設定�

アナログポート�
と無線ポート、�
データポートの�
設定ができる�

データポートの�
設定ができる�
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■ 親機にパソコンを接続している場合
親機にパソコンを接続している場合は、『IWX70&RS7 らくらくアシスタント』
（Macintoshの場合は『IWX70らくらくアシスタント』）で親機の設定ができます。親機
を接続したパソコンから、子機の機能の設定はできません。

パソコン�親機�
（IWX70）�

設定不可�
IWX70&RS7�
らくらくアシスタント�
で設定�

アナログポート�
と無線ポート、�
データポートの�
設定ができる�

子機�
（RS7）�

■ 親機と子機のどちらにもパソコンを接続していない場合
親機に電話機だけを接続している場合は、『らくらくテレホン設定』で親機の設定ができます。
『らくらくテレホン設定』ではデータポートの設定はできません。（→「電話機での設定方法」
P.140）

親機�
（IWX70）�

アナログポートと�
無線ポートの設定�
ができる�

電話機�

らくらくテレホン設定�
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136 Windowsでの設定方法

設定画面の操作のしかた

設定画面の操作のしかたを説明します。

子機の設定

■ 全体設定
子機の設定を消去します。

■ データポートの設定
デュアルリンク通信や無通信監視タ
イマなど、シリアルポートまたは
USBポートに関する設定をします。

［ターミナルアダプタの詳細設定］

Windowsでの設定方法
Windows搭載のパソコンでは『らくら
くアシスタント』を使って親機と子機の
設定をします。らくらくアシスタントは
あらかじめパソコンにインストールして
おきます。（→「3-2．らくらくアシスタ
ントをインストールする」P.80）

1 ほかのアプリケーションソフトを起動
しているときは、そのアプリケーショ
ンを終了します。

2  →［プログラム］→［Aterm
IWX70&RS7 ユーティリティ］→
［IWX70&RS7らくらくアシスタント］
を選択します。
→親機または子機が接続されているポートを
検出し、接続が確認できると、［らくらくア
シスタントメニュー］が表示されます。

3 ［IWX70&RS7の詳細設定］をクリッ
クします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面が
表示されます。

4 設定するポートを選択します。

親機、子機で設定できる内容は右記を
参照してください。
● 設定できないポートはグレーで
表示されます。

5 設定が終了したら   OK   ボタンをク
リックします。
→［ターミナルアダプタの詳細設定］にもど
ります。

6 メニューに戻る�ボタンをクリックし、
  はい   ボタンをクリックします。
→［らくらくアシスタントメニュー］にもど
ります。

7  アシスタント終了  ボタンをクリックし、
  はい   ボタンをクリックします。
→らくらくアシスタントが終了します。

親機の設定

■ 全体設定
親機全体に共通する電話番号や、電
話帳などの設定をします。また、親
機の設定を消去するときもここを選
択します。

■ アナログポートの設定
キャッチホンや受話音量など、電話
Aポートと電話Bポートに関する設
定をします。

● 以降の説明は、電話Aポートの
設定を例に説明します。電話B
ポートは「停電時の動作」の設定
以外、電話Aポートと同様の設
定ができます。

■ データポートの詳細設定
ITMUXやBODなど、シリアルポー
トとUSBポートに関する設定をし
ます。

■ 無線ポートの詳細設定
子機との通信モードなど、無線A～
Fポートに関する設定をします。

● 以降の説明は無線Aポートの設
定を例に説明します。無線B～
Fポートの設定も同様です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 1 台のパソコンから親機と子
機の両方の設定をするには、
子機にパソコンを接続して親
機の電源をONにしておきま
す。子機から無線で親機の設
定ができます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 1台のパソコンには、親機また
は子機のどちらか1台を接続
してください。

● 141ページ以降の電話機能の
説明は、次ページの［ターミナ
ルアダプタの詳細設定］画面
から設定する方法を説明しま
す。『らくらくアシスタント』の
起動やメニュー画面の表示方法
などは、このページを参照して
ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

表示ボックス－すでに入力されてい
る番号などが表示さ
れます。

タブ－クリックして
設定画面を切
り替えます。

ボタン－クリックすると、別の画面が
表示されます。

オプションボタン－
◯をクリックしてどれか1つを選
択します。

テキストボックス－
電話番号などを入
力します。

ドロップダウンリス
トボックス－
zをクリックし、
その中の1つを選
択します。

チェックボックス－
クリックして□と
xを切り替えます。

設定項目選択－
クリックして設定
項目を切り替え
ます。
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［IWX70らくらくアシスタント］
Macintoshでの設定方法

Macintoshに親機を接続している場合
は、『IWX70らくらくアシスタント』を
使って親機の機能の設定をします。
Macintoshに子機を接続している場合
は、『IWX70らくらくアシスタント』を
起動すると無線で親機の設定ができ、
『RS7らくらくユーティリティ』を使う
と子機の設定ができます。らくらくア
シスタント、らくらくユーティリティ
はあらかじめパソコンにインストール
しておきます。（→「4-2．ユーティリ
ティをインストールする」P.108）

IWX70らくらくアシスタント

親機のアナログポート、無線ポート、
データポートの設定をします。

1 ほかのアプリケーションソフトを起動
しているときは、そのアプリケーショ
ンを終了します。

2 ハードディスクの中の［IWX70ユー
ティリティ］フォルダをダブルクリッ
クし、［IWX70らくらくアシスタン
ト］アイコンをダブルクリックしま
す。

3 親機または子機を接続しているポート
を指定します。

USB ポートに接続している場合は
「Aterm」を選択します。

4   OK   ボタンをクリックします。

→［IWX70らくらくアシスタント］画面が
表示されます。

5 設定する項目を選択します。

設定できる内容は右記を参照してくだ
さい。

6 設定が終了したら  アシスタント終了  ボ
タンをクリックし、   はい   ボタンをク
リックします。

→らくらくアシスタントが終了します。

■ アナログポートの詳細設定
キャッチホンや受話音量など、電話
Aポートと電話Bポートに関する設
定をします。

● 以降の説明は電話Aポートの設
定を例に説明します。電話 B
ポートは「停電時の動作」の設定
以外、電話Aポートと同様の設
定ができます。

■ データポートの詳細設定
ITMUXやBODなど、シリアルポー
トとUSBポートに関する設定をし
ます。

■ INS回線の電話番号の設定
契約した電話番号を入力したり、
ポートごとの電話番号の呼び分けな
どを設定します。

■ 無線ポートの詳細設定
子機との通信モードなど、無線A～
Fポートに関する設定をします。

● 以降の説明は無線Aポートの設
定を例に説明します。無線B～
Fポートの設定も同様です。

■ 電話帳機能の設定
短縮ダイヤルや迷惑電話などを登録
します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 1台のMacintoshから親機と
子機の両方の設定をするには、
子機にMacintoshを接続して
親機の電源をONにしておきま
す。子機から無線で親機の設定
ができます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 1台のMacintoshには親機ま
たは子機のどちらか1台を接
続してください。

● 141ページ以降の電話機能の
説明は、次ページの［IWX70
らくらくアシスタント］画面か
ら設定する方法を説明します。
『らくらくアシスタント』の起
動やメニュー画面の表示方法
などは、このページを参照し
てください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

設定画面の操作のしかた

設定画面の操作のしかたを説明します。

ボタン－
クリックすると、
別の画面が表示
されます。

ドロップダウンリストボックス－
zをクリックし、その中の1つ
を選択します。

テキストボックス－
電話番号などを入
力します。

オプションボタン－
◯ をクリックし
てどれか1つを選
択します。

表示ボックス－すでに入力されている番
号などが表示されます。

チェックボックス－
クリックして□と
xを切り替えます。

設定項目選択－
クリックして設定
項目を切り替え
ます。

タブ－クリックして
設定画面を切
り替えます。



140 電話機での設定方法

RS7らくらくユーティリティ

子機のデータポートの設定をします。

1 ハードディスクの中の［RS7ユーティ
リティ］フォルダをダブルクリックし、
［AtermRS7 Utility］アイコンをダブ
ルクリックします。

→子機が接続されているポートを検出し、
接続が確認できると［RS7らくらくユー
ティリティ］画面が表示されます。

2 デュアルリンクワイヤレス通信や強制
切断タイマなど、データポートに関す
る設定をします。

3   終了   ボタンをクリックします。

4   はい   ボタンをクリックします。

→［RS7らくらくユーティリティ］が終了
します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 141ページ以降の『らくらくア
シスタント』の設定は、Windows
の画面を例に説明します。
Macintosh の場合は、138
ページの［IWX70らくらくア
シスタント］画面から操作し
ます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電話機での設定方法

親機の液晶ディスプレイで確認しなが
ら、電話機のプッシュボタンを使って
アナログポートの設定ができます。こ
の操作を『らくらくテレホン設定』と
いいます。
らくらくテレホン設定の操作方法、各
機能の設定方法は「6-2．電話機で設
定する」（→P.251）を参照してくだ
さい。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 親機または子機にパソコンを
接続している場合は、『らくら
くアシスタント』を使ってパ
ソコンで設定することをおす
すめします。らくらくアシス
タントは、パソコンの画面で
内容を確認しながら設定がで
きます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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基本操作

フッキング

「フッキング」とは、電話機のフックを軽く押して離す操作のことをいいます。内線転送や
三者通話、キャッチホンなどで通話相手を切り替えるときに使用します。

フックを軽く押して離す�

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● フッキング操作は、電話機のフックを軽く押してすぐに離してください。長い時間
フックを押すと、電話が切れます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● ほとんどの電話機には、フッキング操作をおこなうためのボタン（例：フッキング
ボタン、キャッチボタンなど）がついています。操作方法については、電話機の取
扱説明書を参照してください。

● PHS電話機でフッキング操作をするときは、 v または t ボタンを押します。
どちらのボタンを押すかは、PHS電話機の機種によって異なります。PHS電話機
の取扱説明書を参照してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

フッキング操作がうまくできない場合は、フッキングが認識される時間（フッキング検出タ
イマ）を調節します。
● ここでは、Windows98搭載のパソコンで『らくらくアシスタント』を使用して設定す
る場合を例に説明します。お使いの環境によっては、画面に表示される内容が異なる場
合があります。

!  ［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で、フッキングを設定するアナログポー
トを選択します。

→［アナログポートの設定］画面が表示されます。

@「設定項目選択」で「高度な設定」を選択します。
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142 フッキング

#「フッキング検出タイマ」で「検出時間を短くする」（0.03～1秒）、「検出時間
を普通にする」（0.3～1秒）、「検出時間を長くする」（0.5～1.5秒）の中から
選択します。

$   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。
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電話機の使い方

ここでは、ダイヤルしてから発信するまでの時間の設定（ダイヤル桁間タイマ）と、すぐに
発信するときの # の使い方について説明します。
親機に接続した電話機の電話のかけ方、受け方は、「2-2．親機を接続する」（→P.64）を
参照してください。

ダイヤル桁間タイマ

電話番号をダイヤルしてから INSネット64回線に発信するまでの時間を設定します。

『らくらくアシスタント』で設定します。
● ここでは、Windows98搭載のパソコンで『らくらくアシスタント』を使用して設定す
る場合を例に説明します。お使いの環境によっては、画面に表示される内容が異なる場
合があります。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で、ダイヤル桁間タイマを設定するアナ
ログポートを選択します。

→［アナログポートの設定］画面が表示されます。

@「設定項目選択」で「高度な設定」を選択します。

#「ダイヤル桁間タイマ」でダイヤルしてから発信するまでの時間を「5秒」、「9
秒」、「11秒」、「13秒」の中から選択します。

$   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。
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144 電話機の使い方

「＃」の使い方

電話番号をダイヤルすると、ダイヤル桁間タイマで設定した時間が経過してから、INSネッ
ト64回線に発信されます。ダイヤル桁間タイマをはたらかせずにすぐに発信する場合は、電
話番号をダイヤルしたあとに # を押します。
この # の使い方を設定します。

『らくらくアシスタント』で設定します。
● ここでは、Windows98搭載のパソコンで『らくらくアシスタント』を使用して設定す
る場合を例に説明します。お使いの環境によっては、画面に表示される内容が異なる場
合があります。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で、アナログポートのいずれかを選択し
ます。

● 電話Aポート、電話Bポートに共通の設定です。

→［アナログポートの設定］画面が表示されます。

@［共通設定］タブをクリックします。

#「設定項目選択」で「その他の設定」を選択します。

$「［＃］で発信」で # を電話番号として使用するか、# を押してから発信する
か、# # と押してから発信するかを選択します。

%   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。
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PHSの使い方 145

PHSの使い方

PHS電話機を子機として増設登録すると、電話機のコードレス子機として家の中で使うこ
とができます。親機と組み合わせて使用すると、電話の発信・着信のほかに次の機能が利用
できます。

■ 短縮ダイヤルでの発信
■ プッシュホンサービス（トーン信号の送出）
■ PIAFS32K／PIAFS64Kデータ通信
■ サブアドレスを指定した発信

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 利用できる機能はPHS電話機により異なります。機種によっては上記の機能が利
用できないものもあります。

● PHS電話機を子機として使用した場合、PHS公衆モードで利用できる留守番電話
サービスや文字メッセージサービスなどのネットワークサービスは利用できません。

● 子機としてPHS電話機を使用した場合は、INSネット64を通じて発信・着信をお
こないます。この場合、PHS網に対する通話料金はかかりません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PHSをご使用の前に

子機としてPHS電話機を使用する前に、以下の点を確認してください。

■ PHS電話機の機種
使用するPHS電話機の機種を確認してください。接続できる機種については下記をご覧く
ださい。

ホームページ『AtermStation』
http://aterm.cplaza.ne.jp/　（平成12年9月現在）

■ 増設登録
PHS電話機と親機の両方に増設登録（ID登録）が必要です。増設登録はお近くのNEC保
守サービス受付拠点（→P.337）またはPCクリーンスポット（→P.332）、お買い上げ
いただいた販売店で有料にて承りますのでお問い合わせください。

■ 待ち受けモードの設定
PHS電話機をコードレス子機として使用するときは、PHS電話機の待ち受けモードを「オ
フィスモード」（構内モード）、またはオフィスモードを含む「デュアルモード」か「オー
トモード」に設定します。待ち受けモードの設定方法や動作については、PHS電話機の取
扱説明書を参照してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● PHSのオフィスモードごとにワイヤレスシリーズ親機を1台ずつ登録すると、1台の
PHS電話機を複数のワイヤレスシリーズ親機の子機として増設登録ができます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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146 PHSの使い方

PHSで電話をかける

親機に増設登録されたPHS電話機で外線通話をするときの電話のかけ方を説明します。

1 PHS電話機の s ボタンを押して電源を入れます。

2 PHS電話機が通話可能な状態（例：PHS電話機の液晶ディスプレイに r マークが
表示されるなど）であることを確認します。

3 発信する相手の電話番号をダイヤルします。

〈例〉1 1 7  tまたは t  1 1 7　（時報）

4 つながったか確認します。

5u ボタンを押します。

PHSで電話を受ける

親機に増設登録されたPHS電話機で、外線からの電話を受ける手順を説明します。

1 どなたかに電話をかけてもらいます。

→PHS電話機の着信音が鳴ります。

2t ボタンを押して通話します。

3 通話が終わったら、 u ボタンを押します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● PHS電話機が通話可能の状態にならないときは、次の点を確認してください。
○ 親機の電源は入っているか
○ 待ち受けモードが正しいか
○ 親機とPHS電話機の距離が離れすぎていないか
○ PHS電話機のバッテリが充分あるか

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 通話可能の状態を表すマークは、PHS電話機の機種によって異なります。詳細は
PHS電話機の取扱説明書を参照してください。

● PHS電話機から発信するときは、親機の液晶ディスプレイに発信に関する表示は
出ません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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家の中で話す（内線通話） 147
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基本機能

家の中で話す（内線通話）

付加サービスの契約
は必要ありません。�

■ 内線通話�
親機に接続された電話機や増設登録された
PHS電話機間で内線通話ができます。�

親機�
（IWX70）�

アナログ�
ポート�

無線Bポート�

内線通話�

PHS�
（子機）�

1 電話機の受話器を上げます。

PHS電話機： t ボタンを押します。

2 # * を押したあとに、呼び出す電話機の内線番号を次のように押します。
1 親機の電話Aポート

2 親機の電話Bポート

9 0 無線ポート一斉呼び出し

9 1 無線Aポート

9 2 無線Bポート

9 3 無線Cポート

9 4 無線Dポート

9 5 無線Eポート

9 6 無線Fポート
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148 家の中で話す（内線通話）

→呼び出された電話機の着信音が鳴ります。

● すぐに発信する場合は、内線番号のあとに # を押します。

〈例〉# * 9 2 #

3 着信音が鳴っている電話機の受話器を上げます。

PHS電話機： t ボタンを押します。

4 通話が終わったら、受話器を置きます。

PHS電話機：uボタンを押します。

工場出荷時の状態で使用できるように設定されています。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 親機に増設登録されたPHS電話機やAtermRS20などのリモートステーションに
接続された電話機と、内線通話することもできます。その場合、親機とPHS電話
機やリモートステーションの両方に増設登録が必要です。

● INSネット64と接続していなくても、内線通話をすることができます。
● 停電時は使用できません。
● 内線通話中に外線から着信があると、「プップッ」と割り込み音がして着信を知ら
せます。電話機のフックを軽く押して離す「フッキング」操作をすると、内線通話
を切って外線と通話できます。（→「フッキング」P.141）

● 内線通話は無線1チャネルを使用します。内線通話中に空いている無線1チャネル
を使って、電話やデータ通信ができます。

● 子機として増設登録したPHS電話機で内線通話をするときは、PHS電話機に付い
ている w ボタンは使用できません。

● 内線通話をしないように設定するときは、『らくらくアシスタント』の［アナログ
／無線ポート共通設定］で変更します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● PHS電話機から発信するときに、PHS電話機のディスプレイで相手の電話番号を
確認してから発信する場合は、1 と 2 の操作を逆にしてください。このとき内
線番号のあとに # は押さないでください。

　〈例〉# * 9 2 t
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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内線電話に転送する（内線転送） 149
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内線電話に転送する（内線転送）

付加サービスの契約
は必要ありません。�

■ 内線転送�
外線でかかってきた電話を、親機に接続され
たもう1台の電話機や増設登録されたPHS電
話機などに転送します。�

1 外線の○○さんと通話中に、電話機のフックを軽く押してすぐ離します（「フッキン
グ」といいます）。

PHS電話機： v または t ボタンを押します。

→「ププププ」と割り込み音が聞こえ、○○さんは保留になります。

PHS�
（子機）�

アナロ�
グ電話�
回線�

INS�
ネット�
64

保留�

フッキングする�

電話Aポート�

無線Bポート�

○○さん�
�

電話Bポート�

親機�
（IWX70）�
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150 内線電話に転送する（内線転送）

2 # * を押してから、転送するポートの内線番号を次のように押します。
1 親機の電話Aポート

2 親機の電話Bポート

9 0 無線ポート一斉呼び出し

9 1 無線Aポート

9 2 無線Bポート

9 3 無線Cポート

9 4 無線Dポート

9 5 無線Eポート

9 6 無線Fポート

呼び出すポートの番号を押す�
（無線Bポート呼び出し ）�

9

2

→呼び出された電話機の着信音が鳴ります。

● フッキングしたあと、ダイヤル桁間タイマの時間内（初期値：5秒）に内線番
号をダイヤルしてください。

● フッキングをしたあと、転送先を呼び出さずにそのままにしていると、○○さ
んとの通話にもどります。

● 転送先を呼び出している間にもう一度フッキングすると、○○さんとの通話が
再開できます。

PHS�
（子機）�

電話Aポート�

無線Bポート�

�

電話Bポート�

親機�
（IWX70）�

�

アナロ�
グ電話�
回線�

INS�
ネット�
64

保留�

無線Bポート�
呼び出し�

�
○○さん�
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内線電話に転送する（内線転送） 151
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3 そのまま受話器を置くか、転送先の相手が出たら転送することを伝えて受話器を置き
ます。

→○○さんと転送先で通話ができます。

PHS�
（子機）�

電話Aポート�

無線Bポート�

�

電話Bポート�

親機�
（IWX70）�

�

無線Bポートと通話�

○○さん�

アナロ�
グ電話�
回線�

INS�
ネット�
64

工場出荷時の状態で使用できるように設定されています。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 親機に増設登録されたPHS電話機や、AtermRS20などのリモートステーション
に接続された電話機に、内線転送することもできます。その場合、親機とPHS電
話機やリモートステーションの両方に増設登録が必要です。

● 同一回線内にバス接続された別のターミナルアダプタに接続されている電話機に転
送することはできません。

● 停電時は使用できません。
● 内線転送は無線1チャネルを使用します。内線転送中に空いている無線1チャネル
を使って、電話やデータ通信ができます。

● 内線転送をしないように設定するときは、『らくらくアシスタント』の［アナログ
／無線ポート共通設定］で変更します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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152 相手の声の音量を調節する（受話音量調節）

相手の声の音量を調節する（受話音量調節）

付加サービスの契約
は必要ありません。�

■ 受話音量調節�
通話中に受話器から聞こえる相手の声の音量
を調節します。�

1 通話中に * # を押します。

→相手の声の音量が次のように3段階で切り替わります。

→ 小 → 中 → 大�

●初期値は「中」です。

親機の初期設定は、通話中の受話音量が変更できないようになっています。通話中に受話音
量を変更したい場合は、あらかじめ設定しておきます。
電話機で操作します。

! 親機のアナログポートに接続した電話機の受話器を上げ、アナログポートを設定
するときは * * 1 * 、無線ポートを設定するときは * * 7 * と押し
ます。

@ 設定するポートによって、次のようにプッシュボタンを押します。

■ アナログポートを設定するとき
1 電話Aポート
2 電話Bポート

■ 無線ポートを設定するとき
0 全無線ポート共通
1 無線Aポート
2 無線Bポート
3 無線Cポート
4 無線Dポート
5 無線Eポート
6 無線Fポート
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相手の声の音量を調節する（受話音量調節） 153
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#* 1 4 * 1 # と押します。
● 通話受話音量を変更しない（* # 無効）にするときは、 * 1 4 * 0
# と押します。

● 他のポートを続けて設定するときは、 @ にもどります。

$# を押してから、受話器を置きます。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 通話相手の電話機によっては、通話中に * # を押すと、相手側の電話機の受話
音量が切り替わることがあります。その場合は「通話中の受話音量を変更しない」
（初期値）にもどしてください。

● 通話中に * # を押すと、通信妨害になることがあります。その場合は「通話中
の受話音量を変更しない」（初期値）にもどしてください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

『らくらくアシスタント』で受話音量をあらかじめ設定しておくこともできます。
● ここでは、Windows98搭載のパソコンで『らくらくアシスタント』を使用して設定す
る場合を例に説明します。お使いの環境によっては、画面に表示される内容が異なる場
合があります。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で、受話音量を設定するアナログポート
を選択します。

→［アナログポートの設定］画面が表示されます。

@「受話音量」で「音量・小」、「音量・中」、「音量・大」の中から選択します。

#   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。
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154 短縮番号で電話をかける（短縮ダイヤル）

短縮番号で電話をかける（短縮ダイヤル）

付加サービスの契約
は必要ありません。�

■ 短縮ダイヤル�
電話番号を10個まで登録できます。登録した
電話番号は　 　～ 　　の短縮ダイヤル番号
で発信します。��

1 電話機の受話器を上げます。

PHS電話機： t ボタンを押します。

→受話器から「ツー」という発信音が聞こえます。

2 * を押してから、かけたい電話番号が登録されている短縮ダイヤル番号 0 ～ 9 を
押します。

→登録されている電話番号に発信します。

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

親機�
（IWX70）�

0

短縮ダイヤル番号�
　  　 を押す�

03-XXXX-1111

A゛�ロ�ナ� ク� ハ�ア� ッ� ン�シ�
X30 1111XXX

03-XXXX-3333

03-XXXX-2222

03-XXXX-1111

短縮ダイヤル用電話帳�

3 通話が終わったら、受話器を置きます。

PHS電話機： u ボタンを押します。
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『らくらくアシスタント』で短縮ダイヤル用電話帳に電話番号を登録します。
● ここでは、Windows98搭載のパソコンで『らくらくアシスタント』を使用して設定す
る場合を例に説明します。お使いの環境によっては、画面に表示される内容が異なる場
合があります。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で［全体設定］をクリックし、［電話帳の
設定］を選択します。

→［電話帳］画面が表示されます。

@ 00～09の中から登録する番号を選択します。

#「名前」をクリックし、登録する相手の名前を入力します。

$「電話番号」をクリックし、登録する電話番号を市外局番から入力します。ハイ
フンや（　）は入力する必要はありません。

% サブアドレスがある場合は「サブアドレス」に入力します。（→「特定の電話機
に着信させる」P.187）

^   更新   ボタンをクリックします。

→指定した短縮番号に登録されます。

&   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。
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156 話し中に別の電話を受ける（キャッチホン）

話し中のとき

話し中に別の電話を受ける（キャッチホン）

話し中にかかってきた別の相手と通話します。通話中だった相手は保留にします。キャッチ
ホンには次の2種類があります。

付加サービスの契約
は必要ありません。�

■ INSキャッチホン�
INSネット64の付加サービスを利用します。�
○ Bチャネルを1つだけ使用するので、空い
ているBチャネルを電話やインターネット
で使用することができます。�

■ 疑似キャッチホン�
Atermの機能です。�
○ B1、B2チャネルの両方を使用するので、
通話中は内線通話以外の通信はできません。�

INSネット64の「フ
レックスホン」の
「INSキャッチホン」

（有料）と「通信中着信通
知サービス」（無料）を契
約します。　　�

�

1 ○○さんと通話中に××さんから着信があると、「ププ、ププ」という割り込み音が聞
こえます。

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

親機�
（IWX70）�

○○さん�

××さん�

○○さんとの通話中に�
××さんから着信�

�

2 電話機のフックを軽く押してすぐ離します（「フッキング」といいます）。

PHS電話機： v または t ボタンを押します。

フッキングする�
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話し中に別の電話を受ける（キャッチホン） 157
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3 ××さんと通話します。

→○○さんは保留になります。

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

○○さん�

××さん�

○○さんとの通話は�
保留になり、××さん�
との通話に切り替わる�

保留�

親機�
（IWX70）��

4 再度○○さんと通話するときは、もう一度フッキングします。

PHS電話機： v または t ボタンを押します。

『らくらくアシスタント』で設定します。
Atermの疑似キャッチホン機能を使用するか、INSネット64のキャッチホンを使用する
かを選択します。
● ここでは、Windows98搭載のパソコンで『らくらくアシスタント』を使用して設定す
る場合を例に説明します。お使いの環境によっては、画面に表示される内容が異なる場
合があります。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で、キャッチホンを設定するアナログポー
トを選択します。

→［アナログポートの設定］画面が表示されます。

@「キャッチホン」で、「INSキャッチホンを使用する」または「疑似キャッチホン
を使用する」を選択します。

#   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。
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158 話し中に別の電話を受ける（キャッチホン）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● フッキング操作については141ページを参照してください。
● ファクス付電話機やモデムに、キャッチホンの設定をしないでください。ファクス
やモデムの通信中に外線から着信があると、通信エラーとなります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 電話Aポート、電話Bポートの両方に INSキャッチホン設定している場合で、両
ポートが通話中に新たな着信があると、電話Aポートの電話機だけに割り込み音が
聞こえます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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3人で同時に話す（三者通話） 159
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3人で同時に話す（三者通話）

外線通話中にもう1人を呼び出して相手を切り替えて通話（切替モード）したり、3人同時
に通話（ミキシングモード）をすることができます。三者通話には次の2種類があります。

付加サービスの契約
は必要ありません。�

■ 三者通話�
INSネット64の付加サービスを利用します。�
○ Bチャネルを1つだけ使用するので、空い
ているBチャネルを電話やインターネット
で使用できます。�

■ 疑似三者通話�
Atermの機能です。�
○ B1、B2チャネルの両方を使用するので、
通話中は内線通話以外の通信はできません。�

○ 通信中転送機能は使用できません。�
○ ミキシングモードから切替モードへ切り替
えることはできません。 �

INSネット64の「フ
レックスホン」の「三
者通話」機能を契約

します。�

切替モード

通話する相手を切り替えて通話します。同時に話ができるのは2人で、1人は保留になり
ます。

1 ○○さんと通話中に電話機のフックを軽く押してすぐ離します（「フッキング」といい
ます）。

PHS電話機： v または t ボタンを押します。

→○○さんは保留になります。

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

親機�
（IWX70）�

○○さん�

××さん�

保留になる�

自分�

○○さんと通話中�
にフッキングする�
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160 3人で同時に話す（三者通話）

2「プププ…」という割り込み音が聞こえたら、××さんに電話をかけます。

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

親機�
（IWX70）�

○○さん�

××さん�

保留中�

自分�

××さんに�
電話をかける�

→××さんが電話に出ると通話できます。

3 もう一度フッキング（PHS電話機： v または t ボタンを押す）します。

→「ププッ、ププッ」という割り込み音が流れ、音が止まると○○さんとの通話にもどります。

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

親機�
（IWX70）�

○○さん�

××さん�

保留になる�

自分�

○○さんと通話中�

● ○○さん、××さんのどちらかと通話できます。

● 通話の切り替えはフッキング操作で何度でもできます。

4 1秒以上フックを押すか受話器を置くと、そのとき通話していた相手との電話が切れ
ます。

PHS電話機： v または t ボタンを押します。

→着信音が鳴ったら受話器を取り、保留していた相手と通話します。
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3人で同時に話す（三者通話） 161
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ミキシングモード

通話中にもう1人を呼び出して3人同時に通話します。

1 ○○さんと通話中にフッキングします。

PHS電話機：v または t ボタンを押します。

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

親機�
（IWX70）�

○○さん�

××さん�

保留になる�

自分�

○○さんと通話中�
にフッキングする�

→○○さんは保留になります。

2「プププ…」という割り込み音が聞こえたら、××さんに電話をかけます。

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

親機�
（IWX70）�

○○さん�

××さん�

保留中�

自分�

××さんに�
電話をかける�

→××さんが電話に出ると通話できます。
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162 3人で同時に話す（三者通話）

3 約5秒以内に続けて2回フッキングします。

→○○さん、××さんと通話ができます。

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

親機�
（IWX70）�

○○さん�

××さん�

自分�

● 2回フッキングすると切替モードとミキシングモードが切り替わります。

4 1秒以上フックを押すか受話器を置くと、そのとき通話していた相手との電話が切れ
ます。

PHS電話機： v または t ボタンを押します。

『らくらくアシスタント』で三者通話か疑似三者通話かを選択します。
● ここでは、Windows98搭載のパソコンで『らくらくアシスタント』を使用して設定す
る場合を例に説明します。お使いの環境によっては、画面に表示される内容が異なる場
合があります。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で［全体設定］をクリックし、［アナログ
／無線ポート共通設定］を選択します。

→［アナログポート/無線ポート共通設定］画面が表示されます。

@ INSネット64の「三者通話」、またはAtermの「疑似三者通話」を選択します。

#   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。
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3人で同時に話す（三者通話） 163
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 切替モードとミキシングモードは、2回続けてフッキングして切り替えます。ただし、
疑似三者通話の場合は、ミキシングモードから切替モードに切り替えることはでき
ません。切替モードからミキシングモードへの切り替えは可能です。

● 三者通話をしているときに『らくらくアシスタント』を終了すると、電話機からノ
イズが聞こえることがあります。

● すべての通話を切ったときには、最後に発信した分の通話料金が表示されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 三者通話がうまくできないときは、ダイヤル桁間タイマを長く設定してください。
（→P.143）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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164 自分の電話番号を相手に知らせる（発信者番号通知）

電話番号を表示する

自分の電話番号を相手に知らせる（発信者番号通知）

付加サービスの契約
は必要ありません。�

■ 発信者番号通知�
自分の電話番号を相手に通知します。�
相手がナンバー・ディスプレイを利用してい
る場合やINSネット64加入者の場合は、相手
の電話機に発信者の電話番号が通知されます。�

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

親機�
（IWX70）�

03-XXXX-1111

03-XXXX-1111

相手側ディスプレイ表示�

�

INSネット64の契約内容と親機の設定、ダイヤルするときに電話番号の前に「184」（発
信者番号を通知しない）または「186」（発信者番号を通知する）を付けるかどうかによっ
て、番号を通知するかしないかを選択できます。

S�N�I� ト�ッ�ネ� 4�6� 約�契�の� ル�ヤ�イ�ダ�の�時�信�発�

定�設�の�機�親�

を�知�通�号�番�
い�な�わ�行� う�行�を�知�通�号�番�

S�N�I� ト�ッ�ネ� 4�6�の�
り�通�み�込�し�申�
）�値�期�初�（�

知�通�常�通�
）�知�通�非�と�ご�話�通�（�

号�番�話�電�の�手�相� ×� ○� ○�

+�4�8�1� 号�番�話�電�の�手�相� ×� ×� ×�

+�6�8�1� 号�番�話�電�の�手�相� ○� ○� ○�

知�通�非�常�通�
）�知�通�非�と�ご�線�回�（�

号�番�話�電�の�手�相� ×� ○� ×�

+�4�8�1� 号�番�話�電�の�手�相� ×� ×� ×�

+�6�8�1� 号�番�話�電�の�手�相� ○� ○� ○�

■ INSネット64の契約
INSネット64の契約のときに「通常通知（通話ごと非通知）」、「通常非通知（回線ごと
非通知）」のどちらかを選択します。

■ 発信時のダイヤル
電話番号の前に 1 8 4 を付けてダイヤルすると、発信者番号を相手に通知しません。
1 8 6 を付けてダイヤルすると、発信者番号が相手に通知されます。

■ 親機の設定
『らくらくアシスタント』の「発信者番号通知」の設定で「番号通知を行わない」、「番号
通知を行う」、「INSネット64の申し込み通り」のいずれかを選択します。
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自分の電話番号を相手に知らせる（発信者番号通知） 165
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『らくらくアシスタント』で設定します。
● ここでは、Windows98搭載のパソコンで『らくらくアシスタント』を使用して設定す
る場合を例に説明します。お使いの環境によっては、画面に表示される内容が異なる場
合があります。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で、発信者番号通知を設定するアナログ
ポートを選択します。

→［アナログポートの設定］画面が表示されます。

@「発信者番号通知」で「番号通知を行う」に設定します。

● 相手に通知する「通知番号」は、「相手に知らせる電話番号を指定する（発信者
番号指定）」（→P.166）で設定します。発信者番号指定が設定されていないと
きは、契約者回線番号が通知されます。

#   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。
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166 相手に知らせる電話番号を指定する（発信者番号指定）

相手に知らせる電話番号を指定する（発信者番号指定）

付加サービスの契約
は必要ありません。�

■ 発信者番号指定�
電話をかけたときに相手に通知する電話番号
を指定します。ポートごとにｉ・ナンバー情
報、または契約者回線番号／ダイヤルイン番
号を指定します。�
設定しなければ、契約者回線番号が相手に通
知されます。�

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

親機�
（IWX70）�

発信者�
03-XXXX-1111と指定�

相手側�

03-XXXX-1111

『らくらくアシスタント』で設定します。
● ここでは、Windows98搭載のパソコンで『らくらくアシスタント』を使用して設定す
る場合を例に説明します。お使いの環境によっては、画面に表示される内容が異なる場
合があります。

!「発信者番号通知」を「番号通知を行う」に設定します。（→P.164）

@［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で［全体設定］をクリックし、［電話番号
の設定］を選択します。

→［電話番号テーブル］画面が表示されます。
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相手に知らせる電話番号を指定する（発信者番号指定） 167

さ
ま
ざ
ま
な
機
能

5-2 

親
機
の
電
話
機
能
（
電
話
番
号
を
表
示
す
る
）

# 電話番号を入力し、電話番号ごとに通知するポートを選択します。

ｉ・ナンバーを使用しているかどうかによって画面が異なります。

■ ｉ・ナンバーを使用する場合
「ｉ・ナンバー情報1」、「ｉ・ナンバー情報2」、「ｉ・ナンバー情報3」を入力し、
各番号で通知するポートを選択します。

■ ｉ・ナンバーを使用しない場合
「契約者回線番号」と「ダイヤルイン番号」（ダイヤルインサービスを契約してい
る場合）を入力し、各番号で通知するポートを選択します。

●［アナログ／無線ポートの簡単設定］などで、すでに電話番号を入力してある
場合は、その番号が表示されるので、あらためて電話番号を入力する必要はあ
りません。

$   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。
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168 着信した電話番号を表示する（INSナンバー・ディスプレイ／ INSナンバー・リクエスト）

着信した電話番号を表示する（INSナンバー・ディスプレイ／INSナンバー・リクエスト）

�
�

■ INSナンバー・ディスプレイ�
INSネット64の付加サービスを利用します。�
親機の液晶ディスプレイとナンバー・ディス
プレイ対応の電話機に、発信者の電話番号を
表示します。相手から番号が通知されなかっ
たときは、その理由を表示します。�
○ INSナンバー・ディスプレイを契約してい
ないと、アナログ電話回線からの発信者番
号は通知されません。�

■ INSナンバー・リクエスト�
電話番号を通知しない相手に、電話番号を通
知してかけ直すように音声で伝えます。電話
番号が非通知でかかってきた相手からの着信
音は鳴らず、相手には通話料金がかかります。�

�

INSネット64の「INS
ナンバー・ディスプ
レイ」を契約します。�

INSネット64の「INS
ナンバー・ディスプ
レイ」と「INSナン

バー・リクエスト」を契約
します。�

�

�

〈INSナンバー・ディスプレイ〉

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

親機�
（IWX70）�

発信者�
03-XXXX-1111

自分�

03-XXXX-1111

゛�ロ�ナ� ク�ア�
X30

チ�ャ�ク�シ�
1111XXX
ン�

�

〈INSナンバー・リクエスト〉

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

親機�
（IWX70）�

発信者�
ヒツウチ�

自分�

恐れ入りますが、�
あなたの電話番号を…�
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着信した電話番号を表示する（INSナンバー・ディスプレイ／ INSナンバー・リクエスト） 169

さ
ま
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ま
な
機
能

5-2 

親
機
の
電
話
機
能
（
電
話
番
号
を
表
示
す
る
）

『らくらくアシスタント』の［アナログ／無線ポートの簡単設定］で設定します。

「3-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する」→P.87

「4-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する」→P.112

設定を変更するときは以下のように設定します。
● ここでは、Windows98搭載のパソコンで『らくらくアシスタント』を使用して設定す
る場合を例に説明します。お使いの環境によっては、画面に表示される内容が異なる場
合があります。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で、ナンバー・ディスプレイまたはナン
バー・リクエストを設定するアナログポートを選択します。

→［アナログポートの設定］画面が表示されます。

@「情報通知サービス」で「ナンバー・ディスプレイを使用する」を選択します。

● モデム・ダイヤルイン機能も使用する場合は、「ナンバー・ディスプレイ＋モ
デムダイヤルインを使用する」を選択します。

#   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。
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170 着信した電話番号を表示する（INSナンバー・ディスプレイ／ INSナンバー・リクエスト）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● ナンバー・ディスプレイ対応アナログ通信機器の機種によっては、相手の番号が正
しく表示されない場合があります。

● ナンバー・ディスプレイ対応アナログ通信機器で通話中に新たな着信があっても、
相手の番号は表示されません。また通話終了直後の着信も表示されないことがあり
ます。通話中に着信した番号を表示したい場合は、「キャッチホン・ディスプレイ」
機能を利用します。（→P.171）

● 1つのアナログポートに複数のアナログ通信機器を接続（ブランチ接続）した場合、
ナンバー・ディスプレイ対応アナログ通信機器には発信者番号が正しく表示されま
せん。

● PHS事業者やデジタル携帯電話によっては、発信者番号が正しく表示されない場
合があります。

● INSネット64加入者やデジタル携帯電話、PHSから発信者番号を通知して電話が
かかってきた場合は、INSナンバー・ディスプレイの契約をしていなくても、ナン
バー・ディスプレイ対応アナログ通信機器に相手の電話番号が表示されます。

● INSナンバー・ディスプレイの契約をしないで親機の設定を「ナンバー・ディスプ
レイを使用する」に設定すると、アナログ電話回線からの着信と発信者番号が非通
知の携帯電話やISDN回線からの着信の発信者番号は表示されません。また接続し
たナンバー・ディスプレイ対応アナログ通信機器には、「ヒョウシ゛ケンカ゛イ」と
表示されます。

● ナンバー・ディスプレイを利用したときに親機の液晶ディスプレイに表示される内
容については、「8-2．液晶ディスプレイの表示」（→P.313）を参照してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● INSネット64加入者がサブアドレスを通知して電話をかけてきた場合、親機は電
話番号を「／」（スラッシュ）で区切ってナンバー・ディスプレイ対応アナログ通
信機器に通知します。ナンバー・ディスプレイ対応アナログ通信機器にサブアドレ
スを表示する機能がない場合は、親機の設定を「発・着サブアドレスを通知しない」
に設定してください。（→P.187）

● INSナンバー・ディスプレイで着信中は、『らくらくアシスタント』の   OK   また
は   登録   ボタンをクリックしないでください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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話し中にかかってきた電話番号を表示する（キャッチホン・ディスプレイ） 171
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）

話し中にかかってきた電話番号を表示する（キャッチホン・ディスプレイ）

通話中に別の相手から新たに着信があった場合に、その相手の電話番号を親機の液晶ディス
プレイとキャッチホン・ディスプレイ対応アナログ通信機器に表示します。この機能を利用
するには、キャッチホン・ディスプレイに対応したアナログ通信機器が必要です。

■ キャッチホン・ディスプレイ�
（INSキャッチホン利用）�

INSネット64のINSキャッチホンを利用します。
通話中にかかってきた新しい相手の電話を着
信し、その電話番号を親機の液晶ディスプレ
イとキャッチホン・ディスプレイ対応の電話
機に表示します。�

■ キャッチホン・ディスプレイ�
（疑似キャッチホン利用）�

Atermの疑似キャッチホンを利用します。�
通話中にかかってきた新しい相手の電話を着
信し、その電話番号を親機の液晶ディスプレ
イとキャッチホン・ディスプレイ対応の電話
機に表示します。�

�

INSネット64の「INS
ナンバー・ディスプ
レイ」（有料）と「フ

レックスホン」（有料）の
「INSキャッチホン」、「通
信中着信通知サービス」（無
料）を契約します。�

INSネット64の「INS
ナンバー・ディスプ
レイ」を契約します。�

�

1 通話中に新たな相手から着信があると、「ププ、ププ…」という割り込み音が聞こえます。

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

親機�
（IWX70）�

○○さん�
03-XXXX-2222

××さん�
03-XXXX-1111 

自分�

○○さんと通話中に�
××さんから着信�
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172 話し中にかかってきた電話番号を表示する（キャッチホン・ディスプレイ）

2「ププ、ププ…」のあとに「ピッ」という割り込み音が聞こえると、親機の液晶ディス
プレイとキャッチホン・ディスプレイ対応アナログ通信機器のディスプレイに、着信
した相手の発信者番号が表示されます。

親機�
（IWX70）�

゛�ロ�ナ� ク�ア�
X30

チ�ャ�ク�シ�
1111XXX
ン�

03XXXX1111

3 電話機のフックを軽く押してすぐ離します（「フッキング」といいます）。

PHS電話機： v または t ボタンを押します。

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

親機�
（IWX70）�

○○さん�
03-XXXX-2222

××さん�
03-XXXX-1111 

自分�

フッキングする�

保留�

フッキングすると�
○○さんとの通話は保留になり、�
××さんとの通話に切り替わる�

→新しい相手と通話ができます。この間最初の相手には保留音が流れます。

4 もう一度フッキングすると、最初の相手と通話できます。

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

親機�
（IWX70）�

○○さん�
03-XXXX-2222

××さん�
03-XXXX-1111 

自分�

フッキングする�

保留�

もう一度フッキングすると�
××さんとの通話は保留になり、�
○○さんとの通話に切り替わる�

�

● フッキングするたびに通話相手が切り替わります。
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話し中にかかってきた電話番号を表示する（キャッチホン・ディスプレイ） 173
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『らくらくアシスタント』で設定します。
● ここでは、Windows98搭載のパソコンで『らくらくアシスタント』を使用して設定す
る場合を例に説明します。お使いの環境によっては、画面に表示される内容が異なる場
合があります。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で、キャッチホン・ディスプレイを設定
するアナログポートを選択します。

→［アナログポートの設定］画面が表示されます。

@「キャッチホン」で「INSキャッチホンを使用する」か「疑似キャッチホンを使
用する」かを選択します。

#「情報通知サービス」で「ナンバー・ディスプレイを使用する」を選択します。

$「キャッチホン・ディスプレイを使用する」をクリックして x にします。

%   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。
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174 話し中にかかってきた電話番号を表示する（キャッチホン・ディスプレイ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 増設登録されたPHS電話機などに個別に着信した場合は、キャッチホン・ディス
プレイは機能しません。

● キャッチホン・ディスプレイ対応アナログ通信機器の機種によっては、発信者番号
が正しく表示されない場合があります。

● キャッチホン・ディスプレイで着信したときは「ププ、ププ…」のあと「ピッ」と
いう割り込み音が鳴ります。「ピッ」という割り込み音と話し中の声が重なると1秒
程度通話が途切れ、電話番号が正しく表示されないことがあります。

● お出かけ設定の「おやすみモード」や「フラッシュモード」、または停電時の動作
の「ブザーを鳴らす」のいずれかを設定していると、電話番号が正しく表示されな
いことがあります。

● 内線通話中に外線を着信したときはキャッチホンの設定にかかわらず、キャッチホ
ン・ディスプレイ対応アナログ通信機器のディスプレイに、着信した電話番号が表
示されます。

● 1つのアナログポートに複数のアナログ通信機器を接続（ブランチ接続）した場合、
キャッチホン・ディスプレイ対応アナログ通信機器には、発信者番号が表示されま
せん。

● 相手からの電話番号が通知されなかったときは、その理由が表示されます。キャッ
チホン・ディスプレイを利用したときに親機の液晶ディスプレイに表示される内容
については、「8-2．液晶ディスプレイの表示」（→P.313）を参照してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● キャッチホン・ディスプレイで着信中は、『らくらくアシスタント』の   OK   また
は   登録   ボタンをクリックしないでください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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かけてきた相手の電話番号を見る／かけ直す（着信履歴表示／着信履歴先発信） 175
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かけてきた相手の電話番号を見る／かけ直す（着信履歴表示／着信履歴先発信）

電話Aポート、電話Bポートに着信した相手の電話番号は、最大50件まで親機が記憶し
ています。記憶されている着信時間や電話番号を見たり、その電話番号に電話をかけること
ができます。

INSネット64の「INS
ナンバー・ディスプ
レイ」を契約します。�

■ 着信履歴表示�
アナログポートに着信した相手の電話番号や
着信日時などを、親機の液晶ディスプレイに
表示します。最大50件分の着信履歴が記憶で
き、それを超えると古い履歴から消去されます。�

■ 着信履歴先発信�
着信履歴に記憶されている電話番号に電話を
かけます。�

親機�
（IWX70）�

日�0 23 ：�1 2 0 B○�

ツ�ヒ�：�P チ�ウ�

日�0 23 ：�3 0
/

5 A○�

XX30 3XX 3 3 3

日�0 23 ：�0 0
/

5 A○�

XX30 5XX 5 5 5

午後8：05�
03-XXXX-5555より�

午後9：20�
ヒツウチより�

午後11：05�
03-XXXX-3333より�

�

�

電話機のプッシュボタンで操作します。

1 親機に接続した電話機の受話器を上げ、プッシュボタンで * * 5 1 と押します。

→一番新しい着信履歴が表示されます。

日�0 23 ：�3 0
/

5 A○�

8930 567 4 3 2

着信日時�

○：応答�
×：応答せず�

応答したアナログポート�

�
発信者の電話番号�
● 電話番号がヒツウチの場合は�
「ヒツウチ」「コウシュウテ゛ン
ワ」「ヒョウシ ゲンカ イ゙」のい
ずれかが表示（→P.313）�

サブアドレスがあるときの
サブアドレスセパレータ�

次頁があるとき�
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176 かけてきた相手の電話番号を見る／かけ直す（着信履歴表示／着信履歴先発信）

　　6 次頁表示

3210 4 ＿�

　　4 前頁表示

日�0 23 ：�3 0
/

5 A○�

8930 567 4 3 2

22 または 8 を押して、見たい電話番号を表示します。

　　2 新しい履歴を表示（新しい履歴がないときは一番古い履歴を表示）

日�1 23 ：�1 2 0 B○�

ツ�ヒ�：�P チ�ウ�

　　8 古い履歴を表示（古い履歴がないときは一番新しい履歴を表示）

日�0 23 ：�3 0
/

5 A○�

8930 567 4 3 2

● 履歴が表示されているときに * を押すと、その着信履歴を消去できます。も
う一度 * を押すと、すべての着信履歴が消去されます。

3 # を押して、表示された電話番号に電話をかけます。
発信しない場合は、 # を押さずに受話器を置きます。

『らくらくアシスタント』の設定はありません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 親機の電源を切ると、記憶されていた着信履歴はすべて消去されます。
● 着信履歴表示／着信履歴先発信は、親機前面のファンクションボタンを使って操作
することもできます。（→「6-1．ファンクションボタンで操作する」P.242）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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2つまたは3つの電話番号を使い分ける（ ｉ・ナンバー） 177
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電話番号や電話機を使い分ける

2つまたは3つの電話番号を使い分ける（ｉ・ナンバー）

INSネット64の「ｉ・
ナンバー」を契約し
ます。�

■ ｉ・ナンバー�
INSネット64の付加サービスを利用します。�
契約者回線番号のほかに、電話番号を1つまた
は2つ持つことができます。電話機とファクス、
家庭用と個人用など、電話機を個別に呼び出
すことができます。3つの電話番号は「ｉ・ナ
ンバー情報1」「ｉ・ナンバー情報2」「ｉ・
ナンバー情報3」と区別します。�

電話番号を各ポートに割り当てます。3つの電話番号を契約している場合の設定の例で説明
します。

〈設定例〉

号番話電 トーポるす信着 例器機続接

報情ーバンナ・ｉ 1 11XXXXXX30 話電 A トーポ 機話電

報情ーバンナ・ｉ 2 22XXXXXX30 話電 B トーポ 機話電付スクァフ

報情ーバンナ・ｉ 3 33XXXXXX30 線無 B トーポ SHP 機話電

ファクス付�
電話機�

電話機�

i・ナンバー情報3�
（03XXXXXX33）�

で着信�

電話�
Bポート�

i・ナンバー情報2�
（03XXXXXX22）�

で着信�

i・ナンバー情報1�
（03XXXXXX11）�

で着信�

アナロ�
グ電話�
回線�

INS�
ネット�
64

ファクス付�
電話機�

電話機�

電話�
Aポート�

無線Bポート�
03XXXXXX22を�
ダイヤルする�

03XXXXXX11を�
ダイヤルする�

親機�
（IWX70）�

PHS�
（子機）�
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178 2つまたは3つの電話番号を使い分ける（ ｉ・ナンバー）

『らくらくアシスタント』の［アナログ／無線ポートの簡単設定］で設定します。

「3-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する」→P.87

「4-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する」→P.112

設定を変更するときは以下のように設定します。
● ここでは、Windows98搭載のパソコンで『らくらくアシスタント』を使用して設定す
る場合を例に説明します。お使いの環境によっては、画面に表示される内容が異なる場
合があります。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で［全体設定］をクリックし、［電話番
号の設定］を選択します。

→［電話番号テーブル］画面が表示されます。

@「ｉ・ナンバー」で「ｉ・ナンバーを使用する」を選択します。

#「ｉ・ナンバー情報1」（契約者回線番号）、「ｉ・ナンバー情報2」（追加番号）に
電話番号を入力します。3つの電話番号を契約している場合は「ｉ・ナンバー情
報3」も入力します。

$ 各ｉ・ナンバー情報で着信させたいポートを指定します。

●「着信ポート」は1つのポートですべてのｉ・ナンバー情報を指定できます。

%［通知番号］タブをクリックし、発信のときに通知するｉ・ナンバー情報を指定
します。

●「通知番号」は1つのポートに対して1つだけｉ・ナンバー情報を指定できます。

^   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● アナログポートを「使用しない」に設定した場合は、すべての着信が受けられなく
なります。

● 無線ポートは1つの電話番号で1つのポートを呼び出します。複数のポートを呼び
分ける場合はサブアドレスを利用します。（→「特定の電話機に着信させる」
P.187）

● ｉ・ナンバーとダイヤルインサービスを両方とも申し込むことはできません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 4つ以上の電話番号で呼び分けたい場合は「ダイヤルインサービス」を利用してく
ださい。（→「複数の電話番号を使い分ける」P.180）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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180 複数の電話番号を使い分ける（ダイヤルインサービス）

複数の電話番号を使い分ける（ダイヤルインサービス）

■ ダイヤルインサービス�
INSネット64の付加サービスを利用します。�
1回線で4つ以上の電話番号を使いたいときは
ダイヤルインサービスを契約します。Aterm
は最大7つのダイヤルイン番号（追加番号）
を設定することができるので、契約者回線番
号と合わせて2～8つの電話番号で電話機の呼
び分けができます。�
○「グローバル着信」を利用すると通常すべ
てのポートが呼び出されますが、Atermで
設定するとアナログポートや無線ポートを
個別に呼び出すことができます。�

○ Atermに「グローバル着信」を設定すると、
契約者回線番号をダイヤルイン番号の1つ
として使用できます。�

INSネット64の「ダ
イヤルインサービス」
を契約します。「グ

ローバル着信利用」（追加
料金不要）をあわせて申し
込むと、契約者回線番号以
外のダイヤルイン番号にか
かる月額使用料だけの負担
ですみます。�

�

契約者回線番号（INSネット64を契約した電話番号）とダイヤルイン番号（追加番号）を
各ポートに割り当てます。

■ 契約者回線番号での呼び出し
グローバル着信を「利用する」（初期値）に設定すると、契約者回線番号で着信したとき
でも、ダイヤルイン番号を割り当てた機器も呼び出します。契約者回線番号が話し中の
ときには、別の機器に着信音が鳴ります。ダイヤルイン番号で着信したときは、契約者
回線番号を割り当てた機器は呼び出されません。

■ ダイヤルイン番号での呼び出し
各ダイヤルイン番号を割り当てたポートごとに個別に呼び出されます。契約者回線番号
で着信したときは、ダイヤルイン番号を割り当てた機器は呼び出されません。
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ダイヤルイン番号を2つ契約している場合の設定の例で説明します。

〈設定例1〉

○ 契約者回線番号（03XXXXXX11）で電話Aポートの電話機のみを呼び出す

○ ダイヤルイン番号1（03XXXXXX22）で電話Bポートのファクスのみを呼び
出す

○ ダイヤルイン番号2（03XXXXXX33）で無線BポートのPHS電話機のみを
呼び出す

号番話電るす信着
のトーポグロナア
」信着ルバーログ「

定設の

通声音「のトーポ線無
時信着ルバーログの信

定設の」し出び呼

話電 A トーポ 30 ＸＸＸＸＸＸ 11 るす信着ルバーログ －

話電 B トーポ 30 ＸＸＸＸＸＸ 22 いなし信着ルバーログ －

線無 B トーポ 30 ＸＸＸＸＸＸ 33 －

線無 B トーポ線無 C～
線無 F トーポ － －

親機�
（IWX70）�

�
（ダイヤルイン番号2）�
音声通信のグローバル着信時�
の呼び出し 電話Aポート�

電話�
Bポート�

無線Bポート�

アナロ�
グ電話�
回線�

INS�
ネット�
64

ファクス付�
電話機�

電話機�

電話�
Aポート�

03XXXXXX11（契約者回線番号）�
をダイヤルする�

着信番号は�
通知されません�

03XXXXXX33

�
（ダイヤルイン番号1）�
グローバル着信しない�

03XXXXXX22

�
（契約者回線番号）�
グローバル着信する�

03XXXXXX11

PHS�
（子機）�

親機�
（IWX70）�

�
（ダイヤルイン番号2）�
音声通信のグローバル着信時�
の呼び出し 電話Aポート�

アナロ�
グ電話�
回線�

INS�
ネット�
64

ファクス付�
電話機�

電話機�

03XXXXXX33（ダイヤルイン番号2）�
をダイヤルする�

03XXXXXX22（ダイヤルイン番号1）�
をダイヤルする�

着信番号が�
通知されます�

03XXXXXX33

�
（ダイヤルイン番号1）�
グローバル着信しない�

03XXXXXX22

�
（契約者回線番号）�
グローバル着信する�

03XXXXXX11
着信番号が�
異なるので�
呼び出しません�

無線Bポート�

PHS�
（子機）�
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182 複数の電話番号を使い分ける（ダイヤルインサービス）

〈設定例2〉

○ 契約者回線番号（03XXXXXX11）で電話Aポート、電話Bポートの電話機
と全無線ポートを呼び出す

○ ダイヤルイン番号1（03XXXXXX22）で電話Bポートの電話機と無線Bポー
トのPHS電話機を呼び出す

○ ダイヤルイン番号2（03XXXXXX33）で無線CポートのPHS電話機のみを
呼び出す

号番話電るす信着
のトーポグロナア
」信着ルバーログ「

定設の

通声音「のトーポ線無
時信着ルバーログの信

定設の」し出び呼

話電 A トーポ 30 ＸＸＸＸＸＸ 11 るす信着ルバーログ －

話電 B トーポ 30 ＸＸＸＸＸＸ 11
30 ＸＸＸＸＸＸ 22 るす信着ルバーログ －

線無 B トーポ 30 ＸＸＸＸＸＸ 11
30 ＸＸＸＸＸＸ 22 －

出呼斉一末端全線無 C トーポ 30 ＸＸＸＸＸＸ 11
30 ＸＸＸＸＸＸ 33 －

線無 D～
線無 F トーポ － －

〈設定例3〉

○ 契約者回線番号（03XXXXXX11）で電話Aポートの電話機と無線Bポート
のPHS電話機を呼び出す

○ ダイヤルイン番号1（03XXXXXX22）で電話Bポートの電話機と無線Cポー
トのPHS電話機を呼び出す

○ ダイヤルイン番号2（03XXXXXX33）で無線DポートのPHS電話機のみを
呼び出す

号番話電るす信着
のトーポグロナア
」信着ルバーログ「

定設の

通声音「のトーポ線無
時信着ルバーログの信

定設の」し出び呼

話電 A トーポ 30 ＸＸＸＸＸＸ 11 るす信着ルバーログ －

話電 B トーポ 30 ＸＸＸＸＸＸ 22 いなし信着ルバーログ －

線無 B トーポ 30 ＸＸＸＸＸＸ 11 －

線無 B トーポ

線無 C トーポ 30 ＸＸＸＸＸＸ 22 －

線無 D トーポ 30 ＸＸＸＸＸＸ 33 －

線無 E～
線無 F トーポ － －
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『らくらくアシスタント』の［アナログ／無線ポートの簡単設定］で設定します。
アナログポートには1つのポートに複数の電話番号が割り当てられます。無線ポートの契
約者回線番号での着信は、無線ポートを一斉に呼び出すか、特定の1台のみ呼び出すかを
選択します。
アナログポートと無線ポートでは設定が異なります。

で号番線回者約契
定設の合場す出び呼

で号番ンイルヤイダ
定設の合場す出び呼

トーポグロナア
」るす信着ルバーログ「○

定設に　
力入を号番線回者約契○

なし信着ルバーログ「○
定設に」い　

力入を号番ンイルヤイダ○

トーポ線無

ルバーログの信通声音「○
び呼で」し出び呼時信着　

択選をトーポす出　
力入を号番線回者約契○

力入を号番ンイルヤイダ○

「3-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する」（→P.87）

「4-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する」（→P.112）

設定を変更するときは以下のように設定します。
● ここでは、Windows98搭載のパソコンで『らくらくアシスタント』を使用して設定す
る場合を例に説明します。お使いの環境によっては、画面に表示される内容が異なる場
合があります。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で、［全体設定］をクリックし［電話番
号の設定］を選択します。

→［電話番号テーブル］画面が表示されます。
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184 複数の電話番号を使い分ける（ダイヤルインサービス）

@「ｉ・ナンバー」で「ｉ・ナンバーを使用しない」を選択します。

#「契約者回線番号」に電話番号を入力します。

$「ダイヤルイン1番」にダイヤルイン番号（追加番号）を入力します。
ダイヤルイン番号を2つ以上契約している場合は「ダイヤルイン2番」以降にも
入力します。

% 各番号で着信させるポートと、その番号を通知するポートを指定します。

●「着信するポート」は1つのポートに複数の番号を指定できます。「通知番号」
は1つのポートに対して1つの番号を指定します。

● 無線ポートのグローバル着信の設定をする場合は、  グローバル着信の設定  ボタ
ンをクリックし、呼び出す無線ポートを選択します。

^   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● INSネット64の契約が「グローバル着信利用」となっていても、『らくらくアシス
タント』の設定が「グローバル着信しない」になっていると『らくらくアシスタン
ト』の設定が優先され、契約者回線番号で呼び出すことはできません。

● 個別着信は、1つの電話番号で1つの無線ポートを呼び出します。同じ電話番号を
複数の無線ポートに割り当てないでください。同じ番号を設定すると無線ポートの
A～Fの順に設定が優先され、1つの無線ポートだけを呼び出します。

● PHS電話機が割り当てられている無線ポートをダイヤルイン番号で呼び分けてい
る場合は、親機の液晶ディスプレイに着信に関する表示は出ません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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着信する電話機の優先順位をつける（優先着信ポート指定）

付加サービスの契約
は必要ありません。�

■ 優先着信ポート指定�
親機に接続された2台の電話機のうち、優先
的に着信させる電話機を指定します。�

親機�
（IWX70）�

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

電話�
Aポート�

電話�
Bポート�

着信�

親機�
（IWX70）�

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

電話�
Aポート�

電話�
Bポート�

着信�

電話Aポートが空いているときは、�
電話Aポートの電話機だけが鳴る�

電話Aポートが通話中のときは、�
電話Bポートの電話機が鳴る�

�

『らくらくアシスタント』で、優先着信するアナログポートを選択します。
● ここでは、Windows98搭載のパソコンで『らくらくアシスタント』を使用して設定す
る場合を例に説明します。お使いの環境によっては、画面に表示される内容が異なる場
合があります。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で、［電話Aポート］または［電話Bポー
ト］を選択します。

→［アナログポートの設定］画面が表示されます。

@［共通設定］タブをクリックします。
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186 着信する電話機の優先順位をつける（優先着信ポート指定）

# 電話Aポートを優先するか、電話Bポートを優先するかを選択します。

$   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● データポートにも同様に優先順位をつけることができます。
● 子機として増設登録されているPHS電話機などに優先順位をつけることはできま
せん。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● ホームテレホン／ビジネスホンと接続する場合（→P.326）は、優先着信ポートを
必ず指定してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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特定の電話機に着信させる（サブアドレス）

付加サービスの契約
は必要ありません。�

■ サブアドレス�
INSネット64またはPHSの相手にサブアド
レスを付けて電話をかけてもらうと、親機に
接続されたポートごとに呼び分けができます。
またINSネット64の相手に発信するときは、
サブアドレスを付けて発信できます。�

電話�
Aポート�

電話番号　03-XXXX-1111

電話�
Bポート�

親機�
（IWX70）�

発信者�

相手の電話番号�

03-XXXX-1111

サブアドレス�

000

サブアドレス�
000

サブアドレス�
001

INS�
ネット64

サブアドレスが設定されている電話番号に電話をかけます。

1 相手の電話番号をダイヤルします。

〈例：03-1234-5678〉 0 3 1 2 3 4 5 6 7 8

2 * に続けて相手のサブアドレスをダイヤルします。
〈例：サブアドレス100〉 * 1 0 0
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188 特定の電話機に着信させる（サブアドレス）

〈サブアドレスの設定・呼び分け例〉

例�定�設� 例�け�分�び�呼�

ア�ブ�サ�
ス�レ�ド�

ス�レ�ド�ア�ブ�サ�
信�着�の�し�無�

ら�か�話�電�般�一�
信�着�の�

）�斉�一�末�端�全�（�

ら�か�話�電�般�一�
信�着�の�

線�無�（� C� ト�ー�ポ� 1�*�）�

ス�レ�ド�ア�ブ�サ�
1�0� 信�着�の�

ス�レ�ド�ア�ブ�サ�
4�0� 信�着�の�

話�電�A� ト�ー�ポ� 1�0�
る�す� す�出�び�呼� す�出�び�呼�

す�出�び�呼�

い�な�さ�出�び�呼�

い�な�し� い�な�さ�出�び�呼� い�な�さ�出�び�呼�

話�電�B� ト�ー�ポ� 2�0�
る�す� す�出�び�呼� す�出�び�呼�

い�な�さ�出�び�呼�

い�な�し� い�な�さ�出�び�呼�

い�な�さ�出�び�呼�線�無�A� ト�ー�ポ� 3�0�

－� す�出�び�呼�

線�無�B� ト�ー�ポ� 4�0� す�出�び�呼�

線�無�C� ト�ー�ポ� 5�0� す�出�び�呼�

い�な�さ�出�び�呼�
線�無�D� ト�ー�ポ� 6�0�

い�な�さ�出�び�呼�線�無�E� ト�ー�ポ� 7�0�

線�無�F� ト�ー�ポ� 8�0�

*1 親機の無線ポートの設定で「無線ポートのグローバル着信」を無線Cポートに設
定した場合。

アブサ時信着 スレド
指 しな定

アブサ時信着 スレド
指 りあ定

スレドアブサ己自
録登未 付受信着 2* 否拒信着

スレドアブサ己自
済録登 付受信着 2* ：致一

：致一不
付受信着
否拒信着

*2『らくらくアシスタント』の設定で「サブアドレスなし着信する」が x の場合。

「サブアドレスなし着信する」を選択しないと、サブアドレスの指定がない着信が
受けられません。
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アナログポート、無線ポートにそれぞれサブアドレスを設定します。同じサブアドレスを複
数のポートに付けると呼び分けができません。

『らくらくアシスタント』でサブアドレスを設定します。
● ここでは、Windows98搭載のパソコンで『らくらくアシスタント』を使用して設定す
る場合を例に説明します。お使いの環境によっては、画面に表示される内容が異なる場
合があります。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で、サブアドレスを設定するアナログポー
トまたは無線ポートを選択します。

→［アナログポートの設定］画面が表示されます。

@「設定項目選択」で「高度な設定」を選択します。

#「サブアドレス」を19桁以内で入力します。

● 画面は電話Aポートを選択した場合の例です。

$   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 相手がサブアドレスを指定して電話をかけてきたときは、登録したサブアドレス
（自己サブアドレス）と一致したときのみ着信します。

● PHSでサブアドレスを付けて発信する場合の操作は、PHS電話機の機種によって
異なります。PHS電話機の取扱説明書を参照してください。

● 電話機でアナログポートまたは無線ポートのサブアドレスを登録することもできま
す。（→「6-2．電話機で設定する」P.264）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ●『らくらくアシスタント』の設定で「サブアドレスなし着信する」の x  を □ に
変更すると、サブアドレスの指定がない着信が一切受けられなくなります。アナロ
グ電話回線から発信するときにサブアドレスを指定することはできないので、「サ
ブアドレスなし着信しない」に設定すると、アナログ電話回線からの着信がすべて
受けられなくなるので注意してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

IWX70&RS7_5章(185-209) 00.9.22, 7:41 PMPage 189 Adobe PageMaker 6.5J/PPC



190 電話機の着信音を鳴らさない（おやすみモード）

お出かけ／おやすみになるとき
お出かけになるときやおやすみになるときなど、着信音を鳴らさずに電話の着信を知らせたり、別

の電話に転送することができます。これを「お出かけ設定」といい、「おやすみモード」、

「電話着信転送モード」、「ボイスワープ転送モード」、「フラッシュモード」の4つのモードがあり

ます。お出かけ設定をするときは、親機前面上部の「でかけるボタン」（  ）を使います。

電話機の着信音を鳴らさない（おやすみモード）

付加サービスの契約
は必要ありません。�

■ おやすみモード�
Atermの機能です。�
かかってきた電話の着信音を鳴らさずに、親
機の液晶ディスプレイに 　または　 を点滅
表示して着信を知らせます。�
おやすみモード中に着信があると  �
ボタンが点滅した状態になり、着信があった
ことを知らせます。�

親機�
（IWX70）�

アナロ�
グ電話�
回線�

INS�
ネット�
64

ピクトグラム�
点滅�

74：�9日�月�6　�
ミ�ス�ヤ�オ�
51

�
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1 親機前面の  ボタンを押します。

→  ボタンのランプが赤色に点灯し、おやすみモードになります。

［親機液晶ディスプレイ］

74：�9日�月�6　�
ミ�ス�ヤ�オ�
51

2 着信があると、着信音は鳴らずに  ボタンが点滅した状態になります。

親機の液晶ディスプレイには a または b が表示され、着信しているアナログポー
トを知らせます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 工場出荷状態では、でかけるボタンがロックされているため、お出かけ設定にで
きません。ロックを解除するときは、親機前面の  ボタンを押しながら

 ボタンを押します。再度  ボタンを押しながら  ボ
タンを押すと、でかけるボタンがロックされます。

［親機液晶ディスプレイ］

ヲ�ン�ホ�ル�カ�゛�
゛�シ�イ�カ�ク�ッ�ロ�
タ�゛�ケ�テ�

マ�シ�ョ� タ�シ�
　　 ヲ�ン�ホ�ル�カ�゛�

タ�シ�マ�シ�ク�ッ�ロ�
タ�゛�ケ�テ�

でかけるボタンをロックしておくと、誤ってボタンを押してお出かけ設定を設定、
または解除してしまうことを防げます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● でかけるボタンを押したあともう一度押すときは、1秒以上待ってから押してくだ
さい。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お出かけ設定を「おやすみモード」に設定します。

親機前面のファンクションボタンで操作します。操作を途中でやめるときは  ボタ

ンを押します。

! 親機前面の  ボタンを押します。

［親機液晶ディスプレイ］

キ�レ�シ�ク�チ�：� リ�ン�ャ�1
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192 電話機の着信音を鳴らさない（おやすみモード）

@  ボタンを2回押します。

ト�ー�カ�゛�オ�：� モ�ケ�テ�3 ゛�

#  ボタンを押します。

ノ�゛�モ�ケ�゛�テ� ト�ー�カ�オ�
ス�゛�テ�イ�テ�ッ�セ�

↓5秒後

゛�ト�ミ�ス�オ�：� ー�モ�ヤ�1

$  ボタンを押します。

→お出かけ設定が「おやすみモード」に設定されます。

ニ�ー�モ�ス�ヤ� ゛�ト�ミ�オ�
シ�マ�シ�イ�テ�ッ�セ� タ�

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 電話がかかってきているときに、着信しているアナログポートの電話機の受話器を上
げると通話できます。

● おやすみモード中は、親機の電話Aポートまたは電話Bポートのみ着信します。無
線ポートには着信しません。

● おやすみモード中は、アナログポートに接続した電話機の留守番電話機能や自動応
答機能、ファクスの自動受信機能は使用できません。

● おやすみモード中に着信した電話に出なかった場合は、着信履歴を表示させて着信
した電話番号を確認できます。（→P.175）

●「ナンバー・ディスプレイを使用する」に設定されているアナログポートに着信が
あった場合、電話機によっては発信者番号が表示されないことがあります。

●「モデム・ダイヤルインを使用する」に設定されているアナログポートに着信があった
場合、着信音が鳴らないために、着信している電話機が分からないことがあります。

●「アナログ・ダイヤルインを使用する」に設定されているアナログポートの電話機
には着信しません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● おやすみモード中にアナログポートに接続したコードレス電話機の子機で着信の応
答をする場合は、子機の t または ` ボタンを押してから通話してください。
ボタンを押さないと、電話機によっては通話の途中で切れることがあります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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別の電話番号に転送する（電話着信転送モード） 193
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別の電話番号に転送する（電話着信転送モード）

かかってきた電話の着信音を鳴らさずに、あらかじめ登録しておいた外出先や携帯電話など
の電話番号に転送します。

付加サービスの契約
は必要ありません。�

■ 疑似着信転送�
Atermの機能です。�
○ B1、B2チャネルの両方を使用するので、
着信転送時は内線通話以外の通信はできま
せん。�

○ INSネット64のINSナンバー・ディスプレ
イの申し込み内容が「通常通知」（通話ご
と非通知）の場合、転送先には契約者回線
番号を通知します。�

○ 転送する旨のアナウンスは流れません。�

■ 着信転送�
INSネット64の付加サービスを利用します。�

○Ｂチャネルを1つだけ使用するので、空い
ているBチャネルを電話やインターネット
で使用することができます。�

○ 転送する旨をアナウンスで流すことができ
ます。�

INSネット64の「フ
レックスホン」の「着
信転送」機能を契約

します。�

でかける�
ボタン点灯�
�親機�

（IWX70）�

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

03-XXXX-1111

転送
�

03-XXXX-2222
74：�9日�月�6　�

ワ�ン�゛�テ� ウ�ソ�ン�テ�
51

�
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194 別の電話番号に転送する（電話着信転送モード）

1 親機前面の  ボタンを押します。

→  ボタンのランプが赤色に点灯し、電話着信転送モードになります。

［親機液晶ディスプレイ］

74：�9日�月�6　�
ワ�ン�゛�テ� ウ�ソ�ン�テ�
51

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 工場出荷状態では、でかけるボタンがロックされているため、お出かけ設定にで
きません。ロックを解除するときは、親機前面の  ボタンを押しながら

 ボタンを押します。再度  ボタンを押しながら  ボ
タンを押すと、でかけるボタンがロックされます。

［親機液晶ディスプレイ］

ヲ�ン�ホ�ル�カ�゛�
゛�シ�イ�カ�ク�ッ�ロ�
タ�゛�ケ�テ�

マ�シ�ョ� タ�シ�
　　 ヲ�ン�ホ�ル�カ�゛�

タ�シ�マ�シ�ク�ッ�ロ�
タ�゛�ケ�テ�

でかけるボタンをロックしておくと、誤ってボタンを押してお出かけ設定を設定、
または解除してしまうことを防げます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● でかけるボタンを押したあともう一度押すときは、1秒以上待ってから押してくだ
さい。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

『らくらくアシスタント』で着信転送の設定をしてから、お出かけ設定を「電話着信転送モー
ド」に設定します。
親機前面のファンクションボタンで操作します。操作を途中でやめるときは  ボタ
ンを押します。

! 着信転送を設定します。（→「別の電話番号に転送する」P.204）

@ 親機前面の  ボタンを押します。

［親機液晶ディスプレイ］

キ�レ�シ�ク�チ�：� リ�ン�ャ�1
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別の電話番号に転送する（電話着信転送モード） 195
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#  ボタンを2回押します。

ト�ー�カ�゛�オ�：� モ�ケ�テ�3 ゛�

$  ボタンを押します。

ノ�゛�モ�ケ�゛�テ� ト�ー�カ�オ�
ス�゛�テ�イ�テ�ッ�セ�

↓5秒後

゛�ト�ミ�ス�オ�：� ー�モ�ヤ�1

%  ボタンを押し、「２:テ゛ンワテンソウスル」を選択します。

ウ�ソ�ワ�ン�テ�：� ン�テ�゛�2 ル�ス�

●  ボタンを押すごとに「２:テ゛ンワテンソウスル」→「３:ホ゛イス
ワーフ゜セッテイ」→「４:フラッシュモート゛」→「１:オヤスミモート゛」→
「２:テ゛ンワテンソウスル」と表示が変わります。

^  ボタンを押します。

→お出かけ設定が「電話着信転送モード」に設定されます。

● 転送する電話番号が設定されていない場合は、「ハ゛ンコ゛ウヲセッテイシテ
クタ゛サイ」と表示されます。

● 着信転送の設定がINSネット64の着信転送に設定されているときは、「NTT
チャクシンテンソウニセッテイシマシタ」と表示されます。「疑似着信転送」に
設定されているときは、「キ゛シ゛チャクシンテンソウ」と表示されます。

● 着信転送の設定が「電話番号着信通知」に設定されているときは、「テ゛ンワ
ハ゛ンコ゛ウヲメールシマス」と表示されます。（→「遊遊メール」P.234）
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196 ボイスワープで転送する（INSボイスワープ／ INSボイスワープ・セレクト）

ボイスワープで転送する（INSボイスワープ／INSボイスワープ・セレクト）

�
�■ INSボイスワープ�

INSネット64の付加サービスを利用します。�
かかってきた電話を別の電話番号に転送します。
すべての着信を転送する「無条件転送」、設
定した秒数以内に応答しなかった場合に転送
する「無応答時転送」、話し中の場合に転送
する「話中時転送」、話し中の場合またはあ
らかじめ設定した秒数以内に応答しなかった
場合に転送する「無応答／話中時に転送」の
4種類から転送方法が選択できます。　　�
○ 電話機が故障していたり、電源が切れてい
る状態でも転送できます。�

○ 転送先が5つまで登録でき、その中から選
択して転送できます。�

○ プッシュ回線やINSネット64の公衆電話など
から、転送の開始／停止／転送先の選択がで
きます。�

○ ダイヤルインの追加番号ごとに契約できます。�

■ INSボイスワープ・セレクト�
INSボイスワープの機能に加えて、あらかじ
め登録した電話番号だけを選んで着信または
転送することができます。INSボイスワープ
と同じ機能の「全番号転送」、登録した電話
番号のみ転送する「登録番号転送」、登録し
た電話番号を着信してそれ以外を転送する「登
録番号着信」、話し中の場合またはあらかじ
め設定した秒数以内に応答しなかった場合に
転送する「無応答／話中時に転送」の4種類
から選択できます。�

�

INSネット64の「INS
ボイスワープ」を契
約します。�

INSネット64の「INS
ボイスワープ・セレ
クト」を契約します。�

��

でかける�
ボタン点灯�

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

親機�
（IWX70）�

転送
�

ボイスワープ�
センター�

74：�9日�月�6　�
ス�イ�゛�ホ� ゜�フ�ー�ワ�
51

IWX70&RS7_5章(185-209) 00.9.22, 7:42 PMPage 196 Adobe PageMaker 6.5J/PPC



ボイスワープで転送する（INSボイスワープ／ INSボイスワープ・セレクト） 197
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1 親機前面の  ボタンを押します。

→  ボタンのランプが赤色に点灯し、ボイスワープ転送モードになります。

［親機液晶ディスプレイ］

74：�9日�月�6　�
ス�イ�゛�ホ� ゜�フ�ー�ワ�
51

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ●   を押す（点灯）と、親機がボイスワープセンターに自動的に電話をか
け、サービスが開始されます。

●   を解除（消灯）すると、親機がボイスワープセンターに自動的に電話
をかけ、サービスを停止します。

● 工場出荷状態では、でかけるボタンがロックされているため、お出かけ設定にで
きません。ロックを解除するときは、親機前面の  ボタンを押しながら

 ボタンを押します。再度  ボタンを押しながら  ボ
タンを押すと、でかけるボタンがロックされます。

［親機液晶ディスプレイ］

ヲ�ン�ホ�ル�カ�゛�
゛�シ�イ�カ�ク�ッ�ロ�
タ�゛�ケ�テ�

マ�シ�ョ� タ�シ�
　　 ヲ�ン�ホ�ル�カ�゛�

タ�シ�マ�シ�ク�ッ�ロ�
タ�゛�ケ�テ�

でかけるボタンをロックしておくと、誤ってボタンを押してお出かけ設定を設定、
または解除してしまうことを防げます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● でかけるボタンを押したあともう一度押すときは、1秒以上待ってから押してくだ
さい。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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198 ボイスワープで転送する（INSボイスワープ／ INSボイスワープ・セレクト）

『らくらくアシスタント』でボイスワープセンターへの転送開始モードを設定してから、お
出かけ設定を「ボイスワープ転送モード」に設定します。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で、ボイスワープ／ボイスワープ・セレ
クトを設定するアナログポートを選択します。

→［アナログポートの設定］画面が表示されます。

@［共通設定］タブをクリックします。

#「お出かけ設定」の「INSボイスワープ転送モード」を選択します。

$  INSボイスワープ設定  ボタンをクリックします。
→［アナログポート－ボイスワープの設定］画面が表示されます。

%「転送開始モード」を選択します。

● INSボイスワープの契約で起動用電話番号または停止用電話番号が変更された場
合は「起動電話番号」を入力します。通常は表示された番号のまま使用します。

「̂契約電話番号」に INSボイスワープを契約した電話番号を入力します。

&   OK   ボタンをクリックします。
→［アナログポートの設定］画面にもどります。

*   OK   ボタンをクリックします。
→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。

( メニューに戻る� ボタンをクリックし、   はい   ボタンをクリックします。

→［らくらくアシスタントメニュー］にもどります。

)  アシスタント終了  ボタンをクリックし、   はい   ボタンをクリックします。

→らくらくアシスタントが終了します。

IWX70&RS7_5章(185-209) 00.9.22, 7:42 PMPage 198 Adobe PageMaker 6.5J/PPC



ボイスワープで転送する（INSボイスワープ／ INSボイスワープ・セレクト） 199
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Q 親機前面の  ボタンを押します。

［親機液晶ディスプレイ］

キ�レ�シ�ク�チ�：� リ�ン�ャ�1

W  ボタンを2回押します。

ト�ー�カ�゛�オ�：� モ�ケ�テ�3 ゛�

E  ボタンを押します。

ノ�゛�モ�ケ�゛�テ� ト�ー�カ�オ�
ス�゛�テ�イ�テ�ッ�セ�

↓5秒後

゛�ト�ミ�ス�オ�：� ー�モ�ヤ�1

R  ボタンを2回押し、「３:ホ゛イスワープセッテイ」を選択します。

゜�フ�ス�イ�ホ�：� ー�ワ�゛�3
イ�テ�ッ�セ�

●  ボタンを押すごとに「２:テ゛ンワテンソウスル」→「３:ホ゛イス
ワーフ゜セッテイ」→「４:フラッシュモート゛」→「１:オヤスミモート゛」→
「２:テ゛ンワテンソウスル」と表示が変わります。

● INSボイスワープを契約した電話番号が設定されていない場合は、「ハ゛ン
コ゛ウヲセッテイシテクタ゛サイ」と表示されます。

T  ボタンを押します。

→お出かけ設定が「ボイスワープ転送モード」に設定されます。

ニ�ー�ワ�イ�゛� ゜�フ�ス�ホ�
イ�テ�ッ�セ� シ�マ�シ� タ�
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200 ボイスワープで転送する（INSボイスワープ／ INSボイスワープ・セレクト）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● INSネット64に、転送先の電話番号を登録する必要があります。転送先の電話番
号はINSボイスワープ、またはINSボイスワープ・セレクトの説明書を参照して電
話機から登録してください。

● INSボイスワープ、INSボイスワープ・セレクトの詳細は、NTT東日本またはNTT
西日本にお問い合わせください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● INSボイスワープ／ INSボイスワープ・セレクトの設定は電話機からでもできま
す。（→「6-2．電話機で設定する」P.260）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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着信音を鳴らさずに着信を知らせる（フラッシュモード） 201
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着信音を鳴らさずに着信を知らせる（フラッシュモード）

付加サービスの契約
は必要ありません。�

■ フラッシュモード�
Atermの機能です。�
外線でかかってきた電話の着信音を鳴らさずに、
「でかけるボタン」のランプを点滅させて着
信を知らせます。電話を着信している間だけ「で
かけるボタン」が点滅します。�

�

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

親機�
（IWX70）�

でかけるボタン�
点滅�

74：�9日�月�6　�
シ�ッ�ラ�フ� ュ�
51

1 親機前面の  ボタンを押します。

→  ボタンのランプが赤色に点灯し、フラッシュモードになります。

［親機液晶ディスプレイ］

74：�9日�月�6　�
シ�ッ�ラ�フ� ュ�
51

2 着信があると、着信音は鳴らずに  ボタンが点滅します。

電話が切れると、  ボタンが点灯した状態にもどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 工場出荷状態では、でかけるボタンがロックされているため、お出かけ設定にで
きません。ロックを解除するときは、親機前面の  ボタンを押しながら

 ボタンを押します。再度  ボタンを押しながら  ボ
タンを押すと、でかけるボタンがロックされます。

［親機液晶ディスプレイ］

ヲ�ン�ホ�ル�カ�゛�
゛�シ�イ�カ�ク�ッ�ロ�
タ�゛�ケ�テ�

マ�シ�ョ� タ�シ�
　　 ヲ�ン�ホ�ル�カ�゛�

タ�シ�マ�シ�ク�ッ�ロ�
タ�゛�ケ�テ�

でかけるボタンをロックしておくと、誤ってボタンを押してお出かけ設定を設定、
または解除してしまうことを防げます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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202 着信音を鳴らさずに着信を知らせる（フラッシュモード）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● でかけるボタンを押したあともう一度押すときは、1秒以上待ってから押してくだ
さい。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お出かけ設定を「フラッシュモード」に設定します。
親機前面のファンクションボタンで操作します。操作を途中でやめるときは  ボタ
ンを押します。

! 親機前面の  ボタンを押します。

［親機液晶ディスプレイ］

キ�レ�シ�ク�チ�：� リ�ン�ャ�1

@  ボタンを2回押します。

ト�ー�カ�゛�オ�：� モ�ケ�テ�3 ゛�

#  ボタンを押します。

ノ�゛�モ�ケ�゛�テ� ト�ー�カ�オ�
ス�゛�テ�イ�テ�ッ�セ�

↓5秒後

゛�ト�ミ�ス�オ�：� ー�モ�ヤ�1

$  ボタンを3回押し、「４:フラッシュモート゛」を選択します。

ト�ー�シ�ッ�フ�：� モ�ュ�ラ�4 ゛�

●  ボタンを押すごとに「２:テ゛ンワテンソウスル」→「３:ホ゛イス
ワーフ゜セッテイ」→「４:フラッシュモート゛」→「１:オヤスミモート゛」→
「２:テ゛ンワテンソウスル」と表示が変わります。
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着信音を鳴らさずに着信を知らせる（フラッシュモード） 203
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%  ボタンを押します。

→お出かけ設定が「フラッシュモード」に設定されます。

゛�モ�ュ�ッ�ラ� ト�ー�シ�フ�
イ�テ�ッ�セ� シ�マ�シ� タ�

ニ�

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● フラッシュモードに設定していても、  ボタンが点滅している間（着信中）
に受話器を上げると、通話できます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● フラッシュモードはおやすみ中の着信を受け付けないための機能なので、親機の液
晶ディスプレイには着信ポートを表す a または bは表示されず、どのポートに
着信しているかは識別できません。着信したアナログポートを識別したい場合は
「おやすみモード」に設定してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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204 別の電話番号に転送する（着信転送）

電話を転送する

別の電話番号に転送する（着信転送）

かかってきた電話の着信音を鳴らさずに、外出先や携帯電話などの登録しておいた電話番号
へ自動的に転送します。着信転送には次の2種類があります。

付加サービスの契約
は必要ありません。�

■ 疑似着信転送�
Atermの機能です。�
○ B1、B2チャネルの両方を使用するので、
着信転送時は内線通話以外の通信はできま
せん。�

○ INSネット64のINSナンバー・ディスプレ
イの申し込み内容が「通常通知」（通話ご
と非通知）の場合、転送先には契約者回線
番号を通知します。�

○ 転送する旨のアナウンスは流れません。�

■ 着信転送�
INSネット64の付加サービスを利用します。�

○Ｂチャネルを1つだけ使用するので、空い
ているBチャネルを電話やインターネット
で使用することができます。�

○ 転送する旨をアナウンスで流すことができ
ます。�

INSネット64の「フ
レックスホン」の「着
信転送」機能を契約

します。�

1 親機前面の  ボタンを押します。

→親機の液晶ディスプレイに「 j 」が表示され、お出かけ設定の「電話着信転送モード」にな
ります。

74：�9日�月�6　�
ワ�ン�゛�テ� ウ�ソ�ン�テ�
51
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別の電話番号に転送する（着信転送） 205
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2 かかってきた電話は、登録しておいた電話番号に自動的に転送されます。

このとき電話機の着信音は鳴りません。

でかける�
ボタン点灯�
�親機�

（IWX70）�

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

03-XXXX-1111

転送
�

03-XXXX-2222
74：�9日�月�6　�

ワ�ン�゛�テ� ウ�ソ�ン�テ�
51

�

『らくらくアシスタント』で着信転送を設定し、契約者回線番号やｉ・ナンバー情報（転送
元）ごとに転送先の電話番号を登録します。ｉ・ナンバーを使用しているか、使用していな
いかによって設定が異なります。
● ここでは、Windows98搭載のパソコンで『らくらくアシスタント』を使用して設定す
る場合を例に説明します。お使いの環境によっては、画面に表示される内容が異なる場
合があります。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で、着信転送を設定するアナログポート
を選択します。

→［アナログポートの設定］画面が表示されます。

@［共通設定］タブをクリックします。

#「お出かけ設定」の「電話着信転送モード」を選択します。

$  着信転送設定  ボタンをクリックします。

→［アナログポート－着信転送機能の設定］画面が表示されます。
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206 別の電話番号に転送する（着信転送）

%「転送／通知モード」で、「NTT着信転送」または「疑似着信転送」を選択します。
ｉ・ナンバーを使用しているかどうかによって画面が異なります。

■ ｉ・ナンバーを使用する場合

■ ｉ・ナンバーを使用しない場合

^ 転送元となる電話番号を z をクリックして選択し、その番号を転送する転送先
の電話番号を入力します。

●ｉ・ナンバーを使用している場合はｉ・ナンバー情報1～3が転送元になり
ます。

&   OK   ボタンをクリックします。

→［アナログポートの設定］画面にもどります。

*   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 発信者には親機までの通話料がかかり、親機から転送先までの通話料は親機側にかか
ります。疑似着信転送を使用した場合は、通話料金は電話Aポートに蓄積されます。

● アナログポートに電話機を接続していなくても、かかってきた電話を転送できます。
● 特定の相手からの電話のみを転送する場合は、「識別着信転送」を利用します。（→
P.222）

● 話し中のときや応答しないときなど、条件によって転送する場合は「INSボイス
ワープ」を利用します。（→P.196）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● でかけるボタンを押してからもう一度押すときは、1秒以上待ってから押してくだ
さい。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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話し中に別の電話番号に転送する（通信中転送） 207
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話し中に別の電話番号に転送する（通信中転送）

■ 通信中転送�
INSネット64の付加サービスを利用します。
通信中に別の相手を呼び出して電話を転送し
ます。�
○ Bチャネルを1つだけ使用するので、空い
ているBチャネルを電話やインターネット
で使用することができます。�

INSネット64の「フ
レックスホン」の「通
信中転送」機能を契

約します。�

1 ○○さんと通話中に、電話機のフックを軽く押してすぐ離します（「フッキング」とい
います）。

PHS電話機： v または t ボタンを押します。

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

親機�
（IWX70）�

フッキングする�

○○さん�
�

→「ププププ」と聞こえ、○○さんは保留になります。

2 転送する××さんへダイヤルします。

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

親機�
（IWX70）�

転送先をダイヤルする�

保留�

○○さん�

● フッキングしたあと、ダイヤル桁間タイマの時間内（初期値：5秒）に転送先の電
話番号をダイヤルしてください。
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208 話し中に別の電話番号に転送する（通信中転送）

3 転送先の××さんと通話します。

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

親機�
（IWX70）�

保留�

転送先�
××さん�

○○さん��

→「プップッ、プップッ」と聞こえます。

4 もう一度フッキングします。

PHS電話機： v または t ボタンを押します。

5「プップッ」と鳴っている間に受話器を置きます。

PHS電話機： u ボタンを押します。

→○○さんと××さんが通話できます。

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

親機�
（IWX70）�

通話�
転送先�
××さん�

○○さん�
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話し中に別の電話番号に転送する（通信中転送） 209
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『らくらくアシスタント』で設定します。
● ここでは、Windows98搭載のパソコンで『らくらくアシスタント』を使用して設定す
る場合を例に説明します。お使いの環境によっては、画面に表示される内容が異なる場
合があります。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で［全体設定］をクリックし、 ［アナロ
グ／無線ポート共通設定］を選択します。

→［アナログポート／無線ポート共通設定］画面が表示されます。

@「通信中転送」を「使用する」に設定します。

#   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 通信中転送ができるのは、着信した電話に応答したときだけです。自分から電話を
発信したときは、通信中転送はできません。

● 転送先が応答するのを待たずに転送（応答前通信中転送）することもできます。転
送先の電話番号をダイヤルしたあと、相手が電話に出る前にフッキングしてから受
話器を置きます。ただし、転送先がアナログ電話回線でナンバー・ディスプレイの
契約をしている場合は、応答前通信中転送は利用できません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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210 特定の電話だけ着信する（識別着信）

特定の相手を対象にする

特定の電話だけ着信する（識別着信）

特定の相手からの電話だけを着信し、ほかの電話を一切受け付けないようにします。

■ 疑似識別着信�
Atermの機能です。�
疑似識別着信用の電話帳に30件まで電話番号
が登録でき、登録された電話番号からの着信
だけ受け付けます。��

�

INSネット64の「INS
ナンバー・ディスプ
レイ」と「INSなり

わけサービス」を契約します。�

■ 識別着信�
あらかじめ登録した電話番号からの着信だけ
受け付けます。�

INSネット64の「INS
ナンバー・ディスプ
レイ」を契約します。�

�

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

親機�
（IWX70）�

03-XXXX-1111

03-XXXX-5555

03-XXXX-1111 03-XXXX-3333

03-XXXX-2222

03-XXXX-1111

識別着信用電話帳�
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特定の電話だけ着信する（識別着信） 211
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『らくらくアシスタント』で識別着信を設定し、電話を受ける相手の電話番号を登録します。
● ここでは、Windows98搭載のパソコンで『らくらくアシスタント』を使用して設定す
る場合を例に説明します。お使いの環境によっては、画面に表示される内容が異なる場
合があります。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で、識別着信を設定するアナログポート
を選択します。

→［アナログポートの設定］画面が表示されます。

@「設定項目選択」で「高度な設定」を選択します。

#「識別着信」でINSネット64の「INSなりわけ識別着信を使用する」、または「疑
似識別着信を使用する」を選択します。

●「INSなりわけ識別着信を使用する」を選択した場合は、INSネット64の付加
サービスを申し込んでから、着信する電話番号を電話機で登録します。Q に進
みます。

●「疑似識別着信を使用する」を選択した場合は $ に進みます。「電話帳」に
識別着信する相手の電話番号を登録します。

● 話し中に別の着信があったときだけ識別着信する場合は、「通信中着信時のみ
使用可能」を x にします。

$  電話帳  ボタンをクリックします。

→［電話帳］の［疑似識別着信］画面が表示されます。

% 00～29の中から登録する番号を選択します。

IWX70&RS7_5章(210-240) 00.9.22, 7:44 PMPage 211 Adobe PageMaker 6.5J/PPC



212 特定の電話だけ着信する（識別着信）

「̂名前」をクリックし、登録する相手の名前を入力します。

&「電話番号」をクリックし、登録する電話番号を市外局番から入力します。ハイ
フンや（　）は入力する必要はありません。

* サブアドレスがある場合は「サブアドレス」に入力します。（→「特定の電話機
に着信させる」P.187）

(   更新   ボタンをクリックします。

→指定した番号に登録されます。

)   OK   ボタンをクリックします。

→［アナログポートの設定］画面にもどります。

Q   OK   ボタンをクリックします。

→識別着信の設定についての注意の画面が表示されます。

W 内容を確認の上、   はい   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ●「識別着信」と「選択キャッチホン」を同時に利用することはできません。
●「疑似識別着信」を選択した場合、疑似識別着信用電話帳に電話番号を1件も登録
していないと、すべての着信が受けられなくなります。

● INSナンバー・ディスプレイの契約をしないと、相手がアナログ電話回線の場合は
発信者番号が通知されません。そのため電話番号が識別できないので、アナログ電
話回線からの着信が受けられません。INSナンバー・ディスプレイを契約してくだ
さい。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 識別着信番号として登録した電話番号は、すべてのポートで共通です。
● 登録した電話番号と相手から通知された電話番号は、桁数の末尾から照合され、桁
数の短い方の電話番号と一致した時点で着信が受け付けられます。

● 相手が自分の電話番号を通知しないで電話をかけてきたときは、識別着信用電話帳
に電話番号が登録してあっても、その相手を着信させることはできません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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特定の電話の着信音を変える（識別リンギング） 213
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特定の電話の着信音を変える（識別リンギング）

■ 疑似なりわけ�
Atermの機能です。�
疑似なりわけ用の電話帳に30件まで電話番号
が登録でき、あらかじめ登録した電話番号か
らの着信のときだけ、通常とは異なる着信音
で知らせます。�

�

�

■ 識別リンギング�
あらかじめ登録した電話番号からの着信だけ「識
別着信情報」を親機に通知し、この情報を用
いてなりわけをおこないます。�

INSネット64の「INS
なりわけサービス」
を契約し、相手の電

話番号を登録します。登録方
法などは、NTT東日本または
NTT西日本にお問い合わせく
ださい。�

INSネット64の「INS
ナンバー・ディスプ
レイ」を契約します。�

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

親機�
（IWX70）�

○○さん�
03-XXXX-1111

△△さん�
03-XXXX-5555

○○さん�
から！� △△さん�

から！�
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214 特定の電話の着信音を変える（識別リンギング）

『らくらくアシスタント』で設定します。
電話Aポート、電話Bポートそれぞれに設定できるので、ファクスにはなりわけを使用し
ないようにする、といった設定が可能です。
● ここでは、Windows98搭載のパソコンで『らくらくアシスタント』を使用して設定す
る場合を例に説明します。お使いの環境によっては、画面に表示される内容が異なる場
合があります。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で、識別リンギングを設定するアナログ
ポートを選択します。

→［アナログポートの設定］画面が表示されます。

@「設定項目選択」で「高度な設定」を選択します。

#「識別リンギング」で「INSなりわけを使用する」、または「疑似なりわけを使用
する」を選択します。

●「INSなりわけを使用する」を選択した場合は、INSネット64の「INSなり
わけサービス」を申し込んでから、識別リンギングする電話番号を電話機で登
録します。Q に進みます。

●「疑似なりわけを使用する」を選択した場合は、$ に進みます。「電話帳」に
なりわけする相手の電話番号を登録します。

$  電話帳  ボタンをクリックします。

→［電話帳］の［疑似なりわけ］画面が表示されます。
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特定の電話の着信音を変える（識別リンギング） 215
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% 00～29の中から登録する番号を選択します。

「̂名前」をクリックし、登録する相手の名前を入力します。

&「電話番号」をクリックし、登録する電話番号を市外局番から入力します。ハイ
フンや（　）は入力する必要はありません。

* サブアドレスがある場合は「サブアドレス」に入力します。（→「特定の電話機
に着信させる」P.187）

(   更新   ボタンをクリックします。

→指定した番号に登録されます。

)   OK   ボタンをクリックします。

→［アナログポートの設定］画面にもどります。

Q   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● お使いの電話機で着信音をメロディなどに変更している場合は、なりわけできませ
ん。なりわけを利用する場合は、通常の着信音にしてください。

● INSなりわけ用の電話番号の登録方法などの詳細は、NTT東日本またはNTT西日
本にお問い合わせください。

● INSナンバー・ディスプレイの契約をしないと、相手がアナログ電話回線の場合は
発信者番号が通知されません。そのため電話番号が識別できないので、アナログ電
話回線からの着信はなりわけできません。なりわけをおこなう場合は、INSナン
バー・ディスプレイを契約してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 識別着信番号として登録した電話番号は、すべてのポートで共通です。
● 相手が自分の電話番号を通知しないで電話をかけてきたときは、疑似なりわけ用電
話帳に電話番号が登録してあっても、その相手をなりわけることはできません。

● 登録した電話番号と相手から通知された電話番号は、桁数の末尾から照合され、桁
数の少ない方の電話番号と一致したときに、なりわけがおこなわれます。

● 子機として登録されているPHS電話機などで、識別リンギングすることはできま
せん。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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216 話し中にかかってきた特定の電話だけを受ける（なりわけ選択キャッチホン）

話し中にかかってきた特定の電話だけを受ける（なりわけ選択キャッチホン）

話し中にかかってきた特定の相手からの着信のときだけ、話し中の相手を保留して新しい相
手と通話します。選択キャッチホンには次の2種類があります。

■ INSなりわけ選択キャッチホン�
INSネット64の付加サービスを利用します。
INSなりわけサービスに電話番号を登録します。
話し中に登録した電話番号からの着信があると、
割り込み音を鳴らして電話がかかってきてい
ることを知らせます。�

■ 疑似選択キャッチホン�
Atermの機能です。�
疑似識別着信用の電話帳に最大30件まで電話
番号が登録できます。�

INSネット64の「INS
なりわけサービス」
の「選択キャッチホ

ン」機能を契約します。�

INSネット64の「INS
ナンバー・ディスプ
レイ」を契約します。�

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

親機�
（IWX70）�

△△さん�
03-XXXX-1111

△△さんと通話中�

○○さんとの�
通話は保留中�

○○さん�

03-XXXX-3333

03-XXXX-2222

03-XXXX-1111

識別着信用電話帳�

�

『らくらくアシスタント』で「識別着信」を選択し、「通信中着信時のみ使用可能」を x に
します。「疑似選択キャッチホン」を使用する場合は、疑似識別着信用の電話帳に選択キャッ
チホンで着信したい相手の電話番号を登録します。

「特定の電話だけ着信する（識別着信）」（→P.210）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ●「識別着信」と「キャッチホン」を同時に利用することはできません。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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受けたくない電話の着信を拒否する（迷惑電話防止）

いたずら電話や迷惑電話など、出たくない相手からの電話を拒否します。

�
�

�

�

INSネット64の「INS
ナンバー・ディスプ
レイ」を契約します。�

■ 迷惑電話防止�
Atermの機能です。�
迷惑電話用電話帳に登録した相手から電話が
かかってきても、着信音を鳴らしません。�

INSネット64の「迷
惑電話おことわりサ
ービス6」、または

「迷惑電話おことわりサービ
ス30」を契約します。�

■ 迷惑電話おことわりサービス�
INSネット64の付加サービスを利用します。
迷惑電話やいたずら電話を着信しないように
します。あらかじめ登録しておいた相手から
電話がかかってきても着信音を鳴らしません。
「迷惑電話おことわりサービス6」の場合は6
件、「迷惑電話おことわりサービス30」の場
合は30件まで迷惑電話を登録することができ
ます。�

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

発信者�
03-XXXX-1111

話し中�

親機�
（IWX70）�

03-XXXX-3333

03-XXXX-2222

03-XXXX-1111

迷惑電話用電話帳�

迷惑電話おことわりサービス

迷惑電話おことわりサービスを利用すると、着信を拒否したい相手から電話があった直後に
電話機から相手の電話番号を登録することができます。登録方法は、NTT東日本または
NTT西日本にお問い合わせください。
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218 受けたくない電話の着信を拒否する（迷惑電話防止）

迷惑電話防止

迷惑電話を着信した電話機で、かかってきた直後に相手の電話番号を登録します。

1 迷惑電話がかかってきたら、いったん受話器を上げたあと、電話を切ります。

2 着信した電話機の受話器を上げ、 * * 5 2 と押します。

→親機の液晶ディスプレイに相手の電話番号が表示されます。

［親機液晶ディスプレイ］

゛�テ�ワ�イ� ン�ク�メ� ク�ロ�ウ�ト�ワ�
XXXX30 XXX X

31 を押します。

XXX3 XX0 XXX
シ�ヒ�ョ�キ� ス�マ�

4 # を押してから、受話器を置きます。

マ�シ�テ�ッ� イ� タ�シ�セ�

→迷惑電話用電話帳に相手の電話番号が登録されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ●「ピッピッピッ」と音が鳴ったときは正しく登録できていません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 電話番号を通知しないでかけてきた相手も、迷惑電話用電話帳に登録できます。た
だし電話番号が非通知の理由（非通知、表示圏外、公衆）で登録されるため、理由
が同じ電話はすべて着信が拒否されるので注意してください。

● INSナンバー・ディスプレイの契約をしないと、相手がアナログ電話回線の場合は
発信者番号が通知されません。そのため電話番号が識別できないので、アナログ電
話回線からの着信は迷惑電話防止が利用できません。利用する場合は、INSナン
バー・ディスプレイを契約してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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『らくらくアシスタント』で、あらかじめ迷惑電話を登録しておくこともできます。
● ここでは、Windows98搭載のパソコンで『らくらくアシスタント』を使用して設定す
る場合を例に説明します。お使いの環境によっては、画面に表示される内容が異なる場
合があります。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で［全体設定］をクリックし、［電話帳の
設定］を選択します。

→［電話帳］画面が表示されます。

@［迷惑電話防止］タブをクリックします。

# 00～29の中から登録する番号を選択します。

$「名前」をクリックし、登録する相手の名前を入力します。

%「電話番号」をクリックし、登録する電話番号を市外局番から入力します。ハイ
フンや（　）は入力する必要はありません。

● 電話番号を通知してこない相手を拒否したい場合は、「非通知」、「表示圏外」、
「公衆」の中からいずれかを選択します。

^   追加   ボタンをクリックします。

● 登録してあった名前や電話番号を修正したときは、   更新   ボタンをクリックし
ます。

→指定した番号に登録されます。

&   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 迷惑電話防止機能で電話番号を登録していても、相手が自分の電話番号を通知しな
いでかけてきたときは、着信を拒否できません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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220 特定の電話機だけに着信させる（マイプライベート着信）

特定の電話機だけに着信させる（マイプライベート着信）

かけてきた相手によって、着信する電話機を指定します。

■ マイプライベート着信�
INSネット64の付加サービスを利用します。
マイプライベート着信用の電話帳に登録され
ている相手から電話がかかってくると、指定
した電話機だけに着信します。マイプライベ
ート着信用電話帳には30件まで電話番号が登
録できます。また発信者番号通知をしていな
い着信を指定することもできます。�

INSネット64の「INS
ナンバー・ディスプ
レイ」を契約します。�

電話�
Aポート�

電話�
Bポート�

親機�
（IWX70）�

03-XXXX-3333

03-XXXX-2222

03-XXXX-1111

マイプライベート着信用電話帳�

電話Aポート�

03-XXXX-6666

03-XXXX-5555

03-XXXX-4444

電話Bポート�

発信者�
03-XXXX-1111

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

『らくらくアシスタント』で、特定の電話機に着信させたい相手の電話番号を登録します。
● ここでは、Windows98搭載のパソコンで『らくらくアシスタント』を使用して設定す
る場合を例に説明します。お使いの環境によっては、画面に表示される内容が異なる場
合があります。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で［全体設定］をクリックし、［電話帳の
設定］を選択します。

→［電話帳］画面が表示されます。

@［マイプライベート着信］タブをクリックします。

#「マイプライベート着信を使用する」を x にします。
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$ 00～29の中から登録する番号を選択します。

%「名前」をクリックし、登録する相手の名前を入力します。

「̂電話番号」をクリックし、登録する電話番号を市外局番から入力します。ハイ
フンや（　）は入力する必要はありません。

& サブアドレスがある場合は「サブアドレス」に入力します。（→「特定の電話機
に着信させる」P.187）

● 電話番号を通知してこない相手を、指定したポートに着信させる場合は、「非
通知」、「表示圏外」、「公衆」の中からいずれかを選択します。

*「呼び分けポート」で、入力した電話番号を着信させるアナログポートを選択
します。

(   更新   ボタンをクリックします。

→指定した番号に登録されます。

)   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● INSなりわけ識別着信や疑似識別着信を使用している場合は、マイプライベート着
信に設定した電話番号を、INSなりわけ識別着信や疑似識別着信用電話帳にも登録
してください。登録していない電話番号からの着信は受けられません。

● & で非通知／表示圏外／公衆でかかってきた電話を着信させるアナログポートを
指定しないと、相手が電話番号を通知していない着信が受けられません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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222 特定の電話を別の電話番号に転送する（識別着信転送）

特定の電話を別の電話番号に転送する（識別着信転送）

特定の相手からの電話だけ、あらかじめ登録しておいた別の電話番号へ転送します。それ以
外の相手からの電話は通常どおり着信します。識別着信転送には次の2種類があります。

■ 識別着信転送�
INSネット64の付加サービスを利用します。�
○ Bチャネルを1つだけ使用するので、空い
ているBチャネルを電話やインターネット
で使用することができます。�

■ 疑似識別着信転送�
Atermの機能です。�
○ B1、B2チャネルの両方を使用するので、
転送中は内線通話以外の通信はできません。�

INSネット64の「INS
なりわけサービス」
を契約します。�

INSネット64の「INS
ナンバー・ディスプ
レイ」を契約します。�

�

親機�
（IWX70）�

03-XXXX-3333

03-XXXX-2222

03-XXXX-1111

識別着信転送用電話帳�

アナログ�
電話回線�

INS�
ネット64

○○さん�
03-XXXX-2222�

�

転送
�

�

1 親機前面の  ボタンを押します。

→  ボタンが赤色に点灯し、以降は登録されている電話番号からの着信のみ転送されます。

2 転送を停止するときは、  ボタンをもう一度押します。

→  ボタンが消灯します。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● でかけるボタンを押したあともう一度押すときは、1秒以上待ってから押してくだ
さい。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

『らくらくアシスタント』で、識別着信の設定と着信転送の設定をします。
● ここでは、Windows98搭載のパソコンで『らくらくアシスタント』を使用して設定す
る場合を例に説明します。お使いの環境によっては、画面に表示される内容が異なる場
合があります。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で、識別着信転送を設定するアナログポー
トを選択します。

→［アナログポートの設定］画面が表示されます。

@「設定項目選択」で「高度な設定」を選択します。

#「識別着信」で「INSなりわけ識別着信を使用する」、または「疑似識別着信を使
用する」を選択します。

●「INSなりわけ識別着信を使用する」を選択した場合は、INSネット64の付加
サービスを申し込んでから、なりわけ識別着信する電話番号を電話機で登録し
ます。) に進みます。

●「疑似識別着信を使用する」を選択した場合は $ に進みます。「電話帳」に識
別着信する相手の電話番号を登録します。

● 話し中に別の着信があったときだけ識別着信する場合は、「通信中着信時のみ
使用可能」を x にします。

$  電話帳  ボタンをクリックします。

→［電話帳］の［疑似識別着信］画面が表示されます。
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224 特定の電話を別の電話番号に転送する（識別着信転送）

% 00～29の中から登録する番号を選択します。

「̂名前」をクリックし、登録する相手の名前を入力します。

&「電話番号」をクリックし、登録する電話番号を市外局番から入力します。ハイ
フンや（　）は入力する必要はありません。

* サブアドレスがある場合は「サブアドレス」に入力します。（→「特定の電話機
に着信させる」P.187）

(   更新   ボタンをクリックします。

→指定した番号に登録されます。

)   OK   ボタンをクリックします。

→識別着信の設定についての注意の画面が表示されます。

Q 内容を確認の上、   はい   ボタンをクリックします。

→［アナログポートの設定］画面にもどります。

W［共通設定］タブをクリックします。

E「お出かけ設定」の「電話着信転送モード」を選択します。

IWX70&RS7_5章(210-240) 00.9.22, 7:44 PMPage 224 Adobe PageMaker 6.5J/PPC
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R  着信転送設定  ボタンをクリックします。

→［アナログポート－着信転送機能の設定］画面が表示されます。

T「転送／通知モード」で、「NTT着信転送」、または「疑似着信転送」を選択します。
ｉ・ナンバーを使用しているかどうかによって画面が異なります。

■ ｉ・ナンバーを使用する場合

■ ｉ・ナンバーを使用しない場合

Y 転送元となる電話番号を z をクリックして選択し、その番号を転送する電話番
号を「転送先」に入力します。

● ｉ・ナンバーを使用している場合は、ｉ・ナンバー情報1～3が転送元にな
ります。

U   OK   ボタンをクリックします。

→［アナログポートの設定］画面にもどります。

I   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。
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226 高位レイヤ整合性を設定する（HLC）

高位レイヤ整合性を設定する（HLC）

付加サービスの契約
は必要ありません。�

■ HLC（高位レイヤ整合性）�
親機に接続したパソコンやアナログ通信機器
の種別をHLCに設定し、HLCが一致する相手
とだけ通信をおこないます。相手がINSネット
64に加入している場合だけ利用できます。�
○ 発信時は親機が自動的にHLCを付けて発信
します。�

○ 着信時は相手からのHLCを照合し、一致す
るときだけ通信を実行します。�

○ 通常、HLCの指定がない相手からの着信は
すべて受け付けます。ただし親機の設定が
「FAX/モデム」となっている場合には、
HLCを設定していない着信は受け付けま
せん。�

�

〈例〉 ファクスにHLCを設定している場合

INS�
ネット64

親機�
（IWX70）�

HLC 04�
G2/G3ファクス�

HLC 04�
G2/G3ファクス�

HLC 01�
電話�
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高位レイヤ整合性を設定する（HLC） 227

さ
ま
ざ
ま
な
機
能

5-2 

親
機
の
電
話
機
能
（
特
定
の
相
手
を
対
象
に
す
る
）

■ HLCコード
HLCコードは次のとおりです。
「HLCを設定する」に設定すると、親機のアナログポートに接続された電話機は「01」、ファ
クスまたはモデムには「04」のHLCコードが自動的に設定されます。データポートには
HLCコードを任意に設定できます。

CLH ドーコ 別種の器機続接

10 話電

40 3G/2G スクァフ

33 4G スクァフ

63 ドーモスクッミ

94 スクッテレテ

05 スクッテオデビ

35 スクッレテ

65 （ムテスシ理処ジーセッメ SHM ）

56 ISO ンョシーケリプア

『らくらくアシスタント』で設定します。
● ここでは、Windows98搭載のパソコンで『らくらくアシスタント』を使用して設定す
る場合を例に説明します。お使いの環境によっては、画面に表示される内容が異なる場
合があります。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で、HLCを設定する親機のアナログポー
トを選択します。

→［アナログポートの設定］画面が表示されます。

@「設定項目選択」で「高度な設定」を選択します。

#「HLC（高位レイヤ整合性）」を設定します。HLCが一致する相手とだけ通信を
する場合は「HLCを設定し、着信判定する」を選択します。HLCを相手に通知
するだけで、着信したときHLCが一致しているかどうかを判定しない場合は
「HLCを設定するが着信判定しない」を選択します。
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228 高位レイヤ整合性を設定する（HLC）

$   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● ファクス付電話機のように、相手が電話でもファクスでも着信を受け付けたいとき
は「HLCを設定しない」に設定します。「着信判定する」に設定されていると、相
手がINSネット64に接続された電話機またはファクスの場合に、着信できないこ
とがあります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● HLCがない着信があった場合、通常は受け付けますが、親機のアナログポートに接
続する機器の設定が「FAXやモデムを接続する」になっていると、着信は受け付け
ません。

● データポートにHLCを設定する場合は、電子マニュアル「データ通信ガイド」の
「3-1．データ通信の機能」を参照してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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着信した電話番号をモデム信号で送出する（モデム・ダイヤルイン） 229
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電話機でダイヤルインを使う

着信した電話番号をモデム信号で送出する（モデム・ダイヤルイン）

INSネット64の「ｉ・
ナンバー」または「ダ
イヤルインサービス」

を契約します。�

■ モデム・ダイヤルイン�
着信した電話番号を、モデム信号で電話機な
どに送出します。モデム・ダイヤルイン対応
のファクス付電話機のファクス着信と電話着
信を呼び分けたり、ホームテレホンの内線直
接呼び出しなどで使用します。�

親機�
（IWX70）�

ファクス付電話機�

INSネット64

親機の設定�
着信番号� 内線指定番号�

モデム・ダイヤルイン対応�
ファクス付電話機の設定�

1  03-XXXX-XX11�
2  03-XXXX-XX22

設定しない�
設定しない�

03-XXXX-XX11で電話機を呼び出す�
03-XXXX-XX22でファクスを呼び出す�

1  03-XXXX-XX11で着信した場合�
　 電話番号をモデム信号で送出し、ファクス付電話機の電話機を呼び出す。�

2  03-XXXX-XX22で着信した場合�
　 電話番号をモデム信号で送出し、ファクス付電話機のファクスを呼び出す。�
　�● 内線指定番号を設定すると、着信番号を内線指定番号に変換して送出します。�

『らくらくアシスタント』で設定します。
● ここでは、Windows98搭載のパソコンで『らくらくアシスタント』を使用して設定す
る場合を例に説明します。お使いの環境によっては、画面に表示される内容が異なる場
合があります。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で、モデム・ダイヤルインを設定するア
ナログポートを選択します。

→［アナログポートの設定］画面が表示されます。
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230 着信した電話番号をモデム信号で送出する（モデム・ダイヤルイン）

@「情報通知サービス」で、「モデム・ダイヤルインを使用する」、または「ナンバー・
ディスプレイ＋モデムダイヤルインを使用する」を選択します。

ｉ・ナンバーを利用している場合は「モデム・ダイヤルインを使用する」を選択
し、^に進みます。

#  番号の送出方法  ボタンをクリックします。

→［アナログポート－端末番号の送出方法］画面が表示されます。

$ 電話番号をそのままアナログポートに送出するか、内線指定番号に変換して送出す
るかを選択します。内線指定番号に変換する場合は任意の4桁の数字を入力します。

%   OK   ボタンをクリックします。

→［アナログポートの設定］画面にもどります。

^   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● INSナンバー・ディスプレイを契約している場合は、アナログ・ダイヤルイン機能
は使用できません。モデム・ダイヤルイン機能をご使用ください。

● アナログ通信機器にダイヤルイン番号を登録する場合は、お使いのアナログ通信機
器の取扱説明書を参照してください。登録する電話番号は、Atermに設定した（送
出する）電話番号と一致させてください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● モデム・ダイヤルインを設定したアナログポートでINSキャッチホンを利用してい
る場合、通話中にファクスの着信があると、電話の着信と同じように「ププッ」と
いう音が聞こえます。

● ファクス付電話機でリンガ呼び返し動作の場合は、ファクスと電話機の両方が呼び
出されます。

● ダイヤルインサービスをご利用の場合は、内線指定番号を設定すると電話番号の代
わりに内線指定番号が通知されます。ｉ・ナンバーをご利用の場合は、内線指定番
号をアナログ通信機器に送出することはできません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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着信した電話番号をプッシュ信号で送出する（アナログ・ダイヤルイン） 231
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着信した電話番号をプッシュ信号で送出する（アナログ・ダイヤルイン）

INSネット64の「ｉ・
ナンバー」または「ダ
イヤルインサービス」

を契約します。�

■ アナログ・ダイヤルイン�
着信した電話番号を、プッシュ信号で電話機
などに送出します。アナログ・ダイヤルイン
対応のファクス付電話機のファクス着信と電
話着信を呼び分けたり、ホームテレホンの内
線直接呼び出しなどで使用します。�

親機�
（IWX70）�

ファクス付電話機�

INSネット64

親機の設定�
着信番号�

�
内線指定番号�

アナログ・ダイヤルイン対応�
ファクス付電話機の設定�

1  03-XXXX-XX11�
2  03-XXXX-XX22

1111�
2222

1111で電話機を呼び出す�
2222でファクスを呼び出す　�

1  03-XXXX-XX11で着信した場合�
　 1111を送出し、ファクス付電話機の電話機を呼び出す。�

2  03-XXXX-XX22で着信した場合�
　 2222を送出し、ファクス付電話機のファクスを呼び出す。�

● 内線指定番号を設定すると、着信番号を内線指定番号に変換して送出します。�

『らくらくアシスタント』で設定します。
● ここでは、Windows98搭載のパソコンで『らくらくアシスタント』を使用して設定す
る場合を例に説明します。お使いの環境によっては、画面に表示される内容が異なる場
合があります。

!［ターミナルアダプタの詳細設定］画面で、アナログ・ダイヤルインを設定する
アナログポートを選択します。

→［アナログポートの設定］画面が表示されます。
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232 着信した電話番号をプッシュ信号で送出する（アナログ・ダイヤルイン）

@「情報通知サービス」で「アナログ・ダイヤルインを使用する」を選択します。

#  番号の送出方法  ボタンをクリックします。

→［アナログポート－端末番号の送出方法］画面が表示されます。

$「内線指定番号に変換して送出」を選択し、内線指定番号に任意の4桁の数字を
入力します。

%   OK   ボタンをクリックします。

→［アナログポートの設定］画面にもどります。

^   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面にもどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● INSナンバー・ディスプレイを契約している場合は、アナログ・ダイヤルイン機能
は使用できません。モデム・ダイヤルイン機能をご使用ください。

● アナログ通信機器にダイヤルイン番号を登録する場合は、お使いのアナログ通信機
器の取扱説明書を参照してください。登録する電話番号は、Atermに設定した（送
出する）電話番号と一致させてください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ●「アナログ・ダイヤルインを使用する」に設定したアナログポートに対して、内線
通話や内線転送はできません。

● おやすみモード／フラッシュモード中、INSなりわけ／疑似なりわけ利用中、ブ
ザー呼出中はアナログ・ダイヤルインは使用できません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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メール機能とは　233

5-3．Atermのメール機能
INSネット64の基本サービス「ユーザ間情報通知サービス（UUI）」と、Atermのメール機能を

組み合わせてメールサービスが利用できます。

メール機能とは

Atermで利用できるメールサービスは次の3種類です。

BIGLOBEに加入契約
をし、メールオプショ
ンの申し込みをしま

す。（有料）�
すでにBIGLOBE会員の方は、
メールオプションだけを申し
込んでください。�

�■ 電子メール着信通知�
BIGLOBEに電子メールが届くと、親機または子
機のMSGランプが点滅して電子メールの到着を
知らせます。BIGLOBEにアクセスしなくてもメ
ールの着信が確認できるので、メールの確認のた
めだけにパソコンを起動したり、インターネッ
トにアクセスする手間がはぶけます。�
また添付のユーティリティソフト『UUIメールEX』
を使うと、電子メールの送信者（From：先頭
10バイト）、用件（Subject：先頭100バイト）
をパソコンに表示することができます。�
さらにBIGLOBE側の設定で通知する条件などを
設定することで、必要なメールの到着だけに限
定して通知することもできます。�

INSネット64

親機�
（IWX70）�

BIGLOBE

BIGLOBE会員�
からのメール�

インターネット�
経由のメール�

メール到着を通知�
子機�

（RS7）�

UUIメールEXで�
メール到着情報を確認�

インター�
ネット�

着信すると�
MSGランプが�
点滅します�

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● UUIメールが着信したときの親機のMSGランプの点滅を消す場合は、親機に接続
した電話機のプッシュボタンで * * 0と押します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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234　メール機能とは

BIGLOBEに加入契約
をし、メールオプショ
ンの申し込みをしま

す。（有料）�
すでにBIGLOBE会員の方は、
メールオプションだけを申し
込んでください。�

�■ 遊遊メール（UUIメール変換サービス）�
BIGLOBEにUUIメールを送信すると、BIGLOBE
のサーバが電子メールの形式に変換してインター
ネット上に送信します。電子メールでの呼び出
しやメッセージ送信ができるPHS電話機、携
帯電話、携帯情報端末（PDA）などのショー
トメッセージサービスが利用できます。また、
親機に接続した電話機のプッシュボタンでメ
ッセージを送信（テレホン遊遊メール）する
こともできます。�

BIGLOBE

遊遊メール�
（メール1通につき0.4円）�

パソコン� 親機�
（IWX70）�

パソコン�

PHS／携帯電話�

携帯情報端末�

遊遊メール着信�

着信すると�
MSGランプが�
点滅します�
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メール機能とは　235

「ユーザ間情報通知
サービス」を「着信
許可」と申し込みます。
（無料）�

■ UUIメール�
プロバイダやパソコン通信サービスを経由せ
ずに、親機または子機と相手側のAterm間で
直接メールの送受信ができます。また、親機
に接続した電話機のプッシュボタンでメッセ
ージを送信（テレホンUUIメール）すること
もできます。�

�

IWxx

INS�
ネット64

パソコン�

パソコン�

親機�
（IWX70）�

子機�
（RS7）�

Aterm パソコン�

UUIメール�
（メール1通につき0.4円）�

UUIメール着信�

着信すると�
MSGランプが�
点滅します�

着信すると�
MSGランプが�
点滅します�
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236　メール機能を利用するには

メール機能を利用するには

Atermのメール機能を利用するには、以下の申し込みとAtermの設定が必要です。

必要な申し込み

利用するメール機能によって、INSネット64の基本サービスの契約とBIGLOBEのメー
ルオプションを次のように申し込みます。

ス�ビ�ー�サ�ル�ー�メ� ル�ー�メ�子�電�
知�通�信�着� ル�ー�メ�遊�遊� IUU ル�ー�メ�

SNI ト�ッ�ネ� 46
ス�ビ�ー�サ�本�基�

知�通�報�情�間�ザ�ー�ユ� 可�許�信�着�

知�通�号�番�者�信�発� －�

ご�話�通�（�知�通�常�通�
は�た�ま�）�知�通�非�と�
線�回�（�知�通�非�常�通�

）�知�通�非�と�ご� 1*

－�

知�通�信�着�中�信�通� 奨�推�込�申� 2* －�

EBOLGIB EBOLGIB と�入�加�の�
）�料�有�（�込�申�の�ン�ョ�シ�プ�オ�ル�ー�メ� 3* －�

み�込�し�申�

*1 「通常非通知」を契約している場合は『らくらくアシスタント』の設定で、デー
タポートの発信者番号通知を「行う」に設定します。

*2 「通信中着信通知」を申し込むと、Bチャネル2本を使った通信中でもUUIメー
ルの着信を受け付けることができます。

*3 BIGLOBEのメールオプションや申し込みについては、下記を参照してください。

■ BIGLOBEホームページ
http://www.biglobe.ne.jp/　（平成12年9月現在）

■ BIGLOBEメールオプションの設定
http://www.biglobe.ne.jp/mail/　（平成12年9月現在）
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メール機能を利用するには　237

必要な設定

親機に接続されている電話機のプッシュボタンで操作したり、添付CD-ROM『Aterm
IWX70&RS7ユーティリティ集』に収録されている『UUIメールEX』を使用してAterm
のメール機能を利用します。

ス�ビ�ー�サ�ル�ー�メ�
知�通�信�着�ル�ー�メ�子�電� ル�ー�メ�遊�遊� I�U�U� ル�ー�メ�

I�U�U� ル�ー�メ� X�E�
○�

E�B�O�L�G�I�B� 知�通�「�た�し�定�設�で�
要�必�が�録�登�の�」�名�示�表�

○�
E�B�O�L�G�I�B� の�D�I� 要�必�が�録�登�

○�

電�
話�
機�

ン�ホ�レ�テ�
I�U�U� ル�ー�メ� ×� ×� ○�

ン�ホ�レ�テ�
ル�ー�メ�遊�遊� ×� ○�

E�B�O�L�G�I�B� の�D�I� 要�必�が�録�登�
×�

ル�ー�ツ�る�す�用�使�

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ●『BIGLOBE』は、NECが運営するインターネットプロバイダです。
●『UUIメールEX』のインストール方法や使い方、テレホンUUIメール、テレホン
遊遊メールの使い方は、電子マニュアル「データ通信ガイド」の「3-2．Atermの
メール機能」を参照してください。

●『UUIメールEX』については、添付CD-ROMにHTML形式でオンラインマニュ
アルが収録されています。CD-ROMの「UUIメールEX」フォルダ内の「index.htm」
ファイルを『Internet Explorer』などのブラウザで開くと、UUIメールEXの詳
しい説明を見ることができます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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238　Atermで必要な設定

Atermで必要な設定

データポートに発信者通知番号と着信
番号を設定したあと、Atermのメール
機能を親機で利用するか、子機で利用
するかを選択します。初期値は親機で
利用するように設定されています。
● ここではWindows98搭載のパソ
コンで設定する場合を例に説明しま
す。Macintoshの場合は一部の手
順および画面が異なります。

発信者通知番号と着信番号の設定

データポートに発信者通知番号と着信
番号を設定します。

1 『らくらくアシスタント』を起動します。

2 ［らくらくアシスタントメニュー］で
［IWX70&RS7の詳細設定］をクリッ
クします。

（→「3-3．らくらくアシスタントで簡
単に設定する」P.82、「4-3．らくらく
アシスタントで簡単に設定する」
P.111）

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面が
表示されます。

● Macintoshの場合は［IWX70
らくらくアシスタント］画面で
［データポートの詳細設定］を選
択し、4 に進みます。

3 親機を接続しているデータポート（シ
リアルポートまたはUSBポート）を選
択します。

→［データポートの設定］画面が表示されます。

4 「着信番号」でメールを着信する電話番
号を確認します。

電話番号を変更する場合は、  番号設定 
ボタンをクリックして設定します。

5 「発信者番号通知」で「番号通知を行う」
を選択し、「通知番号」に相手に通知す
る電話番号を入力します。

（→「5-2．親機の電話機能」P.164）

6   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面に
もどります。
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メール機能を利用するAtermを
設定する

1 ［ターミナルアダプタの詳細設定］画面
で、親機のシリアルポートまたはUSB
ポートを選択します。

● シリアルポートとUSBポート
に共通の設定です。

→［データポートの設定］画面が表示されます。

2 ［共通設定］タブをクリックします。

3 「データポートへのUUI通知モード」の
「無線ポートへのUUI 通知をデータ
ポートにも通知する」を指定します。

親機で利用する場合はxにします。子
機で利用する場合はクリックして □ に
します。

4   OK   ボタンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面に
もどります。

5 子機のデータポートを選択します。

→［RS7の詳細設定］画面が表示されます。

● Macintoshの場合は『RS7ら
くらくユーティリティ』を起動
します。

6 「その他」の「UUIメール着信時にラン
プを点滅させる」を指定します。

親機で利用する場合はクリックして □
にします。子機で利用する場合は x に
します。

7   終了   ボタンをクリックし、   はい   ボ
タンをクリックします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面に
もどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● この設定をおこなっても、テ
レホンUUIメールの着信は通
知されません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● Atermのメール機能を利用す
るには、添付ユーティリティ
『UUIメールEX』の環境設定が
必要です。『UUIメールEX』に
ついては、電子マニュアル
「データ通信ガイド」の「3-2．
Atermのメール機能」を参照
してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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241

6 パソコンを使わないで親機を操作する�

親機に接続した電話機やファンクションボタンを使って、親機
の機能の操作や設定をする手順を説明します。�

電話機で設定する ･･･････････････････ 251

ファンクションボタンで操作する ･････ 242

1
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242　着信履歴を表示する

6-1．ファンクションボタンで操作する
液晶ディスプレイを見ながら親機前面の  、  、  のファンクションボタ

ンを使って着信履歴を表示したり、親機を初期化することができます。

パソコンを接続している場合は、『らくらくアシスタント』を使ってパソコンで設定することをお

すすめします。

着信履歴を表示する

電話Aポート、電話Bポートに着信し
た発信者番号、着信日時などを親機の
液晶ディスプレイに表示します。最大
50件分の着信履歴が記憶でき、それを
超えると古い履歴から消去されます。
着信履歴表示の詳細は「5-2．親機の電
話機能」（→P.175）を参照してくだ
さい。

1 親機前面の  ボタンを押します。

［親機液晶ディスプレイ］

キ�レ�シ�ク�チ�：� リ�ン�ャ�1

2  ボタンを押します。

キ�レ�シ�ク�チ�：� リ�ン�ャ�1
゛�シ�ウ�ョ�ヒ�

3  ボタンを押します。

→最新の着信履歴が表示されます。

ヲ�リ�ン�ク�ャ� キ�レ�シ�チ�
゛�シ�ウ�ョ�ヒ� マ�シ� ス�

↓5秒後

日�0 23 ：�3 0 5 A○�

8930 567 4 3 2 /

4  ボタンを押して着信履歴を切
り替えます。

 ボタンを押すと、1つ前の着
信履歴が表示されます。

5  ボタンを押します。

→通常の表示にもどります。

●  ボタンを押さないと、
20 秒後に通常の表示にもどり
ます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 電話機のプッシュボタンを操
作して着信履歴を表示するこ
ともできます。（→「5-2．親機
の電話機能」P.175）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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着信履歴先に電話をかける　243
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着信履歴先に電話をかける

着信履歴に記憶されている電話番号に
電話をかけます。
着信履歴先発信の詳細は「5-2．親機の
電話機能」（→P.175）を参照してくだ
さい。

1 親機前面の  ボタンを押します。

［親機液晶ディスプレイ］

キ�レ�シ�ク�チ�：� リ�ン�ャ�1

2  ボタンを押します。

キ�レ�シ�ク�チ�：� リ�ン�ャ�1
゛�シ�ウ�ョ�ヒ�

3  ボタンを押します。

→最新の着信履歴が表示されます。

ヲ�リ�ノ�シ�イ� キ�レ�ン�サ�
゛�シ�ウ�ョ�ヒ� マ�シ� ス�

↓5秒後

日�0 23 ：�3 0 5 A○�

8930 567 4 3 2 /

4  ボタンを押して、発信する電
話番号を表示します。

5  ボタンを押します。

ュ�チ�シ�ッ� ウ�ン�ハ�

→あらかじめ指定されている着信履歴先発
信する電話機（→P.244）の着信音が鳴
ります。

6 着信音が鳴っている電話機の受話器を
上げます。

〈例〉電話Aポートからの発信の場合

A゛�ロ�ナ� ク� ハ�ア� ッ� ン�シ�
XXX XXXXXXX

→着信履歴先の電話番号に発信します。

7 発信先の相手と通話します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 電話機のプッシュボタンを操作
して着信履歴先に発信すること
もできます。（→「5-2．親機の
電話機能」P.175）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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244　履歴先発信する電話機を指定する

6  ボタンを押します。

〈例〉電話Bポートを選択した場合

Bー�゜� ト�ホ� ヲ�
タ�ク�タ�ン�セ� シ�マ�シ�

→5秒後に通常の表示にもどります。

履歴先発信する電話機を指定する

着信履歴先に電話をかけるときの電話
機を指定します。工場出荷時は、電話
Aポートに接続されている電話機から
発信するように設定されています。

1 親機前面の  ボタンを押します。

［親機液晶ディスプレイ］

キ�レ�シ�ク�チ�：� リ�ン�ャ�1

2  ボタンを押します。

キ�レ�シ�ク�チ�：� リ�ン�ャ�1
゛�シ�ウ�ョ�ヒ�

3  ボタンを押します。

ト�ー�ン�シ�ハ�：� ゜�ホ�ッ�2
ク�タ�ン�セ�

4  ボタンを押します。

ヲ�゜�ホ�シ�ッ� ト�ー�ン�ハ�
ク�タ�ン�セ� ス�マ�シ�

↓5秒後

Aー�゜� ト�ホ�

5  ボタンを押して、履歴先発信
する電話機が接続してあるアナログ
ポートを選択します。

 ボタンを押すごとに電話A
ポート、電話Bポートが切り替わり
ます。
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累積料金を表示する

アナログポート、無線ポート、データ
ポートの各ポートごとに、通信した累
積料金を表示します。

1 親機前面の  ボタンを押します。

［親機液晶ディスプレイ］

キ�レ�シ�ク�チ�：� リ�ン�ャ�1

2  ボタンを押します。

ウ�リ�：� ョ�2 キ�ン�

3  ボタンを押します。

→シリアルポートの累積料金が表示されます。

セ�イ� キ�ル� シ�リ� ル�ア�
13 円�0

4  ボタンを押して表示するポー
トを切り替えます。

 ボタンを押すごとに、次のよ
うに切り替わります。

ルイセキ シリアル（シリアルポート）
↓

ルイセキ USB（USBポート）
↓

ルイセキ アナロク゛A（電話Aポート）
↓

ルイセキ アナロク゛B（電話Bポート）
↓

ルイセキ PHS A（無線Aポート）
↓
・
・
・
↓

ルイセキ PHS F（無線Fポート）
↓

ルイセキ シリアル（シリアルポート）

〈例〉電話Aポートを指定したとき

セ�イ� キ�ル� ア�ナ� ク�ロ�
5 円�0
A゛�

5  ボタンを押します。

→通常の表示にもどります。

●  ボタンを押さないと、
20 秒後に通常の表示にもどり
ます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 累積料金は『らくらくアシス
タント』で確認することもで
きます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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246　累積料金を初期化する／通信速度を切り替える（マニュアルBOD）

累積料金を初期化する

累積料金を0円にもどします。一度の
操作ですべてのポートの累積料金が初
期化されます。

1 親機前面の  ボタンを押します。

［親機液晶ディスプレイ］

キ�レ�シ�ク�チ�：� リ�ン�ャ�1

2  ボタンを3回押します。

シ�：� ョ�4 カ�キ�

3  ボタンを押します。

キ�ョ� カ�シ� ニ�メ� ュ� ヲ�ー�
ク�タ�ン�セ� ス�マ�シ�

↓5秒後

ル�：� イ�1 キ�セ� カ� ン�キ�
カ�キ�ョ�シ�

ノ�

4  ボタンを押します。

セ�イ� キ�ル� キ�カ� ン�
キ�ウ�ョ�シ� ス�カ�？�マ�シ�ョ�

● 初期化しない場合は、ここで
 ボタンを押します。

5  ボタンを押します。

タ�シ�ウ�ョ� キ�シ� シ�ョ� マ�

→5秒後に通常の表示にもどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 親機の電源を切ると累積料金は
初期化されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

通信速度を切り替える
（マニュアルBOD）

データポートで128kbpsマルチリン
クPPP通信中に、通信速度を64kbps
または128kbpsに切り替えることが
できます（「マニュアルBOD」といい
ます）。
マニュアルBODを使用するには、あら
かじめ「リソースBOD」を設定してお
きます。

1 128kbpsマルチリンクPPP通信中
に  ボタンを押します。

〈例〉64kbpsで通信していたとき

［親機液晶ディスプレイ］

21→�4 86
？�ル�ス�カ�イ�ツ�
ヘ�

〈例〉128kbpsで通信していたとき

4682 ヘ�→�1
ス�ョ�゛�シ�ク�サ� ル�？�

● 128kbps マルチリンクPPP
通信以外のデータ通信中に

 ボタンを押すと、「シ
ョウキョ　テ゛キマセン」と表示
されます。

● 通信速度を切り替えないときは、
 ボタンを押します。

2  ボタンを押します。

→液晶ディスプレイに表示されていた通信
速度に切り替わり、ピクトグラムの表示
が変わります。

〈例〉通信速度を64kbpsから
128kbpsにしたとき

ス�マ�カ�イ� シ�ツ�

〈例〉通信速度を128kbpsから
64kbpsにしたとき

シ�ョ�シ�ク� ゛�サ� マ�ス�
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● スループットBODを設定して
いる場合、データ量が少ないと

ボタンを押しても
128kbpsに切り替わりません。

● 128kbpsマルチリンクPPP通
信、リソースBODについては、
電子マニュアル「データ通信ガ
イド」の「3-1．データ通信の機
能」を参照してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ファームウェアのバージョンを表示する

親機を動作させるためのプログラムを
「ファームウェア」といい、親機に内蔵
されている不揮発性メモリ（フラッ
シュメモリ）に記憶されています。
ファームウェアにはバージョンがあり、
そのバージョンを確認することができ
ます。

1 親機前面の  ボタンを押します。

［親機液晶ディスプレイ］

キ�レ�シ�ク�チ�：� リ�ン�ャ�1

2  ボタンを5回押します。

�ン�シ�ー�ハ�：� ョ�゛�゛�6

3  ボタンを押します。

．�1��re ��．�V 01

4  ボタンを押します。

→5秒後に通常の表示にもどります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● ファームウェアをバージョン
アップして、親機に新しい機
能を追加することができます。
バージョンアップについては、
電子マニュアル「データ通信
ガイド」の「1-1．Atermを
バージョンアップする」を参
照してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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248　設定を初期化する

設定を初期化する

『らくらくアシスタント』や『らくらく
テレホン設定』で設定した内容は、親
機に内蔵されている不揮発性メモリ
（フラッシュメモリ）に書き込まれるの
で、親機の電源を切っても設定は記憶
されています。この設定内容を消去し、
増設登録をのぞいて工場出荷時と同じ
状態にもどすことができます。設定を
間違えて親機が正しく動作しなくなっ
た場合や、はじめから設定をやり直し
たいときなどに設定を初期化します。

1 親機前面の  ボタンを押します。

［親機液晶ディスプレイ］

キ�レ�シ�ク�チ�：� リ�ン�ャ�1

2  ボタンを3回押します。

シ�：� ョ�4 カ�キ�

3  ボタンを押します。

キ�ョ� カ�シ� ニ�メ� ュ� ヲ�ー�
ク�タ�ン�セ� ス�マ�シ�

4  ボタンを押します。

シ�ウ�コ�：� ウ�2 ゛�シ� ョ� カ�ッ�ュ�
シ�ニ�゛�シ� カ�キ�ョ�

5  ボタンを押します。

ッ�ュ�シ�ウ� ゛�コ� ウ�ョ� シ� ゛�シ�カ�
キ�ョ�シ�ニ� マ�シ�カ� ス�カ�？�

● 初期化しないときは、ここで
 ボタンを押します。

6  ボタンを押します。

キ�ョ� カ�シ� ュ�チ� ウ�

→初期化が終了し、工場出荷時の設定にも
どります。
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無線ポートの通信モードを指定する

子機からインターネットに接続すると
きの、通信モードを指定することがで
きます。通信モードは『らくらくアシ
スタント』などであらかじめ設定して
ありますが、親機のファンクションボ
タンを操作して、あとから通信モード
を変更することができます。
通信モードの詳細は「5-1．ワイヤレス
通信機能」（→P.126）を参照してく
ださい。

発信モードの指定

親機に設定されている通信モードでは
なく、子機から通信モードを指定して
INSネット64に発信することができ
ます。

1 親機前面の  ボタンを押します。

［親機液晶ディスプレイ］

キ�レ�シ�ク�チ�：� リ�ン�ャ�1

2  ボタンを6回押します。

　�　�゛�ト�ー�モ�ン�シ�ウ�ツ�：�7
　�　�　�　�　�　�）�ン�シ�ッ�ハ�（�

3  ボタンを押します。

4  ボタンを押して、設定する無
線ポートを切り替えます。

 ボタンを押すごとに、次の
ように切り替わります。

PHS A PORT（無線Aポート）
↓

PHS B PORT（無線Bポート）
↓
・
・
・
↓

PHS F PORT（無線Fポート）
↓

PHS A PORT（無線Aポート）

〈例〉無線Bポートを指定したとき

TROP　�B　�SHP：�2

5  ボタンを押します。

6  ボタンを押して発信モードを
切り替えます。

 ボタンを押すごとに、次のよ
うに切り替わります。

0: PIAFSスルー
↓

1: ヒト゛ウキ9.6K
↓

2: ヒト゛ウキ14.4K
↓

3: ヒト゛ウキ19.2K
↓

4: ヒト゛ウキ28.8K
↓

5: ヒト゛ウキ38.4K
↓

6: ヒト゛ウキ57.6K
↓

7:ト゛ウキ64K
↓

0: PIAFSスルー

〈例〉非同期57.6kbpsを指定した
とき

K6.75キ�ウ�゛�ト�ヒ�：�6
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250　無線ポートの通信モードを指定する

7  ボタンを押します。

K6.75キ�ウ�゛�ト�ヒ�：�6
　�　�　�タ�シ�マ�シ�ク�タ�ン�セ�ヲ�

→5秒後に通常の表示にもどります。

着信モードの指定

子機が親機からデータを受信すると
きの、無線区間の着信モードを指定
します。

1 親機前面の  ボタンを押します。

［親機液晶ディスプレイ］

キ�レ�シ�ク�チ�：� リ�ン�ャ�1

2  ボタンを7回押します。

　�　�゛�ト�ー�モ�ン�シ�ウ�ツ�：�8
　�　�　�　�　�）�ン�シ�ク�ャ�チ�（�

3  ボタンを押します。

4  ボタンを押して、設定する無
線ポートを切り替えます。

ボタンを押すごとに、次のよ
うに切り替わります。

PHS A PORT（無線Aポート）
↓

PHS B PORT（無線Bポート）
↓
・
・
・
↓

PHS F PORT（無線 Fポート）
↓

PHS A PORT（無線Aポート）

〈例〉無線Cポートを指定したとき

TROP　�C　�SHP：�3

5  ボタンを押します。

6  ボタンを押して着信モードを
切り替えます。

 ボタンを押すごとに、次のよ
うに切り替わります。

0: PIAFS 32K
↓

1: PIAFS 64K
↓

2: DLW 64K
↓

0: PIAFS 32K

〈例〉デュアルリンクワイヤレス通信
を指定したとき

　�　�　�K46　�WLD：�2
　�

7  ボタンを押します。

　�　�　�　�K46WLD
　�　�　�タ�シ�マ�シ�ク�タ�ン�セ�ヲ�

→5秒後に通常の表示にもどります。
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親機に接続する機器を設定する　251

6-2．電話機で設定する
親機に接続した電話機で、アナログポートと無線ポートの設定をします。この操作方法を『らくら

くテレホン設定』といいます。親機の液晶ディスプレイを見ながら、電話Aポートまたは電話Bポー

トに接続された電話機またはファクス付電話機のプッシュボタンで操作します。

パソコンを接続している場合は、『らくらくアシスタント』を使ってパソコンで設定することをお

すすめします。

親機に接続する機器を設定する

親機のアナログポートと無線ポートに
接続している通信機器の種類を設定し
ます。

アナログポートに接続する機器の
設定

親機の電話Aポート、電話Bポートに
接続した通信機器の種類を設定します。
工場出荷時には、すべてのポートが「電
話機」に設定されています。

1 親機のアナログポートに接続した電話
機の受話器を上げ、 * * 1 * と押
します。

● 親機の液晶ディスプレイに次の
ように表示されたときは、通話
中または通信中のため設定でき
ません。通話が終わってから操
作してください。

［親機液晶ディスプレイ］

ュ�ヨ�シ�ー�°� ト� チ�ウ�ホ� ウ�
イ�テ�ッ�セ� フ�カ�

2 設定するアナログポートによって、次
のようにプッシュボタンを押します。

1 電話Aポート

2 電話Bポート

3 * 0 1 * と押します。

4 接続している通信機器によって、次の
ようにプッシュボタンを押します。

0 電話機

1 ファクスまたはファクス付
電話機、モデム

2 接続しない

5 #を押します。

● ほかのポートを続けて設定する
ときは、2 にもどります。

6 # を押してから、受話器を置きます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 接続しないポートは 4 で必ず
「接続しない」に設定してくだ
さい。設定していないと、話し
中のときでも、相手側に呼出
音が流れてしまいます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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252　親機に接続する機器を設定する

無線ポートに接続する機器の設定

無線ポートに接続した機器の種類を設
定します。PHS電話機などを増設登録
した場合は、この設定が必要です。使
用しない無線ポートの設定は不要です。

1 親機のアナログポートに接続した電話
機の受話器を上げ、 * * 7 * と押
します。

● 親機の液晶ディスプレイに次の
ように表示されたときは、通話
中または通信中のため設定でき
ません。通話が終わってから操
作してください。

［親機液晶ディスプレイ］

ュ�ヨ�シ�ー�°� ト� チ�ウ�ホ� ウ�
イ�テ�ッ�セ� フ�カ�

2 設定する無線ポートによって、次のよ
うにプッシュボタンを押します。

1 無線Aポート

2 無線Bポート

3 無線Cポート

4 無線Dポート

5 無線Eポート

6 無線Fポート

3 * 0 1 * と押します。

4 接続している通信機器によって、次の
ようにプッシュボタンを押します。

0 リモートステーション（音
声）、PHS（音声）

1 リモートステーション
（FAXやモデム）

2 音声、FAX（モデム）通信
をしない（データ通信専用）

5 # を押します。

● ほかのポートを続けて設定する
ときは、2 にもどります。

6 # を押してから、受話器を置きます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● ワイヤレスセットに同梱の
RS7は工場出荷時に、「無線A
ポート」、「リモートステーショ
ン（音声）、PHS（音声）」と登
録されています。あらためて登
録する必要はありません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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ｉ・ナンバーを設定する

INSネット64の付加サービス「ｉ・ナ
ンバー」を契約している場合は、以下の
設定をします。ｉ・ナンバーを利用する
と、2つまたは3つの電話番号で機器
を呼び分けることができます。各電話
番号は「ｉ・ナンバー情報1」、「ｉ・ナ
ンバー情報2」、「ｉ・ナンバー情報3」
と区別します。
ｉ・ナンバーの詳細は「5-2．親機の電
話機能」（→P.177）を参照してくだ
さい。

ｉ・ナンバー使用の設定

ｉ・ナンバーを「使用する」に設定し
ます。

1 親機のアナログポートに接続した電話
機の受話器を上げ、 * * 1 * 4
* 7 6 * と押します。

2 1 を押し、ｉ・ナンバーを「使用する」
に設定します。

［親機液晶ディスプレイ］

ハ�ナ�・� ン�i
1

ー�゛�
ス�：� ル�

● 使用しない場合は 0 を押します。

3 # # と押してから、受話器を置き
ます。

i・ナンバー情報の登録

INSネット64で契約した電話番号（ｉ・
ナンバー情報）を親機に登録します。

1 電話機の受話器を上げ、* * 1 *
と押します。

2 5 * 9 0 と押します。

3 登録するｉ・ナンバー情報1 ～3 に
よって、次のようにプッシュボタンを
押します。

1 ｉ・ナンバー情報1の電
話番号を登録

2 ｉ・ナンバー情報2の電
話番号を登録

3 ｉ・ナンバー情報3の電
話番号を登録

● 親機の液晶ディスプレイに表示
されている電話番号を変更しな
い場合は、# を押してから 4
に進みます。

4 * を押してから、登録する電話番号を
市外局番から押します。

〈例〉03-1234-5678の場合

* 0 3 1 2 3 4 5
6 7 8 と押す

［親機液晶ディスプレイ］

ハ�ン�゛� ワ�テ�
130

ン�コ�゙ �ウ�
8765432
1 ：�゛�
＿�

● 電話番号を間違えて押したとき
は * * を押すと、末尾の1文
字を削除できます。

5 # # と押します。

● 他のｉ・ナンバー情報を登録す
るときは、2 にもどります。

6 # を押してから、受話器を置きます。
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254　ｉ･ナンバーを設定する

電話番号の割り当て

登録したｉ・ナンバー情報で、どのポー
トを呼び出すかを設定します。使用し
ているアナログポート、無線ポートの
すべてに電話番号を割り当てます。

1 電話機の受話器を上げ、アナログポー
トを設定するときは * * 1 * 、無
線ポートを設定するときは * * 7
* と押します。

2 設定するポートによって、次のように
プッシュボタンを押します。

■ アナログポートを設定するとき
1 電話Aポート

2 電話Bポート

■ 無線ポートを設定するとき

0 全無線ポート共通

1 無線Aポート

2 無線Bポート

3 無線Cポート

4 無線Dポート

5 無線Eポート

6 無線Fポート

3 * 9 4 * と押します。

4 選択したポートに着信させたい電話番
号（ｉ・ナンバー情報）によって、次
のようにプッシュボタンを押します。

1 ｉ・ナンバー情報1の電
話番号で着信

2 ｉ・ナンバー情報2の電
話番号で着信

3 ｉ・ナンバー情報3の電
話番号で着信

5 # を押します。

● 他のポートを割り当てるときは、
2 にもどります。

6 無線ポートの設定をしたときは、 * *
7 * 0 * 9 4 * # # と押し
ます。

7 # を押してから、受話器を置きます。

相手に知らせる電話番号の設定
（発信者番号指定）

電話をかけたときに相手に通知する電
話番号を、ポートごとに設定します。
発信者番号指定の詳細は「5-2．親機の
電話機能」（→P.166）を参照してく
ださい。

1 電話機の受話器を上げ、アナログポー
トを設定するときは * * 1 * 、無
線ポートを設定するときは * * 7
* と押します。

2 設定するポートによって、次のように
プッシュボタンを押します。

■ アナログポートを設定するとき
1 電話Aポート
2 電話Bポート

■ 無線ポートを設定するとき
1 無線Aポート
2 無線Bポート
3 無線Cポート
4 無線Dポート
5 無線Eポート

6 無線Fポート

3 * 9 5 と押します。

4 * を押します。

● 親機の液晶ディスプレイに表示
されている設定値を変更しない
場合は、* を押さずに 6 に進
みます。

5 通知する電話番号（ｉ・ナンバー情報）
によって、次のようにプッシュボタン
を押します。

1 ｉ・ナンバー情報1の電
話番号を通知

2 ｉ・ナンバー情報2の電
話番号を通知

3 ｉ・ナンバー情報3の電
話番号を通知

6 # を押します。

● 他のポートを設定するときは、
2 にもどります。

7 # を押してから、受話器を置きます。
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ダイヤルインサービスを設定する

INSネット64の付加サービス「ダイ
ヤルインサービス」を契約している場
合は、以下の設定をします。ダイヤル
インサービスを利用すると、2つ以上
の電話番号で機器を呼び分けることが
できます。INSネット64を契約した
電話番号を「契約者回線番号」、呼び分
けのための追加番号を「ダイヤルイン
番号1」、「ダイヤルイン番号2」と区
別します。親機はダイヤルイン番号を
最大7つまで登録できるので、契約者
回線番号と合わせて2～8つの電話番
号で機器を呼び分けることができます。
ダイヤルインサービスの詳細は「5-2．
親機の電話機能」（→P.180）を参照
してください。

電話番号の登録

契約者回線番号とダイヤルイン番号を親
機の着信番号リストに登録します。

1 親機のアナログポートに接続した電話
機の受話器を上げ、 * * 1 * と押
します。

2 4 * 8 と押します。

3 着信番号リストの番号によって、次の
ようにプッシュボタンを押します。

0 番号0 （契約者回線番号
を登録）

1 番号1 （ダイヤルイン番
号1を登録）

 ： 　　： ：
 ： 　　： ：

7 番号7 （ダイヤルイン番
号7を登録）

● すでに電話番号が登録してあっ
て変更しない場合は、 5 へ進み
ます。

4 * を押してから、登録する電話番号を
市外局番から押します。

〈例〉着信番号0に電話番号03-
1234-5678を登録する場合
* 0 3 1 2 3 4 5
6 7 8 と押す

［親機液晶ディスプレイ］

ト�ア�ク�ャ�チ� ゛�
＿�8765432130

：�0

● 電話番号を間違えて押したとき
は * * を押すと、末尾の1文
字を削除できます。

● 液晶ディスプレイの表示桁数
（12桁）より多く番号を押した
ときは、先頭に i が付いて画面
が切り替わります。* 1 を押
すと右端に h が表示され、1～
11桁が表示されます。もう一度
* 1 を押すと、12桁目以降
の表示にもどります。

〈例〉03XXXXXXXX12345の場合

゛�ト�ア�ツ�ハ�
1XXXXXXXX30
：�

↓↑* 1 を押すごと
に切り替わります

5432 ＿�

5 # # と押します。

● 他の電話番号を登録するときは、
2 にもどります。

6 # を押してから、受話器を置きます。
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電話番号の割り当て

登録した契約者回線番号、ダイヤルイ
ン番号で、どのポートを呼び出すかを
設定します。

1 電話機の受話器を上げ、アナログポー
トを設定するときは * * 1 * 、無
線ポートを設定するときは * * 7
* と押します。

2 設定するポートによって、次のように
プッシュボタンを押します。

■ アナログポートを設定するとき

1 電話Aポート

2 電話Bポート

■ 無線ポートを設定するとき

0 全無線ポート共通

1 無線Aポート

2 無線Bポート

3 無線Cポート

4 無線Dポート

5 無線Eポート

6 無線Fポート

3 * 9 1 * と押します。

4 割り当てる電話番号を表示し、 0 を押
して割り当てます。

次の操作で表示を切り替えます。

1 電話番号の続き（12桁以
降）を表示する

2 割り当て状況を表示する

3 次の番号を表示する

4 前の番号を表示する

→割り当てると親機の液晶ディスプレイの
右端に「●」が表示されます。

［親機液晶ディスプレイ］

ト�ア�ク�ャ�チ� ゛� 0
XXXXXXXXXX

：� ●�

5 # を押します。

● 他のポートを割り当てるとき
は、2 にもどります。

6 # を押してから、受話器を置きます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 無線ポートをダイヤルイン
番号で呼び出す場合は、1つ
の電話番号で全無線ポート
を呼び出すか、1 つの無線
ポートだけを呼び出すかの
どちらかになります。同じ
電話番号を複数の無線ポー
トに割り当てると無線ポー
トのA～Fの順に設定が優先
され、1つの無線ポートだけ
が呼び出されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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相手に知らせる電話番号の設定
（発信者番号指定）

電話をかけたときに相手に通知する電
話番号を、ポートごとに設定します。
発信者番号指定の詳細は「5-2．親機
の電話機能」（→P.166）を参照して
ください。

1 電話機の受話器を上げ、アナログポー
トを設定するときは * * 1 * 、無
線ポートを設定するときは * * 7
* と押します。

2 設定するポートによって、次のように
プッシュボタンを押します。

■ アナログポートを設定するとき

1 電話Aポート

2 電話Bポート

■ 無線ポートを設定するとき

0 全無線ポート共通

1 無線Aポート

2 無線Bポート

3 無線Cポート

4 無線Dポート

5 無線Eポート

6 無線Fポート

3 * 9 2 と押します。

4 * を押します。

● 親機の液晶ディスプレイに表示
されている設定値を変更しない
場合は、* を押さずに 6 に進
みます。

5 通知する電話番号を市外局番から押し
ます。

〈例〉03-1234-5678の場合

0 3 1 2 3 4 5 6
7 8 と押す

［親機液晶ディスプレイ］

゛�ア�ツ� ト�ハ�
8765 ＿�430 13 2

：�

● 電話番号を間違えて押したとき
は * * を押すと、末尾の1文
字を削除できます。

● 液晶ディスプレイの表示桁数
（12桁）より多く番号を押した
ときは、先頭に i が付いて画面
が切り替わります。* 1 を押
すと右端に h が表示され、1～
11桁が表示されます。もう一度
* 1 を押すと、12桁目以降
の表示にもどります。

〈例〉03XXXXXXXX12345の場合

゛�ト�ア�ツ�ハ�
1XXXXXXXX30
：�

↓↑* 1 を押すごと
に切り替わります

5432 ＿�

6 # を押します。

● 他のポートを設定するときは、
2 にもどります。

7 # を押してから、受話器を置きます。
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無線ポートのグローバル着信の設定

契約者回線番号で呼び出す無線ポート
を設定します。PHS電話機などを増設
登録した場合は、この設定が必要です。
アナログポートと異なり、無線ポート
ではすべての無線ポートを呼び出す
「一斉呼出」か、どれか1つのポートを
呼び出す「個別呼出」のどちらかの設
定になります。

1 電話機の受話器を上げ、* * 7 *
0 * 2 1 * と押します。

2 契約者回線番号で呼び出す無線ポート
によって、次のようにプッシュボタン
を押します。

0 全無線ポート（一斉呼出）

1 無線Aポート

2 無線Bポート

3 無線Cポート

4 無線Dポート

5 無線Eポート

6 無線Fポート

● 設定を変更しないときは 3 に
進みます。

3 ## と押してから、受話器を置き
ます。

アナログポートのグローバル着信の
設定

契約者回線番号で呼び出すアナログ
ポートは「グローバル着信を利用する」
に設定し、契約者回線番号で呼び出さ
ないアナログポートには「グローバル
着信を利用しない」に設定します。

1 電話機の受話器を上げ、* * 1 *
と押します。

2 設定するアナログポートによって、次
のようにプッシュボタンを押します。

1 電話Aポート

2 電話Bポート

3 * 0 5 * と押します。

4 グローバル着信を利用する場合は 0 、
利用しない場合は 1 を押します。

5 # を押します。

● 他のアナログポートを設定する
ときは、2 にもどります。

6 # を押してから、受話器を置きます。

IWX70&RS7_6章(251-259) 00.9.22, 9:29 PMPage 258 Adobe PageMaker 6.5J/PPC



キャッチホンを設定する／ INSナンバー・ディスプレイ／ INSナンバー・リクエストを設定する　259

パ
ソ
コ
ン
を
使
わ
な
い
で

親
機
を
操
作
す
る

6-2 

電
話
機
で
設
定
す
る

キャッチホンを設定する

「キャッチホン」を利用する場合は、以
下の設定をします。
キャッチホンの使い方などの詳細は
「5-2．親機の電話機能」（→P.156）を
参照してください。

1 電話機の受話器を上げ、アナログポー
トを設定するときは * * 1 * 、無
線ポートを設定するときは * * 7
* と押します。

2 設定するポートによって、次のように
プッシュボタンを押します。

■ アナログポートを設定するとき

1 電話Aポート

2 電話Bポート

■ 無線ポートを設定するとき

0 全無線ポート共通

1 無線Aポート

2 無線Bポート

3 無線Cポート

4 無線Dポート

5 無線Eポート

6 無線Fポート

3 * 0 2 * と押します。

4 INSネット64の付加サービスの「INS
キャッチホン」を使用する場合は 1 、
Atermの機能の「疑似キャッチホン」
を使用する場合は 2 を押します。

5 # を押します。

● 他のアナログポートを設定する
ときは、2 にもどります。

6 # を押してから、受話器を置きます。

INSナンバー・ディスプレイ／INS
ナンバー・リクエストを設定する

INSネット64の付加サービス「INSナ
ンバー・ディスプレイ」、または「INS
ナンバー・リクエスト」を契約してい
る場合は、電話Aポートと電話Bポー
トにそれぞれ以下の設定をします。
INSナンバー・ディスプレイとINSナ
ンバー・リクエストの詳細は、「5-2．親
機の電話機能」（→P.168）を参照し
てください。

1 電話機の受話器を上げ、* * 1 *
と押します。

2 設定するポートによって、次のように
プッシュボタンを押します。

1 電話Aポート

2 電話Bポート

3 * 1 0 * 1 と押します。

4 相手からのサブアドレスを表示しない
場合は 0 、表示する場合は 1 を押
します。

5 # を押します。

● 他のアナログポートを設定する
ときは、2 にもどります。

6 # を押してから、受話器を置きます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● INSナンバー・ディスプレイ／
INSナンバー・リクエストを利
用する場合は、NTT東日本ま
たはNTT西日本への設定が必
要です。詳細はNTT東日本・
NTT西日本へお問い合わせく
ださい。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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260　INSボイスワープ／ INSボイスワープ・セレクトを設定する

お出かけ設定

お出かけ設定を「ボイスワープ転送
モード」に設定します。

1 電話機の受話器を上げ、 * * 1 * 4
* 7 3 * 3 # # と押します。

2 受話器を置きます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● INSボイスワープ／ INSボイ
スワープ・セレクトを利用す
る場合は、転送先の電話番号
の設定が必要です。詳細は
NTT東日本・NTT西日本へお
問い合わせください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

INSボイスワープ／INSボイス
ワープ・セレクトを設定する

INSネット64の付加サービス「INSボ
イスワープ」、または「INSボイスワー
プ・セレクト」を契約している場合は、
以下の設定をします。ボイスワープセ
ンターへの転送開始モードを設定して
から、お出かけ設定を「ボイスワープ
転送モード」に設定します。
INS ボイスワープと INS ボイスワー
プ・セレクトの使い方などの詳細は、
「5-2．親機の電話機能」（→P.196）を
参照してください。

転送モードの選択

ボイスワープで転送するときの条件を
設定します。すべての着信を転送する
「無条件転送」、設定した秒数以内に応
答しなかった場合に転送する「無応答
時転送」、話し中の場合に転送する「話
中時転送」、話し中の場合またはあらか
じめ設定した秒数以内に応答しなかっ
た場合に転送する「無応答／話中時に
転送」の4種類の中から選択します。

1 電話機の受話器を上げ、* * 1 *
4 * 7 4 *と押します。

2 設定する転送モードによって、次のよ
うにプッシュボタンを押します。

1 無条件に転送

2 無応答のときに転送

3 話し中のときに転送

4 無応答または話し中のとき
に転送

3 ## と押してから、受話器を置き
ます。
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設定を初期化する

『らくらくアシスタント』や『らくらく
テレホン設定』で設定した内容は、親
機に内蔵されている不揮発性メモリ
（フラッシュメモリ）に書き込まれるの
で、親機の電源を切っても設定は記憶
されています。この設定内容を消去し、
増設登録をのぞいて工場出荷時と同じ
状態にもどすことができます。設定を
間違えて親機が正しく動作しなくなっ
た場合や、はじめから設定をやり直し
たいときなどに初期化します。

1 親機のアナログポートに接続した電話
機の受話器を上げ、 * * 9 8 *
と押します。

2 受話器を置きます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 無線ポートに登録されている
PHS電話機の機種や電波の状
態によっては、初期化実行後
30秒～1分程度PHS電話機
が使えないことがあります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 通信中に初期化をおこなうと、
すべての通信が切断されます。
通信が終了してから実行して
ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

液晶ディスプレイのバックライトを
設定する

親機前面の液晶ディスプレイはバック
ライトで点灯します。このバックライ
トの点灯モードを電話機で変更するこ
とができます。
点灯モードは次の5種類があります。

■ 消灯モード
バックライトは点灯しません。

■ 点灯モード
親機の電源がONの間、点灯します。

■ AUTOモード［初期設定］
発信中と着信中に点灯し、それ以外の
ときは消灯しています。

■ AUTO＋データ通信中点灯モード
AUTOモードのときの点灯に加えて、
データ通信中も点灯します。

■ AUTO ＋B チャネル使用中点灯
モード
AUTOモードのときの点灯に加えて、
Bチャネル使用中も点灯します。

1 親機のアナログポートに接続した電話
機の受話器を上げ、設定するモードに
よって、次のようにプッシュボタンを
押します。

* * 8 0 0 消灯モード

* * 8 0 1 点灯モード

* * 8 0 2 AUTOモード

* * 8 0 3 AUTO＋データ
通信中点灯モード

* * 8 0 4 AUTO＋Bチャ
ネル使用中点灯
モード

2 受話器を置きます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 停電時は、いずれのモードで
も液晶ディスプレイは点灯し
ません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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迷惑電話を登録する

いたずら電話など、出たくない相手から
の電話を、迷惑電話用の電話帳に登録
し、着信を拒否することができます。迷
惑電話を着信した電話機で、かかってき
た直後に相手の電話番号を登録します。
迷惑電話の詳細は「5-2．親機の電話機
能」（→P.217）を参照してください。

1 迷惑電話がかかってきたら、いったん
受話器を上げたあと、電話を切ります。

2 着信した電話機の受話器を上げ、 * *
5 2 と押します。

→親機の液晶ディスプレイに相手の電話番
号が表示されます。

［親機液晶ディスプレイ］

゛�テ�ワ�イ� ン�ク�メ� ク�ロ�ウ�ト�ワ�
XXXX30 XXX X

3 1 を押します。

XXX3 XX0 XXX
シ�ヒ�ョ�キ� ス�マ�

● 電話番号を通知していない着信
（P:ヒツウチ、C:コウシュウテ゛
ンワ、O:ヒョウシ゛ケンカ゛イ）
も迷惑電話に登録することがで
きます。この場合は「P:ヒツウチ
シマスカ？」と表示されます。

4 # を押してから、受話器を置きます。

→迷惑電話用電話帳に、相手の電話番号が
登録されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 迷惑電話防止機能を利用する
には、INSネット64の「INS
ナンバー・ディスプレイ」を契
約してください。（→P.168）

● 電話番号が非通知の着信を迷
惑電話に登録すると、電話番
号を通知していない着信がす
べて受けられなくなりますの
で注意してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

累積料金を表示する

アナログポート、無線ポート、データ
ポートの各ポートごとに、通信した累
積料金を表示します。

1 親機のアナログポートに接続した電話
機の受話器を上げ、表示するポートに
よって次のようにプッシュボタンを押
します。

* * 1 * アナログポートと
データポートの累
積料金

* * 7 * 無線ポートの累積
料金

2 アナログポートおよびデータポートの
場合は 4  、無線ポートの場合は 0
を押します。

3 * 7 0 * と押します。

〈例〉アナログポートを指定したとき

［親機液晶ディスプレイ］

シ�セ�イ� リ�キ�ル� ル�ア�
円�0061 5

4 * を押して表示するポートを切り替え
ます。

* を押すごとに次のように切り替わり
ます。

■ アナログポート／データポート指定し
たとき
ルイセキ　シリアル（シリアルポート）

↓
ルイセキ　USB（USBポート）

↓
ルイセキ　アナロク゛A（電話Aポート）

↓
ルイセキ　アナロク゛B（電話Bポート）

↓
ルイセキ　シリアル（シリアルポート）
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■ 無線ポートを指定したとき
ルイセキ　PHS-A（無線Aポート）

↓
ルイセキ　PHS-B（無線Bポート）

↓
・
・
・
↓

ルイセキ　PHS-F（無線Fポート）
↓

ルイセキ　PHS-A（無線Aポート）

● 累積料金を0 円にする場合は、
ここで、1 を押します。すべて
のポートの累積料金が0円にな
ります。

5 # # を押してから、受話器を置き
ます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 親機の電源を切ると、累積料
金は初期化されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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その他の機能の設定方法

次ページ以降を参照し、機能番号と設定値を  にあてはめて電話機のプッシュボタンを
押して設定します。

全アナログポート共通(1)4

全アナログポート共通(2)5

受話器を�
上げる�

受話器を�
置く�

＊
�

＊
�

1 ＊
�

＊
�

＊
�

＃�＃�機能番号� 設定値�

② 設定ポートの選択�

③ 設定� ④ 設定終了�

① 設定開始�

7 ＊
�

無線Aポート�1

無線Cポート�3

無線Bポート�2

無線Dポート�4

電話Aポート�1

電話Bポート�2

無線Eポート�5

アナログポート�

無線ポート�

無線Fポート�6

全無線ポート共通�0

〈例〉電話Aポートに電話機を接続する設定（アナログポート／無線ポート個別設定）

受話器を�
上げる�

①� ②�

③� ④�

電話Aポート�＊
�

＊
�

1 ＊
�

0 1 0

1

＊
�

＊
�

＃�＃� 受話器を�
置く�

〈例〉ボイスワープ転送モードを「話し中時転送」に設定（全アナログポート共通設定1
／無線ポート共通設定）

受話器を�
上げる� 全無線ポート共通�＊

�

＊
�

7 ＊
�

7 4 3

0

＊
�

＊
�

＃�＃� 受話器を�
置く�

①� ②�

③� ④�

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 設定をおこなう電話機以外は、受話器を置いた状態にしてください。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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アナログポート／無線ポート個別設定

電話Aポート、電話Bポート、無線A～Fポートを個別に設定します。
● 無線ポートは、PHS電話機などを増設登録した場合にこの設定が必要です。

受話器を�
上げる�

受話器を�
置く�

＊
�

＊
�

1 ＊
�

＊
�

＊
�

＃�＃�機能番号� 設定値�

7 ＊
�

無線Aポート�1

無線Cポート�3

無線Bポート�2

無線Dポート�4

電話Aポート�1

電話Bポート�2

無線Fポート�6

無線Eポート�5

アナログポート�

無線ポート�

能�機�
能�機�
号�番�

容�内�定�設� 値�定�設�

録�登�／�続�接�
択�選�器�機�
ポ�グ�ロ�ナ�ア�（�

）�ト�ー� )1

10

）�声�音�（�話�電� 0

XAF ム�デ�モ�／� 1

し�な� 2

録�登�／�続�接�
択�選�器�機�
）�ト�ー�ポ�線�無�（�

10

ョ�シ�ー�テ�ス�ト�ー�モ�リ�
、�）�声�音�（�ン� SHP

）�声�音�（�
0

ョ�シ�ー�テ�ス�ト�ー�モ�リ�
（�ン� /XAF ）�ム�デ�モ� 1

、�声�音� /XAF ム�デ�モ�
デ�（�い�な�し�を�信�通�

）�用�専�信�通�タ�ー�
2

ホ�チ�ッ�ャ�キ�
ン� 20

い�な�し�用�使� 0

SNI ン�ホ�チ�ッ�ャ�キ� 1

ン�ホ�チ�ッ�ャ�キ�似�疑� 2

信�着�別�識� 30

い�な�し�用�使� 0

SNI 別�識�け�わ�り�な�
信�着� 1

信�着�別�識�似�疑� 2

SNI ャ�キ�け�わ�り�な�
キ�択�選�／�ン�ホ�チ�ッ�

ン�ホ�チ�ッ�ャ�
3

／�ン�ホ�チ�ッ�ャ�キ�似�疑�
ン�ホ�チ�ッ�ャ�キ�択�選� 4

能�機�
能�機�
号�番�

容�内�定�設� 値�定�設�

*CLH 40

い�な�し�用�使� 0

る�す�用�使� 1

判�信�着�が�る�す�用�使�
い�な�し�定� 2

ル�バ�ー�ロ�グ�
信�着�* 50

る�す�信�着� 0

い�な�し�信�着� 1

レ�ド�ア�ブ�サ�
信�着�し�な�ス� * 60

る�す�信�着� 0

い�な�し�信�着� 1

桁�ル�ヤ�イ�ダ�
マ�イ�タ�間� 70

5秒� 0

9秒� 1

11 秒� 2

31 秒� 3

グ�ン�キ�ッ�フ�
マ�イ�タ�出�検� * 80

30.0 ～�1秒� 0

3.0 ～�1秒� 1

5.0 ～�5.1 秒� 2

号�番�者�信�発�
知�通� 90

い�な�し�知�通� 0

る�す�知�通� 1

SNI ト�ッ�ネ� 46 申�の�
り�通�み�込�し� 2

ー�サ�知�通�報�情�
ブ�サ�の�時�ス�ビ�

ス�レ�ド�ア�
11

い�な�け�つ� 0

る�け�つ� 1*

＊ アナログポートのみの機能�「設定内容」の太字は初期値�

1）「接続／登録機器選択」を「なし」（使用しない）に設定したアナログポートは、機能の設定時に選択
できません。
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の�」�容�内�定�設�「� 字�太� 値�期�初�は�

能�機�
能�機�
号�番�

容�内�定�設� 値�定�設�

量�音�話�受� * 21

小� 0

中� 1

大� 2

パ�ス�ー�バ�リ�
出�送�ス�ル� * 31

い�な�し�出�送� 0

る�す�出�送� 1

受�の�中�話�通�
更�変�量�音�話� * 41

い�な�し�更�変�
）�効�無�＃�＊�（� 0

る�す�更�変�
）�効�有�＃�＊�（� 1

ギ�ン�リ�別�識�
グ�ン� * 51

い�な�し�用�使� 0

SNI け�わ�り�な� 1

け�わ�り�な�似�疑� 2

ホ�チ�ッ�ャ�キ�
ス�ィ�デ�・�ン�

イ�レ�プ� *
81

い�な�し�用�使� 0

る�す�用�使� 1

選�号�番�信�着�
択� 19

8 ら�か�号�番�信�着�の�つ�
択�選�
：�択�選�　� 0
：�頁�次�　� 1

：�認�確�号�番�択�選�　� 2
：�照�参�号�番�次�　� 3
：�照�参�号�番�前�　� 4

－�

能�機�の�み�の�ト�ー�ポ�グ�ロ�ナ�ア�＊�

能�機�
能�機�
号�番�

容�内�定�設� 値�定�設�

知�通�に�手�相�
番�話�電�る�す�

号� ヤ�イ�ダ�（�
ビ�ー�サ�ン�イ�ル�
）�時�用�利�ス�

29 23 で�ま�桁�
（�0～�9 ）�用�使�み�の� 0～9

レ�ド�ア�ブ�サ�
ス� 39 91 で�ま�桁�

（�0～�9 ）�用�使�み�の� 0～9

ト�ー�ポ�信�着� 49

i 報�情�ー�バ�ン�ナ�・� 1 1

i 報�情�ー�バ�ン�ナ�・� 2 2

i 報�情�ー�バ�ン�ナ�・� 3 3

知�通�に�手�相�
番�話�電�る�す�

号� ン�ナ�・�ｉ�（�
）�時�用�利�ー�バ�

59

i 報�情�ー�バ�ン�ナ�・� 1 1

i 報�情�ー�バ�ン�ナ�・� 2 2

i 報�情�ー�バ�ン�ナ�・� 3 3

能機 号番能機 容内定設 値定設

知通報情
スビーサ * 01

いなし 0

イレプスィデ・ーバンナ 1

ンイルヤイダ・ムデモ
)2

2

ンイルヤイダ・グロナア
)2

3

イレプスィデ・ーバンナ
ンイルヤイダ・ムデモ＋ 4

2）アナログ・ダイヤルインまたはモデム・ダイヤルインを使用する（アナログポートのみ）場合は、「全
アナログポート共通設定1／無線ポート共通設定」で、内線指定番号を設定します。通常は設定す
る必要はありません。
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全アナログポート共通設定1／無線ポート共通設定

電話Aポート、電話Bポート、無線A～Fポートに共通の設定をします。
● 無線ポートは、PHS電話機などを増設登録した場合にこの設定が必要です。

受話器を�
上げる�

受話器を�
置く�

＊
�

＊
� 1 ＊
�

＊
�

＊
�

＃�＃�

機能番号�

設定値�

7 ＊
�

全無線ポート共通�0

全アナログポート共通14

の�」�容�内�定�設�「� 字�太� 値�期�初�は�

能�機�
能�機�
号�番�

容�内�定�設� 値�定�設�

ト�ー�ポ�線�無�
出�呼� ** 12

出�呼�斉�一�末�端�全� 0

線�無�A ト�ー�ポ� 1

線�無�B ト�ー�ポ� 2

線�無�C ト�ー�ポ� 3

線�無�D ト�ー�ポ� 4

線�無�E ト�ー�ポ� 5

線�無�F ト�ー�ポ� 6

い�な�さ�出�び�呼� 7

着�の�時�電�停�
信�（�A ー�ポ�

）�み�の�ト� *
22

ー�ザ�ブ�信�着� 0

ガ�ン�リ�信�着� 1

し�な�信�着� 3

ポ�信�着�先�優�
ト�ー� )1 * 32

し�な�先�優� 0

A 先�優�ト�ー�ポ� 1

B 先�優�ト�ー�ポ� 2

／�話�通�線�内�
送�転�線�内� * 42

い�な�し�用�使� 0

る�す�用�使� 1

話�通�者�三� * 52

い�な�し�用�使� 0

話�通�者�三� 1

話�通�者�三�似�疑� 2

送�転�中�信�通�
* 62

い�な�し�用�使� 0

る�す�用�使� 1

転�信�着�択�選�
送�* 82

送�転�件�条�無� 0

SNI に�能�機�け�わ�り�な�
送�転�る�よ� 1

送�転�信�着�別�識� 2

　�　�能�機�の�み�の�ト�ー�ポ�グ�ロ�ナ�ア�＊�
能�機�る�き�で�用�使�も�で�ト�ー�ポ�線�無�＊�＊�

能�機�
能�機�
号�番�

容�内�定�設� 値�定�設�

先�送�転�信�着�
ス�レ�ド�ア� *

03 先�送�転�信�着� )0( ／�
i 報�情�ー�バ�ン�ナ�・� 1

0～913 先�送�転�信�着� )1( ／�
i 報�情�ー�バ�ン�ナ�・� 2

23 先�送�転�信�着� )2( ／�
i 報�情�ー�バ�ン�ナ�・� 3

転�号�番�話�電�
ル�ー�メ�先�送�

ス�レ�ド�ア� *

53 ド�ア�ル�ー�メ�先�送�転�
ス�レ� )0(

字�数�英�
号�記�
)2

63 ド�ア�ル�ー�メ�先�送�転�
ス�レ� )1(

73 ド�ア�ル�ー�メ�先�送�転�
ス�レ� )2(

元�送�転�信�着�
／�ス�レ�ド�ア�
レ�ド�ア�ブ�サ�

ス�3 *)

04
元�送�転�信�着� )0( 0～9

i 報�情�ー�バ�ン�ナ�・� 1 2,1

14
元�送�転�信�着� )1( 0～9

i 報�情�ー�バ�ン�ナ�・� 2 2,1

24
元�送�転�信�着� )2( 0～9

i 報�情�ー�バ�ン�ナ�・� 3 2,1

34 ア�ブ�サ�元�送�転�信�着�
ス�レ�ド� )0( 0～9

44 ア�ブ�サ�元�送�転�信�着�
ス�レ�ド� )1( 0～9

54 ア�ブ�サ�元�送�転�信�着�
ス�レ�ド� )2( 0～9

別�識�・�縮�短�
号�番� *

05
～�
95

分�部�ス�レ�ド�ア� 0～9

06
～�
96

分�部�ス�レ�ド�ア�ブ�サ� 0～9
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1）「接続／登録機器選択」を「なし」（使用しない）に設定したアナログポートは、選択できません。

2）英数字記号の指定の仕方は、電子マニュアル「データ通信ガイド」の「3-2．Atermのメール機能」
を参照してください。

3）あわせて「着信番号」を設定してください。

の�」�容�内�定�設�「� 字�太� 値�期�初�は�

能�機�
能�機�
号�番�

容�内�定�設� 定�設�
値�

表�金�料�積�累�
示�** 07 ア�リ�ク�金�料�積�累� 1

ド�ア�時�信�発�
示�表�ス�レ� * 17

い�な�し�示�表� 0

る�す�示�表� 1

イ�ラ�プ�イ�マ�
信�着�ト�ー�ベ� * 27

い�な�し�用�使� 0

る�す�用�使� 1

け�か�出�お�
ド�ー�モ� * 37

ド�ー�モ�み�す�や�お� 1

ド�ー�モ�送�転�信�着�話�電� 2

送�転�プ�ー�ワ�ス�イ�ボ�
ド�ー�モ� 3

ド�ー�モ�ュ�シ�ッ�ラ�フ� 4

　�　�能�機�の�み�の�ト�ー�ポ�グ�ロ�ナ�ア�＊�
能�機�る�き�で�用�使�も�で�ト�ー�ポ�線�無�＊�＊�

能�機�
能�機�
号�番�

容�内�定�設� 値�定�設�

ー�ワ�ス�イ�ボ�
ー�モ�送�転�プ�

ド�*
47

送�転�件�条�無� 1

送�転�時�答�応�無� 2

送�転�時�中�し�話� 3

し�話�は�た�ま�答�応�無�
送�転�時�中� 4

信�発�＃� 57

い�な�し�信�発� 0

る�す�信�発�で�＃� 1

る�す�信�発�で�＃�＃� 2

i ー�バ�ン�ナ�・� * 67
い�な�し�用�使� 0

る�す�用�使� 1

能�機� 号�番�能�機� 容�内�定�設� 値�定�設� 能�機�加�追� 容�内�定�設�加�追� 値�定�設�加�追�

送�転�信�着�
4�*�)� 7�2�

送�転�信�着� 1� キ�ー�ト�送�転�

し�な�・�し�な� 0�

し�な�・�り�あ� 1�

り�あ�・�し�な� 2�

り�あ�・�り�あ� 3�

送�転�信�着�似�疑� 2� －�

送�転�信�着�号�番�話�電� 3� －�

号�番�信�着� *� 0�8�～�7�8� 号�番�話�電� 0～9 号�番�定�指�線�内�
5�)�

番�定�指�線�内�
号� 0～9

4）あわせて「着信転送先アドレス」、「着信転送元アドレス・サブアドレス」を設定してください。

5）アナログ・ダイヤルイン、モデム・ダイヤルインを使用するときに設定します。通常は設定する必要
はありません。
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その他の機能の設定方法　269

パ
ソ
コ
ン
を
使
わ
な
い
で

親
機
を
操
作
す
る

6-2 

電
話
機
で
設
定
す
る

全アナログポート共通設定2

電話Aポートと電話Bポートに共通の設定をします。

受話器を�
置く�

受話器を�
上げる� ＊

�

＊
�

1 ＊
�

＊
�

＊
�

＃�＃�機能番号� 設定値�5

能機 号番能機 容内定設 値定設 定設加追 値定設

ベイラプイマ
電用信着トー

帳話 )1

001
～ 921

（スレドア 23 ）桁
（スレドアブサ 91 ）桁
チウツヒ：Ｐ　　

ワンデウュシウコ：Ｃ　　
イガンケジウョヒ：Ｏ　　

0～9
＊ 10
＊ 20
＊ 30

ーポＡ話電
信着ト 1

話電 B トーポ
信着 2

線無 A～
線無 F トーポ 4～9

替切ジーペ 0

ンギンリ別識
グ

002
～ 922

（スレドア 23 桁）
（スレドアブサ 91 　）桁 )2 0～9 －

ィテリュキセ
ッャキ択選＋

ンホチ
003

～ 923
（スレドア 23 ）桁
（スレドアブサ 91 ）桁 　 )2 0～9 －

i ーバンナ・
番話電の報情

号

109 i 報情ーバンナ・ 1 定設／照参の号番話電

0～9 号番定指線内 0～9209 i 報情ーバンナ・ 2 定設／照参の号番話電

309 i 報情ーバンナ・ 3 定設／照参の号番話電

プーワスイボ
定設号番 )3

019 定設／照参値存既号番止停

0～9 －

119 定設／照参値存既号番件条無

219 定設／照参値存既号番答応無

319 定設／照参値存既号番中し話

419 定設／照参値存既号番中し話＋答応無

919 定設／照参号番者約契

1）「マイプライベート着信」を「使用する」に設定した場合に設定します。

2）サブアドレスを使用するときは、アドレスを入力したあと # * を押してから、サブアドレスを
入力します。通常はサブアドレスの指定は必要ありません。

3）機能番号910～914の番号設定は、INSネット64の付加サービス「INSボイスワープ」で変更
した場合に設定します。通常は設定しません。
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Atermを購入したときの状態にもどす ･･･ 298

Atermとパソコンとの接続を確認する ･････ 302

自己診断 ･･･････････････････････････ 304

困ったときのQ&A ･･･････････････････ 272

7 お困りのときには�

思いどおりに動作しないときの解決方法や、Atermを購入時の状
態にもどす手順などを説明します。�

�
Windows® MeはMicrosoft® Windows® Millennium Edition operating systemの略です。�
Windows® 98はMicrosoft® Windows® 98 operating systemの略です。�
Windows® 95はMicrosoft® Windows® 95 operating systemの略です。�
Windows® 2000はMicrosoft® Windows® 2000 operating systemの略です。�
WindowsNT® 4.0はMicrosoft® WindowsNT® operating system version 4.0の略です。�
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272272　親機・子機に関するQ&A

7-1．困ったときのQ&A
親機と子機を使っていて疑問があったり、正しく動作しないときにお読みください。USBに関す

るQ&Aは290ページを参照してください。

親機・子機に関するQ&A

き�と�な�ん�こ� 状�症� 策�対�と�因�原�

し�作�動�に�常�正�
わ�が�因�原�い�な�

い�な�ら�か�

－�

m�r�e�t�A� が�と�こ�る�あ�が�り�誤�に�定�設�、�は�因�原�い�な�し�作�動�に�常�正�が�
。�す�で�う�よ�い�多� m�r�e�t�A� し�ど�も�に�態�状�の�時�荷�出�場�工�ん�た�っ�い�を�

増�、�し�だ�た�。�い�さ�だ�く�て�み�て�し�直�り�や�を�定�設�て�め�た�ら�あ�、�て�
ど�も�に�態�状�の�時�荷�出�場�工�が�値�定�設�の�て�べ�す�て�い�ぞ�の�を�録�登�設�

。�い�さ�だ�く�て�し�意�注�、�で�の�る�

●� 化�期�初�の�機�親�

○�

○�

→�る�げ�上�を�器�話�受� く�置�を�器�話�受�→�

時�荷�出�場�工�て�っ�使�を�ン�タ�ボ�ン�ョ�シ�ク�ン�ァ�フ�の�面�前�機�親�
→�（�。�す�ま�き�で�も�と�こ�す�ど�も�に�態�状�の� 8�4�2�.�P� ）�

●� 化�期�初�の�機�子�

○�

○�

の�面�背�機�子� T�S�E�T� 、�ら�が�な�し�押�で�ど�な�棒�い�細�を�チ�ッ�イ�ス�
を�源�電�で�ん�込�し�差�を�グ�ラ�プ�源�電� N�O� ま�の�そ�。�す�ま�し�に�

ま� T�S�E�T� を�チ�ッ�イ�ス� 5� 、�け�続�し�押�上�以�秒� R�E�W�O�P� が�プ�ン�ラ�
、�ら�た�し�灯�点�に�色�緑� T�S�E�T� 。�す�ま�し�離�を�手�ら�か�チ�ッ�イ�ス�

T�A� 「�で�ド�ン�マ�コ� 8�9�Z�T�A� 。�す�ま�し�行�実�を�」�

た�れ�入�を�源�電�
き�と�

．�１� R�E�W�O�P� が�プ�ン�ラ�
た�ま�、�い�な�し�灯�点�　�
レ�プ�ス�ィ�デ�晶�液�は�　�
れ�さ�示�表�も�何�に�イ�　�

い�な�　�

●� る�い�て�れ�外�が�グ�ラ�プ�源�電�

→� 。�い�さ�だ�く�で�ん�込�し�差�に�ト�ン�セ�ン�コ�源�電�を�グ�ラ�プ�源�電�

●� い�な�い�て�っ�入�が�源�電�

→� 「�の�チ�ッ�イ�ス�源�電� －�（�」� N�O� だ�く�て�し�に�態�状�た�し�押�を�）�
。�い�さ�

●� る�い�て�れ�ま�込�し�差�に�ト�ン�セ�ン�コ�の�ン�コ�ソ�パ�が�グ�ラ�プ�源�電�

→� に�）�ト�ン�セ�ン�コ�ス�ビ�ー�サ�（�ト�ン�セ�ン�コ�の�ン�コ�ソ�パ�
m�r�e�t�A� 親�た�ま�。�い�さ�だ�く�で�い�な�ま�込�し�差�を�グ�ラ�プ�源�電�の�

の�ン�コ�ソ�パ�、�は�合�場�る�い�て�っ�入�が�池�電�の�用�策�対�電�停�に�機�
。�す�ま�し�耗�消�が�池�電�、�り�な�に�ド�ー�モ�電�停�と�る�切�を�源�電�

．�２� G�S�M� 点�が�プ�ン�ラ�
る�い�て�し�滅�　�

●� E�B�O�L�G�I�B� 合�場�る�い�て�し�入�加�に�ス�ビ�ー�サ�知�通�信�着�ル�ー�メ�の�
す�ま�い�て�し�せ�ら�知�お�を�と�こ�た�い�届�が�ル�ー�メ�子�電�、�は� 。�

●� I�U�U� 。�す�ま�い�て�し�せ�ら�知�お�を�と�こ�た�い�届�が�ル�ー�メ�

●�『� I�U�U� ル�ー�メ� X�E� 。�す�ま�き�で�が�と�こ�る�せ�さ�灯�消�て�っ�使�を�』�
、�て�げ�上�を�器�話�受�の�機�話�電�、�は�た�ま� ル�ヤ�イ�ダ�と�

。�す�ま�し�灯�消�と�る�す�

．�３� し�信�通�で�機�子� て�
　� に�の�い�な�い� A�T�A�D�
　� る�す�滅�点�が�プ�ン�ラ�

●� V�/�S�O�D� の�ン�コ�ソ�パ�て�っ�誤�、�で�合�場�る�い�て�し�用�使�を�ど�な�機�
（�ト�ー�ポ�タ�ン�リ�プ� 5�2� る�い�て�し�続�接�に�）�タ�ク�ネ�コ�ン�ピ�

→� が�タ�ク�ネ�コ�の�ン�コ�ソ�パ�る�い�て�し�続�接� M�O�C� リ�シ�（�ト�ー�ポ�
認�確�で�書�明�説�扱�取�の�ン�コ�ソ�パ�、�か�う�ど�か�）�ト�ー�ポ�ル�ア�

。�い�さ�だ�く�て�し�

●� も�て�っ�切�を�源�電�の�ン�コ�ソ�パ�、�は�で�ン�コ�ソ�パ�の�部�一� D�S� 号�信�
す�ま�り�あ�が�種�機�る�い�て�し�出�を�

→� 障�支�に�信�通�。�す�ま�え�消�ば�け�抜�を�ド�ー�コ�源�電�の�ン�コ�ソ�パ�
。�い�さ�だ�く�い�使�お�ま�ま�の�そ�、�ば�れ�け�な�が�
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273親機・子機に関するQ&A　273

お
困
り
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き
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は
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困
っ
た
と
き
のQ

&
A

きとなんこ 状症 策対と因原

たれ入を源電
きと

．４ レプスィデ晶液
シンセイカ「にイ　
ヤイレイガウョ　 1
さ示表と」ンウダ　

るれ　

SNI トッネ 46 やな的本基のどな号信気電の線回、で間機親と
いないてきでがりとり

● SNI るいてれ外がルブーケ線回

→ の付添 SNI トンセンコ側線回と機親、でルブーケ線回
。いさだくてし続接を）トンセンコラュジモ（

● るいてし転反が性極の線回

→ の面底 SNI （チッイススーバリ線回 RON/SVR 反を）
。いさだくてえ替り切に側対 →（ 36.P ）

● SNI トッネ 46 いないてし了完がえ替り切のへ

→ SNI トッネ 46 、をかるいてし了完がえ替り切のへ TTN
はたま本日東 TTN 。いさだくてし認確に本日西

● るいてれさ続接が器針検動自のスガに線回話電

→ らか線回話電グロナア SNI トッネ 46 たし更変を約契に
ままたれさ続接が器針検動自のスガに線回話電、合場
せわ合い問に者業給供スガ。すまりあがとこるいてっなに

。いさだくてし頼依を去撤は合場るいてれさ続接、上の

．５ レプスィデ晶液
シンセイカ「にイ　
ヤイレイガウョ　 2
さ示表と」ンウダ　

るれ　

SNI トッネ 46 やな的本基のどな能機復回ーラエ、で間機親と
いないてきでがりとり

● るいてれさ続接が器針検動自のスガに線回話電

→ らか線回話電グロナア SNI トッネ 46 たし更変を約契に
にままたれさ続接が器針検動自のスガに線回話電、合場
せわ合い問に者業給供スガ。すまりあがとこるいてっな
。いさだくてし頼依を去撤は合場るいてれさ続接、上の

● るいてし障故が機親

→ 「 4-7 →（」断診己自． 403.P 障故が機親てし行実を）
正が果結の断診己自。いさだくてし認確、かいないてし

、は合場の常 TTN はたま本日東 TTN だく談相ごに本日西
。いさ

．６ し信通 いないて
の機親にの　 ATAD ラ

点りのんほがプン　 灯
るす　

がンコソパのい使お etaMXN-89CP （ 0002swodniW の）
もできといないてし信通、合場 ATAD まし灯点く暗がプンラ

。んせまりあはで障故、がす

なえ使が話電
きとい

．１ てげ上を器話受
いなしが音も　

● mretA いないてっ入が源電の

→

→

。いさだくでん込し差にトンセンコ源電をグラプ源電

「のチッイス源電の機親 － （」 NO しに態状たし押を）
。いさだくて

● いないてれさ続接くし正が機話電と機親

→ （線回の機話電とトーポグロナアの機親 ENIL クネコ）
接でドーコ続接機話電るいてれさ付添に機話電、をタ

。いさだくてし続
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274274　親機・子機に関するQ&A

き�と�な�ん�こ� 状�症� 策�対�と�因�原�

な�え�使�が�話�電�
き�と�い�

．�２� る�げ�上�を�器�話�受�
と�　�｢� ー�プ�ー�プ�ー�プ� ｣�

る�す�が�音�う�い�と�　�
　�

●� SNI ト�ッ�ネ� 46 い�な�い�て�き�で�が�り�と�り�や�な�的�本�基�で�間�機�親�と�

→� の�」�き�と�た�れ�入�を�源�電�「� ．�５�．�４� →�（� 372.P て�し�照�参�を�）�
。�い�さ�だ�く�

●� る�い�て�し�定�設�に�」�い�な�し�用�使�「�を�ト�ー�ポ�グ�ロ�ナ�ア�

→� 。�す�ま�し�に�能�可�用�使�を�ト�ー�ポ�グ�ロ�ナ�ア�

→�る�げ�上�を�器�話�受�
】�↓�【� 】�↓�【�
話�電�：�１�　�　�　�　�　�　�　� A 　�ト�ー�ポ� 話�電�：�０�
話�電�：�２�　�　�　�　�　�　�　� B 　�ト�ー�ポ� ：�１� /XAF ム�デ�モ�

く�置�を�器�話�受�→�

．�３� れ�ら�け�か�が�話�電�
い�な�　�

●� （�ン�ー�ト�が�定�設�の�機�話�電� BP い�な�い�て�っ�な�に�）�

→� ン�ー�ト�を�式�方�ル�ヤ�イ�ダ�、�し�照�参�を�書�明�説�扱�取�の�機�話�電�
（�BP 。�い�さ�だ�く�て�え�替�り�切�に�）�

●� る�あ�で�中�送�転�信�着�似�疑�、�話�通�者�三�似�疑�、�ン�ホ�チ�ッ�ャ�キ�似�疑�

→� 中�送�転�信�着�似�疑�、�話�通�者�三�似�疑�、�ン�ホ�チ�ッ�ャ�キ�似�疑�
、�は�B を�ル�ネ�ャ�チ� 2 け�か�を�話�電�に�た�新�、�で�の�る�す�用�使�つ�

。�ん�せ�ま�き�で�は�と�こ�る�

●� spbk821 ク�ン�リ�チ�ル�マ� PPP る�い�て�し�を�信�通�

→� spbk821 ク�ン�リ�チ�ル�マ� PPP は�中�信�通� B を�ル�ネ�ャ�チ� 2つ�
。�ん�せ�ま�れ�ら�け�か�は�話�電�、�で�の�る�す�用�使�

→� SNI ト�ッ�ネ� 46 ビ�ー�サ�知�通�信�着�中�信�通�「�ス�ビ�ー�サ�加�付�の�
ス�ー�ソ�リ�「�、�し�約�契�を�）�料�無�（�」�ス� DOB し�を�定�設�の�」�

。�す�ま�し�め�す�す�お�を�と�こ�る�す�に�う�よ�る�れ�ら�け�か�を�話�電�て�

●� る�い�て�し�を�ス�セ�ク�ア�チ�ル�マ�で�ト�ー�ポ�タ�ー�デ�

→� は�中�ス�セ�ク�ア�チ�ル�マ� B を�ル�ネ�ャ�チ� 2 電�、�で�の�る�す�用�使�つ�
。�ん�せ�ま�れ�ら�け�か�は�話�

．�４� と�た�け�か�を�話�電�
で�ま�る�が�な�つ�に�き�　�

た�っ�な�く�長�が�　�

●� か�て�し�ル�ヤ�イ�ダ�に�後�最�、�て�い�ら�た�は�が�マ�イ�タ�間�桁�ル�ヤ�イ�ダ�
で�ま�る�す�信�発�ら� 5 る�い�て�っ�か�か�上�以�秒�

→� 。�す�ま�し�信�発�に�ぐ�す�と�す�押�を�　�　�、�後�ル�ヤ�イ�ダ�

．�５� RCL 電�き�付�能�機�
と�た�し�用�使�を�機�話�　�
ら�け�か�が�話�電�に�き�　�

い�な�れ�　�

●� RCL て�し�ル�ヤ�イ�ダ�、�と�る�い�て�し�用�使�を�機�話�電�る�あ�が�能�機�
る�す�信�発�で�中�途�る�い�

→� を�マ�イ�タ�間�桁�ル�ヤ�イ�ダ� 5 。�す�ま�し�く�長�り�よ�）�値�期�初�（�秒�

→�る�げ�上�を�器�話�受�
】�↓�【� 】�↓�【�

　�　�　�　�　�　�　� １�：� ト�ー�ポ�Ａ�話�電� ：�１� 9秒�
　�　�　�　�　�　�　� ２�：� ト�ー�ポ�Ｂ�話�電� ：�２� 11 　�秒�
　�　�　�　�　�　�　� 　�　�　�　�　�　�　�　� ：�３� 31 　�秒�
く�置�を�器�話�受�→�
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きとなんこ 状症 策対と因原

なえ使が話電
きとい

．６ てげ上を器話受
ま、るあで音無も　
たきてっかかはた　
鳴は音信着にきと　
上を器話受、がる　
きでが話通もてげ　
けかはたま、いな　
応が手相にきとた　
切が話通とるす答　

るれ　

● るいてし蔵内を路回話秘が機話電

→ にトーポグロナアのつ１（続接チンラブはと路回話秘
機話電るいてれさ）とこるす続接を機話電の台数複

の1 うよいなわ使を線回が機話電の他、に中用使が台
、とい高が圧電出検の中用使機話電。すで路回るすに

。すまりあがとこくらたはが路回話秘
なし用使を路回話秘、上の照参を書明説扱取の機話電

。いさだくてしにうよい

．７ が音信着の話電
いなら鳴　

多がとこるあがり誤に定設、がすまれらえ考が因原なまざまさ
。いさだくてし及追を因原、し照参を容内の下以。すでうよい
れさ出び呼がトーポグロナアのてべすはに時荷出場工、たま
っよにとこうなこおを定設の能機、りおてれさ定設にうよる
定設の態状荷出場工を機親。すまきいてし更変を件条信着て
設度再、らかてし認確をとこるきでがし出び呼、てしどもに
すていぞのを録登設増、際のそ。すで法方な効有ものるす定
くてし意注、でのるどもに態状の時荷出場工が値定設のてべ

。いさだ

● バーログ、に合場るいてしを約契のスビーサンイルヤイダ
るいてっ違間が定設の信着ル

→ SNI トッネ 46 す用利を」信着ルバーログ「たし約契で
さだくてせわ合を定設の機親、に容内のいなし／る

→（。い 081.P ）

● るいてれさ定指がトーポ信着先優

→ アのそ、とるいてい空がトーポグロナアるす信着先優
ポるす信着先優。すまれさ出び呼がけだトーポグロナ
び呼がトーポグロナアの他、みのきとの中用使がトー

。すまれさ出
→（。いさだくでいなし定設ばれけなが要必 581.P ）

● るいてれさ定設が信着別識

→ 信着のらか手相たし録登、とるいてれさ定設が信着別識
。すまりなくなし答応は外以

→（。いさだくでいなし定設ばれけなが要必 012.P ）

● ボ、ドーモ送転信着話電、ドーモみすやお（定設けか出お
てれさ定設が）ドーモュシッラフ、ドーモ送転プーワスイ

るい

→ 設にドーモュシッラフやドーモみすやおの定設けか出お
ーモ送転信着話電。んせまり鳴は音信着、とるあてし定
ーモ送転プーワスイボや）送転信着似疑、送転信着（ド
着けだきとの件条送転たし定設、とるいてれさ定設がド
、はきとすら鳴を音信着。すまれさ送転にずら鳴が音信

→（。いさだくてし除解を定設けか出お 091.P ）

● るいてっ違がスレドアブサ

→ （手相 SNI トッネ 46 スレドアブサたし定指が）者入加
まいてっ違とスレドアブサるあてし定設に機親、が
ドアブサ、ばれあでのいなし用使をスレドアブサ。す
設に」るす信着しなスレドアブサ「にずせ定指をスレ

→（。いさだくてし定 781.P ）
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き�と�な�ん�こ� 状�症� 策�対�と�因�原�

な�え�使�が�話�電�
き�と�い�

．�７� が�音�信�着�の�話�電�
　�ら�鳴� ）�き�続�（�い�な�

●� C�L�H� い�な�し�致�一�が�）�性�合�整�ヤ�イ�レ�位�高�（�

→� S�N�I� ト�ッ�ネ� 4�6� が�手�相�る�い�て�れ�さ�続�接�に� C�L�H� き�て�し�定�指�を�
る�あ�て�し�定�設�に�機�親�、�が�た� C�L�H� 。�す�ま�い�て�っ�違�と� C�L�H�を�

→�（�。�い�さ�だ�く�て�し�に�」�い�な�し�定�設�「� 6�2�2�.�P� ）�

●� ま�う�が�け�分�び�呼�の�号�番�ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ�は�た�ま�、�ー�バ�ン�ナ�・�ｉ�
い�な�き�で�く�

→� 正�度�一�う�も�を�号�番�ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ�は�た�ま�、�ー�バ�ン�ナ�・�ｉ�
→�（�。�い�さ�だ�く�て�し�定�設�く�し� 7�7�1�.�P� 、� 0�8�1� ）�

●� 0�.�8�S�O�c�a�M� る�い�て�れ�さ�付�添�に� L�C�C� 情�ム�デ�モ�（�ル�イ�ァ�フ�
、�合�場�る�い�て�し�を�ス�セ�ク�ア�ト�ッ�ネ�ー�タ�ン�イ�で�）�ル�イ�ァ�フ�報�

る�い�て�れ�さ�化�期�初�が�値�定�設�

→� 付�添� M�O�R�-�D�C� る�い�て�っ�入�に� L�C�C� え�替�き�置�と�ル�イ�ァ�フ�
。�い�さ�だ�く�て�

．�８� が�音�信�着�の�話�電�
器�話�受�、�り�鳴�く�短�　�

　� 、�る�れ�切�と�る�げ�上�を�
の�ス�ク�ァ�フ�は�た�ま�　�
が�音�な�う�よ�の�号�信�　�

る�す�　�

●� ロ�ナ�ア�、�ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ�・�ム�デ�モ�、�イ�レ�プ�ス�ィ�デ�・�ー�バ�ン�ナ�
る�い�て�し�続�接�を�機�話�電�い�な�い�て�し�応�対�に�ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ�・�グ�
、�ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ�・�ム�デ�モ�、�イ�レ�プ�ス�ィ�デ�・�ー�バ�ン�ナ�、�に�の�

る�い�て�し�を�定�設�の�ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ�・�グ�ロ�ナ�ア�

→� 。�い�さ�だ�く�て�し�定�設�に�」�い�な�し�用�使�「�を�ス�ビ�ー�サ�の�記�上�

．�９� な�機�話�電�番�守�留�
器�話�受�が�手�相�で�ど�　�
が�話�電�も�て�い�置�を�　�

い�な�れ�切�　�

●� 切�て�し�出�検�を�ス�ル�パ�ス�ー�バ�リ�の�時�断�切�線�回�が�機�話�電�番�守�留�
る�い�て�っ�な�に�み�く�し�る�す�断�

→� し�に�定�設�す�出�を�ス�ル�パ�ス�ー�バ�リ�ら�か�機�親�に�時�断�切�手�相�
。�す�ま�

→�る�げ�上�を�器�話�受�
】�↓�【� 】�↓�【�

ル�パ�ス�ー�バ�リ�：�０�　�ト�ー�ポ�Ａ�話�電�：�１�　�　�　�　�　�　�　�
　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　� い�な�さ�出�を�ス�

ル�パ�ス�ー�バ�リ�：�１�　�ト�ー�ポ�Ｂ�話�電�：�２�　�　�　�　�　�　�　�
　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　� す�出�を�ス�

く�置�を�器�話�受�→�

．�０�１� で�送�転�を�話�電�
い�な�き�　�　�

●� や�話�電�帯�携� S�H�P� 外�圏�話�通�、�か�る�い�て�れ�切�が�源�電�の�機�話�電�
る�い�て�っ�な�に�

→� や�話�電�帯�携� S�H�P� く�て�し�認�確�を�と�こ�る�き�で�用�使�が�機�話�電�
。�い�さ�だ�

な�え�使�が�機�子�
き�と�い�

．�１� S�H�P� が�機�話�電�
な�に�態�状�能�可�話�通�　�

い�な�ら�　�

●� と�機�親� S�H�P� い�な�い�で�ん�済�が�録�登�設�増�の�機�話�電�

→� て�し�と�機�子� S�H�P� 必�が�録�登�設�増�、�は�に�る�す�用�使�を�機�話�電�
の�く�近�お�は�録�登�。�す�で�要� C�E�N� 、�点�拠�付�受�ス�ビ�ー�サ�守�保�

は�た�ま� C�P� で�店�売�販�の�め�求�い�買�お�、�ト�ッ�ポ�ス�ン�ー�リ�ク�
。�い�さ�だ�く�談�相�ご�で�の�す�ま�り�承�て�に�料�有�

→�（� 2�3�3�.�P� 、� 7�3�3� ）�

●� S�H�P� い�な�い�て�れ�さ�定�設�く�し�正�が�ド�ー�モ�け�受�ち�待�の�

→� S�H�P� 、�合�場�る�す�用�使�て�し�と�機�子�ス�レ�ド�ー�コ�を�機�話�電�
S�H�P� 」�ド�ー�モ�）�内�構�（�ス�ィ�フ�オ�「�を�ド�ー�モ�け�受�ち�待�の�

。�す�ま�し�に� S�H�P� 定�設�、�上�の�照�参�を�書�明�説�扱�取�の�機�話�電�
。�い�さ�だ�く�て�し�
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き�と�な�ん�こ� 状�症� 策�対�と�因�原�

な�え�使�が�機�子�
き�と�い�

．�１� SHP 通�が�機�話�電�
ら�な�に�態�状�能�可�話�　�

）�き�続�（�い�な�　�

●� い�な�い�て�っ�入�が�源�電�の�機�親�

→� の�機�親� REWOP と�プ�ン�ラ� SHP こ�る�い�て�し�灯�点�が�プ�ン�ラ�
ら�か�て�れ�入�を�源�電�、�お�な�。�い�さ�だ�く�て�し�認�確�を�と� SHP

か�が�間�時�く�ら�ば�し�、�で�ま�る�な�に�態�状�能�可�話�通�が�機�話�電�
。�す�ま�り�か�

●� と�機�親� SHP る�い�て�ぎ�す�れ�離�が�離�距�の�機�話�電�

→� 物�害�障�に�間�、�は�囲�範�く�届�が�波�電�で�線�無�に�機�子�ら�か�機�親�
約�で�態�状�い�な�も�何�が� m001 断�、�壁�音�防�、�壁�筋�鉄�。�す�で�

っ�よ�に�境�環�備�設�の�ど�な�無�有�の�器�機�の�他�す�出�を�波�電�、�壁�熱�
、�は�て� m001 。�す�ま�り�あ�が�と�こ�い�な�か�届�が�波�電�も�で�内�以�

●�2 に�時�同�台� SHP デ�で�機�子�、�は�た�ま�。�る�い�て�っ�使�を�機�話�電�
る�い�て�し�を�信�通�ス�レ�ヤ�イ�ワ�ク�ン�リ�ル�ア�ュ�

→� は�ト�ー�ポ�線�無�る�え�使�に�時�同�で�機�親� 2 の�他�。�す�で�で�ま�つ�
の�機�親�。�い�さ�だ�く�て�し�認�確�か�い�な�で�中�用�使�が�機�子� SHP
が�ト�ー�ポ�線�無�、�は�合�場�る�い�て�し�滅�点�に�色�赤�が�プ�ン�ラ� 2
の�る�わ�終�が�信�通�の�機�子�の�他�。�す�で�態�状�の�中�用�使�も�と�つ�

。�い�さ�だ�く�用�使�ご�て�っ�待�を�

．�２� SHP ら�か�機�話�電�
な�れ�ら�け�か�が�話�電�　�

い�　�

●� SHP か�す�ま�い�て�っ�な�に�態�状�能�可�話�通�が�機�話�電�

→� の�」�き�と�い�な�え�使�が�機�子�「� ．�１� 。�い�さ�だ�く�て�し�照�参�を�

●� か�す�で�い�し�正�は�定�設�の�ト�ー�ポ�線�無�

→� 定�設�の�」�ト�ー�ポ�線�無�「�、�で�』�ト�ン�タ�ス�シ�ア�く�ら�く�ら�『�
、�ン�ョ�シ�ー�テ�ス�ト�ー�モ�リ�「�を� SHP て�し�定�設�に�」�用�利�で�

。�い�さ�だ�く�

●� い�な�は�で�中�用�使�が�手�相�は�た�ま�、�中�信�通�が�ト�ー�ポ�の�他�の�機�親�
か�す�で�

→� SHP の�機�話�電� ン�ー�ト�ル�ヤ�イ�ダ�、�て�し�押�を�ン�タ�ボ�
合�場�の�中�用�使�が�線�回�。�い�さ�だ�く�て�し�認�確�を�）�ー�ツ�（�

。�す�ま�え�こ�聞�が�）�ー�プ�ー�プ�（�ン�ー�ト�ー�ジ�ビ�、�は�

●� SHP ら�か�て�し�押�を�号�番�ル�ヤ�イ�ダ�（�信�発�括�一�の� ン�タ�ボ�
れ�入�を�　�　�の�後�最�の�め�た�る�す�信�発�に�ぐ�す�、�で�）�法�方�す�押�を�

る�い�て�

→� SHP の�信�発�括�一�は�で�機�話�電� 発�括�一�。�ん�せ�ま�え�使�は�
は�信� に�り�わ�か�の� 手�相�、�で�の�す�ま�い�使�を�ン�タ�ボ�

。�い�さ�だ�く�て�し�押�み�の�号�番�先�

●� る�い�て�れ�わ�使�が�機�話�電�ス�レ�ド�ー�コ�ル�タ�ジ�デ�の�数�複�で�く�近�

→� る�い�て�れ�わ�使�で�く�近�が�機�話�電�ス�レ�ド�ー�コ�ル�タ�ジ�デ�の�他�
あ�が�と�こ�い�な�き�で�続�接�く�ま�う�り�よ�に�渉�干�の�波�電�、�合�場�

。�す�ま�り� 。�い�さ�だ�く�て�し�直�け�か�ら�か�て�っ�待�く�ら�ば�し�

●� い�な�い�て�っ�入�が�源�電�の�機�親�

→� ら�か�て�れ�切�が�源�電�の�機�親� SHP る�な�に�態�状�な�能�可�話�通�が�
の�機�親�。�す�ま�り�か�か�が�間�時�く�ら�ば�し�、�は�で�ま� REWOP ラ�

と�プ�ン� SHP 。�い�さ�だ�く�て�し�認�確�か�る�い�て�し�灯�点�が�プ�ン�ラ�

IWX70&RS7_7章(271-289) 00.9.22, 9:31 PMPage 277 Adobe PageMaker 6.5J/PPC



278278　親機・子機に関するQ&A

き�と�な�ん�こ� 状�症� 策�対�と�因�原�

な�え�使�が�機�子�
き�と�い�

３� タ�ー�デ�ら�か�機�子�．�
い�な�き�で�が�信�通�　�

　�　�　�　�　�

●� 期�同�が�ト�ー�ポ�タ�ー�デ�の�機�親� K�4�6� 用�使�を�ド�ー�モ�信�通�の�外�以�
る�あ�で�中�用�使�を�ド�ー�モ�換�変�ル�コ�ト�ロ�プ�が�機�子�の�他�は�た�ま�、�中�

→� 信�通�で�ド�ー�モ�換�変�ル�コ�ト�ロ�プ�が�ト�ー�ポ�線�無�の�他�に�で�す�
他�。�ん�せ�ま�え�使�は�ド�ー�モ�換�変�ル�コ�ト�ロ�プ�、�は�合�場�の�中�
る�す�用�使�ら�か�て�っ�待�を�の�る�わ�終�が�信�通�の�ト�ー�ポ�線�無�の�

、�か� S�F�A�I�P� く�て�し�直�し�続�接�に�ト�ン�イ�ポ�ス�セ�ク�ア�の�応�対�
。�い�さ�だ�

モ�信�通�る�き�で�用�利�に�時�同�で�ト�ー�ポ�線�無�、�ト�ー�ポ�タ�ー�デ�
。�す�で�り�お�と�の�次�は�せ�わ�合�み�組�の�ド�ー�

●� S�H�P� （�網� o�M�o�C�o�D�T�T�N� や� L�E�T�S�A� ー�サ�る�い�て�し�供�提�が�）�
る�い�て�し�ス�セ�ク�ア�で�由�経�機�親�、�に�ス�ビ�

→� S�A�I�P� や�ト�ッ�ネ� E�T�P� に�ス�ビ�ー�サ� S�N�I� ト�ッ�ネ� 4�6� ア�で�由�経�
ス�セ�ク�ア�で�ド�ー�モ�衆�公�。�ん�せ�ま�き�で�は�と�こ�る�す�ス�セ�ク�

。�い�さ�だ�く�て�し�

定�設�け�か�出�お�
と�い�な�き�で�が�

き�

押�を�ン�タ�ボ�る�け�か�で�
点�が�プ�ン�ラ�も�て�し�
な�し�灯�消�は�た�ま�、�灯�

い�

●� る�い�て�れ�さ�ク�ッ�ロ�が�ン�タ�ボ�る�け�か�で�

→� と�ン�タ�ボ� て�し�押�に�時�同�を�ン�タ�ボ�
。�い�さ�だ�く�て�し�除�解�を�ク�ッ�ロ�

信�通�ス�ク�ァ�フ�
と�い�な�き�で�が�

き�

．�１� が�信�通�ス�ク�ァ�フ�
い�な�き�で�　�

●� 。�す�ま�り�あ�が�合�場�る�ま�は�て�当�が�状�症�の�き�と�い�な�え�使�が�話�電�
を�」�き�と�い�な�え�使�が�話�電�「�。�す�で�様�同�も�で�ス�ク�ァ�フ�は�策�対�

→�（�。�い�さ�だ�く�て�し�照�参� 3�7�2�.�P� ）�

●� が�ス�ク�ァ�フ�の�手�相� 4�G� る�あ�で�ス�ク�ァ�フ�の�プ�イ�タ�

→� 、�は�ス�ク�ァ�フ�た�し�続�接�に�ト�ー�ポ�グ�ロ�ナ�ア� 3�G� 応�対�に�ド�ー�モ�
い�な�い�て�し� 4�G� 。�ん�せ�ま�き�で�信�通�は�と�ス�ク�ァ�フ�の�プ�イ�タ�

●� が�能�機�る�す�択�選�動�自�を�別�種�線�回�の�ス�ク�ァ�フ� N�O� る�い�て�っ�な�に�

→� S�N�I� ト�ッ�ネ� 4�6� ァ�フ�、�は�で�タ�プ�ダ�ア�ル�ナ�ミ�ー�タ�た�し�続�接�に�
。�ん�せ�ま�き�で�用�使�は�能�機�る�す�択�選�動�自�を�別�種�線�回�の�ス�ク�
択�選�を�別�種�線�回�で�動�手�、�し�照�参�を�書�明�説�扱�取�の�ス�ク�ァ�フ�

（�ン�ー�ト�は�別�種�線�回�。�い�さ�だ�く�て�し� B�P� 。�す�ま�し�に�）�

●� ん�せ�ま�き�で�は�信�通�ス�ク�ァ�フ�ら�か�ト�ー�ポ�タ�ー�デ�

→� 。�い�さ�だ�く�て�し�用�使�て�し�続�接�に�ト�ー�ポ�グ�ロ�ナ�ア�

07XWI
7SR 増設した子機�

ト�ー�ポ�ル�ア�リ�シ� BSU ト�ー�ポ�

期�同� K46 期�同� K46 －� －�

期�同� K46 －�
換�変�ル�コ�ト�ロ�プ�期�同�

（� K23SFAIP
　� K46SFAIP/ ）�

－�

－� 期�同� K46
換�変�ル�コ�ト�ロ�プ�期�同�

（� K23SFAIP
　� K46SFAIP/ ）�

－�

期�同� K46 －�
SFAIP ー�ル�ス�

（� K23SFAIP
　� K46SFAIP/ ）�

－�

－� 期�同� K46
SFAIP ー�ル�ス�

（� K23SFAIP
　� K46SFAIP/ ）�

－�

－� －� 換�変�ル�コ�ト�ロ�プ�期�同�
（� K23SFAIP ）�

SFAIP ー�ル�ス�
（� K23SFAIP ）�

－� －� SFAIP ー�ル�ス�
（� K23SFAIP ）�

SFAIP ー�ル�ス�
（� K23SFAIP ）�
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279親機・子機に関するQ&A　279

お
困
り
の
と
き
に
は

7-1 

困
っ
た
と
き
のQ

&
A

き�と�な�ん�こ� 状�症� 策�対�と�因�原�

信�通�ス�ク�ァ�フ�
と�い�な�き�で�が�

き�

．�２� い�な�し�信�着� ●� る�い�て�っ�な�に�」�話�電�「�が�定�設�の�ト�ー�ポ�グ�ロ�ナ�ア�

→� 。�す�ま�し�定�設�に�」�ム�デ�モ�は�た�ま�ス�ク�ァ�フ�「�

→�る�げ�上�を�器�話�受�
】�↓�【�
話�電�：�１�　�　�　�　�　�　�　� A� ト�ー�ポ�

ト�ー�ポ�Ｂ�話�電�：�２�　�　�　�　�　�　�　�
く�置�を�器�話�受�→�

●� る�い�て�し�用�利�を�能�機�信�着�動�鳴�無�の�ト�ッ�ネ�Ｆ�

→� は�た�ま�、�信�着�い�な�ら�鳴�の�音�（�信�着�動�鳴�無� z�H�0�0�3�1� 信�着�
か�ト�ー�ポ�グ�ロ�ナ�ア�、�は�に�る�す�を�）�す�ま�れ�ば�呼�も�と�ど�な�
対�は�で�機�親�。�す�ま�し�出�送�に�ス�ク�ァ�フ�を�数�波�周�な�殊�特�ら�

。�ん�せ�ま�き�で�用�利�め�た�い�な�い�て�し�応�

．�３� 手�相�も�て�し�信�発�
る�れ�さ�断�切�ら�か�　�

●� る�い�て�っ�違�間�が�定�設�の�タ�プ�ダ�ア�ル�ナ�ミ�ー�タ�の�側�手�相�

→� っ�ら�も�て�し�認�確�を�定�設�の�タ�プ�ダ�ア�ル�ナ�ミ�ー�タ�の�側�手�相�
。�い�さ�だ�く�て�

．�４� し�信�着�は�に�際�実�
動�自�に�の�い�な�い�て�　�
あ�が�と�こ�る�す�信�着�　�

、�る�　� ク�ァ�フ�は�た�ま�
　� ら�か�ス� い�な�き�で�信�発�

●� る�い�て�し�を�信�着�動�鳴�無�て�っ�誤�で�ズ�イ�ノ�

→� 線�ス�ー�ア�の�ン�コ�ソ�パ�、�は�合�場�る�い�て�し�続�接�を�ン�コ�ソ�パ�
。�い�さ�だ�く�て�し�続�接�を�

→� い�な�し�を�信�着�動�鳴�無�、�し�照�参�を�書�明�説�扱�取�の�ス�ク�ァ�フ�
。�い�さ�だ�く�て�し�更�変�に�う�よ�

が�信�通�ム�デ�モ�
速�、�い�な�き�で�
と�い�な�出�が�度�

き�

．�１� で�が�信�通�ム�デ�モ�
、�い�な�き�　� は�た�ま� 速�
い�な�出�が�度�　�

●� の�」�き�と�い�な�え�使�が�話�電�「� ．�２� →�（� 4�7�2�.�P� て�し�照�参�を�）�
。�い�さ�だ�く�

●� （�ン�ー�ト�が�定�設�の�ム�デ�モ�の�ン�コ�ソ�パ� B�P� い�な�い�て�っ�な�に�）�

→� ン�ー�ト�を�式�方�ル�ヤ�イ�ダ�、�し�照�参�を�書�明�説�扱�取�の�ム�デ�モ�
（�B�P� 。�い�さ�だ�く�て�え�替�り�切�へ�）�

●� い�な�わ�合�と�ム�デ�モ�が�量�音�話�受�の�機�親�

→� だ�く�て�し�試�て�し�定�設�に�」�大�「�は�た�ま�」�小�「�を�量�音�話�受�
→�（�。�い�さ� 2�5�1�.�P� ）�

●� い�な�い�て�し�出�検�を�ン�ー�ト�ル�ヤ�イ�ダ�が�ム�デ�モ�

→� 定�設�の�ム�デ�モ�の�ン�コ�ソ�パ�、�し�照�参�を�書�明�説�扱�取�の�ム�デ�モ�
。�い�さ�だ�く�て�し�に�」�る�す�視�無�を�ン�ー�ト�ル�ヤ�イ�ダ�「�を�

●� る�い�て�し�続�接�に�ト�ー�ポ�タ�ー�デ�を�ム�デ�モ�

→� グ�ロ�ナ�ア�。�ん�せ�ま�き�で�は�信�通�ム�デ�モ�は�で�ト�ー�ポ�タ�ー�デ�
。�い�さ�だ�く�て�し�続�接�に�ト�ー�ポ�

２� ス�信�通�の�ム�デ�モ�．�
い�遅�が�ド�ー�ピ�　�

●� る�い�て�し�雑�混�が�線�回�

→� あ�が�合�場�い�な�ら�が�上�が�ド�ー�ピ�ス�信�通�、�は�て�っ�よ�に�態�状�線�回�
。�い�さ�だ�く�て�し�信�通�度�再�ら�か�て�し�断�切�度�一�。�す�ま�り�

●� い�低�が�ル�ベ�レ�出�送�の�ム�デ�モ�

→� を�ル�ベ�レ�出�送�の�ム�デ�モ�、�し�照�参�を�書�明�説�扱�取�の�ム�デ�モ�
。�い�さ�だ�く�て�げ�上�
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280280　親機・子機に関するQ&A

き�と�な�ん�こ� 状�症� 策�対�と�因�原�

シ�ア�く�ら�く�ら�
た�ま�ト�ン�タ�ス�
バ�く�ら�く�ら�は�
ッ�ア�ン�ョ�ジ�ー�
な�し�動�起�が�プ�

き�と�い�

．�１�「� M�O�C� は�ト�ー�ポ�
で�ム�ラ�グ�ロ�プ�の�他�　�
ま�い�て�れ�さ�用�使�　�

」�…�。�す�　� は�た�ま�、�
　� プ�の�他�は�ム�デ�モ�「�

中�用�使�で�ム�ラ�グ�ロ�　�
示�表�と�」�…�。�す�で�　�

る�れ�さ�　�

●� M�O�C� タ�ン�リ�プ�（�ト�ー�ポ�ム�デ�モ�や�）�ト�ー�ポ�ル�ア�リ�シ�（�ト�ー�ポ�
る�い�て�し�動�起�が�ン�ョ�シ�ー�ケ�リ�プ�ア�の�他�る�す�用�使�を�）�ト�ー�ポ�

→� 。�い�さ�だ�く�て�し�了�終�を�ン�ョ�シ�ー�ケ�リ�プ�ア�の�そ�
て�れ�さ�定�設�に�態�状�の�ち�待�信�着�で�ン�ョ�シ�ー�ケ�リ�プ�ア�信�通�
く�て�し�除�解�ん�た�っ�い�を�ち�待�信�着�、�で�の�る�あ�も�合�場�る�い�

。�い�さ�だ�

●� ッ�ア�ン�ョ�ジ�ー�バ�く�ら�く�ら�『�と�』�ト�ン�タ�ス�シ�ア�く�ら�く�ら�『�
た�し�と�う�よ�し�動�起�を�方�両�の�』�プ�

→� 。�ん�せ�ま�き�で�は�と�こ�る�す�動�起�に�時�同�

●�『� I�U�U� ル�ー�メ� X�E� る�い�て�し�動�起�が�』�

→� I�U�U� ル�ー�メ� X�E� 。�い�さ�だ�く�て�し�了�終�を�

●� や�ト�ー�ポ�タ�ー�デ� S�H�P� る�あ�で�中�信�通�て�し�用�使�を�機�話�電�

→� 。�い�さ�だ�く�て�し�了�終�を�信�通�

●� る�い�て�し�動�起�を�バ�ー�サ�プ�ッ�ア�ル�ヤ�イ�ダ�

→� 。�い�さ�だ�く�て�し�了�終�を�バ�ー�サ�プ�ッ�ア�ル�ヤ�イ�ダ�

→� s�w�o�d�n�i�W� 　� 0�0�0�2� を�続�接�信�着�で�作�操�の�下�以�、�は�合�場�の�
。�い�さ�だ�く�て�し�除�削�

］�ル�ネ�パ�ル�ー�ロ�ト�ン�コ�［�→�］�定�設�［�→�　�　�　�　�）�１�（�
。�す�ま�し�択�選�を�　�　�　�

コ�イ�ア�］�続�接�プ�ッ�ア�ル�ヤ�イ�ダ�と�ク�ー�ワ�ト�ッ�ネ�［�）�２�（�
。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�ル�ブ�ダ�を�ン�　�　�　�
。�す�ま�し�除�削�を�］�続�接�信�着�［�）�３�（�

．�２� 「� m�r�e�t�A� 見�が�
」�。�ん�せ�ま�り�か�つ�　�

「�は�た�ま�　� m�r�e�t�A�
る�い�て�れ�さ�続�接�が�　�

　� ま�り�か�つ�見�が�ト�ー�ポ�
れ�さ�示�表�と�」�。�ん�せ�　�

る�　�

●� い�な�い�て�っ�入�が�チ�ッ�イ�ス�源�電�の�機�親�

→� 「�の�チ�ッ�イ�ス�源�電� －�（�」� N�O� だ�く�て�し�に�態�状�た�し�押�を�）�
。�い�さ�

●� m�r�e�t�A� る�い�て�れ�外�が�ル�ブ�ー�ケ�る�い�て�し�続�接�を�ン�コ�ソ�パ�と�

→� 。�い�さ�だ�く�て�し�続�接�く�し�正�を�ル�ブ�ー�ケ�

●� る�い�て�し�続�接�て�っ�誤�に�ど�な�ト�ー�ポ�タ�ン�リ�プ�の�ン�コ�ソ�パ�

→� が�タ�ク�ネ�コ�の�ン�コ�ソ�パ�る�い�て�し�続�接� M�O�C� リ�シ�（�ト�ー�ポ�
は�た�ま�ト�ー�ポ�ル�ア� B�S�U� ン�コ�ソ�パ�、�を�か�う�ど�か�）�ト�ー�ポ�

。�い�さ�だ�く�て�し�認�確�で�書�明�説�扱�取�の�

●� し�有�占�が�ム�デ�モ�、�合�場�る�い�て�れ�さ�蔵�内�が�ム�デ�モ�に�ン�コ�ソ�パ�
る�い�て� M�O�C� は�た�ま�ト�ー�ポ�ル�ア�リ�シ�（�ト�ー�ポ� B�S�U� 、�）�ト�ー�ポ�

に�）�ト�ー�ポ�タ�ン�リ�プ�（�ト�ー�ポ�ム�デ�モ�は�た�ま� m�r�e�t�A� 続�接�を�
る�い�て�し�

→� る�い�て�い�空�の�別� M�O�C� プ�（�ト�ー�ポ�ム�デ�モ�は�た�ま�、�ト�ー�ポ�
。�い�さ�だ�く�て�し�続�接�に�）�ト�ー�ポ�タ�ン�リ�

®
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281親機・子機に関するQ&A　281

お
困
り
の
と
き
に
は

7-1 

困
っ
た
と
き
のQ

&
A

き�と�な�ん�こ� 状�症� 策�対�と�因�原�

シ�ア�く�ら�く�ら�
た�ま�ト�ン�タ�ス�
バ�く�ら�く�ら�は�
ッ�ア�ン�ョ�ジ�ー�
な�し�動�起�が�プ�

き�と�い�

．�３� 0�7�X�W�I� く�ら�く�ら�
プ�ッ�ア�ン�ョ�ジ�ー�バ�　�

、�た�し�敗�失�が�　� た�ま�
は�　� R�E�W�O�P� プ�ン�ラ�

、�し�滅�点�に�色�赤�が�　�
イ�レ�プ�ス�ィ�デ�晶�液�　�

に�　� ド�ー�モ�ダ�ー�ロ�「�
　�A� て�れ�さ�示�表�と�」�
る�い�　�

●� た�え�違�間�を�ル�イ�ァ�フ�の�ア�ェ�ウ�ム�ー�ァ�フ�る�す�プ�ッ�ア�ン�ョ�ジ�ー�バ�

→� る�い�て�し�と�う�よ�し�プ�ッ�ア�ン�ョ�ジ�ー�バ�が�ア�ェ�ウ�ム�ー�ァ�フ�
で�プ�ッ�ア�ン�ョ�ジ�ー�バ�。�い�さ�だ�く�て�し�認�確�か�の�も�の�種�機�
く�て�し�行�実�を�ド�ー�モ�ド�ー�ロ�ン�ウ�ダ�制�強�、�は�き�と�い�な�き�

→�（�。�い�さ�だ� 3�2�3�.�P� ）�

→� n�o�i�t�a�t�S�m�r�e�t�A� を�ル�イ�ァ�フ�縮�圧�た�し�ド�ー�ロ�ン�ウ�ダ�ら�か�
し�用�使�ら�か�て�し�凍�解�。�か�ん�せ�ま�い�て�し�用�使�に�ず�せ�凍�解�

。�い�さ�だ�く�て�

●� ー�ケ�る�す�続�接�を�ン�コ�ソ�パ�と�機�親�で�中�途�の�プ�ッ�ア�ン�ョ�ジ�ー�バ�
た�れ�外�が�ル�ブ�

→� く�ら�く�ら�『�度�再�、�ら�か�て�し�続�接�く�し�正�を�ル�ブ�ー�ケ�続�接�
さ�だ�く�て�し�プ�ッ�ア�ン�ョ�ジ�ー�バ�で�』�プ�ッ�ア�ン�ョ�ジ�ー�バ�
ロ�ン�ウ�ダ�制�強�、�は�き�と�い�な�き�で�プ�ッ�ア�ン�ョ�ジ�ー�バ�。�い�

→�（�。�い�さ�だ�く�て�し�行�実�を�ド�ー�モ�ド�ー� 3�2�3�.�P� ）�

．�４� 7�S�R� バ�く�ら�く�ら�
が�プ�ッ�ア�ン�ョ�ジ�ー�　�

、�た�し�敗�失�　� は�た�ま�
　� R�E�W�O�P� が�プ�ン�ラ�

い�て�し�滅�点�に�色�赤�　�
る�　�

●� ー�ケ�る�す�続�接�を�ン�コ�ソ�パ�と�機�子�で�中�途�の�プ�ッ�ア�ン�ョ�ジ�ー�バ�
た�け�抜�が�ル�ブ�

→� く�ら�く�ら�『�度�再�、�ら�か�て�し�続�接�く�し�正�を�ル�ブ�ー�ケ�続�接�
さ�だ�く�て�し�プ�ッ�ア�ン�ョ�ジ�ー�バ�で�』�プ�ッ�ア�ン�ョ�ジ�ー�バ�
ロ�ン�ウ�ダ�制�強�、�は�き�と�い�な�き�で�プ�ッ�ア�ン�ョ�ジ�ー�バ�。�い�

→�（�。�い�さ�だ�く�て�し�行�実�を�ド�ー�モ�ド�ー� 4�2�3�.�P� ）�

５�．� h�s�o�t�n�i�c�a�M� で�
　� 0�7�X�W�I� ア�く�ら�く�ら�

動�起�が�ト�ン�タ�ス�シ�　�
い�な�し�　�

●� の�中�の�ダ�ル�ォ�フ�］�定�設�期�初�［�の�］�ダ�ル�ォ�フ�ム�テ�ス�シ�［�
「� i�n�i�.�0�7�W�I� 「�と�」� l�e�t�.�0�7�W�I� ン�コ�ソ�パ�、�て�捨�を�ル�イ�ァ�フ�」�

』�ト�ン�タ�ス�シ�ア�く�ら�く�ら�『�度�再�と�あ�の�そ�。�す�ま�し�動�起�再�を�
。�い�さ�だ�く�て�み�て�し�動�起�を�

６�．� の�中�ン�オ�グ�ロ�「�
ミ�ド�ア�に�ー�ザ�ー�ユ�　�
限�権�タ�ー�レ�ト�ス�ニ�　�
と�」�ん�せ�ま�り�あ�が�　�

る�れ�さ�示�表�　�

●� 0�0�0�2�s�w�o�d�n�i�W� で� r�o�t�a�r�t�s�i�n�i�m�d�A� い�な�が�限�権�の�

→� r�o�t�a�r�t�s�i�n�i�m�d�A� 直�し�ン�オ�グ�ロ�で�名�ー�ザ�ー�ユ�る�あ�の�限�権�
。�い�さ�だ�く�て�し�定�設�て�し�

→� で�作�操�の�下�以� r�o�t�a�r�t�s�i�n�i�m�d�A� 。�い�さ�だ�く�て�し�を�定�設�の�

］�ル�ネ�パ�ル�ー�ロ�ト�ン�コ�［�→�］�定�設�［�→�　�　�　�　�）�１�（�
。�す�ま�し�択�選�を�　�　�　�

ル�ブ�ダ�を�ン�コ�イ�ア�］�ド�ー�ワ�ス�パ�と�ー�ザ�ー�ユ�［�）�２�（�
。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�　�　�　�

と�名�ー�ザ�ー�ユ�、�は�に�う�使�を�タ�ー�ュ�ピ�ン�コ�の�こ�「�）�３�（�
入�を�ド�ー�ワ�ス�パ�　�　�　� を�」�す�ま�り�あ�が�要�必�る�す�力� し�に�

。�す�　�　�　�
た�し�に�示�指�の�面�画�、�し�ク�ッ�リ�ク�を�ン�タ�ボ�）�４�（�

。�す�ま�し�定�設�て�っ�が�　�　�　�
  追加  
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282282　親機・子機に関するQ&A

き�と�な�ん�こ� 状�症� 策�対�と�因�原�

シ�ア�く�ら�く�ら�
た�ま�ト�ン�タ�ス�
バ�く�ら�く�ら�は�
ッ�ア�ン�ョ�ジ�ー�
な�し�動�起�が�プ�

き�と�い�

．�７� ス�シ�ア�く�ら�く�ら�
ラ�ン�オ�［�の�ト�ン�タ�　�
］�録�登�ザ�ー�ユ�ン�イ�　�

　� 、�と�る�す�ク�ッ�リ�ク�を�
　� 、�し�動�起�が�ザ�ウ�ラ�ブ�
　� ー�ラ�エ� れ�さ�示�表�が�
る�　�

●� h�s�o�t�n�i�c�a�M� 。�す�ま�し�生�発�が�状�症�の�こ�、�は�て�っ�よ�に�定�設�の�
。�い�さ�だ�く�て�し�を�策�対�の�か�ら�ち�ど�の�次�

→� 。�い�さ�だ�く�て�し�続�接�で�動�手�で�ス�セ�ク�ア�ト�ー�モ�リ�

→� 、�に�う�よ�る�す�続�接�動�自�に�時�動�起�ザ�ウ�ラ�ブ� h�s�o�t�n�i�c�a�M� を�
。�い�さ�だ�く�て�し�定�設�

）�１�（� ］�ル�ネ�パ�ル�ー�ロ�ト�ン�コ�［�→�ー�ュ�ニ�メ�］�ル�プ�ッ�ア�［�
　� 。�す�ま�し�択�選�を�］�ス�セ�ク�ア�ト�ー�モ�リ�［�→�　�　�

。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�を�ン�タ�ボ�　�）�２�（�
）�３�（� 。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�を�ブ�タ�］�ル�コ�ト�ロ�プ�［�
「�）�４�（� P�I�/�P�C�T� 接�動�自�に�時�動�起�ン�ョ�シ�ー�ケ�リ�プ�ア�用�利�

。�す�ま�し�に�　�を�」�る�す�続�　�　�　�
）�５�（� 。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�を�ン�タ�ボ�

で�」�か�す�ま�し�存�保�に�定�設�の�在�現�を�容�内�定�設�「�）�６�（�
。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�を�ン�タ�ボ�　�　�　�

●� 意�注�で�の�す�ま�り�か�か�回�毎�が�金�料�信�通�、�は�合�場�た�し�続�接�動�自�
。�い�さ�だ�く�て�し�

が�信�通�タ�ー�デ�
き�と�い�な�き�で�

い�な�き�で�続�接� ●� い�な�い�て�い�空�が�線�回�

→� を�話�電� 2� 、�ど�な�る�す�用�使�に�時�同�台� B� を�ル�ネ�ャ�チ� 2� も�と�つ�
か�て�い�空�が�線�回�。�ん�せ�ま�き�で�続�接�は�合�場�る�い�て�し�用�使�

。�い�さ�だ�く�て�し�直�し�続�接�ら�

●� い�な�い�て�れ�さ�続�接�く�し�正�が�ル�ブ�ー�ケ�と�ン�コ�ソ�パ�

→� ブ�ー�ケ�、�か�い�な�い�て�え�違�間�を�ト�ー�ポ�続�接�の�側�ン�コ�ソ�パ�
。�い�さ�だ�く�て�し�認�確�か�る�い�て�れ�ま�込�し�差�と�り�か�っ�し�が�ル�

●� m�r�e�t�A� る�い�て�し�続�接�を� M�O�C� ）�ト�ー�ポ�ル�ア�リ�シ�（�ト�ー�ポ�
い�な�い�て�っ�合�と�定�設�の�ア�ェ�ウ�ト�フ�ソ�信�通�る�す�用�使�、�が�

→� 。�い�さ�だ�く�て�せ�わ�合�を�定�設�の�ア�ェ�ウ�ト�フ�ソ�信�通�
s�w�o�d�n�i�W�/�5�9�s�w�o�d�n�i�W�/�8�9�s�w�o�d�n�i�W�/�e�M�s�w�o�d�n�i�W�

0�0�0�2� 、�は�合�場�る�い�て�し�用�使�を� 「�3�-�7�．� m�r�e�t�A� ソ�パ�と�
→�（�」�る�す�認�確�を�続�接�の�と�ン�コ� 2�0�3�.�P� 、�て�し�照�参�を�）�

る�い�て�れ�さ�続�接� M�O�C� た�ま�。�い�さ�だ�く�て�し�認�確�を�ト�ー�ポ�
ア�く�ら�く�ら�『�は� る�い�て�し�用�使�と�る�す�動�起�を�』�ト�ン�タ�ス�シ�

も�と�こ�る�す�認�確�で�こ�そ�、�で�の�る�れ�さ�示�表�に�面�画�が�ト�ー�ポ�
。�す�ま�き�で�

●� 動�起�に�他�が�ン�ョ�シ�ー�ケ�リ�プ�ア�の�ど�な�ト�フ�ソ�信�通�う�使�を�線�回�
る�い�て�し�

→� 、�と�る�い�て�し�動�起�が�ン�ョ�シ�ー�ケ�リ�プ�ア�る�す�用�使�を�線�回�
ン�ョ�シ�ー�ケ�リ�プ�ア�の�そ�。�す�ま�り�あ�が�と�こ�い�な�き�で�信�通�

。�い�さ�だ�く�て�し�了�終�を�

●� る�い�て�っ�か�か�に�制�規�の�信�発�動�自�

→� 、�合�場�の�中�し�話�が�手�相�信�通� m�r�e�t�A� 信�発�再�に�号�番�一�同�が�
て�え�数�ら�か�信�発�の�初�最�、�は�数�回�る�す� 3� で�間�分� 2� に�内�以�回�

初�最�は�た�ま�、�か�る�け�か�に�号�番�の�別�。�す�ま�い�て�れ�さ�限�制�
ら�か�信�発�の� 3� 。�い�さ�だ�く�て�し�直�し�続�接�ら�か�て�っ�待�上�以�分�

® ® ®

  OK  

 オプション 

  保存  
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き�と�な�ん�こ� 状�症� 策�対�と�因�原�

が�信�通�タ�ー�デ�
き�と�い�な�き�で�

）�き�続�（�い�な�き�で�続�接� ●� る�い�て�っ�な�に�定�設�い�な�ら�返�が�ド�ー�コ�ト�ル�ザ�リ�

→� s�w�o�d�n�i�W�/�5�9�s�w�o�d�n�i�W�/�8�9�s�w�o�d�n�i�W�/�e�M�s�w�o�d�n�i�W�
0�0�0�2� 「�、�は�合�場�る�す�用�使�を� 3�-�7�．� m�r�e�t�A� ン�コ�ソ�パ�と�

→�（�」�る�す�認�確�を�続�接�の�と� 2�0�3�.�P� て�し�照�参�を�）� T�A�コ�
「�で�ド�ン�マ� 3�X�1�V�0�Q�T�A� 。�い�さ�だ�く�て�し�力�入�と�」�
h�s�o�t�n�i�c�a�M� 、�は�合�場�の� T�A� 信�通�る�き�で�用�使�が�ド�ン�マ�コ�

く�て�し�力�入�を�ド�ン�マ�コ�じ�同�、�て�し�意�用�を�ア�ェ�ウ�ト�フ�ソ�
。�い�さ�だ�

で�効�有�も�の�る�み�て�し�試�て�し�ど�も�に�態�状�荷�出�場�工�、�た�ま�
工�が�値�定�設�の�て�べ�す�て�い�ぞ�の�を�録�登�設�増�、�し�だ�た�。�す�

。�い�さ�だ�く�て�し�意�注�で�の�る�ど�も�に�態�状�荷�出�場�

○�

○�

→�る�げ�上�を�器�話�受� く�置�を�器�話�受�→�

時�荷�出�場�工�て�っ�使�を�ン�タ�ボ�ン�ョ�シ�ク�ン�ァ�フ�の�面�前�機�親�
→�（�。�す�ま�き�で�も�と�こ�す�ど�も�に�態�状�の� 8�4�2�.�P� ）�

ッ�ネ�ー�タ�ン�イ�
き�で�続�接�に�ト�

き�と�い�な�

晶�液�の�機�親�（�
イ�レ�プ�ス�ィ�デ�
る�れ�さ�示�表�に�
由�理�断�切�な�主�
ま�考�参�を�号�番�
ま�し�載�記�に�で�

）�す�

．�１� い�な�き�で�続�接� あ�が�合�場�る�ま�は�て�当�が�状�症�の�」�き�と�い�な�き�で�が�信�通�タ�ー�デ�「�
。�い�さ�だ�く�て�し�照�参�も�ら�ち�そ�、�で�の�る�

●� m�r�e�t�A� い�な�が�ル�イ�ァ�フ�報�情�ム�デ�モ�の�

→� に�た�新�て�い�て�し�用�利�を�ト�ッ�ネ�ー�タ�ン�イ�に�で�す� m�r�e�t�A� を�
、�は�ど�な�合�場�た�し�続�接� m�r�e�t�A� ル�イ�ァ�フ�報�情�ム�デ�モ�の�用�

で�要�必�が�定�設�の�続�接�プ�ッ�ア�ル�ヤ�イ�ダ�と�ル�ー�ト�ス�ン�イ�の�
っ�な�こ�お�を�定�設�で�ど�な�』�ト�ン�タ�ス�シ�ア�く�ら�く�ら�『�。�す�

。�い�さ�だ�く�て�

●� 　�　�　�　�　�　�　�　�る�い�て�し�雑�混�が�線�回� 由�理�断�切�（� )�7�1�0�#�

→� と�こ�い�な�き�で�続�接�て�い�で�ん�混�が�線�回�は�て�っ�よ�に�帯�間�時�
て�っ�待�し�少�、�か�る�み�て�し�直�し�続�接�か�度�何�。�す�ま�り�あ�が�

。�い�さ�だ�く�て�し�直�し�続�接�ら�か�

●� る�い�て�っ�違�間�が�号�番�話�電�の�ト�ン�イ�ポ�ス�セ�ク�ア�

→� S�N�I� ト�ッ�ネ� 4�6� イ�バ�ロ�プ�る�い�て�け�設�に�別�を�号�番�話�電�の�用�
。�す�ま�り�あ�が�ダ� S�N�I� ト�ッ�ネ� 4�6� く�て�け�か�に�号�番�話�電�の�用�

　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�。�い�さ�だ� 由�理�断�切�（� )�3�0�0�#�

→� 期�同� K�4�6� と�こ�る�な�異�が�ト�ン�イ�ポ�ス�セ�ク�ア�の�用�期�同�非�と�用�
（�ル�イ�ァ�フ�報�情�ム�デ�モ�る�す�用�使�。�す�ま�り�あ�が� s�w�o�d�n�i�W� 、�）�

L�C�C� （�ル�イ�ァ�フ� h�s�o�t�n�i�c�a�M� イ�ポ�ス�セ�ク�ア�た�せ�わ�合�に�）�
。�い�さ�だ�く�て�け�か�に�号�番�話�電�の�ト�ン�

由�理�断�切�（� 1�0�0�#� ～� 3�0�0� 、� 8�2�0� 、� 9�2�0� 、� )�1�3�0�

●� ザ�ー�ユ� D�I� る�い�て�っ�違�間�が�ド�ー�ワ�ス�パ�と� 由�理�断�切�（� )�6�1�0�#�

→� ザ�ー�ユ�た�れ�さ�行�発�ら�か�ダ�イ�バ�ロ�プ� D�I� や�）�ト�ン�ウ�カ�ア�（�
角�半�が�値�定�設�、�た�ま�。�い�さ�だ�く�て�し�認�確�を�ド�ー�ワ�ス�パ�

。�い�さ�だ�く�て�し�認�確�か�る�い�て�っ�な�に�

●� S�N�D� る�い�て�っ�違�間�が�号�番�の�ス�レ�ド�ア�バ�ー�サ�
由�理�断�切�（� )�6�1�0�#�

→� た�れ�さ�定�指�に�ダ�イ�バ�ロ�プ� S�N�D� し�定�設�を�ス�レ�ド�ア�バ�ー�サ�
。�い�さ�だ�く�て�

●� 0�0�0�2�s�w�o�d�n�i�W�/�5�9�s�w�o�d�n�i�W�/�8�9�s�w�o�d�n�i�W�/�e�M�s�w�o�d�n�i�W�
、�合�場�の� P�I�/�P�C�T� る�い�て�れ�さ�録�登�に�重�二�が�

由�理�断�切�（�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　� )�6�1�0�#�

→� に�で�す� P�I�/�P�C�T� 複�。�す�で�要�不�は�ル�ー�ト�ス�ン�イ�ば�れ�あ�が�
、�で�の�る�な�く�な�き�で�続�接�と�る�い�て�れ�さ�ル�ー�ト�ス�ン�イ�数�

。�い�さ�だ�く�て�し�除�削�は�他�て�し�残�け�だ�つ�１�
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き�と�な�ん�こ� 状�症� 策�対�と�因�原�

ッ�ネ�ー�タ�ン�イ�
き�で�続�接�に�ト�

き�と�い�な�

．�１� い�な�き�で�続�接�
）�き�続�（�
●� る�い�て�っ�違�間�が�定�設�の�ク�ー�ワ�ト�ッ�ネ�プ�ッ�ア�ル�ヤ�イ�ダ�

→� ー�サ�「�、�で�ィ�テ�パ�ロ�プ�の�ク�ー�ワ�ト�ッ�ネ�プ�ッ�ア�ル�ヤ�イ�ダ�
ッ�リ�ク�て�べ�す�は�　�の�」�ン�ョ�シ�プ�オ�細�詳�「�の�」�類�種�の�バ�

。�す�ま�し�に�□�て�し�ク�

　� 8�9�s�w�o�d�n�i�W�/�e�M�s�w�o�d�n�i�W� を�化�号�暗�の�タ�ー�デ�「�は�
　� 、�」�る�す�録�記�を�ル�イ�ァ�フ�グ�ロ�の�続�接�の�こ�「�」�る�す�用�使�
　� 5�9�s�w�o�d�n�i�W� ソ�「�」�ン�オ�グ�ロ�の�へ�ク�ー�ワ�ト�ッ�ネ�「�は�
　� 」�う�使�を�ド�ー�ワ�ス�パ�化�号�暗�「�」�る�す�を�縮�圧�ア�ェ�ウ�ト�フ�

。�す�ま�り�あ�が�目�項�の�　�

→� ル�コ�ト�ロ�プ�ク�ー�ワ�ト�ッ�ネ�は�」�ル�コ�ト�ロ�プ�る�き�で�用�使�「�
「�の� P�I�/�P�C�T� 。�す�ま�し�に�み�の�」�

「�、�し�ク�ッ�リ�ク�を�ン�タ�ボ�　�　�　�　�　�に�ら�さ� P�I� ー�ダ�ッ�ヘ�
ネ�ト�ー�モ�リ�。�い�さ�だ�く�て�し�に�□�を�　�の�」�う�使�を�縮�圧�
更�変�は�」�う�使�を�イ�ェ�ウ�ト�ー�ゲ�「�の�値�定�既�で�ク�ー�ワ�ト�ッ�

。�ん�せ�ま�し�

●� ル�コ�ト�ロ�プ�ク�ー�ワ�ト�ッ�ネ�る�あ�の�性�換�互�で�類�種�の�ー�バ�ー�サ�「�
ク�ー�ワ�ト�ッ�ネ�プ�ッ�ア�ル�ヤ�イ�ダ�。�た�し�で�ん�せ�ま�き�で�が�理�処�の�
の�る�れ�さ�示�表�と�」�い�さ�だ�く�て�し�直�り�や�度�再�を�定�設�の�

、�は� 5�9�s�w�o�d�n�i�W� で� 0�0�8�9�-�C�P� リ�シ�の�ン�コ�ソ�パ�の�ズ�ー�リ�シ�
。�す�で�因�原�が�の�い�古�が�バ�イ�ラ�ド�ト�ー�ポ�ル�ア�

→� あ�で�要�必�、�し�認�確�を�日�成�作�の�バ�イ�ラ�ド�ト�ー�ポ�ル�ア�リ�シ�
信�通�と�い�な�し�ト�ー�デ�プ�ッ�ア�。�す�ま�し�ト�ー�デ�プ�ッ�ア�ば�れ�

を�度�速� s�p�b�k�4�.�8�3� 下�以�。�ん�せ�ま�き�で�が�と�こ�る�す�に�上�以�
。�い�さ�だ�く�て�し�行�実�で�順�手�の�

）�１�（� 5�9�s�w�o�d�n�i�W� 検�［�→�　�　�　�　�し�動�起�を� →�］�索�
。�す�ま�し�択�選�を�］�ダ�ル�ォ�フ�や�ル�イ�ァ�フ�［�　�　�　�

名�て�し�択�選�を�ク�ス�ィ�デ�ド�ー�ハ�に�」�所�場�す�探�「�）�２�（�
「�に�前�　�　�　� D�X�V�.�F�1�5�2�8�R�E�S� 索�検�、�し�力�入�を�」�

。�す�ま�し�行�実�を�　�　�　�
）�３�（� D�X�V�.�F�1�5�2�8�R�E�S� ）�バ�イ�ラ�ド�ト�ー�ポ�ル�ア�リ�シ�（�

が�時�日�新�更�の�　�　�　� 8�1�/�1�1�/�5�9� 、�は�に�合�場�い�古�も�り�よ�
バ�イ�ラ�ド�ト�ー�ポ�ル�ア�リ�シ�の�新�最�で�ス�レ�ド�ア�の�次�　�　�　�
速�信�通�。�い�さ�だ�く�て�し�ト�ー�デ�プ�ッ�ア�、�し�手�入�を�　�　�　�

を�度�　�　�　� s�p�b�k�2�.�9�1� ト�ッ�ネ�ー�タ�ン�イ�、�と�る�す�に�下�以�
フ�た�し�ド�ー�ロ�ン�ウ�ダ�。�す�で�能�可�は�ス�セ�ク�ア�の�へ�　�　�　�
と�る�す�動�起�再�と�あ�た�し�ク�ッ�リ�ク�ル�ブ�ダ�は�ル�イ�ァ�　�　�　�

。�す�ま�き�で�が�ト�ー�デ�プ�ッ�ア�　�　�　�
　�　�　�　� /�n�a�p�a�j�/�m�o�c�.�t�f�o�s�o�r�c�i�m�.�w�w�w�/�/�:�p�t�t�h�

m�t�h�.�8�5�1�_�8�9�/�s�e�l�u�d�o�m�/�5�9�n�i�w�
　�　�　�　� /�n�a�p�a�j�/�m�o�c�.�t�f�o�s�o�r�c�i�m�.�w�w�w�/�/�:�p�t�t�h�

m�t�h�.�6�4�2�_�8�9�/�s�e�l�u�d�o�m�/�5�9�n�i�w�
）�版�新�最�（�

●� い�な�が�ル�イ�ァ�フ�報�情�ム�デ�モ�

→� 5�9�s�w�o�d�n�i�W� ら�か� 8�9�s�w�o�d�n�i�W� し�プ�ッ�ア�ン�ョ�ジ�ー�バ�に�
イ�ァ�フ�報�情�ム�デ�モ�た�っ�あ�で�ん�込�み�組�に�で�す�、�は�合�場�た�
ン�イ�の�報�情�ム�デ�モ�「�。�す�ま�り�あ�が�と�こ�る�れ�さ�除�削�が�ル�

電�→�（�。�い�さ�だ�く�で�ん�込�み�組�て�し�照�参�を�」�ル�ー�ト�ス� マ�子�
「�の�」�ド�イ�ガ�信�通�タ�ー�デ�「�ル�ア�ュ�ニ� 6�-�2� ネ�ー�タ�ン�イ�．�

）�」�定�設�動�手�の�続�接�ト�ッ�

 TCP/IP設定 
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き�と�な�ん�こ� 状�症� 策�対�と�因�原�

ッ�ネ�ー�タ�ン�イ�
き�で�続�接�に�ト�

き�と�い�な�

．�１� い�な�き�で�続�接� ●� 0�.�4�T�N�s�w�o�d�n�i�W� ヤ�イ�ダ�「�が�方�い�使�の�ト�ー�ポ�、�で�合�場�の�
る�い�て�っ�な�に�外�以�」�み�の�ト�ウ�ア�ル�

→� の�」�定�設�の�ス�ビ�ー�サ�ス�セ�ク�ア�ト�ー�モ�リ�「� 9 マ�子�電�→�（�
「�の�」�ド�イ�ガ�信�通�タ�ー�デ�「�ル�ア�ュ�ニ� 9�-�2� ネ�ー�タ�ン�イ�．�

」�み�の�ト�ウ�ア�ル�ヤ�イ�ダ�「�、�で�）�」�定�設�動�手�の�続�接�ト�ッ�
る�け�付�け�受�も�信�着�。�す�ま�り�な�に�用�専�信�発�と�る�す�定�設�に�
さ�だ�く�て�し�択�選�を�」�信�着�と�ト�ウ�ア�ル�ヤ�イ�ダ�「�、�は�合�場�

と�る�す�に�」�信�着�と�ト�ウ�ア�ル�ヤ�イ�ダ�「�、�し�だ�た�。�い� S�A�R�
て�っ�な�に�ち�待�信�着� M�O�C� く�ら�『�、�め�た�る�す�有�占�を�ト�ー�ポ�

場�の�こ�。�す�ま�り�な�く�な�き�で�動�起�が�』�ト�ン�タ�ス�シ�ア�く�ら�
て�え�替�り�切�に�」�み�の�ト�ウ�ア�ル�ヤ�イ�ダ�「�ん�た�っ�い�、�は�合�
設�の�』�ト�ン�タ�ス�シ�ア�く�ら�く�ら�『�。�い�さ�だ�く�て�し�行�実�ら�か�
。�い�さ�だ�く�て�し�ど�も�に�」�信�着�と�ト�ウ�ア�ル�ヤ�イ�ダ�「�、�後�定�

●� h�s�o�t�n�i�c�a�M� の� a�m�r�o�f�r�e�P� 、�合�場�の�ズ�ー�リ�シ� E�S�O�R�/�A� の�
い�な�い�て�れ�外�が�ク�ッ�ェ�チ�

→� →�］�ル�ネ�パ�ル�ー�ロ�ト�ン�コ�［�→�ー�ュ�ニ�メ�］�ル�プ�ッ�ア�［�
「�で�］�ー�ャ�ジ�ネ�マ�張�拡�能�機�［� E�S�O�R�/�A� に�□�を�　�の�」�

。�す�ま�し�

●� S�O� 継�き�引�に�常�正�が�境�環�の�前�、�際�た�し�プ�ッ�ア�ン�ョ�ジ�ー�バ�を�
い�な�い�て�れ�が�

→� や�報�情�ム�デ�モ�、�と�あ�た�し�除�削�を�報�情�ム�デ�モ�い�古� B�S�U� ド�
。�い�さ�だ�く�て�し�ル�ー�ト�ス�ン�イ�再�を�バ�イ�ラ�

除�削�の�報�情�ム�デ�モ�

5�9�s�w�o�d�n�i�W�/�8�9�s�w�o�d�n�i�W�/�e�M�s�w�o�d�n�i�W� 合�場�の�
ル�ブ�ダ�を�］�ム�デ�モ�［�の�］�ル�ネ�パ�ル�ー�ロ�ト�ン�コ�［�）�１�（�

。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�　�　�　�
選�を�ム�デ�モ�な�要�不�て�し�ク�ッ�リ�ク�を�ブ�タ�］�般�全�［�）�２�（�

。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�を�ン�タ�ボ�　�　�　�、�し�択�　�　�　�

0�0�0�2�s�w�o�d�n�i�W� 合�場�の�
オ�の�ム�デ�モ�と�話�電�［�の�］�ル�ネ�パ�ル�ー�ロ�ト�ン�コ�［�）�１�（�

。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�ル�ブ�ダ�を�］�ン�ョ�シ�プ�　�　�　�
を�ム�デ�モ�な�要�不�て�し�ク�ッ�リ�ク�を�ブ�タ�］�ム�デ�モ�［�）�２�（�

。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�を�ン�タ�ボ�　�　�　�、�し�択�選�　�　�　�

B�S�U� （�ル�ー�ト�ス�ン�イ�再�の�バ�イ�ラ�ド� B�S�U� ）�み�の�合�場�の�続�接�

。�す�ま�し�動�起�を�ト�ン�タ�ス�シ�ア�く�ら�く�ら�）�１�（�
［�）�２�（� B�S�U� 、�し�択�選�を�］�ト�ー�デ�プ�ッ�ア�の�バ�イ�ラ�ド�

。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�を�ン�タ�ボ�　�　�　�　�　�　�
、�し�択�選�を�］�る�す�ル�ー�ト�ス�ン�イ�再�を�バ�イ�ラ�ド�［�）�３�（�

。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�を�ン�タ�ボ�　�　�　�　�　�　�
）�４�（� B�S�U� ク�ッ�リ�ク�を�ン�タ�ボ�　�　�　�、�し�外�を�ル�ブ�ー�ケ�

。�す�ま�し�　�　�　�
。�す�ま�し�作�操�て�っ�が�た�し�に�示�指�の�面�画�）�５�（�

加�追�の�報�情�ム�デ�モ�

ネ�ー�タ�ン�イ�［�、�し�動�起�を�ト�ン�タ�ス�シ�ア�く�ら�く�ら�）�１�（�
。�す�ま�し�択�選�を�］�定�設�の�続�接�ト�ッ�　�　�　�
。�す�ま�し�定�設�て�っ�が�た�し�に�示�指�の�面�画�）�２�（�

●� 0�0�0�2�s�w�o�d�n�i�W� ン�コ�イ�ア�］�プ�ッ�ア�ル�ヤ�イ�ダ�［�、�は�合�場�の�
　�　�　�→�］�ィ�テ�パ�ロ�プ�［�→�ク�ッ�リ�ク�右�を� ク�ッ�リ�ク�を�ン�タ�ボ�

く�て�し�認�確�か�い�な�い�て�れ�さ�更�変�が�ル�コ�ト�ロ�プ�ム�デ�モ�、�て�し�
。�い�さ�だ�

）�き�続�（�

®

  次へ  

  次へ  

  実行  

  構成  

  削除  

  削除  
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286286　親機・子機に関するQ&A

き�と�な�ん�こ� 状�症� 策�対�と�因�原�

ッ�ネ�ー�タ�ン�イ�
き�で�続�接�に�ト�

き�と�い�な�

．�２� タ�ン�イ�ら�か�機�子�
よ�し�続�接�に�ト�ッ�ネ�ー�　�
に�ぐ�す�、�と�る�す�と�う�　�
」�ン�ダ�ツ�セ�タ�ー�デ�「�　�

る�れ�さ�示�表�と�　�

●� 」�ド�ー�モ�信�発�タ�ー�デ�「�の�ト�ー�ポ�線�無�る�い�て�れ�さ�録�登�が�機�子�
期�同�（�ド�ー�モ�換�変�ル�コ�ト�ロ�プ�「�が� K�4�6� い�て�れ�さ�定�設�に�」�）�

る�

→� 中�用�使�を�」�ド�ー�モ�換�変�ル�コ�ト�ロ�プ�「�に�で�す�が�機�子�の�他�
の�る�わ�終�が�信�通�タ�ー�デ�の�他�。�ん�せ�ま�き�で�続�接�は�合�場�の�

。�い�さ�だ�く�て�し�続�接�度�再�ら�か�て�っ�待�を�

●� き�と�の�中�用�使�が�機�子�の�他�

→� の�機�親� S�H�P� き�で�認�確�が�況�状�用�使�の�ト�ー�ポ�線�無�で�プ�ン�ラ�
。�す�ま�

の�ト�ー�ポ�線�無�、�は�で�滅�点�の�色�緑� 1� 子�。�す�で�中�用�使�が�つ�
と�こ�う�な�こ�お�を�信�通�ス�レ�ヤ�イ�ワ�ク�ン�リ�ル�ア�ュ�デ�ら�か�機�

。�ん�せ�ま�き�で�は�
が�ト�ー�ポ�線�無�、�は�で�滅�点�の�色�赤� 2� 。�す�で�中�用�使�も�と�つ�

ー�ポ�線�無�の�他�。�ん�せ�ま�き�で�用�使�が�信�通�線�無�の�て�べ�す�の�機�子�
。�い�さ�だ�く�て�っ�待�を�の�る�わ�終�が�用�使�の�ト�

．�３� S�H�P� ら�か�機�話�電�
に�ト�ッ�ネ�ー�タ�ン�イ�　�

　� 、�き�と�た�し�ス�セ�ク�ア�
パ�と�名�ー�ザ�ー�ユ�「�　�
認�確�を�ド�ー�ワ�ス�　�
ラ�エ�に�と�あ�の�」�中�　�

る�な�に�ー�　�

●� デ�「�の�ト�ー�ポ�線�無�の�機�親�と�ル�コ�ト�ロ�プ�の�ト�ン�イ�ポ�ス�セ�ク�ア�
い�な�い�て�っ�合�が�」�ド�ー�モ�信�発�タ�ー�

→� S�F�A�I�P� ポ�線�無�、�は�合�場�る�す�続�接�に�ト�ン�イ�ポ�ス�セ�ク�ア�の�
「�を�」�ド�ー�モ�信�発�タ�ー�デ�「�の�ト�ー� S�F�A�I�P� ー�モ�ー�ル�ス�

。�い�さ�だ�く�て�し�定�設�に�」�ド�
ー�ポ�線�無�、�は�合�場�る�す�続�接�に�ト�ン�イ�ポ�ス�セ�ク�ア�の�期�同�
ド�ー�モ�換�変�ル�コ�ト�ロ�プ�「�を�」�ド�ー�モ�信�発�タ�ー�デ�「�の�ト�

期�同�（� K�4�6� 。�い�さ�だ�く�て�し�定�設�に�」�）�

●� S�H�P� る�い�て�し�供�提�が�者�業�事�信�通� S�H�P� ン�イ�ポ�ス�セ�ク�ア�用�専�
（�ト� S�A�I�P� 、�ト�ッ�ネ� E�T�P� し�続�接�に�）�ど�な�ト�ン�イ�ポ�ス�セ�ク�ア�
る�い�て�

→� S�H�P� る�い�て�し�供�提�が�者�業�事�信�通� S�H�P� イ�ポ�ス�セ�ク�ア�用�専�
、�は�に�ト�ン� S�N�I� ト�ッ�ネ� 4�6� せ�ま�き�で�は�ス�セ�ク�ア�の�ら�か�由�経�

を�料�用�利�は�れ�こ�。�ん� S�H�P� 、�め�た�る�す�求�請�へ�者�約�契� S�H�P�
。�す�で�め�た�る�い�て�し�ク�ッ�ェ�チ�を�か�う�ど�か�者�入�加�

接�直�、�か�る�す�用�利�を�ト�ン�イ�ポ�ス�セ�ク�ア�の�ダ�イ�バ�ロ�プ�
S�H�P� 。�い�さ�だ�く�て�し�ス�セ�ク�ア�ら�か�網�

．�４� 他�の�そ� ●� h�s�o�t�n�i�c�a�M� 使�を�』�ト�ン�タ�ス�シ�ア�続�接�ト�ッ�ネ�ー�タ�ン�イ�『�で�
問�お�に�タ�ー�ュ�ピ�ン�コ�ル�プ�ッ�ア�、�は�ル�ブ�ラ�ト�の�合�場�た�い�て�っ�

。�い�さ�だ�く�せ�わ�合�い�

●� h�s�o�t�n�i�c�a�M� で� L�C�C� 使�を�）�ル�イ�ァ�フ�報�情�ム�デ�モ�（�ル�イ�ァ�フ�
い�な�し�用� P�P�P� 、�合�場�の�ア�ェ�ウ�ト�フ�ソ� T�A� コ�の�次�で�ド�ン�マ�コ�

。�い�さ�だ�く�て�し�力�入�を�ド�ン�マ�

「�（�0� ）�。�す�で�ロ�ゼ�の�字�数�は�」�

ー�メ�ア�ェ�ウ�ト�フ�ソ�各�、�は�て�い�つ�に�定�設�の�ア�ェ�ウ�ト�フ�ソ�の�別�個�
。�い�さ�だ�く�せ�わ�合�い�問�お�に�ー�カ�

ト�ン�イ�ポ�ス�セ�ク�ア� ド�ン�マ�コ�定�設�期�初�

（�期�同�非� spbk6.75/4.83 ）� 1V0QDA X3$ 1D&3Q¥0=1N

期�同� spbk46 1V0QTA X3$ 1=1N

spbk821 ク�ン�リ�チ�ル�マ� PPP 1V0QTA X3$ 1=11N

K23SFAIP 1V0QTA X3$ 2=1N $ 0=51N

K46SFAIP 1V0QTA X3$ 2=1N $ 1=51N
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お
困
り
の
と
き
に
は

7-1 

困
っ
た
と
き
のQ

&
A

き�と�な�ん�こ� 状�症� 策�対�と�因�原�

信�着�が�ル�ー�メ�
い�な�し�

EBOLGIB ル�ー�メ�の�
に�ス�ビ�ー�サ�知�通�信�着�
、�に�の�る�い�て�し�入�加�
て�い�届�が�ル�ー�メ�子�電�

も� GSM 滅�点�が�プ�ン�ラ�
い�な�し�

●� EBOLGIB 『�と�名�示�表�知�通�の� IUU ル�ー�メ� XE た�し�定�設�で�』�
る�い�て�っ�違�が�名�示�表�知�通�

→�『� IUU ル�ー�メ� XE た�っ�い�を�名�示�表�知�通�る�い�て�し�定�指�で�』�
、�た�ま�。�い�さ�だ�く�て�し�力�入�度�再�、�ら�か�て�し�去�消�ん�

EBOLGIB 確�を�定�設�ン�ョ�シ�プ�オ�と�号�番�話�電�で�定�設�の�側�
。�い�さ�だ�く�て�し�認�

●� SNI ト�ッ�ネ� 46 許�信�着�「�が�」�知�通�報�情�間�ザ�ー�ユ�「�で�約�契�の�
い�な�い�て�っ�な�に�」�可�

→� SNI ト�ッ�ネ� 46 信�着�「�を�」�知�通�報�情�間�ザ�ー�ユ�「�の�約�契�の�
に�て�あ�分�自�。�す�ま�し�に�」�可�許� IUU 、�て�し�出�を�ル�ー�メ�

GSM 点�。�い�さ�だ�く�て�し�認�確�か�う�ど�か�る�す�滅�点�が�プ�ン�ラ�
。�ん�せ�ま�り�あ�は�題�問�に�約�契�ば�れ�す�滅�

●� て�れ�さ�定�設�に�う�よ�る�れ�さ�知�通�が�号�番�信�着�に�ト�ー�ポ�タ�ー�デ�
い�な�い�

→� 。�い�さ�だ�く�て�し�認�確�で�』�ト�ン�タ�ス�シ�ア�く�ら�く�ら�『�

●� な�に�」�い�な�し�滅�点�「�が�定�設�の�』�ト�ン�タ�ス�シ�ア�く�ら�く�ら�『�
る�い�て�っ�

→� 。�い�さ�だ�く�て�し�定�設�に�う�よ�る�す�滅�点�

●� 、�め�た�た�し�化�期�初�を�機�親� IUU ル�ー�メ� XE 設�の�名�示�表�知�通�の�
た�っ�ま�し�て�え�消�が�定�

→� swodniW は�合�場�の� IUU ル�ー�メ� XE て�れ�さ�ル�ー�ト�ス�ン�イ�が�
「�る�あ�に�中�の�ダ�ル�ォ�フ�る�い� ini.2XEliaMIUU ル�イ�ァ�フ�」�

、�て�し�除�削�を� IUU ル�ー�メ� XE 。�い�さ�だ�く�て�し�動�起�再�を�

が�る�す�は�続�接�
し�か�お�が�信�通�

き�と�い�

い�遅�が�度�速� ●� 信�通�、�と�る�い�で�ん�混�が�ト�ー�ル�の�ト�ッ�ネ�ー�タ�ン�イ�や�先�続�接�
。�す�ま�り�あ�が�と�こ�る�な�く�遅�が�度�速�

→� 。�い�さ�だ�く�て�み�て�し�続�接�度�一�う�も�て�え�変�を�帯�間�時�

●� い�遅�が�度�速�定�設�の�ン�コ�ソ�パ�

→� swodniW パ�て�っ�よ�に�態�形�信�通�、�は�で�ン�コ�ソ�パ�の�載�搭�
度�速�信�通�た�し�待�期�、�と�い�な�し�更�変�を�度�速�高�最�の�ン�コ�ソ�
に�的�般�一�。�い�さ�だ�く�て�し�定�設�に�う�よ�の�次�。�ん�せ�ま�出�が�
る�出�が�度�速�信�通�、�て�し�入�購�を�ド�ー�ボ�ル�ア�リ�シ�速�高�、�は�

。�す�ま�き�で�に�う�よ�

期�同�／�期�同�非�○� PPP 期�同�（�換�変� K46 ）�信�通�
・�・�・�　�　�　�　� spbk2.511 上�以�
信�通�期�同�非�○�

る�す�に�じ�同�と�度�速�信�通�・�・�・�　�　�　�　�

を�信�通�・�話�通�
き�と�た�し�了�終�

の�イ�レ�プ�ス�ィ�デ�晶�液�
な�え�消�が�示�表�の�

い�

●� に�イ�レ�プ�ス�ィ�デ�晶�液� ま�ま�た�れ�さ�示�表�が�か�れ�ず�い�の�
と�機�親�、�は�き�と�の� SNI ト�ッ�ネ� 46 る�い�て�し�続�接�を� SNI 回�ケ�線�

ら�か�て�し�認�確�を�と�こ�る�え�消�が�示�表�、�て�い�抜�ん�た�っ�い�を�ル�ブ�ー�
。�す�ま�れ�さ�断�切�が�信�通�で�れ�こ�。�い�さ�だ�く�で�ん�込�し�差�度�再�

た�っ�切�を�源�電�
き�と�

の�イ�レ�プ�ス�ィ�デ�晶�液�
い�な�え�消�が�示�表�

●� も�て�っ�切�を�源�電�の�ン�コ�ソ�パ�、�は�で�ン�コ�ソ�パ�の�部�一� RE 号�信�
を� FFO 断�切�が�信�通�と�だ�ま�ま�の�そ�。�す�ま�り�あ�が�種�機�い�な�し�に�

。�す�ま�り�あ�が�合�場�い�な�れ�さ� ト�ン�セ�ン�コ�源�電�の�ン�コ�ソ�パ�は�
。�す�ま�り�あ�が�合�場�い�な�れ�さ�断�切�は�信�通�、�が�す�ま�え�消�ば�け�抜�を�

→� に�イ�レ�プ�ス�ィ�デ�晶�液� ま�ま�た�れ�さ�示�表�が�か�れ�ず�い�の�
と�機�親�、�は�き�と�の� SNI ト�ッ�ネ� 46 る�い�て�し�続�接�を� SNI 回�ケ�線�

ら�か�て�し�認�確�を�と�こ�る�え�消�が�示�表�、�て�い�抜�ん�た�っ�い�を�ル�ブ�ー�
。�す�ま�れ�さ�断�切�が�信�通�で�れ�こ�。�い�さ�だ�く�で�ん�込�し�差�度�再�
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き�と�な�ん�こ� 状�症� 策�対�と�因�原�

作�動�に�時�電�停�
き�と�い�な�し�

．�１� R�E�W�O�P� プ�ン�ラ�
い�な�し�滅�点�が�　�

●� が�チ�ッ�イ�ス�源�電�の�機�親� F�F�O� る�い�て�っ�な�に�

→� り�な�に�ド�ー�モ�電�停�、�と�い�な�で�態�状�た�っ�入�が�チ�ッ�イ�ス�源�電�
「�を�チ�ッ�イ�ス�源�電�。�ん�せ�ま� －�（�」� N�O� 。�い�さ�だ�く�て�し�に�）�

●� ッ�セ�て�え�違�間�を�－�・�＋�は�た�ま�、�い�な�い�て�れ�さ�ト�ッ�セ�が�池�電�
る�い�て�し�ト�

→� 単�の�販�市� 3� 池�電�ド�カ�ニ�の�売�別�は�た�ま�、�池�電�乾�リ�カ�ル�ア�
。�い�さ�だ�く�て�し�ト�ッ�セ�く�し�正�を�ク�ッ�パ�

●�単3 る�い�て�っ�な�く�な�が�量�容�の�池�電�乾�リ�カ�ル�ア�

→� 。�い�さ�だ�く�て�し�換�交�を�池�電�

．�２� れ�ら�け�か�が�話�電�
い�な�　�

●� る�い�て�し�続�接�を�機�話�電�に�ト�ー�ポ�Ｂ�話�電�

→� だ�ト�ー�ポ�Ａ�話�電�、�は�ト�ー�ポ�グ�ロ�ナ�ア�る�き�で�用�使�に�時�電�停�
。�い�さ�だ�く�て�し�続�接�に�ト�ー�ポ�Ａ�話�電�を�機�話�電�。�す�で�け�

．�３� 間�時�用�使�の�池�電�
い�短�が�　�

●� る�い�て�げ�上�を�器�話�受�の�機�話�電�の�ト�ー�ポ�Ｂ�話�電�

→� 。�い�さ�だ�く�て�い�置�を�器�話�受�

●�S� の�売�別�、�め�た�る�れ�さ�電�給�も�に�ト�ッ�ニ�ユ�点� S� を�ト�ッ�ニ�ユ�点�
。�す�ま�り�な�く�短�が�間�時�用�使�と�る�い�て�し�用�使�

実�と�金�料�積�累�
異�が�金�料�の�際�

き�と�る�な�

－�

●� S�N�I� 、�ス�ラ�プ�ム�イ�タ� S�N�I� ど�な�ン�ラ�プ�イ�ア�・�ｉ�、�イ�ダ�ー�ホ�レ�テ�
、�り�た�い�て�し�入�加�に�ス�ビ�ー�サ�の� S�H�P� で�由�経�者�業�事�他�ど�な�網�

る�い�て�っ�な�こ�お�を�信�通�

→� 。�す�ま�り�な�異�が�額�求�請�の�際�実�と�金�料�積�累�る�れ�さ�示�表�
m�r�e�t�A� 示�表�ま�ま�の�そ�を�額�金�た�れ�さ�知�通�ら�か�網�に�時�断�切�は�

。�す�ま�い�て�し�算�計�て�し�と�金�料�積�累�、�し�
、�た�ま� S�H�P� お�を�信�通�と�者�業�事�他�の�ど�な�ム�コ�レ�テ�本�日�や�網�

の�い�な�れ�さ�出�送�ら�か�ク�ー�ワ�ト�ッ�ネ�が�報�情�金�料�と�う�な�こ�
。�す�ま�り�な�異�が�額�求�請�の�際�実�と�金�料�積�累�、�で�

●� た�し�化�期�初�を�機�親�は�た�ま�、�た�っ�切�を�源�電�の�機�親�

→� 、�と�る�す�化�期�初�り�た�っ�切�を�源�電�の�機�親�は�金�料�積�累� 0�円�
シ�ア�く�ら�く�ら�『�。�す�ま�り�ど�も�に�値�た�し�存�保�回�前�は�た�ま�
を�値�定�設�に�と�あ�た�し�示�表�を�金�料�積�累�で�ど�な�』�ト�ン�タ�ス�
保�が�値�の�金�料�積�累�た�れ�さ�示�表�に�き�と�の�そ�、�と�る�す�存�保�

。�す�ま�れ�さ�存�

付�添� M�O�R�-�D�C�
た�し�ト�ッ�セ�を�

き�と�

示�表�を�面�画�ー�ュ�ニ�メ�
い�な�く�た�し�

●� s�w�o�d�n�i�W� 付�添�は�合�場�の� M�O�R�-�D�C� ュ�ニ�メ�、�と�る�す�ト�ッ�セ�を�
。�す�ま�い�て�れ�さ�定�設�に�う�よ�る�れ�さ�示�表�が�面�画�ー�

ー�ュ�ニ�メ�で�法�方�の�か�れ�ず�い�の�下�以�、�は�合�場�い�な�く�た�し�示�表�
。�い�さ�だ�く�て�し�消�を�

→� ［�の�面�画�ー�ュ�ニ�メ� M�O�R�-�D�C� 。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�を�］�了�終�の�

→� 0�0�0�2�s�w�o�d�n�i�W�/�5�9�s�w�o�d�n�i�W�/�8�9�s�w�o�d�n�i�W�/�e�M�s�w�o�d�n�i�W�
、�は�合�場�の� T�F�I�H�S� ら�が�な�し�押�を�ー�キ� M�O�R�-�D�C� ト�ッ�セ�を�
。�す�ま�し� M�O�R�-�D�C� で�ま�る�ま�止�が�ス�セ�ク�ア�の�ブ�イ�ラ�ド�
T�F�I�H�S� 。�す�ま�け�続�し�押�を�ー�キ�

→� 5�9�s�w�o�d�n�i�W�/�8�9�s�w�o�d�n�i�W�/�e�M�s�w�o�d�n�i�W� 、�合�場�の� -�D�C�
M�O�R� に�う�よ�い�な�れ�さ�示�表�が�面�画�の�初�最�に�き�と�た�れ�入�を�

。�す�ま�き�で�
付�添�（� M�O�R�-�D�C� の�か�ほ�、�く�な�で�け�だ� M�O�R�-�D�C� 示�表�も�で�

）�ん�せ�ま�れ�さ�
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付�添� MOR-DC
た�し�ト�ッ�セ�を�

き�と�

MOR-DC ー�ュ�ニ�メ�の�
い�な�れ�さ�示�表�が�面�画�

●� 59swodniW/89swodniW/eMswodniW 次�、�は�合�場�の�
。�す�ま�き�で�が�と�こ�る�す�示�表�を�面�画�ー�ュ�ニ�メ�で�順�手�の�

→� を�］�ラ�ー�ロ�プ�ス�ク�エ�［�→�］�ム�ラ�グ�ロ�プ�［�→�　�　�　�）�１�（�
。�す�ま�し�択�選�　�　�　� eMswodniW( →�　�　�　�　�は�合�場�の�

プ�ス�ク�エ�［�→�］�リ�サ�セ�ク�ア�［�→�］�ム�ラ�グ�ロ�プ�［�　�　�　�
ラ�ー�ロ�　�　�　� ）�］�

［�）�２�（� MOR-DC 。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�ル�ブ�ダ�を�ブ�イ�ラ�ド�］�
「�）�３�（� exe.unem 　�。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�ル�ブ�ダ�を�」�

付�添� MOR-DC
あ�た�し�用�使�を�
ン�コ�ソ�パ�に�と�
く�な�し�作�動�が�

る�な�
－�

●� い�な�い�て�し�了�終�を�ー�ュ�ニ�メ�の�』�ド�イ�ガ�プ�ッ�ア�ト�ッ�セ�『�

→� て�せ�さ�了�終�を�面�画�ー�ュ�ニ�メ�の�』�ド�イ�ガ�プ�ッ�ア�ト�ッ�セ�『�
ら�か� MOR-DC な�し�作�動�が�ン�コ�ソ�パ�、�と�い�な�さ�出�り�取�を�

［�の�面�画�ー�ュ�ニ�メ�。�す�ま�り�あ�が�と�こ�る�な�く� MOR-DC の�
、�し�ク�ッ�リ�ク�を�］�了�終� MOR-DC ラ�ス�セ�ク�ア�の�ブ�イ�ラ�ド�

、�ら�か�て�し�認�確�を�と�こ�た�え�消�が�プ�ン� MOR-DC 出�り�取�を�
。�い�さ�だ�く�て�し�

ー�タ�ー�パ�イ�ハ�
ン�イ�を�ル�ナ�ミ�
た�し�ル�ー�ト�ス�

い�

－�

●� swodniW/59swodniW/89swodniW/eMswodniW
0002 で� mretA ー�パ�イ�ハ�『�、�は�に�き�と�る�す�認�確�を�定�設�の�

パ�イ�ハ�『�は�て�っ�よ�に�ン�コ�ソ�パ�。�す�ま�し�用�使�を�』�ル�ナ�ミ�ー�タ�
。�ん�せ�ま�い�て�れ�さ�ル�ー�ト�ス�ン�イ�が�』�ル�ナ�ミ�ー�タ�ー�

→� 。�す�ま�し�ル�ー�ト�ス�ン�イ�で�順�手�の�次�

を�］�ル�ネ�パ�ル�ー�ロ�ト�ン�コ�［�→�］�定�設�［�→�　�　�　�）�１�（�
。�す�ま�し�択�選�　�　�　�

ダ�を�ン�コ�イ�ア�］�除�削�と�加�追�の�ン�ョ�シ�ー�ケ�リ�プ�ア�［�）�２�（�
。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�ル�ブ�　�　�　�

［�）�３�（� swodniW 。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�を�ブ�タ�］�ル�イ�ァ�フ�
）�４�（� し�ク�ッ�リ�ク�を�ン�タ�ボ�　�　�　�、�し�択�選�を�」�信�通�「�

。�す�ま�　�　�　�
「�）�５�（� 、�し�に�　�　�て�し�ク�ッ�リ�ク�を�」�ル�ナ�ミ�ー�タ�ー�パ�イ�ハ�
　�　�　�　�　�　� 。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�を�ン�タ�ボ�

「�き�と�の�こ�　�　�　� MOR-DC 場�た�れ�さ�示�表�と�」�す�で�要�必�が�
　�　� 、�は�合� swodniW の� MOR-DC 。�す�ま�し�ト�ッ�セ�を�

き�と�た�し�入�購�
ど�も�に�態�状�の�

き�と�い�た�し�

－�

●� い�た�し�直�り�や�て�べ�す�ら�か�初�最�を�定�設�の�機�親�

→� だ�た�。�す�ま�し�ど�も�に�態�状�の�時�荷�出�場�工�を�値�定�設�の�機�親�
時�荷�出�場�工�が�値�定�設�の�て�べ�す�て�い�ぞ�の�を�録�登�設�増�、�し�

。�い�さ�だ�く�て�し�意�注�で�の�る�ど�も�に�態�状�の�

○�

○�

→�る�げ�上�を�器�話�受�の�機�話�電� 器�話�受�→�
く�置�を�

荷�出�場�工�、�て�っ�使�を�ン�タ�ボ�ン�ョ�シ�ク�ン�ァ�フ�の�面�前�機�親�
→�（�。�す�ま�き�で�も�と�こ�す�ど�も�に�態�状�の�時� 842.P ）�

●� い�た�し�直�り�や�て�べ�す�ら�か�初�最�を�定�設�の�機�子�

→� ぞ�の�を�録�登�設�増�、�し�だ�た�。�す�ま�し�化�期�初�を�定�設�の�機�子�
で�の�る�ど�も�に�態�状�の�時�荷�出�場�工�が�値�定�設�の�て�べ�す�て�い�

。�い�さ�だ�く�て�し�意�注�

○�

○�

の�面�背�機�子� TSET 、�ら�が�な�し�押�で�ど�な�棒�い�細�を�チ�ッ�イ�ス�
を�源�電�で�ん�込�し�差�を�グ�ラ�プ�源�電� NO ま�の�そ�。�す�ま�し�に�

ま� TSET を�チ�ッ�イ�ス� 5 、�け�続�し�押�上�以�秒� REWOP プ�ン�ラ�
、�ら�た�し�灯�点�に�色�緑�が� TSET 。�す�ま�し�離�を�手�ら�か�チ�ッ�イ�ス�

TA 「�で�ド�ン�マ�コ� 89ZTA 。�す�ま�し�行�実�を�」�

し�用�使�で�外�海�
き�と�い�た� －�

●� mretA の�内�国�本�日�は�ズ�ー�リ�シ� NDSI （�SNI ト�ッ�ネ� 46 で�）�
ま�き�で�用�使�は�で�外�海�、�め�た�る�い�て�し�と�提�前�を�と�こ�る�す�用�使�

。�ん�せ� 語�本�日�た�ま� SO 。�ん�せ�ま�き�で�用�使�は�で�外�以�

  OK  

  詳細  
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290　USBに関するQ&A

USBに関するQ&A

USBポートを使用するときの注意

USBポートに接続する前に以下の点を確認してください。

■ 接続台数
1台のパソコンのUSBポートに接続できるAtermは1台だけです。

■ 親機または子機とUSB接続ができるOS
WindowsMe/Windows98/Windows95/Windows2000を搭載したパソコン、または
Mac OS 8.6以上を搭載したMacintoshで利用できます。それ以外のパソコンの場合は、
シリアルポート（RS-232C）で接続してください。またWindows95の場合は、USB接
続できるOSのバージョンが限定されます。以下で確認してください。

■ Windows95の場合

● Windows95のバージョンが「OEM Service Release 2.1（OSR2.1）」以降の
場合のみ使用できます。
次の方法でバージョンを確認してください。

!  →［設定］→［コントロールパネル］を選択します。

→［コントロールパネル］ウィンドウが表示されます。

@［システム］アイコンをダブルクリックします。
→［システムのプロパティ］画面が表示されます。

#［全般］タブ内に「Microsoft Windows95 4.00.950B」と表示されているこ
とを確認します。

$   OK   ボタンをクリックします。

→［システムのプロパティ］が終了し、［コントロールパネル］ウィンドウにもどります。

%［アプリケーションの追加と削除］アイコンをダブルクリックします。
→［アプリケーションの追加と削除］画面が表示されます。

^ソフトウェアの一覧に「USB Supplement to OSR2」と表示されているか確
認します。

● 表示されない場合は、パソコンの取扱説明書などでUSBポートが使用できる
かどうか確認してください。

● 上記ソフトウェアがインストールされていても、パソコンのBIOSを変更しな
いとUSBポートが使用できない場合があります。BIOSの設定方法は、パソ
コンによって異なります。お使いのパソコンの取扱説明書を参照してください。

&   OK   ボタンをクリックします。

→［アプリケーションの追加と削除］が終了し、［コントロールパネル］ウィンドウにもどり
ます。
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● Windows95のUSBドライバ（USBD.SYSファイル）のバージョンが「4.03.1212」
の場合、USBポートは使用できません。

● OHCIコントローラ採用のパソコンでは、USBポートにUSBケーブルを差した状態
ではWindows95が終了できないことがあります。

● USBケーブルを抜き差しすると、機能が停止してパソコンが動作しなくなることが
あります。

● 子機はWindows95に対応していません。

■ PC-9821シリーズとの接続
NEC PC-9821シリーズでUSB接続することはできません。COMポート（シリアルポー
ト）で接続してください。

■ Windows98 Second Editionへのアップグレード
Windows98 Second Editionへアップグレードしたとき、それまで使っていたUSB環
境が継承されないことがあります。その場合はUSBドライバを再インストールしてくださ
い。（→「3-3．らくらくアシスタントで簡単に設定する」P.83）

■ UHCI対応パソコン、OHCI対応パソコンとは
パソコンのUSBホストコントローラの種類です。
Windows98の場合は、次の方法でご使用のパソコンがどちらに対応しているかを確認で
きます。

!［コントロールパネル］の［システム］をダブルクリックします。

@［デバイスマネージャ］タブをクリックします。

#［ユニバーサルシリアルバスコントローラ］をダブルクリックします。

● 表示例
OHCI対応パソコンでは「OpenHCD」という文字が表示されるのが一般的です。

〈OHCI対応パソコンの表示例1〉
ユニバーサルシリアルバスコントローラ�

　　NEC OpenHCD USB Host Controller

〈OHCI対応パソコンの表示例2〉
ユニバーサルシリアルバスコントローラ�

　　スタンダード OpenHCD USB ホストコントローラ�

■ 他のUSBデバイスとの同時使用
1台のパソコンにAtermと他のUSB対応機器を同時に接続した場合、両方の機器が一つ
のUSBバスを共用します。個々の機器の特性や制御方法の違いによってお互いが影響し合
い、Atermの通信速度が遅くなったり、使用できなくなることがあります。このような場合
は、他のUSB対応機器と同時に接続しないでください。

■ フロー制御
USBポートで使用する場合、通信ソフトウェアはハードウェアフロー制御（RS-CSフロー
制御、CTS-RTSフロー制御）に設定してください。

IWX70&RS7_7章(290-297) 00.9.22, 9:32 PMPage 291 Adobe PageMaker 6.5J/PPC



292　USBに関するQ&A

■ Macintoshの場合
Atermのポートを指定して通信アプリケーションを実行したまま、AtermのUSBケーブ
ルを抜いたり電源を切ったりすると、通信アプリケーションとUSBドライバとの結合がシ
ステムより解放されます。その後、引き続き通信アプリケーションを使用する場合には、通
信アプリケーションをいったん終了し、再度実行してください。Atermに初期化を指示する
ATコマンドをターミナルソフトなどで実行した場合も同様です。「ATZ98」、「ATZ99」な
どをターミナルソフトで実行した場合には、再度ターミナルソフトを起動し直してください。
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Windows・Macintosh共通

き�と�な�ん�こ� 状�症� 策�対�と�因�原�

m�r�e�t�A� が�
B�S�U� を�続�接�
い�な�し�識�認�

て�れ�入�を�源�電�の�機�親�
動�起�を�ン�コ�ソ�パ�ら�か�

し� ス�ィ�デ�晶�液�、�が�た�
「�に�イ�レ�プ� B�S�U� と�」�
い�な�れ�さ�示�表�

●� m�r�e�t�A� が� B�S�U� い�な�い�て�し�識�認�を�続�接�

→� 度�再� B�S�U� ソ�パ�。�い�さ�だ�く�て�し�ル�ー�ト�ス�ン�イ�を�バ�イ�ラ�ド�
、�は�て�っ�よ�に�ン�コ� m�r�e�t�A� が� B�S�U� と�こ�い�な�し�識�認�を�続�接�

。�す�ま�り�あ�が�

→� B�S�U� で�ん�込�し�差�度�再�、�ら�か�て�い�抜�ん�た�っ�い�を�ル�ブ�ー�ケ�
。�い�さ�だ�く�

定�安�不�が�作�動�
き�と�な�

た�し�ズ�ー�リ�フ�に�繁�頻�
る�す�生�発�が�ー�ラ�エ�り�

●� 、�ら�か�て�っ�な�こ�お�を�ど�な�築�構�再�の�ム�テ�ス�シ� B�S�U� バ�イ�ラ�ド�
。�い�さ�だ�く�て�し�直�し�ル�ー�ト�ス�ン�イ�を�

た�っ�な�く�遅�が�示�表�
ラ�エ�足�不�リ�モ�メ�、�り�

る�す�生�発�が�ー�

●� ウ�ト�フ�ソ�の�他�、�り�た�っ�な�こ�お�間�時�長�を�続�接�ト�ッ�ネ�ー�タ�ン�イ�
リ�モ�メ�、�り�た�っ�な�く�遅�が�示�表�、�に�合�場�た�し�動�起�数�複�を�ア�ェ�

る�す�生�発�が�ー�ラ�エ�足�不�

→� て�し�動�起�再�を�ン�コ�ソ�パ�、�か�る�す�了�終�を�ン�ョ�シ�ー�ケ�リ�プ�ア�
。�い�さ�だ�く�て�し�設�増�を�リ�モ�メ�は�た�ま�。�い�さ�だ�く�

ら�か�プ�ー�リ�ス�
い�な�き�で�帰�復�

ス�ウ�マ�や�ド�ー�ボ�ー�キ�
が�帰�復�の�プ�ー�リ�ス�で�

い�な�き�で�

●� ソ�パ�と�ド�ー�ボ�ー�キ�、�は�に�き�と�い�な�し�帰�復�ら�か�態�状�プ�ー�リ�ス�
る�い�て�し�続�接�を�体�本�ン�コ� B�S�U� て�い�抜�ん�た�っ�い�を�ル�ブ�ー�ケ�

。�い�さ�だ�く�で�ん�込�し�差�度�再�、�ら�か�

●� 。�す�ま�き�で�も�と�こ�る�す�に�能�可�を�帰�復�、�し�限�制�を�能�機�プ�ー�リ�ス�

8�9�s�w�o�d�n�i�W�/�e�M�s�w�o�d�n�i�W� 合�場�の�
の�］�ル�ネ�パ�ル�ー�ロ�ト�ン�コ�［�→�］�定�設�［�→�　�　�　�　�）�１�（�

。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�ル�ブ�ダ�を�］�理�管�の�源�電�［�　�　�　�
。�す�ま�し�択�選�を�」�ン�オ�に�常�「�で�」�定�設�源�電�「�）�２�（�

。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�を�ン�タ�ボ�　�　�　�　�）�３�（�

0�0�0�2�s�w�o�d�n�i�W� 合�場�の�
の�］�ル�ネ�パ�ル�ー�ロ�ト�ン�コ�［�→�］�定�設�［�→�　�　�　�　�）�１�（�

。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�ル�ブ�ダ�を�］�ン�ョ�シ�プ�オ�源�電�［�　�　�　�
。�す�ま�し�択�選�を�］�ン�オ�に�常�「�で�」�定�設�源�電�「�）�２�（�

。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�を�ン�タ�ボ�　�　�　�）�３�（�

h�s�o�t�n�i�c�a�M� 合�場�の�
］�定�設�ー�ギ�ル�ネ�エ�省�［�の�］�ル�ネ�パ�ル�ー�ロ�ト�ン�コ�［�）�１�（�

。�す�ま�し�択�選�を�　�　�　�
を�ー�バ�レ�の�」�間�時�作�動�非�の�で�ま�る�す�プ�ー�リ�ス�「�）�２�（�

。�す�ま�し�に�」�い�な�し�「�　�　�　�
央�中�面�画�た�れ�さ�示�表�、�し�ク�ッ�リ�ク�を�］�く�し�詳�り�よ�［�）�３�（�
ィ�デ�ド�ー�ハ�「�、�」�る�す�定�指�別�を�プ�ー�リ�ス�の�面�画�「�の�　�　�　�
ク�ッ�リ�ク�れ�ぞ�れ�そ�を�」�る�す�定�指�別�を�プ�ー�リ�ス�の�ク�ス�　�　�　�

。�す�ま�し�定�設�を�間�時�の�意�任�、�し�　�　�　�

遅�が�度�速�信�通�
い�

ー�

特�の�送�転�タ�ー�デ�、�帯�間�時�続�接�、�バ�ー�サ�や�ダ�イ�バ�ロ�プ�の�先�続�接�
り�あ�が�と�こ�い�な�れ�ら�得�に�分�十�が�度�速�線�回�続�接�、�り�よ�に�ど�な�徴�
ァ�フ�、�た�ま�。�い�さ�だ�く�て�し�試�て�し�ど�な�る�え�変�を�帯�間�時�。�す�ま�
リ�プ�ア�信�通�の�用�利�ご�、�は�合�場�う�な�こ�お�を�ド�ー�ロ�プ�ッ�ア�の�ル�イ�
由�理�の�ど�な�い�な�き�で�用�使�が�御�制�ー�ロ�フ�は�て�っ�よ�に�ン�ョ�シ�ー�ケ�

。�す�ま�り�あ�が�合�場�い�な�れ�ら�得�分�十�が�度�速�信�通�、�ら�か�

  OK  

  OK  
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294　USBに関するQ&A

WindowsMe/Windows98/Windows95/Windows2000

き�と�な�ん�こ� 状�症� 策�対�と�因�原�

B�S�U� イ�ラ�ド�
ト�ス�ン�イ�を�バ�
き�と�た�し�ル�ー�

/�e�M�s�w�o�d�n�i�W�
8�9�s�w�o�d�n�i�W� で�

m�r�e�t�A� デ�な�明�不�「�が�
識�認�て�し�と�」�ス�イ�バ�

る�れ�さ�

●� B�S�U� た�し�ル�セ�ン�ャ�キ�で�中�途�む�込�み�組�を�バ�イ�ラ�ド�

→� 。�い�さ�だ�く�て�し�除�削�を�」�ス�イ�バ�デ�な�明�不�「�で�順�手�の�次�

（� 選�を�］�ル�ネ�パ�ル�ー�ロ�ト�ン�コ�［�→�］�定�設�［�→�）�１�
。�す�ま�し�択�　�　�　�

。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�ル�ブ�ダ�を�］�ム�テ�ス�シ�［�）�２�（�
）�３�（� ］�ス�イ�バ�デ�な�明�不�［�の�内�ブ�タ�］�ャ�ジ�ー�ネ�マ�ス�イ�バ�デ�［�
を�　�　�　� 。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�を�ン�タ�ボ�　�　�、�し�択�選�

0�0�0�2�s�w�o�d�n�i�W�
で� m�r�e�t�A� 「�が� B�S�U�

認�て�し�と�」�ス�イ�バ�デ�
る�れ�さ�識�

●� B�S�U� た�し�ル�セ�ン�ャ�キ�で�中�途�む�込�み�組�を�バ�イ�ラ�ド�

→� 示�表�が�面�画�］�た�し�で�ん�せ�ま�り�か�つ�見�が�名�署�ル�タ�ジ�デ�［�
。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�を�　�　�は�合�場�た�れ�さ�

。�い�さ�だ�く�て�し�除�削�を�」�ス�イ�バ�デ�な�明�不�「�で�順�手�の�次�

）�１�（� 選�を�］�ル�ネ�パ�ル�ー�ロ�ト�ン�コ�［�→�］�定�設�［�→�
　�　� 。�す�ま�し�択�　�

。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�ル�ブ�ダ�を�］�ム�テ�ス�シ�［�）�２�（�
マ�ス�イ�バ�デ�［�、�し�ク�ッ�リ�ク�を�ブ�タ�］�ア�ェ�ウ�ド�ー�ハ�［�）�３�（�

。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�を�ン�タ�ボ�］�ャ�ジ�ー�ネ�　�　�　�
「�の�中�の�」�ム�デ�モ�「�）�４�（� e�c�i�v�e�D�B�S�U� 、�し�択�選�を�」�

。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�を�ン�タ�ボ�　�　�　�

テ�パ�ロ�プ�の�ム�テ�ス�シ�
ネ�マ�ス�イ�バ�デ�［�に�ィ�
ま�、�い�な�が�］�ャ�ジ�ー�
パ�ル�ー�ロ�ト�ン�コ�は�た�
の�］�ム�デ�モ�［�に�ル�ネ�

い�な�が�ン�コ�イ�ア�

●� が�ン�コ�ソ�パ�の�い�使�お� X�N�-�8�9�C�P� か�作�操�誤�、�合�場�の�ズ�ー�リ�シ�
、�て�し�と�み�組�仕�の�め�た�る�守�を�ン�コ�ソ�パ�ら� X�N�-�o�i�r�T�r�e�b�y�C�

す�ま�い�て�っ�入�が�

→� 、�し�照�参�を�書�明�説�扱�取�の�ン�コ�ソ�パ� X�N�-�o�i�r�T�r�e�b�y�C� ド�ー�モ�の�
。�い�さ�だ�く�い�使�お�て�え�替�り�切�に�」�ド�ー�モ�ス�ン�バ�ド�ア�「�を�

s�w�o�d�n�i�W� が�
な�く�な�し�作�動�

る�

B�S�U� す�用�使�を�ト�ー�ポ�
シ�ー�ケ�リ�プ�ア�信�通�る�
状�た�せ�さ�作�動�を�ン�ョ�

で�態� m�r�e�t�A� の� B�S�U� ケ�
し�し�差�き�抜�を�ル�ブ�ー�

、�り�た� m�r�e�t�A� 源�電�の�
の� F�F�O�/�N�O� と�る�す�を�

s�w�o�d�n�i�W� し�作�動�が�
る�な�く�な�

●� し�生�発�が�ー�ラ�エ�外�例�で�作�動�の�ら�れ�こ�、�は�て�っ�よ�に�ン�コ�ソ�パ�
、�り�た� s�w�o�d�n�i�W� 。�す�ま�り�あ�が�と�こ�る�な�く�な�し�作�動�が�

→� ら�か�て�し�了�終�を�ン�ョ�シ�ー�ケ�リ�プ�ア�信�通� B�S�U� の�ル�ブ�ー�ケ�
、�や�し�差�き�抜� m�r�e�t�A� の�源�電�の� F�F�O�/�N�O� く�て�っ�な�こ�お�を�

。�い�さ�だ�
s�w�o�d�n�i�W� 　�、�は�に�合�場�た�っ�な�く�な�し�作�動�が� L�R�T�C� ＋�　�

　� T�L�A� 　�(� 　�は�た�ま� H�P�R�G� 　�)�　�＋� L�E�D� に�時�同�を�ー�キ�　�
て�し�押� s�w�o�d�n�i�W� た�っ�い�を�源�電�の�ン�コ�ソ�パ�、�せ�さ�了�終�を�

度�再�ら�か�て�っ�切�ん� s�w�o�d�n�i�W� 。�い�さ�だ�く�て�し�動�起�を�

動�が�ン�コ�ソ�パ�
る�な�く�な�し�作�
［� s�w�o�d�n�i�W� ］�了�終�の�
［�→� S�O�D�-�S�M� ド�ー�モ�

選�を�］�る�す�動�起�再�で�
が�ン�コ�ソ�パ�と�る�す�択�

る�な�く�な�し�作�動�

●� 、�は�て�っ�よ�に�種�機�の�ン�コ�ソ�パ� S�O�D�-�S�M� る�す�動�起�再�で�ド�ー�モ�
。�す�ま�り�あ�が�と�こ�る�な�く�な�し�作�動�が�ン�コ�ソ�パ�と�

→� S�O�D�-�S�M� 。�い�さ�だ�く�で�い�な�し�行�実�を�動�起�再�で�ド�ー�モ�

s�w�o�d�n�i�W�
0�0�0�2� 接�で�

ト�ー�ポ�る�す�続�
と�る�す�更�変�を�
え�増�が�ム�デ�モ�

る�

0�0�0�2�s�w�o�d�n�i�W� で�
の�ン�コ�ソ�パ� B�S�U� ー�ポ�

デ�モ�と�る�す�更�変�を�ト�
る�え�増�が�ム�

●� の�ン�コ�ソ�パ� B�S�U� が�ト�ー�ポ� 2� 、�は�合�場�る�あ�上�以�つ� m�r�e�t�A� を�
だ�く�い�使�お�を�ト�ー�ポ�た�い�て�し�用�使�に�き�と�た�し�ル�ー�ト�ス�ン�イ�
外�以�ト�ー�ポ�た�い�て�し�用�使�に�き�と�た�し�ル�ー�ト�ス�ン�イ�。�い�さ�

の� B�S�U� す�ま�れ�さ�成�作�が�ム�デ�モ�に�規�新�と�る�す�続�接�に�ト�ー�ポ�
。�ん�せ�ま�り�あ�は�題�問�に�作�動�、�が�

が�ー�ラ�エ�外�例�
る�す�生�発� －�

●� ン�コ�ソ�パ�る�い�て�し�ト�ー�ポ�サ�を�能�機�ド�ン�ペ�ス�サ�、�イ�バ�ン�タ�ス�
発�が�ー�ラ�エ�外�例�、�と�る�す�行�実�を�ド�ン�ペ�ス�サ�、�イ�バ�ン�タ�ス�で�
し�行�実�を�ド�ン�ペ�ス�サ�、�イ�バ�ン�タ�ス�。�す�ま�り�あ�が�合�場�る�す�生�

。�い�さ�だ�く�で�い�な�

  削除  

  削除  

  はい  
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USBに関するQ&A　295

7-1 

困
っ
た
と
き
のQ

&
A

お
困
り
の
と
き
に
は

き�と�な�ん�こ� 状�症� 策�対�と�因�原�

ッ�ネ�ー�タ�ン�イ�
き�で�続�接�に�ト�

い�な�

し�プ�ッ�ア�ン�ョ�ジ�ー�バ�
ッ�ネ�ー�タ�ン�イ�と�あ�た�

い�な�き�で�続�接�に�ト�

●� B�S�U� の� M�O�C� た�れ�さ�更�変�が�て�当�り�割�の�ト�ー�ポ�

→� 度�再�、�で�』�ト�ン�タ�ス�シ�ア�く�ら�く�ら�『� B�S�U� イ�の�バ�イ�ラ�ド�
。�す�ま�し�行�実�を�ル�ー�ト�ス�ン�

→� 「�の�」�ド�イ�ガ�信�通�タ�ー�デ�「�ル�ア�ュ�ニ�マ�子�電� 2� ッ�セ�動�手�．�
、�し�照�参�を�」�プ�ッ�ア�ト� B�S�U� ト�ス�ン�イ�で�動�手�を�バ�イ�ラ�ド�

。�す�ま�し�ル�ー�

ソ�パ�に�中�信�通�
表�面�画�の�ン�コ�
る�な�く�遅�が�示�

の�ン�コ�ソ�パ�に�中�信�通�
っ�な�く�遅�が�示�表�面�画�
ン�イ�ポ�ス�ウ�マ�、�り�た�

る�な�く�な�か�動�が�タ�

●� 、�は�て�っ�よ�に�ン�コ�ソ�パ�の�い�使�お� D�3� 、�と�る�す�用�使�を�ス�ウ�マ�
り�な�く�な�か�動�が�タ�ン�イ�ポ�ス�ウ�マ�、�り�た�っ�な�く�遅�が�示�表�面�画�
が�合�場�る�す�消�解�と�る�す�用�使�を�タ�ン�イ�ポ�ス�ウ�マ�の�準�標�。�す�ま�

す�ま�り�あ�

リ�ク�ル�ブ�ダ�を�］�ス�ウ�マ�［�の�］�ル�ネ�パ�ル�ー�ロ�ト�ン�コ�［�）�１�（�
。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�を�ブ�タ�］�タ�ン�イ�ポ�［�、�し�ク�ッ�　�　�　�

　�、�て�し�に�」�し�な�「�を�」�ン�イ�ザ�デ�「�）�２�（� を�ン�タ�ボ�
。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�　�　�　�

●� 8�9�s�w�o�d�n�i�W�/�e�M�s�w�o�d�n�i�W� 設�の�面�画�で�順�手�の�次�、�は�合�場�の�
す�ま�り�あ�が�合�場�る�す�消�解�と�る�す�更�変�を�定�

ク�ル�ブ�ダ�を�］�ム�テ�ス�シ�［�の�］�ル�ネ�パ�ル�ー�ロ�ト�ン�コ�［�）�１�（�
　�　�　� 。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�を�ブ�タ�］�ス�ン�マ�ー�ォ�フ�パ�［�、�し�ク�ッ�リ�

ッ�ィ�フ�ラ�グ�［�て�し�ク�ッ�リ�ク�を�ン�タ�ボ�　�　�　�　�　�　�）�２�（�
。�す�ま�し�示�表�を�面�画�］�定�設�細�詳�の�ス�ク�　�　�　�

な�「�を�ー�ダ�イ�ラ�ス�の�」�タ�ー�レ�ラ�セ�ク�ア�ア�ェ�ウ�ド�ー�ハ�「�）�３�（�
　�、�し�動�移�に�」�し�　�　�　� 。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�を�ン�タ�ボ�

　�）�４�（� 、�と�あ�た�し�ク�ッ�リ�ク�を�ン�タ�ボ�　� s�w�o�d�n�i�W� 起�再�を�
。�す�ま�し�動�　�　�　�

ダ�を�ル�イ�ァ�フ�
し�ド�ー�ロ�ン�ウ�
で�中�途�る�い�て�

る�ま�止�

ロ�ン�ウ�ダ�を�ル�イ�ァ�フ�
で�態�状�る�い�て�し�ド�ー�
ダ�と�る�す�置�放�間�時�長�
る�ま�止�が�ド�ー�ロ�ン�ウ�

●� 、�り�よ�に�能�機�力�電�省�は�て�っ�よ�に�種�機�の�ン�コ�ソ�パ� B�S�U� が�用�使�の�
す�ま�り�あ�が�と�こ�る�れ�さ�限�制�

→� た�ま�、�］�ト�ン�メ�ジ�ネ�マ�ー�ワ�パ�［�の�］�ル�ネ�パ�ル�ー�ロ�ト�ン�コ�［�
ま�。�い�さ�だ�く�て�せ�さ�止�停�を�能�機�力�電�省�の�］�理�管�の�源�電�［�は�

の�時�動�起�、�は�て�っ�よ�に�ン�コ�ソ�パ�た� S�O�I�B� 設�の�力�電�省�で�定�設�
説�扱�取�の�ン�コ�ソ�パ�の�用�使�ご�。�す�ま�り�あ�も�の�も�う�な�こ�お�を�定�

。�い�さ�だ�く�て�せ�さ�止�停�を�能�機�の�力�電�省�、�し�照�参�を�書�明�

着�ル�ー�メ�子�電�
ラ�エ�で�知�通�信�

る�な�に�ー�

知�通�信�着�ル�ー�メ�子�電�
情�知�通�ル�ー�メ�「�で�
し�を�し�出�み�読�の�」�報�
実�「�、�に�き�と�る�い�て�

ー�ラ�エ�時�行� 5�:� 発�が�」�
る�す�生�

●�　� 度�再�、�し�除�解�を�示�表�ー�ラ�エ�て�し�ク�ッ�リ�ク�を�ン�タ�ボ�
。�い�さ�だ�く�て�し�行�実�を�」�報�情�知�通�ル�ー�メ�「�

B�S�U� ブ�ー�ケ�
ル� ン�コ�ソ�パ�を�
続�接�に� と�た�し�

き�

デ�エ�リ�ト�ス�ジ�レ�「�［�
］�る�す�除�削�で�」�タ�ィ�
、�る�い�て�れ�さ�載�記�に�
か�つ�見�が�ー�キ�の�記�右�

い�な�ら�

B�S�U�¥�m�u�n�E�¥�E�N�I�H�C�A�M�_�L�A�C�O�L�_�Y�E�K�H�
2�1�0�0�_�D�I�P�&�9�0�4�D�I�V�¥�

●� 。�ん�せ�ま�り�あ�題�問�も�て�く�な�し�除�削�、�は�合�場�い�な�ら�か�つ�見�
コ�ス�バ�ル�ア�リ�シ�ル�サ�ー�バ�ニ�ユ�［�の�］�ル�ネ�パ�ル�ー�ロ�ト�ン�コ�［�

［�ら�か�］�ラ�ー�ロ�ト�ン� r�e�t�p�a�d�A�t�r�o�P�B�S�U�-�T�I�m�r�e�t�A� を�］�
。�す�ま�れ�さ�除�削�が�ー�キ�の�こ�、�に�き�と�た�し�除�削�

5�9�s�w�o�d�n�i�W�
ー�ト�ス�ン�イ�を�
に�と�あ�た�し�ル�
ッ�ネ�ー�タ�ン�イ�
き�で�続�接�に�ト�

い�な�

ン�タ�ス�シ�ア�く�ら�く�ら�
プ�ッ�ア�ル�ヤ�イ�ダ�で�ト�
コ�イ�ア�ク�ー�ワ�ト�ッ�ネ�
ー�タ�ン�イ�て�し�成�作�を�ン�
、�が�た�し�続�接�ト�ッ�ネ�

い�な�き�で�続�接�

●� 成�作�を�ン�コ�イ�ア�ク�ー�ワ�ト�ッ�ネ�プ�ッ�ア�ル�ヤ�イ�ダ�で�件�条�の�記�左�
、�合�場�た�し� B�S�U� す�ま�り�あ�が�と�こ�い�な�れ�ら�て�当�り�割�が�ト�ー�ポ�

→� 「�る�れ�さ�示�表�て�し�ク�ッ�リ�ク�を�　�の�」�ト�ー�ポ�「� m�r�e�t�A�
r�e�t�p�a�d�A�t�r�o�P�M�O�C�B�S�U�-�T�I� 。�い�さ�だ�く�て�し�択�選�を�」�

  グラフィックス  

  OK  

  OK  

  OK  

  OK  
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296　USBに関するQ&A

きとなんこ 状症 策対と因原

がンコソパ
mretA 認を
いなし識

「 1MOC にトーポ
は mretA 接くし正が

」んせまいてれさ続
るれさ示表と

● クッリクルブダを］ムテスシ［の］ルネパルーロトンコ［
トーポ［の内ブタ］ャジーネマスイバデ［、し )TPL&MOC( ］

［。すましクッリクルブダを troPMOCBSU-TImretA
retpadA るいてれらて当り割が］ MOC 。すまし択選を号番

の信通や信通
が間時に断切

るかか

ッネプッアルヤイダ
遅が断切のクーワト
ザウラブはたま、い
のターデてし動起が

るなく遅が示表

● が］プットクスデブィテクア［はてっよにンコソパのい使お
すまりあが合場るなく遅が作動にめたのそ、ていてれさ示表

→ クッリクルブダを］面画［の］ルネパルーロトンコ［
［、し beW 「の内ブタ］ potkseDevitcA を beW ジーペ

。いさだくてしに□てしクッリクを」示表てしと

よに手相信通
度速信通てっ

るなく遅が －

● 手相信通どなーバーサムーゲやダイバロプトッネータンイ
とこるなく遅が度速信通ていてし雑混が線回、はてっよに
なるなにトッケパトーョシがターデ信通たま。すまりあが

、てっよに件条信通のど MOC ）トーポルアリシ（トーポ
。すまりあが合場るなく遅が度速信通てべ比に続接

Macintosh

きとなんこ 状症 策対と因原

BSU イラド
トスンイをバ
きとたしルー

プスィデ晶液の機親
「にイレ BSU 表と」
いなれさ示

● にダルォフ］張拡能機［の内］ダルォフムテスシ［
「 mretABSU 「と」 biLmihSlaireS いてれさーピコが」

［。すまりあが要必る BSU っ入とごダルォフ］バイラド
。んせまりなに効有は合場るいて 2 能機［がルイァフのつ

。いさだくてし認確をとこるいてれさーピコにダルォフ］張拡

● mretA を BSU の数複、し続接にどなブハ BSU 用使を器機
るいてし

→ BSU てし外をブハ hsotnicaM の体本 BSU 直にトーポ
。いさだくてし続接接

BSU トーポ
なきで識認を

い

BSU で信通でトーポ
いなき

● るあにダルォフ］張拡能機［の内］ダルォフムテスシ［
［ mretABSU っなに）ンコイアい白（書文がンコイア］

、とるいて BSU 。んせまきで用使がトーポ

→ BSU 、にうよるきで用使がトーポ SO ーレグプッアを
。いさだくてしド

ッネータンイ
きで続接にト

いな

ー

● mretA の種機の他の BSU ］ダルォフムテスシ［がバイラド
接くし正、は合場るいてっ入にダルォフ］張拡能機［の内

。んせまきで続

→ し除削をられそ、は合場るいてっ入がダルォフの記下
。いさだくて

・ TImretABSU
・ XTImretABSU
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USBに関するQ&A　297

7-1 

困
っ
た
と
き
のQ

&
A

お
困
り
の
と
き
に
は

USBネットワークを使用するとき（IWX70のみ）

き�と�な�ん�こ� 状�症� 策�対�と�因�原�

B�S�U� ト�ッ�ネ�
続�接�で�ク�ー�ワ�

き�と�る�す�

B�S�U� に�ク�ー�ワ�ト�ッ�ネ�
い�て�し�と�う�よ�し�続�接�

に�の�る� S�N�I� ト�ッ�ネ� 4�6�
る�れ�さ�続�接�に�

●� ル�ヤ�イ�ダ�、�と�号�番�国�や�番�局�外�市�る�い�て�し�定�設�で�」�地�在�所�「�
号�番�国�や�番�局�外�市�た�し�定�設�で�先�続�接�の�ク�ー�ワ�ト�ッ�ネ�プ�ッ�ア�

る�い�て�っ�違�が�

→� （�］�ム�デ�モ�［�の�］�ル�ネ�パ�ル�ー�ロ�ト�ン�コ�［� 0�0�0�2�s�w�o�d�n�i�W�
報�情�］�地�在�所�［�で�）�］�ン�ョ�シ�プ�オ�の�ム�デ�モ�と�話�電�［�は�

を�」�号�番�国�「�」�番�局�外�市�「�の� B�S�U� 接�の�用�ク�ー�ワ�ト�ッ�ネ�
。�い�さ�だ�く�て�し�に�じ�同�と�定�設�の�先�続�

続�接�プ�ッ�ア�ル�ヤ�イ�ダ�
れ�忘�を�ド�ー�ワ�ス�パ�の�

た�っ�ま�し�て�

●� パ�い�し�新�、�し�除�解�を�ド�ー�ワ�ス�パ�の�ー�バ�ー�サ�プ�ッ�ア�ル�ヤ�イ�ダ�
。�す�ま�し�定�設�を�ド�ー�ワ�ス�

ー�サ�プ�ッ�ア�ル�ヤ�イ�ダ�
」�る�す�信�着�「�で�ー�バ�

い�な�き�で�択�選�を�

●� が�ン�ョ�シ�ー�ケ�リ�プ�ア�の�他� m�r�e�t�A� る�い�て�し�用�使�を�

→� イ�ダ�、�は�き�と�る�い�て�し�用�使�を�ン�ョ�シ�ー�ケ�リ�プ�ア�の�か�ほ�
。�ん�せ�ま�き�で�は�と�こ�る�せ�さ�作�動�を�ー�バ�ー�サ�プ�ッ�ア�ル�ヤ�
く�ら�く�ら�『�、�は�中�作�動�が�ー�バ�ー�サ�プ�ッ�ア�ル�ヤ�イ�ダ�た�ま�
ら�か�ト�フ�ソ�ィ�テ�リ�ィ�テ�ー�ユ�の�ど�な�』�ト�ン�タ�ス�シ�ア�

m�r�e�t�A� 。�ん�せ�ま�き�で�ス�セ�ク�ア�に�

ル�ナ�ミ�ー�タ�ー�パ�イ�ハ�
を�ト�フ�ソ�信�通�の�ど�な�
と�る�す�と�う�よ�し�動�起�

「� M�O�C� ー�オ�を�ト�ー�ポ�
と�」�ん�せ�ま�き�で�ン�プ�

る�出�が�ー�ラ�エ�

●� 定�指�に�常�、�め�た�う�な�こ�お�を�信�着�が�ー�バ�ー�サ�プ�ッ�ア�ル�ヤ�イ�ダ�
ム�デ�モ�、�し�ン�プ�ー�オ�が�タ�プ�ダ�ア�ル�ナ�ミ�ー�タ�や�ム�デ�モ�た�れ�さ�

る�い�て�れ�さ�続�接�が�タ�プ�ダ�ア�ル�ナ�ミ�ー�タ�や� M�O�C� 常�は�ト�ー�ポ�
。�す�ま�り�な�と�中�用�使�に�

→� M�O�C� 場�る�す�用�使�を�ト�フ�ソ�信�通�の�式�形�く�開�接�直�を�ト�ー�ポ�
設�に�」�い�な�し�信�着�「�を�ー�バ�ー�サ�プ�ッ�ア�ル�ヤ�イ�ダ�、�は�合�

。�い�さ�だ�く�て�し�定�

ト�ッ�ネ�［�も�て�し�続�接�
ー�ュ�ピ�ン�コ�ク�ー�ワ�
コ�ソ�パ�バ�ー�サ�に�］�タ�

い�な�れ�さ�示�表�が�ン�

●� か�か�が�間�時�に�で�ま�る�れ�さ�示�表�が�ン�コ�イ�ア�の�ン�コ�ソ�パ�バ�ー�サ�
。�す�ま�り�あ�が�と�こ�る�

→� れ�れ�さ�示�表�。�い�さ�だ�く�て�み�て�し�索�検�を�ン�コ�ソ�パ�バ�ー�サ�
。�す�で�常�正�は�作�動�ば�

●� い�な�い�て�れ�さ�定�設�く�し�正�が�定�設�有�共�で�側�ン�コ�ソ�パ�バ�ー�サ�

→� 。�い�さ�だ�く�て�し�定�設�く�し�正�を�定�設�有�共�

う�こ�開�を�ダ�ル�ォ�フ�有�共�
ザ�ー�ユ�も�度�何�と�る�す�と�
入�を�ド�ー�ワ�ス�パ�と�名�ー�
さ�示�表�に�う�よ�る�す�力�
こ�く�開�を�ダ�ル�ォ�フ�、�れ�

い�な�き�で�が�と�

●� る�い�て�っ�違�間�が�ド�ー�ワ�ス�パ�た�し�力�入�

→� 忘�を�ド�ー�ワ�ス�パ�。�い�さ�だ�く�て�し�力�入�を�ド�ー�ワ�ス�パ�い�し�正�
メ�、�し�ク�ッ�リ�ク�右�を�ダ�ル�ォ�フ�有�共�の�バ�ー�サ�、�は�合�場�た�れ�
テ�パ�ロ�プ�の�名�有�共�［�。�す�ま�し�択�選�を�］�有�共�［�ら�か�ー�ュ�ニ�

。�す�ま�し�定�設�を�ド�ー�ワ�ス�パ�い�し�新�で�］�ィ�

●� が�バ�ー�サ� 0�0�0�2�s�w�o�d�n�i�W� が�ト�ン�ア�イ�ラ�ク�、� s�w�o�d�n�i�W�
5�9�s�d�w�o�d�n�i�W�/�8�9� ー�サ�、�は�合�場�る�こ�起�が�象�現�の�こ�に�合�場�の�

で�定�設�の�こ�し�だ�た�。�い�さ�だ�く�て�み�て�し�を�定�設�の�下�以�で�側�バ�
は� T�S�E�U�G� ク�ー�ワ�ト�ッ�ネ�、�で�の�る�な�に�効�有�が�ト�ン�ウ�カ�ア�の�

。�す�ま�り�な�く�な�は�で�分�充�が�ィ�テ�リ�ュ�キ�セ�の�

ル�ブ�ダ�を�］�ル�ー�ツ�理�管�［�の�］�ル�ネ�パ�ル�ー�ロ�ト�ン�コ�［�）�１�（�
。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�　�　�　�

）�２�（� 。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�ル�ブ�ダ�を�］�理�管�の�タ�ー�ュ�ピ�ン�コ�［�
ー�ル�グ�と�ー�ザ�ー�ユ�ル�カ�ー�ロ�［�→�］�ル�ー�ツ�ム�テ�ス�シ�［�）�３�（�

。�す�ま�し�択�選�を�］�ー�ザ�ー�ユ�［�→�］�プ�　�　�　�
「�）�４�（� T�S�E�U�G� ク�ッ�リ�ク�を�ン�タ�ボ�　�　�　�　�、�し�択�選�を�」�

。�す�ま�し�　�　�　�
に�効�無�を�ト�ン�ウ�カ�ア�「�、�し�ク�ッ�リ�ク�を�ブ�タ�］�般�全�［�）�５�（�

。�す�ま�し�に�□�を�」�る�す�　�　�　�

 プロパティ 
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298　親機の初期化

7-2．Atermを購入したときの状態にもどす
『らくらくアシスタント』や『らくらくテレホン設定』で設定した内容は、親機と子機に内蔵されて
いる不揮発性メモリ（フラッシュメモリ）に書き込まれるので、親機または子機の電源を切っても
設定は記憶されています。この設定内容を消去し、工場出荷時と同じ状態にもどすことができます。
設定を間違えて親機や子機が正しく動作しなくなった場合や、はじめから設定をやり直したいとき
などに初期化します。
なお、初期化しても子機の増設登録やバージョンアップした機能は消去されません。

親機の初期化

パソコンまたは電話機、親機前面のファ
ンクションボタンのいずれかを使って初
期化します。

パソコンで初期化する

『らくらくアシスタント』を使って初期
化します。らくらくアシスタントで初
期化した場合、次の設定は消去されま
せん。

■ 電話帳
■ 着信番号／通知番号
■ 内線指定番号
■ 自己サブアドレス
■ 累積通信料金
■ 着信転送アドレス
■ 受話音量
■ 時刻設定
■ 増設登録

● ここではWindows98 搭載のパ
ソコンに親機を接続した場合を例
に説明します。WindowsMe/
Windows95/Windows2000/
WindowsNT4.0、Macintosh
を接続した場合の手順も一部をの
ぞいて同様です。

1 『らくらくアシスタント』を起動します。

2 ［らくらくアシスタントメニュー］で
［IWX70&RS7の詳細設定］をクリッ
クします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面が
表示されます。

● Macintoshの場合は、［IWX70
らくらくアシスタント］画面で
［設定値の初期化］をクリック
し、4に進みます。

3 親機の［全体設定］をクリックし、［設
定値の初期化］を選択します。

→初期化される項目が表示されます。
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親機の初期化　299

4 表示されている内容を確認し、  はい  
ボタンをクリックします。

→初期化が終了します。

→「契約者回線番号のグローバル着信を再設
定･･･」という画面が表示されます。

5   OK   ボタンをクリックします。

→［電話番号テーブル］画面が表示されます。

6 i・ナンバーや契約者回線番号、ダイヤ
ルイン番号の設定をします。

● 設定内容の詳細は「5-2．親機の
電話機能」（→P.177、180）を
参照してください。

電話機で初期化する

親機のアナログポートに接続された電
話機のプッシュボタンで初期化します。
増設登録をのぞいてすべての設定が初
期化されます。

1 親機のアナログポートに接続した電話
機の受話器を上げ、* * 9 8 *
と押します。

［親機液晶ディスプレイ］

マ�シ�キ�ョ� ス�カ�シ�

2 受話器を置きます。

→初期化が終了します。

ファンクションボタンで初期化する

親機前面のファンクションボタンを
使って初期化します。増設登録をのぞ
いてすべての設定が初期化されます。

1 親機前面の  ボタンを押します。

［親機液晶ディスプレイ］

キ�レ�シ�ク�チ�：� リ�ン�ャ�1

2  ボタンを3回押します。

シ�：� ョ�4 カ�キ�

3  ボタンを押します。

キ�ョ� カ�シ� ニ�メ� ュ� ヲ�ー�
ク�タ�ン�セ� ス�マ�シ�

4  ボタンを押します。

シ�ウ�コ�：� ウ�2 ゛�シ� ョ� カ�ッ�ュ�
シ�ニ�゛�シ� カ�キ�ョ�

5  ボタンを押します。

ッ�ュ�シ�ウ� ゛�コ� ウ�ョ� シ� ゛�シ�カ�
キ�ョ�シ�ニ� マ�シ�カ� ス�カ�？�

● 初期化しないときは、ここで
 ボタンを押します。

6  ボタンを押します。

キ�ョ� カ�シ� ュ�チ� ウ�

→初期化が終了します。
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300　子機の初期化

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● ATコマンドを使ってパソコン
で初期化することもできます。
ATコマンドについては、電子
マニュアル「データ通信ガイ
ド」の「5．ATコマンド」を
参照してください。

● 無線ポートに登録されている
PHS電話機の機種や電波の状
態によっては、初期化実行後
30秒～1分程度PHS電話機が
使用できないことがあります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 通信中に初期化をおこなうと
すべての通信が切断されます。
通信が終了してから実行して
ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

子機の初期化

パソコンまたは子機背面のTEST ス
イッチを使って初期化します。

パソコンで初期化する（Windows）

『らくらくアシスタント』を使って初期
化します。らくらくアシスタントで初
期化した場合は、増設登録と受話音量
は消去されません。
● ここではWindows98 搭載のパ
ソコンに子機を接続した場合を例
に説明します。WindowsMe/
Windows95/Windows2000/
WindowsNT4.0を接続した場合
の手順も同様です。

1 『らくらくアシスタント』を起動します。

2 ［らくらくアシスタントメニュー］で
［IWX70&RS7の詳細設定］をクリッ
クします。

→［ターミナルアダプタの詳細設定］画面が
表示されます。

3 子機の［全体設定］をクリックし、［設
定値の初期化］を選択します。

→初期化される項目が表示されます。
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4 表示されている内容を確認し、   はい  
ボタンをクリックします。

→初期化が終了します。

パソコンで初期化する（Macintosh）

『RS7 らくらくユーティリティ』を
使って初期化します。らくらくユー
ティリティで初期化した場合、増設登
録は消去されません。

1 『RS7らくらくユーティリティ』を起
動します。

2  初期化  ボタンをクリックします。

→初期化の確認画面が表示されます。

3 表示されている内容を確認し、   OK  
ボタンをクリックします。

→初期化が終了します。

TESTスイッチで初期化する

子機背面のTESTスイッチを使って初
期化します。TESTスイッチで初期化し
た場合、増設登録は消去されません。

1 電源プラグをコンセントから抜いて、
電源をOFFにします。

2 TESTスイッチを細長い棒などで押し
ながら、電源プラグをコンセントに差
し込みます。

→前面のPOWER ランプが赤色に点灯し
ます。

3 そのままTESTスイッチを5秒以上押
し続けます。

→設定が初期化され、POWERランプが緑
色に点灯します。

4 TESTスイッチから手を離します。

→初期化が終了します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● ATコマンドを使ってパソコン
で初期化することもできます。
ATコマンドについては、電子
マニュアル「データ通信ガイ
ド」の「5．ATコマンド」を
参照してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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302　ハイパーターミナルで接続を確認する

7-3．Atermとパソコンとの接続を確認する
親機や子機からインターネットに接続できないときなど、親機または子機とパソコンが正しく接続

されているか確認します。

WindowsMe/Windows98/Windows95/Windows2000に添付されている『ハイパーターミ

ナル』という通信ソフトを使います。

ハイパーターミナルで接続を確認する

● ここではWindows98を搭載した
パソコンに親機を接続した場合を例
に説明します。お使いの環境によっ
て手順や画面が異なることがありま
す。子機を接続した場合の手順も同
様です。

1 パソコンを起動します。

2  →［プログラム］→［アクセサ
リ］→［通信］→［ハイパーターミナ
ル］を選択します。

● Windows95の場合は  →
［プログラム］→［アクセサリ］→
［ハイパーターミナル］を選択し
ます。

→［Hyper Terminal］ウィンドウが表示さ
れます。

3 ［Hypertrm］アイコンをダブルクリッ
クします。

→［接続の設定］画面が表示されます。

4 「名前」に任意の名前を入力し、  OK  
ボタンをクリックします。

● ここでは例として「test1」と入
力します。

5 「電話番号」に任意の数字（例：0）を入
力し、「接続方法」で親機または子機の
モデム情報ファイルを選択します。

6    OK   ボタンをクリックします。

→［接続］画面が表示されます。

7  キャンセル  ボタンをクリックします。

→［ハイパーターミナル］ウィンドウが表示
されます。
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ハイパーターミナルで接続を確認する　303

8 パソコンのキーボードから半角で
「ati4」と入力し、[ を押します。

9 親機を接続しているときは「Aterm
IW NEC Corporation」、子機を接続
しているときは「AtermRS NEC
Corporation」と表示されれば、Aterm
は正しく接続されています。

● 上記表示が出ないときは「7-1．
困ったときのQ＆A」（→P.272）
を参照し、接続を確認してくだ
さい。

0 ［ファイル］→［ハイパータミナルの終
了］をクリックします。

→切断の確認画面が表示されます。

q   はい   ボタンをクリックします。

w  いいえ  ボタンをクリックします。

→ハイパーターミナルが終了します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 8で入力したコマンドを「AT
コマンド」といいます。ATコ
マンドについては、電子マ
ニュアル「データ通信ガイド」
の「5．ATコマンド」を参照し
てください。

● MacintoshでATコマンドを
実行する場合は、ATコマンド
が入力できるフリーウェアな
どを利用してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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304　親機の自己診断

7-4．自己診断
自己診断機能を使用して、親機または子機に異常がないか確認することができます。ハードウェア

のブロックごとに試験します。

親機の自己診断

親機前面のファンクションボタンで操作します。

1  ボタンを押します。

2  ボタンを4回押します。

［親機液晶ディスプレイ］

ン�゛�シ�コ�シ�：� タ�ン�゛�5

3  ボタンを押します。

7Imet r XWA
テ��ン�゛�タ�ン�シ� �ト�ス�

0

→ブザーが「ピピピ…」と鳴ったあとに、MSGランプが緑色に点滅します。

4 診断結果が液晶ディスプレイに表示されます。

■ 正常なとき

7Imet r XWA
テ��ン�゛�タ�ン�シ� �ト�ス� KO

0
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親機の自己診断　305

7-4 

自
己
診
断

お
困
り
の
と
き
に
は

■ 異常があるとき
次のいずれかが表示されます。

名クッロブ験試被 容内験試 のきとたっあが常異
示表イレプスィデ

　　 HSALF すまし認確か常正がみ込み読のリモメュシッラフ 　 HSALFrorrE

　　 MAR MAR すまし認確か常正がみ込き書／み込み読の 　 MARrorrE

　　 TNI すまし認確か常正がトッニユ御制込割 　 TNIrorrE

　　 ENIL NDSI るす御制をスーェフタンイ S ェフタンイ点
すまし認確か常正が部御制スー 　 ENILrorrE

　　 CLDH すまし認確か常正が部御制のターデ信受送信通 　 CLDHrorrE

　　 NOITPO S すまし認確か常正が部御制トッニユ点 　 NOITPOrorrE

　　 ISLBB ドンバスーベ ISL すまし認確か常正が 　 ISLBBrorrE

　　 MCPDA ISLMCPDA すまし認確か常正が 　 MCPDArorrE

　　 BSU BSU すまし認確か常正が部御制トーポ 　 BSUrorrE

5 親機の電源をいったん切ってから、再度電源を入れます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 異常があった場合は「8-8．お問い合わせ・アフターサービス」（→P.331）を参
照の上、修理を依頼してください。

● 自己診断を実行中は、親機の電源を切らないでください。電源を切ると、親機に記
憶されている設定内容が正しく保持されないことがあります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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306　子機の自己診断

子機の自己診断

子機背面のTESTスイッチで操作します。

1 背面のTESTスイッチを細長い棒で1～2秒押し、MSGランプが緑色に点灯したら
TESTスイッチから手を離します。

→自己診断が開始されます。

2 PHSランプとMSGランプが点灯し、診断結果がランプで表示されます。

■ 正常なとき
POWERランプが緑色に点灯し、MSGランプが緑色に点滅します。

■ 異常があるとき
ランプが上記以外になります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 異常があった場合は「8-8．お問い合わせ・アフターサービス」（→P.331）を参
照の上、修理を依頼してください。

● 自己診断を実行中は、子機の電源プラグをコンセントから抜かないでください。電源
が切れると、子機に記憶されている設定内容が正しく保持されないことがあります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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307

8 付録�

アフターサービスや液晶ディスプレイの表示など、Atermを使う
上で参考にしていただきたいことを掲載しています。�

切断理由／生成源／診断情報の表示 ･･･････ 315

AtermIWX70&RS7ワイヤレスセット製品仕様 ････ 320

液晶ディスプレイの表示 ･････････････ 310

停電対策 ･･･････････････････････････ 308

ホームテレホン／ビジネスホンとの接続 ･････ 326

別売オプション ･････････････････････ 327

ターミナルアダプタの増設 ･･･････････ 328

お問い合わせ・アフターサービス ･･････ 331

ホームページ『AtermStation』のご紹介 ･･･ 340

インターネットプロバイダ『BIGLOBE』のご紹介 ･･･ 341

用語解説 ･･･････････････････････････ 343
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308　親機に電池をセットする

8-1．停電対策
親機に電池をセットしておくと、停電したときでも、親機に接続されている機器を使用できます。

親機に電池をセットする

停電したときに電池で使用可能な機器や機能は次のとおりです。

■ 親機の電話Aポートに接続されている電話機などの機器と、シリアルポートまたはUSB

ポートに接続されたパソコン（停電時動作可能な機器の場合）
■ 電子メール着信通知や遊遊メール、UUIメール
■ 親機に装着したS点ユニット（別売オプション）のS/T点

1 親機の電源スイッチをOFFにします。

2 親機背面の電池カバーを取り外します。

ツメの部分を押し下げながらカバーを持ち上げるようにすると外れます。

3 電池ホルダーに次のどちらかの電池をセットします。

■ 市販の単3アルカリ乾電池　4本
電池の＋・－に注意してセットします。

■ 別売のニカド電池パック「AtermITX用Ni-Cdバッテリパック」（PC-IT/B02）
1セット（→P.327）
コードをコネクタに差し込んでから電池をセットします。

4 電池カバーをもとにもどし、電源スイッチをONにします。
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親機に電池をセットする　309

付
　
録

8-1 

停
電
対
策

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 電池を入れて使用する場合は、直射日光や高温多湿の場所を避けて親機を設置して
ください。

● 電池を入れて使用する場合は、親機上部と底面の通風孔をふさがないでください。
また発熱する機器の近くに置かないようにしてください。

● 電池をセットするとき、および電池をセットしてから3ヶ月に1回程度、電池カ
バーを外して電池の外観の点検をしてください。

● アルカリ乾電池は1年に1回の割合で交換してください。なお、交換忘れを防ぐた
め、アルカリ乾電池は停電になってからセットすることをおすすめします。

● ニカド電池パックは停電になると電池を消耗しますが、停電復旧後は自動的に充電
されます。親機にセットしたままお使いください。

● ニカド電池パックを充電してあっても、停電時に機器の動作が不安定になったとき
は電池の寿命です。新しい電池パックと交換してください。

● ニカド電池パックの寿命は約2年間です。停電対策用のものですので、早めに交換
するようにしてください。

● 停電時に電池が消耗して親機の動作が停止した場合、停電が復旧しても親機が動作
しないことがあります。そのときは、親機の電源スイッチをいったんOFFにして電
池を取り外したあと、もう一度電源スイッチをONにしてください。

● 電池の使用上の注意を守ってお使いください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 親機の電話Aポートで電池を使用した場合の、連続動作可能時間の目安は次のとお
りです。

間時け受ち待続連 間時話通続連

単いし新 3 池電乾リカルア 約4 間時 約2 間時

）時電充満（クッパ池電ドカニ 約1 間時 約 03 分

○ 親機の電話Bポートに接続した電話機の受話器を上げると、動作可能時間が短く
なります。停電時は電話Bポートの電話機の受話器は置いたままにしてください。

○ シリアルポート、USBポート、S点ユニットに接続された機器によっては動作可能
時間が短くなります。停電時には必要な機器以外は、親機から外してください。

● ニカド電池パックはご購入時には充電されていません。親機にセットして電源を入
れると、約5日間で充電が完了します。充電が完了するまでの間に停電になると、
動作可能時間が短くなったり、機器が使用できないことがあります。

● 電池は、停電時に備えるためのものです。親機の設定中に停電になった場合、ファー
ムウェアに登録されていなかった設定情報は消去されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

使用済みのニカド電池パックについて�

● Atermを破棄する場合は、本体からニカド電池パックを取り出して
ください。�

● 不要になったニカド電池パックは、ワイヤレスセットまたはニカド
電池パックをお買い上げいただいた販売店、もしくはお近くのニカ
ド電池リサイクル協力店にお持ちください。�

　　（電池仕様：PC-IT/B02, 4.8V, 250mAh NEC）�

Ni-Cd
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310　電源を入れたとき

8-2．液晶ディスプレイの表示
親機前面の液晶ディスプレイには、設定内容や通信状態などの情報が表示されます。電源を入れた

とき、通信状態、お出かけ設定時、INSナンバー・ディスプレイを使用したときの液晶ディスプレ

イの表示を説明します。

1行目 使用中の機器や通信状態を絵文字（ピクトグラム）で表示します。
2・3行目 電話番号や通信料金、機能設定中の案内などを、12文字×2行で表示します。
● 液晶ディスプレイはバックライトが点灯します。

■ 絵文字（ピクトグラム）

j 着信転送が設定してあるときに表示されます。

a b 電話Aポートまたは電話Bポートに接続されている通信機器の受話器を上げてい
るときに表示されます。

c データ通信をしているときに表示されます。
　 c Bチャネル1つ（64kbps）で通信中

d Bチャネル2つ（128kbps）で通信中

e f B1またはB2チャネルを使用しているときに表示されます。

g シリアルポートまたはUSBポートに接続されたパソコンのER（Equipment
Ready）信号がONのときに表示されます。

電源を入れたとき

作�動� イ�レ�プ�ス�ィ�デ�晶�液�
示�表�の� 考�備�

SNI ト�ッ�ネ� 46 る�い�て�れ�と�が�期�同�と�
き�と� 例�は�時�日�

SNI ト�ッ�ネ� 46 な�い�て�れ�と�が�期�同�と�
き�と�い�

ヤ�イ�レ� 1 き�と�る�い�て�れ�外�が�
→�（�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　� 36.P ）�

ヤ�イ�レ� 2 き�と�る�い�て�れ�外�が�
→�（�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　� 36.P ）�

01：�2日�1月�0 �1 2

イ�゛�ョ�シ�セ�イ�
ン�ウ�゛�タ�2ヤ�イ�レ�
カ�ウ�ン�カ�

イ�゛�ョ�シ�セ�イ�
ン�ウ�゛�タ�1ヤ�イ�レ�
カ�ウ�ン�カ�
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通信状態　311

付
　
録

8-2 

液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
表
示

通信状態

■ アナログポートを使用しているとき

作�動� イ�レ�プ�ス�ィ�デ�晶�液�
示�表�の� 考�備�

発�
信�

る�げ�上�を�器�話�受�の�機�話�電� 電話�A 機�話�電�た�し�続�接�に�ト�ー�ポ�
合�場�た�げ�上�を�器�話�

受�の�

中�信�発� XXXXXXXXXX 号�番�話�電�の�手�相�は�

後�信�発� 02 過�経�秒�

答�応�手�相� 1B 合�場�る�い�て�し�用�使�を�ル�ネ�ャ�チ�

着�
信�

り�あ�信�着� XXXXXXXXXX 号�番�話�電�の�手�相�は�

XXXXXXXXXX 号�番�話�電�の�手�相�は�

る�げ�上�を�器�話�受�の�機�話�電� 電話�A 、�ト�ー�ポ� 1B 使�を�ル�ネ�ャ�チ�
合�場�る�い�て�

し�用�

切�
断�

後�断�切� YYY 由（→P.315）�理�断�切�：�
ZZZ ）�み�の�時�信�発�（�金�料�：通話�

後�断�切� 02 過�経�秒�

着�
信�
転�
送�

が�信�着�て�い�て�し�定�設�を�送�転�信�着�
き�と�た�っ�あ�

了�完�送�転� は�時�敗�失�送�転�
「�テンソウシッハ゜イ�」�

後�送�転� 5 過�経�秒�

内�
線�
転�
送�

中�信�発�線�内� 電話�A 電話�ら�か�ト�ー�ポ� B ー�ポ�
合�場�た�し�

信�発�に�ト�

中�話�通�線�内�

�

A゛�ロ�ナ� ク� ハ�ア� ッ� ン�シ�
XXX XXXXXXX

74：�9

゛�ロ�ナ� ク�ア�
XXX

チ�ャ�ク�シ�
XXXXXXX
ン�

゛�ロ�ナ� ク� セ�ア� ツ� ゛�タ�
YYY Z

ン�
円�ZZ

01：�2日�1月�0 �1 2

゛�ロ�ナ� ク�ア�
XXX

チ�ャ�ク�シ�
XXXXXXX
ン�

シ�ソ�ン� ウ�テ� シ�タ�マ�

゛�ロ�ナ� ク�ア� ハ�ッ�シ�ン�
セ�イ�ナ� B→�Aン�

74：�9

74：�9日�1月�0 �1

74：�9日�1月�0 �1

日�1月�0 �1

日�1月�0 �1

74：�9

74：�9日�1月�0 �1

日�1月�0 �1

テ�ン�゛� ワ�テ� ソ�ウ��ン�
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312　でかけるボタンのロック

■ データポートを使用しているとき（表示はシリアルポート使用時の例）

作�動� イ�レ�プ�ス�ィ�デ�晶�液�
示�表�の� 考�備�

発�
信�

力�入�を�ド�ン�マ�コ�信�発�に�ン�コ�ソ�パ� XXXXXXXXXX 号�番�話�電�の�手�相�は�

後�信�発� 02 過�経�秒�

答�応�手�相�

着�
信�

り�あ�信�着�に�ン�コ�ソ�パ� XXXXXXXXXX 号�番�話�電�の�手�相�は�

中�信�通�

切�
断�

後�断�切� YYY 由（→P.315）�理�断�切�：�
ZZZ ）�み�の�時�信�発�（�金�料�：�

後�断�切� 02 過�経�秒�

1B 合�場�た�し�用�使�を�ル�ネ�ャ�チ�
　�、�合�場�の�信�発�の�ら�か�ト�ー�ポ�線�無�

ん�せ�ま�れ�さ�示�表�は�

1B 合�場�た�し�用�使�を�ル�ネ�ャ�チ�
　�、�合�場�の�信�発�の�ら�か�ト�ー�ポ�線�無�

ん�せ�ま�れ�さ�示�表�は�

ー�゛� タ�テ�
XXX

ャ�ク�シ�ン�
XXXXXXX

チ�

ー�゛� タ� タ�テ� ゛�ン�
YYY Z 円�ZZ

ツ�セ�

74：�9日�1月�0 �1

74：�9日�1月�0 �1

74：�9日�1月�0 �1

74：�9日�1月�0 �1

ー�゛� タ�テ�
XXX

ッ�シ�ン�
XXXXXXX

ハ�

● USBポートを使用しているときは一部表示が追加されます。

 ■USBポートを使用しているとき

作�動� イ�レ�プ�ス�ィ�デ�晶�液�
示�表�の� 考�備�

BSU て�し�続�接�を�ン�コ�ソ�パ�と�ト�ー�ポ�
き�と�る�い�

BSU ト�ス�ン�イ�に�ン�コ�ソ�パ�が�バ�イ�ラ�ド�
が�機�親�、�て�い�て�れ�さ�ル�ー� BSU ト�ー�ポ�
示�表�に�き�と�る�い�て�し�識�認�を�

日�月� 　��0 1 221
BSU

01�：�

でかけるボタンのロック

作�動� イ�レ�プ�ス�ィ�デ�晶�液�
示�表�の� 考�備�

い�て�れ�さ�ク�ッ�ロ�が�ン�タ�ボ�る�け�か�で�
き�と�る� 後�定�設� 5 示�表�間�秒�

し�除�解�を�ク�ッ�ロ�の�ン�タ�ボ�る�け�か�で�
き�と�た� 後�定�設� 5 示�表�間�秒�

ヲ�ン�ホ�ル�カ�゛�
タ�シ�マ�シ�ク�ッ�ロ�
タ�゛�ケ�テ�

ヲ�ン�ホ�ル�カ�゛�
゛�シ�イ�カ�ク�ッ�ロ�
タ�゛�ケ�テ�

マ�シ�ョ� タ�シ�
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お出かけ設定時

作�動� イ�レ�プ�ス�ィ�デ�晶�液�
示�表�の� 考�備�

と�る�い�て�し�定�設�を�ド�ー�モ�み�す�や�お�
き�

い�て�し�定�設�を�ド�ー�モ�送�転�信�着�話�電�
き�と�る�

し�定�設�を�ド�ー�モ�送�転�プ�ー�ワ�ス�イ�ボ�
き�と�る�い�て�

る�い�て�し�定�設�を�ド�ー�モ�ュ�シ�ッ�ラ�フ�
き�と�

74：�9
ス�イ�゛�ホ� ゜�フ�ー�ワ�

74：�9
シ�ッ�ラ�フ� ュ�

74：�9
ワ�ン�゛�テ� ウ�ソ�ン�テ�

74：�9
ミ�ス�ヤ�オ�

日�1月�0 �1

日�1月�0 �1

日�1月�0 �1

日�1月�0 �1

INSナンバー・ディスプレイを利用しているとき

INSネット64が相手の電話番号を通知してきた場合、液晶ディスプレイに着信した電話番
号が表示されます。電話番号が表示されるのは次の場合です。

■ 相手が INSネット64に加入していて、発信者番号通知をする設定になっているとき
■ デジタル携帯電話またはPHSからの着信で、発信者番号通知をする設定になっているとき
■ INSナンバー・ディスプレイを契約していて、相手がアナログ電話回線からの発信で番
号通知サービスを「184」のダイヤルなどで解除しなかったとき

相手の電話番号が通知されなかったときは、次のいずれかが表示されます。

作�動� イ�レ�プ�ス�ィ�デ�晶�液�
示�表�の� 考�備�

は�た�ま�」�知�通�非�と�ご�線�回�「�が�手�相�
「� 481 時�信�着�の�合�場�た�け�付�を�」�

の�合�場�た�け�か�ら�か�話�電�衆�公�が�手�相�
時�信�着�

け�か�ら�か�外�以�域�地�ス�ビ�ー�サ�が�手�相�
時�信�着�の�合�場�た�

ン�シ�ク�゛�ロ�ナ�ア�
ツ�ヒ�：�P チ�ウ�
ク� ャ�チ�

ン�シ�ク�゛�ロ�ナ�ア�
ョ�ヒ�：�0 シ�ウ�
ク� ャ�チ�

゛�カ�ン�ケ�゛� イ�

ン�シ�ク�゛�ロ�ナ�ア�
ウ�コ�：�C ュ�シ�
ク� ャ�チ�

ワ�ン�゛�テ�ウ�

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 親機のアナログポートに接続されたナンバー・ディスプレイまたはキャッチホン・
ディスプレイ対応アナログ通信機器に電話番号を表示させるには、アナログポート
の情報通知サービスを「ナンバー・ディスプレイを使用する」に設定します。（→
「5-2．親機の電話機能」P.168）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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314　ディスプレイ表示の切り替え

ディスプレイ表示の切り替え

液晶ディスプレイには通常、日付と時刻が表示されています。この表示を切り替えて、機種
名を表示できます。

■ 日付・時刻表示

! 親機のアナログポートに接続した電話機の受話器を上げ、プッシュボタンで *
* 8 1 1 と押します。

@ 受話器を置きます。

01：�2日�1月�0 �1 2

■ 機種名表示

! 親機のアナログポートに接続した電話機の受話器を上げ、プッシュボタンで *
* 8 1 0 と押します。

@ 受話器を置きます。

7Imet r XWA 0

IWX70&RS7_8章(307-319) 00.9.22, 9:36 PMPage 314 Adobe PageMaker 6.5J/PPC



切断理由の表示　315

付
　
録

8-3 

切
断
理
由
／
生
成
源
／
診
断
情
報
の
表
示

8-3．切断理由／生成源／診断情報の表示

切断理由の表示

INSネット64との接続を切断したときの切断理由を、親機の液晶ディスプレイにコードで
表示します。コードは［らくらくアシスタントメニュー］から［IWX70&RS7の詳細設定］
→［全体設定］→［通信情報・通信料金の参照］を選択するか、またはATコマンドの「AT#C」
を実行したときにも確認することができます。

ドーコ 由理

スラク常正

100 番欠

200 しなトール網継中

300 しなトール手相

600 可許不ルネャチ

700 呼着へルネャチのみ済定設

610 断切常正

710 ージビザーユ着

810 しな答応ザーユ着

910 しな答応、中出呼ザーユ手相

020 在不者入加

120 否拒信通ザーユ手相

220 更変号番末端者入加手相

620 旧復断切のザーユたっかなれさ択選

720 中障故末端手相

820 ）号番全完不（トッマーォフ号番効無

920 否拒ィテリシァフ

030 答応せわ合い問態状

130 他のそ

スラク可不用使スーソリ

430 しなルネャチ／線回可用利

830 障故網

140 障故的時一

240 輳輻機換交

340 棄破報情スセクア

440 可不用利ルネャチ／線回求要

740 他のそ
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316　切断理由の表示

ドーコ 由理

スラク可不供提スビーサ

940 SOQ 可不用利

050 約契未ィテリシァフたれさ求要

750 可許不力能達伝

850 力能達伝可不用利在現

360 他のそ

スラク供提未スビーサ

560 定指力能達伝供提未

660 定指別種ルネャチ供提未

960 求要ィテリシァフ供提未

070 能可みの力能報情ルタジデ限制

970 他のそ

スラクジーセッメ効無

180 用使号番呼効無

280 用使号番ルネャチ効無

380 用使未号番別識呼断中たれさ定指

580 しな呼断中

680 み済旧復断切に既は呼断中たれさ定指

780 はザーユ GUC いなはでーバンメの

880 致一不性属末端

190 択選網継中効無

590 他のそ

スラクり誤順手

690 足不素要報情須必

790 義定未別種ジーセッメ

890 義定未別種ジーセッメはたま、致一不ジーセッメと態状呼

990 供提未はたま義定未素要報情

001 効無が容内の素要報情

101 致一不ジーセッメと態状呼

201 復回の了満マイタ

111 他のそ

グンキーワタンイ 721 他のそ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● 切断理由はINSネット64から通知されます。詳細はNTT東日本またはNTT西日
本にお問い合わせください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

IWX70&RS7_8章(307-319) 00.9.22, 9:36 PMPage 316 Adobe PageMaker 6.5J/PPC



回線を切断した場所の表示（生成源）　317
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回線を切断した場所の表示（生成源）

回線が切断された場所を『らくらくアシスタント』、またはATコマンドの「AT#C」を実
行したときにコードで表示します。

ドーコ 所場

00 身自ザーユ

10 網設私るす続接接直がザーユ

20 網内国るす続接接直がザーユ

30 網継中

40 網内国るす続接接直がザーユ手相

50 網設私るす続接接直がザーユ手相

70 網際国

01 網の先グンキーワタンイ
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318　着信拒否理由の表示（診断情報）

着信拒否理由の表示（診断情報）

着信を拒否した理由を『らくらくアシスタント』、またはATコマンドの「AT¥L1」を実行
したときにコードで表示します。

ドーコ 報情断診

000 。たしまけ付け受を信着に常正はトーポ本

102 。たしでんせまけ付け受を信着めたの中用使はトーポ本

112 と定設号番信着のトーポ本 SNI トッネ 46 受を信着、めたいないてし致一が号番先宛のらか
。いさだくてし認確を定設号番信着。たしでんせまけ付け

212 信着ルバーログ、めたるいてれさ定設に」いなし信着「が定設信着ルバーログのトーポ本
。いさだくてし認確を定設信着ルバーログ。たしでんせまけ付け受を

312 と定設スレドアブサ己自のトーポ本 SNI トッネ 46 ないてし致一がスレドアブサ先宛のらか
。いさだくてし認確を定設スレドアブサ己自。たしでんせまけ付け受を信着、めたい

412 ドアブサ、めたるいてれさ定設に」いなし信着「が定設信着しなスレドアブサのトーポ本
。いさだくてし認確を定設信着しなスレドアブサ。たしでんせまけ付け受を信着しなスレ

512
番信発のらか手相に定設号番別識、りおてっなに」るす信着「が定設信着別識のトーポ本
識びよお、定設信着別識。たしでんせまけ付け受を信着めたたっかながのもるす致一と号

。いさだくてし認確を定設号番別

122 のトーポたっあが信着 CLH が定設 SNI トッネ 46 の中の知通信着のらか CLH せまし致一と
。たしでん CLH 。いさだくてし認確を定設の

132 。たしまし否拒を信着、がたしまりあが信着のらか末端トッケパ

103 しでんせまきでがとこるけ受を信着、がたしまりあが信着の求要クッバルーコスルィテス
。いさだくてし認確を定設かるいてっなに」るす用使「がクッバルーコスルィテス。た

203 まりあが信着の別にきとるいてし直けかが側バーサてし対に求要クッバルーコスルィテス
。たしまし否拒を信着のそ、がたし

113 SNI トッネ 46 が度速送転報情力能達伝の中の知通信着のらか spbk46 。たしで信着の外以

213 SNI トッネ 46 ヤイレ報情ザーユ力能達伝の中の知通信着のらか 1 まいてっ違がルコトロプ
。たし

313 SNI トッネ 46 が度速ザーユ力能達伝の中の知通信着のらか spbk65 拒を信着、でのたっだ
。たしまし否

123 SNI トッネ 46 に中の知通信着のらか CLL 否拒を信着、めたたっかないてれま含が報情度速
。たしまし

223 SNI トッネ 46 の中の知通信着のらか CLL が度速ザーユ mretA 。たしで度速いなれらけ受の
。いさだくてし認確を器機手相信通

323
SNI トッネ 46 の中の知通信着のらか CLL が度速ザーユ mretA 。たしで致一不と定設度速の

よるきで信通もで士同ンコソパるな異が度速信通、し定設に」いなしクッェチ度速信着「
。いさだくてしにう

423 SNI トッネ 46 の中の知通信着のらか CLL が度速、がるあで期同が期同非／期同 spbk46 以
。たしまし否拒めたの信着の外

523 SNI トッネ 46 の中の知通信着のらか CLL が度速間中 mretA 否拒めたの度速いなれらけ受の
。たしまし
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ドーコ 報情断診

623 SNI トッネ 46 の中の知通信着のらか CLL が御制ーロフ mretA 。たしで致一不と定設の
mretA 。いさだくてしを定設の式方御制ーロフの

723 SNI トッネ 46 の中の知通信着のらか CLL 情ィテリパ、長トッビターデ、長トッビプットス
が報 mretA 。いさだくてせわ合を定設と手相信通。たしで致一不と定設の

133 4G 。いさだくてし認確を置装の側手相。たしで信着のらかリミシクァフ

143 で中信通トーポグロナアはたま、中信通トーポターデ 2 け受が信着、めたの中用使ルネャチ
。たしでんせまれらけ付

163 視無を信着めたいなで番順るきで信着、りおてれさ定設に」るす用使「が能機化均平答応
。たしまし

173 はたま知通信着ルーメ子電 IUU 。たしまりあが知通ルーメ

104 でんせまけ付け受を信着、めたるいてっなに」いなし信着「が定設信着グロナアの時電停
。いさだくてし認確を定設信着時電停。たし

204 話電めたの中電停 B 。たしでんせまけ付け受は信着のへトーポ

114 。たしでんせまけ付け受を信着めたるいてっなに」いなし用使「が定設のトーポグロナア
。いさだくてし認確を定設トーポグロナア

124 の中ンホチッャキは信着のしなルネャチ。たしまけ受を信着のしなルネャチに中話通線内
。すまけ付け受みのてし対にトーポグロナア

224 信着のしなルネャチ。たしまけ受を信着のしなルネャチにトーポグロナアいないてし用使
。すまけ付け受みのてし対にトーポグロナアの中ンホチッャキ、は

324 信着のしなルネャチ。たしまけ受を信着のしなルネャチにトーポ定設ンホチッャキ似疑
。すまけ付け受みのてし対にトーポグロナアの中ンホチッャキ、は

424 信着のしなルネャチ。たしまけ受を信着のしなルネャチにトーポ定設のしなンホチッャキ
。すまけ付け受みのてし対にトーポグロナアの中ンホチッャキ、は

134 めたのそ。たしまけ受を信着がトーポ信着先優、めたるいてれさが定設のトーポ信着先優
。たしでんせまし信着はにトーポグロナアいなでトーポ信着先優

999 由理の他のそ
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320　IWX70仕様

8-4．AtermIWX70&RS7ワイヤレスセット製品仕様

IWX70仕様

目項 元諸 考備

線回続接 SNI トッネ 46 はたま SNI トッネ 46 トイラ・

態形換交 換交線回　：トーポターデ
換交線回：トーポグロナア

ルネャチ用使 B ルネャチ

ヤイレび及態形スーェフタンイ 1 別種動起 PM-P はたま時常 PM-P 約契毎呼 SNI トッネ 46 の続接
合場

フタンイ線回
スーェ

状形タクネコ 6 （クッャジラュジモンピ 11-JR ）

USD 蔵内

式方送伝 2 式方送伝割分時、線

度速路送伝 spbk023

号符路送伝 IMA 号符

USD 能機し返り折 りあ

ンインコソパ
スーェフタ

能機続接呼 TA ドンマコ

トーポルアリシ
（ C232-SR ）

件条的械機 9BUS-D タクネコンピ

件条的気電 82-V

義定路回 42-V

度速信通
（ spbk ）

：期同非 ,4.41,6.9,8.4,4.2,2.1
　　　　 )6.75,4.83,8.82(,2.91
期同非／期同 PPP ：換変 46
spbk821 クンリチルマ PPP ： 821

SFAIP ： 46,23

は）（○ 011.V 規
外格　

期同は期同○ PPP 変
換　
○ K821 は PM みの

度速ンコソパ
（ spbk ）

：期同非 ,4.41,6.9,8.4,4.2,2.1
　　　　 ,2.91 （ ,6.75,4.83,8.82
　　　　 4.032,2.511 ）

（○ ）は 82.V 外格規

BSU トーポ

数トーポ 1

度速信通
（ spbk ）

：期同非 ,4.41,6.9,8.4,4.2,2.1
　　　　 )6.75,4.83,8.82(,2.91
期同非／期同 PPP ：換変 46
spbk821 クンリチルマ PPP ： 821

SFAIP ： 46,23

は）（○ 011.V 規
外格　

○ SNI トッネ 46 みの

度速ンコソパ
（ spbk ） spbM21

式方合整度速 011.VT-VTI 式方
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目�項� 元�諸� 考�備�

置�装�グ�ロ�ナ�ア�
ー�ェ�フ�タ�ン�イ�

ス�

状�形�タ�ク�ネ�コ� 6 （�ク�ッ�ャ�ジ�ラ�ュ�ジ�モ�ン�ピ� 11-JR ）�

作�操�本�基�

　�　�：�数�ト�ー�ポ� 2 ト�ー�ポ�
：�ル�ヤ�イ�ダ�信�受� BP み�の�
（�可�：�続�接�チ�ン�ラ�ブ� 1* ）�

　�：�圧�電�給�供� 約� V84- ）�時�加�付�無�（�

1*
ス�ィ�デ�・�ー�バ�ン�ナ�○�
の�器�機�応�対�イ�レ�プ�　�
可�不�は�続�接�チ�ン�ラ�ブ�　�

○1 に�ト�ー�ポ�の�つ� 3台�
可�続�接�で�ま�　�
：�量�容�計�合�（�

3μ�F 下�以� k2/ ）�内�以�Ω�

ン�イ�末�端�線�無�
ス�ー�ェ�フ�タ�

ル�コ�ト�ロ�プ�線�無� 82-DTSRCR 　3版�

数�機�子�能�可�録�登� 大�最�6 大�最�：�話�通�時�同�（� 2）�

ル�コ�ト�ロ�プ�信�通�タ�ー�デ� SFAIP （� spbk46/spbk23 ）�

能�機�縮�圧� sib24.V 蔵�内�能�機�縮�圧�タ�ー�デ� K23SFAIP の�時�信�通�
み�

ド�ー�モ�電�停�

池�電�乾�リ�カ�ル�ア� 約�：�間�時�け�受�ち�待� 4 間�時�
約�　�　�　�　�：�話�通� 2 間�時�

池�電�ド�カ�ニ�
約�：�間�時�け�受�ち�待� 1 間�時�
約�　�　�　�　�：�話�通� 03 分�

5 電�充�満�で�日�

能�機�断�診� 験�試�断�診�己�自�

ス�ー�ェ�フ�タ�ン�イ�ン�マ�ー�ュ�ヒ�

イ�レ�プ�ス�ィ�デ�晶�液�ト�イ�ラ�ク�ッ�バ�
示�表�態�状� DEL ×�4

ン�タ�ボ�る�け�か�で�
ン�タ�ボ�ン�ョ�シ�ク�ン�ァ�フ�

チ�ッ�イ�ス�プ�ッ�ィ�デ�
SNI チ�ッ�イ�ス�ス�ー�バ�リ�線�回�

源�電� V001CA ±� V01 、� zH06/05

件�条�用�使�
度�温� 0～�04 ℃�

と�こ�い�な�し�露�結�
度�湿� 01 ～� %09

法�寸�形�外� （�W×�D×�H）� 約� mm631 ×� mm69 ×� mm671 く�除�を�分�部�起�突�

量�質� 約� gk6.0

力�電�費�消� 約� W5.9 ）�大�最�（�
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322　RS7仕様

RS7仕様
　　　

目�項� 元�諸� 考�備�

ン�イ�末�端�線�無�
ス�ー�ェ�フ�タ�

ル�コ�ト�ロ�プ�線�無� 8�2�-�D�T�S�R�C�R� 　2 拠�準�版�

ル�コ�ト�ロ�プ�信�通�タ�ー�デ� S�F�A�I�P�
：�度�速�効�実�線�無�（� s�p�b�k�2�.�9�2� ）�

能�機�縮�圧� s�i�b�2�4�.�V� 蔵�内�能�機�縮�圧�タ�ー�デ�

ン�イ�ン�コ�ソ�パ�
ス�ー�ェ�フ�タ�

能�機�続�接�呼� T�A� ド�ン�マ�コ�

ル�ア�リ�シ�
ト�ー�ポ�

（� C�2�3�2�-�S�R� ）�

件�条�的�械�機� 9�B�U�S�-�D� タ�ク�ネ�コ�ン�ピ�

件�条�的�気�電� 8�2�.�V�

義�定�路�回� 4�2�.�V�

度�速�ン�コ�ソ�パ�
（� s�p�b�k� ）�

：�期�同�非� ,�4�.�4�1�,�6�.�9�,�8�.�4�,�4�.�2�,�2�.�1�
　�　�　�　� 2�.�9�1�
（� 2�.�5�1�1�,�6�.�7�5�,�4�.�8�3�,�8� ）�

は�）�　�（� 8�2�.�V� 外�格�規�

B�S�U� ト�ー�ポ�

数�ト�ー�ポ� 1�

度�速�信�通�
（� s�p�b�k� ）�

：�期�同�非� ,�4�.�4�1�,�6�.�9�,�8�.�4�,�4�.�2�,�2�.�1�
　�　�　�　� )�2�.�5�1�1�,�6�.�7�5�,�4�.�8�3�,�8�(�,�2�.�9�1�

期�同�非�／�期�同� P�P�P� ：�換�変� 4�6�
は�）�　�（� 8�2�.�V� 外�格�規�

度�速�ン�コ�ソ�パ�
（� s�p�b�k� ）� s�p�b�M�2�1�

式�方�合�整�度�速� 0�1�1�.�V�T�-�V�T�I� 式�方�

能�機�断�診� 験�試�断�診�己�自�

源�電� V�0�0�1�C�A� ±� V�0�1� 、� z�H�0�6�/�0�5�

件�条�用�使�
度�温� 0～�0�4�℃�

と�こ�い�な�し�露�結�
度�湿� 0�1�～� %�0�9�

（�法�寸�形�外� W�×�D�×�H）� 約� m�m�0�3�1� ×� m�m�0�4� ×� m�m�5�0�1� く�除�を�分�部�起�突�

量�質� 約� g�k�4�.�0�

力�電�費�消� 約� W�0�.�4� ）�大�最�（�
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 親機ディップスイッチ　323
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親機ディップスイッチ

親機背面の電池ホルダーの中にディップスイッチがあり、「強制ダウンロードモード」を実
行するときに変更します。強制ダウンロードモードは、『らくらくバージョンアップ』が正
しく動作しないときに実行します。

● ディップスイッチの位置は「1-3．各部の名前とはたらき」（→P.42）を参照してくだ
さい。

1 親機の電源スイッチをOFFにします。

2 背面の電池カバーを外して電池を取り出し、ディップスイッチの1～3をONにします。

3 電源スイッチをONにします。

→液晶ディスプレイに「ロータ゛モート゛A」と表示されます。

4 らくらくバージョンアップを実行します。

（→電子マニュアル「データ通信ガイド」の「1-1．Atermをバージョンアップする」）

5 バージョンアップが終了したら、ディップスイッチをもとにもどします。

6 電源スイッチをいったんOFFにしてから、再度ONにします。
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324　子機TESTスイッチ

子機TESTスイッチ

子機背面のTESTスイッチを使って初期化や自己診断、強制ダウンロードモードを実行し
ます。TESTスイッチは細長い棒などで押します。

● TESTスイッチの位置は「1-3．各部の名前とはたらき」（→P.45）を参照してください。

初期化

設定値を初期化し、工場出荷時の設定にもどします。

1 電源プラグをコンセントから抜いて、電源をOFFにします。

2 TESTスイッチを押しながら、電源プラグをコンセントに差し込みます。
→前面のPOWERランプが赤色に点灯します。

3 そのままTESTスイッチを5秒以上押し続けます。
→設定が初期化され、POWERランプが緑色に点灯します。

4 TESTスイッチから手を離します。

自己診断

装置に異常がないか確認します。（→「7-4．自己診断」P.306）

1 電源をONにしておきます。

2 TESTスイッチを1～2秒押します。
→MSGランプが緑色に点灯します。

3 TESTスイッチから手を離します。
→自己診断が開始されます。
→自己診断が完了すると、通常の状態にもどります。

強制ダウンロードモード

『らくらくバージョンアップ』が正しく動作しないときに使用します。

1 電源プラグをコンセントから抜いて、電源をOFFにします。

2 TESTスイッチを押しながら、電源プラグをコンセントに差し込みます。
→POWERランプが赤色に点灯します。

3 すぐにTESTスイッチから手を離します。
→POWERランプが赤色に点滅します。

4 らくらくバージョンアップを実行します。
（→電子マニュアル「データ通信ガイド」の「1-1．Atermをバージョンアップする」）

5 電源プラグをいったん抜いてから、再度差し込みます。
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D-SUB9ピンインタフェース　325
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D-SUB9ピンインタフェース

■ コネクタ形状
9ピンコネクタ（メス型）

１ ２ ３ ４ ５ �

６７８９�

■ パソコンインタフェースの信号線

号番ンピ 向方号信 称名 能機

ルェシ （ GF ） 地接用安保 スーアムーレフの置装

1 DC ンコソパ ← mretA 検アリャキ
出

mretA こるいてし求要を信受ターデにンコソパが
す示をと

NO
FFO

るす求要を信受ターデにンコソパ：
いなし求要を信受ターデにンコソパ：

2 DR ンコソパ ← mretA ターデ信受 mretA ターデるれら送へンコソパらか

3 DS ンコソパ → mretA ターデ信送 らかンコソパ mretA ターデるれら送へ

4 RE ンコソパ → mretA 末端ターデ
ィデレ

す示をかうどかるいてきでが備準作動のンコソパ

NO

FFO

るいてきでが備準の受授ターデがンコソパ：
す示をとこ　

ないてきでが備準の受授ターデがンコソパ：
す示をとこい　

5 GS 地接用号信 るえ与を位電準基に路回続接互相

6 RD ンコソパ ← mretA ッセターデ
ィデレト

mretA す示をかうどかるいてきでが備準作動が

NO

FFO

でが備準うなこおを受授ターデとンコソパ：
す示をとこるいてき　

でが備準うなこおを受授ターデとンコソパ：
す示をとこいないてき　

7 SR ンコソパ → mretA 求要信送

るす求要を可許信送ターデ

NO
FFO

るす求要を可許信送ターデ：
いなし求要を可許信送ターデ：

8 SC ンコソパ ← mretA 可信送

す示をかうどか能可信送ターデ

NO
FFO

能可信送ターデ：
可不信送ターデ：

9 IC ンコソパ ← mretA 示表呼被

す示をとこるいてし信着にンコソパ

NO
FFO

す示をとこるあが信着：
す示をとこいなが信着：
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326 ホームテレホンの接続方法

8-5．ホームテレホン／ビジネスホンとの接続
ホームテレホンやビジネスホン（ボタン電話装置）を親機に接続することができます。

ホームテレホンの接続方法

INSネット64の1回線分の契約で、アナログ電話回線2本分を収容することができます。

■ アナログ電話回線の場合

電話機�

電話機�

アナログ�
電話回線�

ファクス�

�
ホーム�
テレホン
主装置�

回線側�
コンセント�

回線側�
コンセント�

■ INSネット64回線の場合

INSネット�
64

親機�
（IWX70）�

ダミーです�

�
ホーム�
テレホン
主装置�

電話Aポート�

電話Bポート�
回線側�

コンセント�

電話機�

電話機�

ファクス�

1 使用していないアナログポートを「使用しない」に設定します。

2 優先着信するポートを指定します。

3 機器をダイヤルインで使用する場合は、「モデム・ダイヤルイン」または「アナログ・
ダイヤルイン」を設定します。

→ホームテレホンの内線を呼び分けることができます。

● 各設定は「5-2．親機の電話機能」（→P.185、229、231）を参照してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● 優先着信ポートを指定しないと、1つの着信があったときにホームテレホン／ビジ
ネスホンで2本分の着信ランプが点滅します。

● 停電モードのときは、電話Aポートのみ動作します。ホームテレホンなどの主装置
に停電対策がされている場合は、停電モードのときにホームテレホンを使うことが
できます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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8-6．別売オプション
親機と子機のオプションとして次の製品を別売しています。

■ AtermITX用Ni-Cdバッテリパック（PC-IT/B02）
親機にセットする停電モード用充電式ニカド電池パックです。

■ S点ユニット（PC-IT/U03）
ターミナルアダプタやISDN通信機器を増設したり、DSUの切り離しをするときに使用し
ます。

■ DSU切り離しユニット（PC-IT/US1）
すでにDSUが設置されているときや、親機を他のターミナルアダプタなどと接続するとき
に、親機に内蔵のDSUを使わないようにします。（3mSバスケーブル付）
● 内蔵DSUを使うターミナルアダプタの増設はできません。

■ Sバス延長ケーブル　10m（PC-IT/K11）
■ Sバス延長ケーブル　25m（PC-IT/K12）
S点ユニットにISDN通信機器を接続するときに使用する延長ケーブルです。

■ 落雷プロテクタ（PC-IT/SP01）
INSネット64のモジュラジャックと親機の間に接続し、落雷から親機を保護します。

■ USBケーブル（PC-IT/K02）
USBポートに接続するためのケーブルです。ワイヤレスセットに同梱されているUSBケー
ブルは１本です。足りない場合は別売のケーブルをご用意ください。
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328 S点ユニットカバーの取り外し方

8-7．ターミナルアダプタの増設
親機側面のS点ユニットスロットに別売の「S点ユニット」（PC-IT/UO3）や「DSU切り離しユ

ニット」（PC-IT/US1）を装着して、他のターミナルアダプタやISDN通信機器を接続したり、親

機本体のDSUを切り離して他のDSUを使用することができます。

「S点ユニット」はDSUの切り離しとISDN通信機器の増設の両方ができます。DSUを切り離す

だけの場合は「DSU切り離しユニット」のご使用をおすすめします。

ここではS点ユニットの取り付け方と使用方法について説明します。

S点ユニット、およびDSU切り離しユニットについての詳細は、それぞれに添付の取扱説明書を

参照してください。

S点ユニットカバーの取り外し方

親機側面のS点ユニットカバーのツメを押し上げながらカバーを取り外します。

S点ユニットスロット�

S点ユニットカバー�

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お願い� ● S点ユニットカバーを取り外したときは、スロット内部に異物を入れないようにし
てください。

● スロット内部のはんだ面にふれないようにしてください。けがをするおそれがあり
ます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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　ISDN通信機器を増設する場合 329
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ISDN通信機器を増設する場合

親機にS点ユニットを装着し、最大7台までのISDN通信機器を接続することができます。
ISDN機器を1台または2台増設するときの手順は次のとおりです。

1 S点ユニットのスイッチのSW1（終端抵抗）、SW2（DSU）の両方をON（工場出
荷時の状態）にします。

2 S点ユニットカバーを取り外し、S点ユニットスロットにS点ユニットを装着します。

ISDN機器�(終端抵抗なし)

終端抵抗：ON

DSU：ON

ISDN機器�(終端抵抗なし)
10m以下�

親機�
（IWX70）�

S点ユニット�
SW1:ON�
SW2:ON

回線側�
コンセント�

10m以下�

ISDN機器に添付�のケーブル�

SW2

OFF ON

OFF ON

SW1

3 S点ユニットのモジュラジャックに ISDN機器を接続します。
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330 DSUを切り離す場合

DSUを切り離す場合

INSネット64回線と接続するには、1回線あたり1台のDSUが必要です。親機はDSU
を内蔵していますが、このDSUを無効にして他のDSUを使用することができます。

1 S点ユニットのスイッチのSW1（終端抵抗）をON、SW2（DSU）をOFFにします。

2 S点ユニットカバーを取り外し、S点ユニットスロットにS点ユニットを装着します。

親機�
（IWX70）�

DSU

S点ユニット�

回線側�
コンセント�

終端抵抗：ON

DSU：OFF
SW2

OFF ON

OFF ON

SW1

SW1:ON�
SW2:OFF

3 親機のINS回線コネクタとDSUを、INS回線ケーブルで接続します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ● ISDN通信機器を増設しないでDSUの切り離しだけおこなう場合は、「DSU切り
離しユニット」をご利用ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

IWX70&RS7_8章(326-330) 00.9.22, 9:41 PMPage 330 Adobe PageMaker 6.5J/PPC



付
　
録

　
8-8 

お
問
い
合
わ
せ
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

　インフォメーションサービス 331

8-8．お問い合わせ・アフターサービス

お願い�
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BIGLOBEホームページ 341

8-10. インターネットプロバイダ『BIGLOBE』のご紹介
『BIGLOBE』はNECが運営するインターネットプロバイダです。

BIGLOBEホームページ

BIGLOBEのホームページではニュース速報や占いなど、生活に役立つさまざまな情報を掲
載しています。BIGLOBE会員でない方が利用できるサービスもたくさんありますので、ぜ
ひアクセスしてください。

■ BIGLOBEホームページアドレス
http://www.biglobe.ne.jp/

（BIGLOBEのアドレス、および画面は平成12年9月現在のものです）

IWX70&RS7_8章(331-346) 00.9.22, 9:42 PMPage 341 Adobe PageMaker 6.5J/PPC



342 BIGLOBEのサービス／BIGLOBEインフォメーションデスク

BIGLOBEのサービス

BIGLOBEでは会員の皆様に、さまざまなサービスを提供しています。主なサービスをご紹
介します。

■ 全国に広がるアクセスポイント
ISDN専用アクセスポイントのほか、128kbpsマルチリンクPPP接続やPIAFS接続に
も対応しています。

■ 電子メール
電子メールアドレスを持つことができます。1件あたり5MBまでで、最大999件のメー
ルをサーバに保管できます。

■ ホームページ公開サービス
個人で作ったホームページをインターネットに公開します。ホームページの合計容量が5MB
までは無料で掲載できます。

■ Atermのメール機能
BIGLOBEとAtermを組み合わせると、Atermのメール機能「電子メール着信通知」と「遊
遊メール」が利用できます。
「電子メール着信通知」はBIGLOBEのメールアドレスにメールが到着すると、メールが到
着したことをAtermのMSGランプで知らせます。
「遊遊メール」はAtermが送信したUUIメールを電子メールとして送信したり、携帯情報
端末やデジタル携帯電話、PHSなどのショートメッセージとして送信することができます。

● BIGLOBEの加入とそれぞれのオプション契約、設定が必要です。

■ サポート
BIGLOBEカスタマーサポートでは、インターネットに関する操作方法や環境設定などのサ
ポートを実施しています。

BIGLOBEインフォメーションデスク

申し込み方法やサービスの詳細などは下記にお問い合わせください。

フリーダイヤル XXXXXXXXXX（24時間 年中無休）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お知らせ� ●「電子メール着信通知」など、Atermでさらにインターネットを便利に使いたい方
や、プロバイダとの契約がお済みでない方は、この機会にBIGLOBEへのご入会を
ご検討ください。加入方法として『らくらくアシスタント』を使って、BIGLOBE
にオンライン・サインアップで入会申し込みができます。ぜひご利用ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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8-11. 用語解説
Atermに関連する主な用語を説明します。

さらに詳しく用語を調べたいときは、添付CD-ROMに収録されている電子マニュアル「用語解説」

を参照してください。

数字、A～Z

128kbpsマルチリンクPPP
高速データ通信をするためのプ
ロトコル。2つのBチャネルを
同時に使って通信速度を向上さ
せる。

ACCM
Async Control Character
Mapの略。非同期PPP通信で
使用する制御キャラクタを2
バイトのキャラクタに変換する
かどうかを決める機能。

ATコマンド
米ヘイズ・コンピュータ・プロ
ダクツ社によって開発されたモ
デムを制御するためのコマンド
（命令）。このコマンドと互換性
のあるモデムは、通信ソフトを
備えたパソコンと接続すること
によって、パソコンから設定内
容を制御することができる。

BOD
Bandwidth On Demand の
略。通信データ量に合わせて、
同時に利用するチャネル数を自
動的に切り替える機能。電話を
利用するときにはデータ通信に
利用するチャネル数を減らして
通信速度を落とす「リソース
BOD」と、通信データ量が多
いときは2つのBチャネルを
合わせて通信速度を上げる
「スループットBOD」がある。

bps
Bit Per Secondの略。１秒間
に送信できるビット数を表す通
信速度の単位。

Bチャネル
ISDN回線で音声やデジタル信
号を送受信するためのチャネ
ル。INSネット64は1回線に
つき2本のBチャネルが提供さ
れている。

COM（コム）ポート
Communication portの略。
RS-232Cとも呼ばれる。モデム
などを接続し、通信をおこなう
ためのシリアルインタフェース。

CS信号
Clear to Sendの略で、送信可
能なRS-232Cの信号線のひ
とつ。CTSともいう。モデムが
パソコンからのデータやコマン
ドを受け取れることを表す。

DNS
Domain Name Systemの
略。IPアドレスを検索し、取得
するためのシステム。

DR信号
Data set Readyの略。 RS-
232C の信号線のひとつで、
DSRともいう。モデムが通信し
ている状態であることを表す。

DSU
Digital Service Unit の略。
INSネット64の1回線につ
き、必ず1台設置する回線接続
装置で、デジタル通信時の同期
や速度変換を行う。ターミナル
アダプタに内蔵している製品も
多い。

Dチャネル
ISDN回線でBチャネルの制御
やパケット通信に利用されてい
るチャネル。INSネット64で
は1回線につき１本のDチャネ
ルが提供されている。

ER信号
Equipment Ready の略で、
データ端末レディともいう。
RS-232C の信号線の一つで、
パソコンがモデムに対し、通信
している状態であることを知ら
せる。

G3ファクス
アナログ回線を使うファクスの
こと。

HLC
High Layer Coordinationの
略。「高位レイヤ整合性」ともい
う。接続するパソコンやアナロ
グ装置の種別をあらかじめコー
ド設定して、一致する相手だけ
と通信をおこなう機能のこと。
相手がINSネット64に加入し
ている場合にだけ利用できる。

ID登録
無線機能を備えたワイヤレス子
機（PHS電話機やリモートス
テーション、マルチモバイル
カード）をワイヤレスシリーズ
親機に増設登録すること。

INS
I n f o rmat i on  Netwo rk
Systemの略。高度情報通信シ
ステムと呼ばれ、NTT東日本・
NTT 西日本が提供している
ISDNサービスのこと。「INS
ネット64」と「INS ネット
1500」がある。

INSネット64
64Kビット／秒の同期転送が
可能なBチャネル2本とDチャ
ネル1本を束ねて利用する家庭
向けのサービス。

INSネット1500
1.5Mビット／秒の回線を23
本のB チャネルに分割して通
信することが可能な企業向けの
サービス。

IPアドレス
インターネットに接続できるア
ドレスの総称。電子メールなど
の受発信地を特定するためのイ
ンターネット上の番地。
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ISDN
Integrated Services Digital
Networkの略。統合サービス
デジタル網。電話機やファク
ス、パソコンなどを統合的に扱
うことができるデジタル通信
サービスの国際標準規格。

LCR
Least Cost Routingの略。最
低料金回線選択機能という意
味。DDIや日本テレコムが電話
機やファクスに搭載している機
能。最近では A C R 機能
(Automatic Carrier Routing=
自動電話会社選択機能) とも呼
ばれている。

OCN
Open Computer Network の
略。NTT東日本・NTT西日本
が提供するインターネット接続
や L A N 間接続などのコン
ピュータ通信に適したネット
ワーク。アナログ網や ISDN、
携帯電話、PHSを経由してイ
ンターネットに接続する「ダイ
ヤルアップ接続型」と、専用の
アクセスラインを用いて接続す
る「常時接続型」がある。

PHS
Personal Handyphone System
の略。デジタル式のコードレ
ス電話。１つの子機から複数
の無線基地（親機）にアクセス
できる。

PIAFS
PHS Internet Auccess
Forum Standardの略。高品
質のデータ通信方式の開発のた
めに標準化された規格。

RAS
Remote Access Serviceの
略。WindowsNT で使われて
いるシステムサービスで、自宅
や出張先などから会社のサーバ
にアクセスして、メールを読む
ことができる。

RS-232C
→COMポート

SD信号
送信データ。 RS-232C の信号線
のひとつで、モデムがパソコン
から受けるデータ通信。

RD信号
受信データ。 RS-232C の信号線
のひとつで、パソコンがモデム
から受けるデータ通信。

S/T点端子
DSU内蔵のターミナルアダプ
タに他のターミナルアダプタを
接続するための端子。

TCP/IP
大学や研究機関などのネット
ワーク用に開発された通信プロ
トコル。TCPとIPの2つのプ
ロトコルを組み合わせたもの
で、インターネット上の通信の
ベースになっている。

URL
Uniform Resource Locator
の略。インターネット上に置か
れているホームページなどの位
置を特定するための記述方法。
一般的にホームページ（Web）
アドレスと呼ばれているもの
は、その一例。

USB
Universal Serial Busの略。
パソコン用のシリアルインタ
フェース。マウスやキーボー
ド、モデム、ターミナルアダプ
タなどを接続できる。

UUIメール
インターネットプロバイダや
パソコン通信サービスを経由
せずに、Aterm間で直接メー
ルの送受信をするメールサー
ビスのこと。INSネット64の
「ユーザ間情報通知サービス
（UUI）」を利用する。

V.42bisデータ圧縮
通信関係の規格を認定するITU
(International Telecommu-
nication Union=国際電気通
信連合)に登録されている圧縮
方法。

あ行

アクセスポイント
プロバイダまたはパソコン通信
サービス業者に接続するための
場所または電話番号。

アナログポート
アナログ式の電話機やファクス
などを接続するためのポート。

オンラインサインアップ
パソコンからモデムやターミナ
ルアダプタなどを使い、電話回
線を使ってプロバイダやパソコ
ン通信サービス業者との契約を
結ぶこと。

か行

疑似機能
INSネット64で提供されてい
るサービスと同等の機能を、
INSネット64の契約なしに利
用できるAtermの機能。ただ
し、若干の利用制限がある。

キャッチホン・ディスプレイ
通話中に新たに着信した相手の
電話番号を、受信者側の電話機
に表示するサービス。
NTT東日本・NTT西日本との
INSナンバー・ディスプレイの
契約と、この機能に対応した電
話機が必要。

グローバル着信
INSネット64で提供されてい
る呼び出し方法のひとつ。着信
番号を通知せずに、その回線上
に接続されたすべての機器を呼
び出すことができる。
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契約者回線番号
回線に与えられた電話番号のこ
と。1つの回線につき、1つの
契約者回線番号が与えられる。
一般の電話でいう「電話番号」
にあたるもの。

さ行

サブアドレス
発信側と受信側の両者が INS
ネット64 を利用していると
きに使える機能。通常の電話
番号にサブアドレスという番
号を加えて電話をかけ、着信
側で設定したサブアドレスと
一致したときだけ着信させる
ことができる。

三者通話
INSネット64で提供されてい
るフレックスホンに含まれる
サービスのひとつ。外線と通話
中に第三者を呼び出し、三者間
で通話ができる。三者が同時に
通話する「ミキシングモード」
と、二者で通話する「切替モー
ド」の2つのモードがある。

識別着信
あらかじめ登録した電話番号
からの着信だけを受け付ける
機能。

識別リンギング
特定の相手からの電話に対して
電話機の呼出音を変える機能。

シリアルポート
→COMポート

スティルスコールバック
Atermを使ったクライアント
とサーバのネットワークで、
クライアント側から発信をお
こなうと、自動的にサーバ側
Atermがクライアント側にか
け直す機能。

増設登録
→ ID登録

た行

ダイヤルアップルータ
INSネット64などの公衆回線
でLAN間接続をおこなうため
のルータ。ネットワークアドレ
スと一緒にプロバイダの電話番
号を登録しておくことで、ブラ
ウザを起動すると自動的に電話
をかけ、プロバイダと接続する。

ダイヤルイン
INSネット64で提供されてい
るサービス。契約者回線番号の
他に、ダイヤルイン番号(追加
番号)を取得できる。複数の機
器に個別の電話番号を割り当て
たいときに利用する。

着信転送
INSネット64で提供されてい
るフレックスホンに含まれる
サービスのひとつ。着信があっ
たとき、その呼び出しに応対せ
ずに、他の電話番号に転送する
ことができる。

データポート
→COMポート

デュアルリンクワイヤレス通信
NEC独自の通信方式。リモー
トステーションのデータポート
に接続されたパソコンから、無
線 2 チャネルを使った最大
64kbpsの高速データ通信が
可能。親機と子機のデータポー
トとの間の内線データ通信およ
びプロトコル変換モード(非同
期／同期PPP変換)によって、
インターネットのアクセスポイ
ントとも接続できる。

転送トーキ
着信転送や INSボイスワープ
利用時に、発信者に対して転送
する旨をアナウンスすること。

同期
データ伝送において、送信側と
受信側の間でタイミングを合わ
せること。

な行

ナンバー・ディスプレイ
発信者の電話番号（発信者番号
通知）を受信者側の電話機に表
示するサービス。受信者は通話
前に発信者を知ることができ
る。NTT東日本・NTT西日本
との契約が必要。

は行

ファームウェア
Ate rm に内蔵されているフ
ラッシュメモリに書き込まれる
ソフトウェアのこと。Aterm
に新しいバージョンのファーム
ウェアを書き込むと、新機能を
使用できるようになる。

フッキング
受話器を置くところにある
フックスイッチを約1秒押す
こと。通話相手の切り替えな
どに使う。

ブランチ接続
電話機やファクスを分岐コネク
タを使って、数珠つなぎにする
こと。ターミナルアダプタでは
1 つのアナログポートに3 台
（合計容量3µF以下/2kΩ以内）
までブランチ接続ができる。

プリインストール
OS(オペレーティングシステム)
やアプリケーションソフトが、
パソコンのハードディスクにあ
らかじめ組み込んであること。

フレックスホン
INSネット64で提供される付
加サービス。INS キャッチホ
ン、通信中転送、三者通話、着
信転送の4つの機能がある。
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プロトコル
コンピュータでデータ通信を
おこなうために必要な規約の
総称。

プロトコル変換モード
PHSデータ端末やリモートス
テーションからのPIAFS32K
またはPIAFS64K データを
Atermでいったん終端して、通
信相手のモードに合わせて、非
同期データまたは同期データに
変換するモードのこと。通常の
ターミナルアダプタやPIAFS
では対応していないアクセスポ
イントと通信できる。

プロバイダ
インターネットへの接続を代
行する会社の総称。正式には
ネットワーク・サービス・プロ
バイダ。ユーザはダイヤル
アップまたは専用回線でプロ
バイダに接続し、インター
ネットを利用する。

や行

ユーザ ID
ユーザを識別するための文字や
数字などを組み合わせたものの
総称で、ネットワーク上の名前
のようなもの。「アカウント」な
どとも呼ばれる。ユーザIDを他
人に利用されないために、パス
ワードとあわせて利用される。

ら行

リバースパルス
先方が電話を切ったあとに聞こ
えるトーン信号を検知して、電
話機に通話が終わったことを認
識させるために送出する信号の
こと。

リモートステーション
Atermの子機として増設登録
されるターミナルアダプタのこ
と。これを使えばターミナルア
ダプタどうしでワイヤレス通信
が可能になるので、離れた場
所の電話機やパソコンを無線
で使うことができる。

わ行

ワークステーション
パソコンの上位に位置するコン
ピュータシステムで、多機能、
統括性に優れている。ネット
ワーク機能も完備しており、ホ
ストシステムとの通信やマルチ
ウィンドウなどの機能を持ち、
UNIXなどのOSの下で情報処
理をおこなう。
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8-12．Aterm設定の控え
Atermに設定した内容を記入の上、保管しておいてください。保守やお問い合わせの際の資料と

なります。

（＊：初期値）

　� 07XWImretA （� .oNTOL ）�

　� 7SRmretA （� .oNTOL ）�

機�親�■�

i ル�ブ�ー�テ�号�番�話�電�ー�バ�ン�ナ�・�

ｉ･� ー�バ�ン�ナ� ＊� ｉ�○�･� い�な�し�用�使�を�ー�バ�ン�ナ� ｉ�○�･� る�す�用�使�を�ー�バ�ン�ナ�

ト�ー�ポ�る�す�信�着� 知�通�号�番�者�信�発�
号�番�知�通�の�

　�　�　�　�　�　�　�　�　�
号�番�話�電�

線�内�　�
号�番�定�指�

i 報�情�ー�バ�ン�ナ�・� 1 ［� ］�　�　�　�［�］�　�　� □�□�□�□�□�□�□�　�□�□�　�□�□�　� ○�○�○�○�○�○�○�○�　�○�○�

i 報�情�ー�バ�ン�ナ�・� 2 ［� ］�　�　�　�［�］�　�　� □�□�□�□�□�□�□�　�□�□�　�□�□�　� ○�○�○�○�○�○�○�○�　�○�○�

i 報�情�ー�バ�ン�ナ�・� 3 ［� ］�　�　�　�［�］�　�　� □�□�□�□�□�□�□�　�□�□�　�□�□�　� ○�○�○�○�○�○�○�○�　�○�○�

）�可�択�選�数�複�ト�ー�ポ�各�（� ）�一�択�ト�ー�ポ�各�（�

ル�ブ�ー�テ�号�番�話�電�ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ�

ト�ー�ポ�グ�ロ�ナ�ア� ／� ト�ー�ポ�タ�ー�デ�
信�着�ル�バ�ー�ロ�グ�の� ]50[ る�す�信�着�ル�バ�ー�ロ�グ�で�号�番�線�回�者�約�契�□�

ト�ー�ポ�る�す�信�着� 知�通�号�番�者�信�発�　�　�　�　�
号�番�知�通�の�　�　�　�　�　�

号�番�話�電�

　�号�番�線�回�者�約�契� ［� ］� □�□�□�□�□�□�　�□�□�　�□�□�　� ○�○�○�○�○�○�　�○�○�　�○�○�　�　�

ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ� 1番� ［� ］� □�□�□�□�□�□�　�□�□�　�□�□�　� ○�○�○�○�○�○�　�○�○�　�○�○�　�　�

ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ� 2番� ［� ］� □�□�□�□�□�□�　�□�□�　�□�□�　� ○�○�○�○�○�○�　�○�○�　�○�○�　�　�

ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ� 3番� ［� ］� □�□�□�□�□�□�　�□�□�　�□�□�　� ○�○�○�○�○�○�　�○�○�　�○�○�　�　�

ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ� 4番� ［� ］� □�□�□�□�□�□�　�□�□�　�□�□�　� ○�○�○�○�○�○�　�○�○�　�○�○�　�　�

ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ� 5番� ［� ］� □�□�□�□�□�□�　�□�□�　�□�□�　� ○�○�○�○�○�○�　�○�○�　�○�○�　�　�

ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ� 6番� ［� ］� □�□�□�□�□�□�　�□�□�　�□�□�　� ○�○�○�○�○�○�　�○�○�　�○�○�　�　�

ン�イ�ル�ヤ�イ�ダ� 7番� ［� ］� □�□�□�□�□�□�　�□�□�　�□�□�　� ○�○�○�○�○�○�　�○�○�　�○�○�　�　�

）�可�択�選�数�複�ト�ー�ポ�各�（� ）�一�択�ト�ー�ポ�各�（�

信�着�ル�バ�ー�ロ�グ�の�ト�ー�ポ�線�無� ]12[

し�出�び�呼�の�時�信�着�ル�バ�ー�ロ�グ�の�信�通�声�音�

＊� 斉�一�末�端�全�○� ○A ト�ー�ポ� ○B ト�ー�ポ� ○�　�C ト�ー�ポ�

○D ト�ー�ポ� ○E ト�ー�ポ� ○F ト�ー�ポ� い�な�さ�出�び�呼�○�　�

し�出�び�呼�の�時�信�着�ル�バ�ー�ロ�グ�の�信�通�タ�ー�デ�

○A ト�ー�ポ� ○B ト�ー�ポ� ○C ト�ー�ポ� ○�　�D ト�ー�ポ�

○E ト�ー�ポ� ○F ト�ー�ポ� ＊� い�な�さ�出�び�呼�○�

Ｆ�Ｅ�Ｄ�Ｃ�Ｂ�Ａ�　�Ｕ�シ�　�　�Ｂ�Ａ� 　�　� 　�Ｂ�Ａ� 　�Ｕ�シ� Ｆ�Ｅ�Ｄ�Ｃ�Ｂ�Ａ�

Ｆ�Ｅ�Ｄ�Ｃ�Ｂ�Ａ�斉�一�　�Ｕ�シ�　�　�Ｂ�Ａ� 　�　�　� Ｆ�Ｅ�Ｄ�Ｃ�Ｂ�Ａ�　�Ｕ�シ�　�Ｂ�Ａ�
タ�ー�デ�グ�ロ�ナ�ア� 　� 線�無�タ�ー�デ�グ�ロ�ナ�ア�　�　�　�線�無�　�　�

タ�ー�デ�グ�ロ�ナ�ア� 　�　� 　�　�線�無� 線�無�　�　�タ�ー�デ�グ�ロ�ナ�ア�　�

IWX70&RS7_8章(347-355) 00.9.22, 9:44 PMPage 347 Adobe PageMaker 6.5J/PPC



348 Aterm設定の控え

話電 A トーポ ]1[

器機るす続接 ]10[ ＊ 機話電□ □ XAF ムデモ／ ）いなし用使（いなし続接も何□

量音話受 ]21[ 小□ ＊ 中□ 大□

ンホチッャキ ]20[
＊ いなし用使□ □ SNI るす用使をンホチッャキ

るす用使をンホチッャキ似疑□

作動の時電停 ]22[
いなし信着□ すら鳴をーザブ、し信着□

＊ □ すら鳴を）音信着（ガンリ、し信着

知通号番者信発 ]90[ いなわ行を知通号番□ う行を知通号番□ ＊ □ SNI トッネ 46 り通み込し申の

スビーサ知通報情 ]01[

＊ いなし用使□ るす用使をイレプスィデ・ーバンナ□

るす用使をンイルヤイダ・ムデモ□ るす用使をンイルヤイダ・グロナア□

るす用使をンイルヤイダ・ムデモ＋イレプスィデ・ーバンナ□

るす用使をイレプスィデ・ンホチッャキ□

スレドアブサ ]39[
［ ］

＊ るす信着しなスレドアブサ□ るす知通をスレドアブサ着・発□

マイタ間桁ルヤイダ ]70[ ＊ □5秒 □9秒 □ 11 秒 □ 31 秒

マイタ出検グンキッフ ]80[ るすく短□ ＊ るすに通普□ るすく長□

CLH
）性合整ヤイレ位高（ ]40[

＊ □ CLH いなし定設を □ CLH るす定判信着、し定設を

□ CLH いなし定判信着がるす定設を

／スルパスーバリ ITC 能機 ]31[ るす出送をスルパスーバリ□ □ ITC るす用利を能機

信着別識 ]30[
＊ いなし用使□ □ SNI るす用使を信着別識けわりな

るす用使を信着別識似疑□ 能可用使みの時信着中信通□

グンギンリ別識
＊ いなし用使□ □ SNI るす用使をけわりな

るす用使をけわりな似疑□

法方出送の号番 そを号番話電　
出送ままの　 1*

に号番定指線内　
出送てし換変　 2* 大最（号番定指線内 4 ）桁

　号番線回者約契
ンイルヤイダ 1番
ンイルヤイダ 2番
ンイルヤイダ 3番
ンイルヤイダ 4番
ンイルヤイダ 5番
ンイルヤイダ 6番
ンイルヤイダ 7番

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

［
［
［
［
［
［
［
［

］
］
］
］
］
］
］
］

1* イダ・ムデモ
用使でンイルヤ

2* イダ・グロナア
用使でンイルヤ
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話電 B トーポ ]2[

器機るす続接 ]10[ ＊ 機話電□ □ XAF ムデモ／ ）いなし用使（いなし続接も何□

量音話受 ]21[ 小□ ＊ 中□ 大□

ンホチッャキ ]20[
＊ いなし用使□ □ SNI るす用使をンホチッャキ

るす用使をンホチッャキ似疑□

知通号番者信発 ]90[ □ いなわ行を知通号番 う行を知通号番□ ＊ □ SNI トッネ 46 り通み込し申の

スビーサ知通報情 ]01[

＊ いなし用使□ るす用使をイレプスィデ・ーバンナ□

るす用使をンイルヤイダ・ムデモ□ るす用使をンイルヤイダ・グロナア□

るす用使をンイルヤイダ・ムデモ＋イレプスィデ・ーバンナ□

るす用使をイレプスィデ・ンホチッャキ□

スレドアブサ ]39[
［ ］

＊ るす信着しなスレドアブサ□ るす知通をスレドアブサ着・発□

マイタ間桁ルヤイダ ]70[ ＊ □5秒 □9秒 □ 11 秒 □ 31 秒

マイタ出検グンキッフ ]80[ るすく短□ ＊ るすに通普□ るすく長□

CLH
）性合整ヤイレ位高（ ]40[

＊ □ CLH いなし定設を □ CLH るす定判信着、し定設を

□ CLH いなし定判信着がるす定設を

／スルパスーバリ ITC 能機 ]31[ るす出送をスルパスーバリ□ □ ITC るす用利を能機

信着別識 ]30[
＊ いなし用使□ □ SNI るす用使を信着別識けわりな

るす用使を信着別識似疑□ 能可用使みの時信着中信通□

グンギンリ別識
＊ いなし用使□ □ SNI るす用使をけわりな

るす用使をけわりな似疑□

法方出送の号番 そを号番話電　
出送ままの　 1*

に号番定指線内　
出送てし換変　 2* 大最（号番定指線内 4 ）桁

　号番線回者約契
ンイルヤイダ 1番
ンイルヤイダ 2番
ンイルヤイダ 3番
ンイルヤイダ 4番
ンイルヤイダ 5番
ンイルヤイダ 6番
ンイルヤイダ 7番

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

［
［
［
［
［
［
［
［

］
］
］
］
］
］
］
］

1* イダ・ムデモ
用使でンイルヤ

2* イダ・グロナア
用使でンイルヤ

定設通共のトーポグロナア ]5[]4[

定設けか出お ]37[
＊ ドーモみすやお□ ドーモ送転信着話電□

□ SNI ドーモ送転プーワスイボ ドーモュシッラフ□

定設送転信着 ]72[ □ TTN 送転信着 ＊ 送転信着似疑□ 知通信着号番話電□

件条送転の定設送転信着
＊ いなし用使□ □ SNI るす送転に時けわりな

るす送転に時信着別識似疑□

の時送転信着
スビーサキート ]72[

しな□ りあみのキート送転□

りあみのキート元送転□ ＊ りあにもとキート両□

SNI 定設プーワスイボ
ドーモ始開送転 ]47[

＊ 送転に件条無□ 送転に時答応無□ 送転に時中話□

送転に時中話／答応無□ 　 ］　　　　　　　［号番話電用止停

トーポ信着先優 ]32[ ＊ いなし定指□ 話電□ A トーポ 話電□ B トーポ

先送転信着

）１（元送転信着 ）１（先送転の ]03[]04[

）２（元送転信着 ）２（先送転の ]13[]14[

）３（元送転信着 ）３（先送転の ]23[]24[
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　定設通共トーポ線無・トーポグロナア ]0[]4[

信発で＃ ]57[ いなし信発で＃□ ＊ う行を作動信発で＃□ う行を作動信発で＃＃□

送転中話通 ]62[ ＊ いなし用使□ るす用使□

話通者三 ]52[ ＊ いなし用使□ 話通者三□ 話通者三似疑□

間トーポ線無／グロナア
話通線内 ]42[ いなわ行を送転・話通線内□ ＊ う行を送転・話通線内□

DCL ドーモ
灯消に常□ 灯点に常□ ＊ 動自□

灯点に常は中信通ターデ＋動自□ ＋動自□ B 灯点に常は中用使ルネャチ

DCL 示表 ]17[ に時信発□ DCL いなし示表を号番に ＊ に時信発□ DCL るす示表を号番に

線無 A トーポ ]1[

器機るす録登 ]10[

＊ 、）声音（ンョシーテストーモリ□ SHP 用利で）声音（

（ンョシーテストーモリ□ XAF 用利で）ムデモや

、声音□ XAF ）用専信通ターデ（いなしを信通ムデモ／

ンホチッャキ ]20[
＊ いなし用使□ □ SNI るす用使をンホチッャキ

るす用使をンホチッャキ似疑□

知通号番者信発 ]90[ いなわ行を知通号番□ う行を知通号番□ ＊ □ SNI トッネ 46 り通み込し申の

ドーモ信発ターデ

□ SFAIP ドーモールス 期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K6.9 ）

期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K4.41 ） 期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K2.91 ）

期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K8.82 ） 期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K4.83 ）

期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K6.75 ） ＊ 期同（ドーモ換変ルコトロプ□ K46 ）

ドーモ信着ターデ
＊ □ K23SFAIP □ K46SFAIP （ 1.2SFAIP ）

ドーモスレヤイワクンリルアュデ□ □ K46SFAIP （ 0.2SFAIP ）

の時信発ターデ XUMTI 能機
＊ いなし用利□ るす用利□

期同（るす用利時常□ K46 ）時信通 期同（るす用利時常□ K821 ）時信通

スレドアブサ ]39[ ［ ］

マイタ間桁ルヤイダ ]70[ ＊ □5秒 □9秒 □ 11 秒 □ 31 秒

信着別識 ]30[
＊ いなし用使□ □ SNI るす用使を信着別識けわりな

るす用使を信着別識似疑□ 能可用使みの時信着中信通□

クッバルーコ う行をクッバルーコスルィテス□

ITC 能機 □ ITC るす用利を能機

IUU ドーモ知通 □ IUU う行を知通
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線無 B トーポ ]2[

器機るす録登 ]10[

＊ 、）声音（ンョシーテストーモリ□ SHP 用利で）声音（

（ンョシーテストーモリ□ XAF 用利で）ムデモや

、声音□ XAF ）用専信通ターデ（いなしを信通ムデモ／

ンホチッャキ ]20[
＊ いなし用使□ □ SNI るす用使をンホチッャキ

るす用使をンホチッャキ似疑□

知通号番者信発 ]90[ いなわ行を知通号番□ う行を知通号番□ ＊ □ SNI トッネ 46 り通み込し申の

ドーモ信発ターデ

□ SFAIP ドーモールス 期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K6.9 ）

期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K4.41 ） 期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K2.91 ）

期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K8.82 ） 期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K4.83 ）

期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K6.75 ） ＊ 期同（ドーモ換変ルコトロプ□ K46 ）

ドーモ信着ターデ
＊ □ K23SFAIP □ K46SFAIP （ 1.2SFAIP ）

ドーモスレヤイワクンリルアュデ□ □ K46SFAIP （ 0.2SFAIP ）

の時信発ターデ XUMTI 能機
＊ いなし用利□ るす用利□

期同（るす用利時常□ K46 ）時信通 期同（るす用利時常□ K821 ）時信通

スレドアブサ ]39[ ［ ］

マイタ間桁ルヤイダ ]70[ ＊ □5秒 □9秒 □ 11 秒 □ 31 秒

信着別識 ]30[
＊ いなし用使□ □ SNI るす用使を信着別識けわりな

るす用使を信着別識似疑□ 能可用使みの時信着中信通□

クッバルーコ う行をクッバルーコスルィテス□

ITC 能機 □ ITC るす用利を能機

IUU ドーモ知通 □ IUU う行を知通

線無 C トーポ ]3[

器機るす録登 ]10[

＊ 、）声音（ンョシーテストーモリ□ SHP 用利で）声音（

（ンョシーテストーモリ□ XAF 用利で）ムデモや

、声音□ XAF ）用専信通ターデ（いなしを信通ムデモ／

ンホチッャキ ]20[
＊ いなし用使□ □ SNI るす用使をンホチッャキ

るす用使をンホチッャキ似疑□

知通号番者信発 ]90[ いなわ行を知通号番□ う行を知通号番□ ＊ □ SNI トッネ 46 り通み込し申の

ドーモ信発ターデ

□ SFAIP ドーモールス 期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K6.9 ）

期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K4.41 ） 期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K2.91 ）

期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K8.82 ） 期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K4.83 ）

期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K6.75 ） ＊ 期同（ドーモ換変ルコトロプ□ K46 ）

ドーモ信着ターデ
＊ □ K23SFAIP □ K46SFAIP （ 1.2SFAIP ）

ドーモスレヤイワクンリルアュデ□ □ K46SFAIP （ 0.2SFAIP ）

の時信発ターデ XUMTI 能機
＊ いなし用利□ るす用利□

期同（るす用利時常□ K46 ）時信通 期同（るす用利時常□ K821 ）時信通

スレドアブサ ]39[ ［ ］

マイタ間桁ルヤイダ ]70[ ＊ □5秒 □9秒 □ 11 秒 □ 31 秒

信着別識 ]30[
＊ いなし用使□ □ SNI るす用使を信着別識けわりな

るす用使を信着別識似疑□ 能可用使みの時信着中信通□

クッバルーコ う行をクッバルーコスルィテス□

ITC 能機 □ ITC るす用利を能機

IUU ドーモ知通 □ IUU う行を知通
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線無 D トーポ ]4[

器機るす録登 ]10[

＊ 、）声音（ンョシーテストーモリ□ SHP 用利で）声音（

（ンョシーテストーモリ□ XAF 用利で）ムデモや

、声音□ XAF ）用専信通ターデ（いなしを信通ムデモ／

ンホチッャキ ]20[
＊ いなし用使□ □ SNI るす用使をンホチッャキ

るす用使をンホチッャキ似疑□

知通号番者信発 ]90[ いなわ行を知通号番□ う行を知通号番□ ＊ □ SNI トッネ 46 り通み込し申の

ドーモ信発ターデ

□ SFAIP ドーモールス 期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K6.9 ）

期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K4.41 ） 期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K2.91 ）

期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K8.82 ） 期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K4.83 ）

期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K6.75 ） ＊ 期同（ドーモ換変ルコトロプ□ K46 ）

ドーモ信着ターデ
＊ □ K23SFAIP □ K46SFAIP （ 1.2SFAIP ）

ドーモスレヤイワクンリルアュデ□ □ K46SFAIP （ 0.2SFAIP ）

の時信発ターデ XUMTI 能機
＊ いなし用利□ るす用利□

期同（るす用利時常□ K46 ）時信通 期同（るす用利時常□ K821 ）時信通

スレドアブサ ]39[ ［ ］

マイタ間桁ルヤイダ ]70[ ＊ □5秒 □9秒 □ 11 秒 □ 31 秒

信着別識 ]30[
＊ いなし用使□ □ SNI るす用使を信着別識けわりな

るす用使を信着別識似疑□ 能可用使みの時信着中信通□

クッバルーコ う行をクッバルーコスルィテス□

ITC 能機 □ ITC るす用利を能機

IUU ドーモ知通 □ IUU う行を知通

線無 E トーポ ]5[

器機るす録登 ]10[

＊ 、）声音（ンョシーテストーモリ□ SHP 用利で）声音（

（ンョシーテストーモリ□ XAF 用利で）ムデモや

、声音□ XAF ）用専信通ターデ（いなしを信通ムデモ／

ンホチッャキ ]20[
＊ いなし用使□ □ SNI るす用使をンホチッャキ

るす用使をンホチッャキ似疑□

知通号番者信発 ]90[ いなわ行を知通号番□ う行を知通号番□ ＊ □ SNI トッネ 46 り通み込し申の

ドーモ信発ターデ

□ SFAIP ドーモールス 期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K6.9 ）

期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K4.41 ） 期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K2.91 ）

期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K8.82 ） 期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K4.83 ）

期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K6.75 ） ＊ 期同（ドーモ換変ルコトロプ□ K46 ）

ドーモ信着ターデ
＊ □ K23SFAIP □ K46SFAIP （ 1.2SFAIP ）

ドーモスレヤイワクンリルアュデ□ □ K46SFAIP （ 0.2SFAIP ）

の時信発ターデ XUMTI 能機
＊ いなし用利□ るす用利□

期同（るす用利時常□ K46 ）時信通 期同（るす用利時常□ K821 ）時信通

スレドアブサ ]39[ ［ ］

マイタ間桁ルヤイダ ]70[ ＊ □5秒 □9秒 □ 11 秒 □ 31 秒

信着別識 ]30[
＊ いなし用使□ □ SNI るす用使を信着別識けわりな

るす用使を信着別識似疑□ 能可用使みの時信着中信通□

クッバルーコ う行をクッバルーコスルィテス□

ITC 能機 □ ITC るす用利を能機

IUU ドーモ知通 □ IUU う行を知通
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線無 F トーポ ]6[

器機るす録登 ]10[

＊ 、）声音（ンョシーテストーモリ□ SHP 用利で）声音（

（ンョシーテストーモリ□ XAF 用利で）ムデモや

、声音□ XAF ）用専信通ターデ（いなしを信通ムデモ／

ンホチッャキ ]20[
＊ いなし用使□ □ SNI るす用使をンホチッャキ

るす用使をンホチッャキ似疑□

知通号番者信発 ]90[ いなわ行を知通号番□ う行を知通号番□ ＊ □ SNI トッネ 46 り通み込し申の

ドーモ信発ターデ

□ SFAIP ドーモールス 期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K6.9 ）

期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K4.41 ） 期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K2.91 ）

期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K8.82 ） 期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K4.83 ）

期同非（ドーモ換変ルコトロプ□ K6.75 ） ＊ 期同（ドーモ換変ルコトロプ□ K46 ）

ドーモ信着ターデ
＊ □ K23SFAIP □ K46SFAIP （ 1.2SFAIP ）

ドーモスレヤイワクンリルアュデ□ □ K46SFAIP （ 0.2SFAIP ）

の時信発ターデ XUMTI 能機
＊ いなし用利□ るす用利□

期同（るす用利時常□ K46 ）時信通 期同（るす用利時常□ K821 ）時信通

スレドアブサ ]39[ ［ ］

マイタ間桁ルヤイダ ]70[ ＊ □5秒 □9秒 □ 11 秒 □ 31 秒

信着別識 ]30[
＊ いなし用使□ □ SNI るす用使を信着別識けわりな

るす用使を信着別識似疑□ 能可用使みの時信着中信通□

クッバルーコ う行をクッバルーコスルィテス□

ITC 能機 □ ITC るす用利を能機

IUU ドーモ知通 □ IUU う行を知通

定設通共のトーポ線無

トーポ信着先優の信通ターデ線外 ＊ トーポターデ□ トーポ線無□

送転中話通 ]62[ ＊ いなし用使□ るす用使□

話通者三 ]52[ ＊ いなし用使□ 話通者三□ 話通者三似疑□

間トーポ線無／グロナア
話通線内 ]42[ いなわ行を送転・話通線内□ ＊ う行を送転・話通線内□

DCL ドーモ
灯消に常□ 灯点に常□ ＊ 動自□

灯点に常は中信通ターデ＋動自□ ＋動自□ B 灯点に常は中用使ルネャチ

DCL 示表 ]17[ に時信発□ DCL いなし示表を号番に ＊ に時信発□ DCL るす示表を号番に

XUMTI 定設

PM の2 証認の時続接目本 るす証認□

PPPk46 ・ PM の時 MCCA の
加付 □ MCCA るす加付を

スーソリ DOB スーソリ□ DOB う行を

トップールス DOB
＊ いなし用使□ るす用使□

秒］　　　［間時出算加追クンリ　
］　　　［値いきし加追クンリ　 %

秒］　　　［間時出算除削クンリ
］　　　［値いきし除削クンリ %

マイタ視監信通無 分］　　　［間時視監□

マイタ断切制強 間時］　　　［間時視監□

XUMTI 証認の時続接 るす証認□
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トーポターデ

知通号番者信発 いなわ行を知通号番□ う行を知通号番□ ＊ □ SNI トッネ 46 り通み込し申の

スレドアブサ ［ ］ るす信着しなスレドアブサ□

ターレパセ・スレドアブサ ＊ 　□ / ＃□ ＊□

信着別識 う行を信着別識□

CLH ）性合整ヤイレ位高（ □ CLH るす定設を ］　　　［　ドーコ　

PM の2 証認の時続接目本 るす証認□

PPPk46 ・ PM の時 MCCA の
加付 □ MCCA るす加付を

スーソリ DOB スーソリ□ DOB う行を

トップールス DOB
＊ いなし用使□ るす用使□

秒］　　　［間時出算加追クンリ　
］　　　［値いきし加追クンリ　 %

秒］　　　［間時出算除削クンリ
］　　　［値いきし除削クンリ %

マイタ視監信通無 値期初（　分］　　［　間時視監□ 01 ）分

マイタ断切制強 値期初（　間時］　　［　間時視監□ 01 ）間時

RE 号信
＊ のンコソパに常□ RE る見を のンコソパみの中信通□ RE る見を

時常□ NO るすに

DC 号信 □ RE が号信 NO に常らな DC も号信 NO ＊ に常は中信通□ DC を号信 NO

RD 号信 ＊ □ RE が号信 NO に常らな RD も号信 NO に常は中信通□ RD を号信 NO

クッバルーコスルィテス るす用使をクッバルーコスルィテス□

IUU のプンラの時信着ルーメ
滅点 □ IUU るせさ滅点をプンラに時信着ルーメ

プンラの時知通信着ルーメ子電
滅点の るせさ滅点をプンラに時知通信着ルーメ子電□

のへトーポターデ IUU 知通
ドーモ のへトーポ線無□ IUU るす知通もにトーポターデを知通

化均平答応 ＊ いなし化均平□ ］　　［数台続接　るす化均平□

トーポ信着先優 いなし信着□ ＊ トーポルアリシ□ □ BSU トーポ

SFAIP の時信通
sib24.V 縮圧ターデ □ ib24.V う行を縮圧ターデｓ

　録登）号番縮短・別識（帳話電 05[ ～ ]95

前名の手相 スレドア スレドアブサ

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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■ 子機

トーポターデ

信発クンリルアュデ いなし用使□ ＊ るす用使□

sib24.V 縮圧ターデ ＊ う行□

御制ーロフ しな□ □ SC ーロフ ＊ □ SC-SR ーロフ

マイタ視監信通無 いなし視監□ 値期初（　断切で分］　　［□ 01 ）分

マイタ断切制強 いなし断切□ 値期初（　断切で間時］　　［□ 01 ）間時

IUU 時信着ルーメ るせさ滅点をプンラ□

ターレパセ・スレドアブサ ＊ 　□ / ＃□ ＊□

RE 号信 ＊ のンコソパ時常□ RE る見を 時常□ NO すな見を

DC 号信 □ RE が号信 NO に常らな DC も号信 NO ＊ に常は中信通□ DC を号信 NO

RD 号信 ＊ □ RE が号信 NO に常らな RD も号信 NO に常は中信通□ RD を号信 NO
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索引
ページ番号が「PDF」となっている語句については、PDFファイルの電子マニュアル「データ通

信ガイド」を参照してください。

C

CCLファイル ................. 118, 276, 286
CCLファイルのインストール ............. PDF
CD-ROM .................................................. 39
CD-ROMメニュー画面が表示
されないとき ........................................ 81
COMポート .......... 69, 70, 75, 76, 280
CTI機能 .................................................. PDF

D

D-SUB9ピンインタフェース.. 320, 325
DATAランプ ................... 41, 44, 46, 47
DATAランプが点滅する......................272
DNS .................................... 93, 117, 283
DSU ............................................... 24, 328
DSU切り離しユニット ........................327
DSUを切り離す....................................330
Dチャネル................................................ 24

E

ENTERボタン.............................. 41, 242
ER信号 ..................................................... 41

F

FLASH ...................................................305

G

G3ファクス............................................. 57

H

HDLC .....................................................305
HLC .......................133, 226, 265, PDF
HLCコード ................................. 227, PDF

I

i・ナンバー............. 88, 113, 132, 167,
177, 206, 225, 229,
231, 253, 266, 268

記号・数字

＃の使い方..............................................144
＃発信 ............................................ 64, 268
128kbpsマルチリンクPPP通信
............................... 92, 246, 274, PDF

184／186の付加..............................164
25ピン変換コネクタ ..................... 70, 76
2台のパソコンから同じプロバイダに
同時に接続する................................... PDF
2台のパソコンから別々のプロバイダに
同時に接続する................................... PDF
2つまたは3つの電話番号を使い分ける
..............................................................177

3人で同時に話す ..................................159

A

A/ROSE ................................................285
ACCM..................................................... PDF
Acrobat Reader .................................... 12
Administratorの権限................. 79, 281
ADPCM .................................................305
AtermIWX70&RS7ユーティリティ集
.... 12, 39, 80, 100, 108, 237, PDF

AtermStation ...... 53, 102, 122, 145,
340, PDF

Atermのメール機能 .................. 233, PDF
ATコマンド ..................... 131, 283, PDF
ATコマンドの構成................................ PDF

B

B1、B2 ................................ 24, 41, 287
BBLSI .....................................................305
BIGLOBE ............... 91, 114, 233, 236,

272, 341, PDF
BIGLOBEインフォメーションデスク
..............................................................342

BIGLOBEの ID番号登録 ..................... PDF
BIGLOBEへのサインアップ ...............102
Bチャネル ...................................... 41, PDF
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i・ナンバー情報 ......................... 177, 253
ID登録 ...................................... 31, 53, 73
INS回線ケーブル ................. 39, 59, 273
INS回線コネクタ ............................ 43, 59
INS回線の電話番号の設定....... 122, 138
INS回線リバーススイッチ............. 43, 63
INSキャッチホン ........... 132, 156, 171
INSなりわけサービス ............. 210, 213,

216, 222
INSなりわけ選択キャッチホン
.................................................. 133, 216

INSナンバー・ディスプレイ..... 87, 112,
132, 168, 171, 175, 210,
213, 216, 220, 222, 259

INSナンバー・リクエスト...... 132, 168,
259

INSナンバーディスプレイ表示 ...........313
INSネット64 ............. 24, 50, 59, 127,

164, 168, 171, 180, 236, 273
INSネット64のお申し込み ................. 51
INSネット64付加サービス ........ 27, 52,

132
INSボイスワープ ........... 133, 196, 260
INSボイスワープ・セレクト..............133,

196, 260
INT ..........................................................305
Internet Explorer ............... 54, 99, 120
ISDN ......................................................... 24
ISDN通信機器.......................................328
ISDN通信機器を増設する ...................329
ITMUX ................................... 28, 93, PDF
ITMUXを設定する................................ PDF
IWX70&RS7らくらくアシスタント
..................................... 32, 79, 82, 134

IWX70・RS7を組み込む ................... PDF
IWX70で発信する ............................... PDF
IWX70らくらくアシスタント
............................ 107, 111, 134, 138

IWX70らくらくバージョンアップ ...... 32

L

LCR .........................................................274
LINE ........................................................305

M

Mac OS .................................................114
Macintosh ............... 69, 75, 106, 138,

281, 292, 293, 296, 301, PDF
MacintoshでUUIメールEXを使う
.............................................................. PDF

Macintoshで記録する ........................ PDF
Macintoshのバージョンを確認する
.............................................................. PDF

Mac変換ケーブル........................... 69, 75
MENUボタン ............................... 41, 242
MSGランプ ......... 41, 44, 46, 47, 233,

272, 304, 306

N

NECパーソナルコミュニケーション
インフォメーションセンター ...........331
NECフィールディング株式会社 .........336
NEC保守サービス受付拠点 .................337
Netscape Navigator ........ 54, 99, 120
NTT東日本・NTT西日本 ..... 27, 50, 63,

336

O

OPTION .................................................305
Outlook Express .......................... 54, 93

P

PB .......................................... 57, 64, 274
PCクリーンスポット ...........................332
PDFファイル .......................................... 13
PHS ................................. 126, 147, 276
PHSから着信する ................................ PDF
PHS対応機種 ............................... 53, 145
PHSでインターネットに接続.............286
PHSで電話を受ける ............................146
PHSで電話をかける ............................146
PHSの増設登録 ........................... 31, 145
PHSの使い方 ........................................145
PHSランプ... 41, 44, 46, 47, 73, 277
PHSをご使用の前に ............................145
PIAFS32K 通信 ...................................128
PIAFS32K／PIAFS64K...... 126, 145
PIAFS64K通信 ...................................128
PIAFSスルーモード .................. 127, PDF
PIAFS通信 ............................................ PDF
PIAFSデータ ........................................127
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PIASネット ............................... 278, 286
PIAFSを設定する................................. PDF
POPアカウント ....................................117
POWERランプ .............. 41, 44, 46, 47,

272, 281, 288
PTEアクセスポイント .........................286

R

RAM........................................................305
RDY ............................................... 41, 287
READYランプ ................................ 44, 47
RS-232Cケーブル ................ 39, 68, 69
RS7センター ............................... 32, 100
RS7で発信する .................................... PDF
RS7らくらくバージョンアップ
..................................................... 32, 281

RS7らくらくユーティリティ ... 32, 107,
134, 140, PDF

S

S/T点 .....................................................308
SELECTボタン ........................... 41, 242
SMTP .....................................................117
S点ユニット .............................. 327, 328
S点ユニットカバー ..................... 43, 328
S点ユニットスロット.................. 43, 328
Sバス延長ケーブル ..............................327
Sレジスタ .............................................. PDF

T

TCP/IPの設定 ...................................... PDF
TESTスイッチ ....... 45, 272, 306, 324
TESTスイッチで初期化する...............301

U

USB ........................................................305
USBケーブル ....................... 39, 83, 327
USB接続ができるOS .........................290
USB接続を認識しない ........................293
USBソフトウェアの確認 .................... PDF
USBドライバ ........................................ PDF
USBドライバのアンインストール ..... PDF
USBドライバのインストール.... 83, 102

PDF
USBドライバの手動インストール ..... PDF
USBドライバをインストールしたとき
.................................................. 294, 296

USBネットワーク ..................... 129, PDF
USBネットワーククライアントの設定
.............................................................. PDF

USBネットワークサーバの設定 ......... PDF
USBネットワークを使用するとき .....297
USBネットワークを利用するための準備
.............................................................. PDF

USBポート............. 28, 43, 45, 67, 74,
85, 109, 290

USBポートを使用するときの注意 ..... PDF
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..............................................................251

アナログポートのグローバル着信の設定
..............................................................258

アナログポートの設定 ..... 87, 102, 112,
122, 136, 138, 254

アフターサービス ..................................331

索引(356-368) 00.9.22, 9:45 PMPage 358 Adobe PageMaker 6.5J/PPC



索引　359

索
　
引

アンインストール .................................... 81
安全に正しくお使いいただくために ..... 14
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.................................................. 102, 137
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追加番号.................................................... 89
通信 .........................................................126
通信情報と通信料金の確認...................123
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通信中転送....................... 133, 207, 267
通信中転送機能 ......................................159
通信モード指定発信 .............................. PDF
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通信中着信通知 ......................................236
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データ通信ができない ..........................282
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テレホン遊遊メール ..............................237
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電子メールソフト .................................... 54
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パスワード..............................................286
パソコンインタフェースの信号線 .......325
パソコンで初期化する .............. 298, 300
パソコンを接続する ........................ 67, 74
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発信者通知番号と着信番号の設定 .......238
発信モードの指定 ..................................249
話し中にかかってきた電話番号を表示する
..............................................................171

話し中にかかってきた特定の電話だけを
受ける ..................................................216
話し中に別の電話番号に転送する .......207
話し中に別の電話を受ける...................156
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ファイルの共有設定 .............................. PDF
ファイルやプリンタの共有...................129
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フッキング........... 141, 148, 156, 159,
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フッキング検出タイマ .............. 141, 265
ブラウザソフト ............................. 54, 120
ブラウザソフトのアイコンがないとき
..............................................................100

フラッシュメモリ ............ 247, 298, PDF
フラッシュモード ...................... 133, 201
ブランチ接続 ............................................ 57
プリンタの共有設定 .............................. PDF
プリンタポート ................................ 69, 75
フレックスホン ... 156, 159, 171, 193,

204, 207
プロトコル変換モード .... 127, 286, PDF

プロトコルをPPPに設定する ............118
プロバイダ.................. 54, 91, 114, 341
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別売オプション ......................................327
別の電話番号に転送する.......................193
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ホームテレホン ......................................326
ホームページ ........... 54, 120, 340, 341
ホームページを見る ................................ 99
ボイスワープで転送する.......................196
ボイスワープ転送モード........... 198, 268
ボイスワープ番号設定 ..........................269
訪問サポート ..........................................332
保護シート................................................ 41
保守区分..................................................336
保守形態とサービス内容.......................336
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保守サービス受付拠点一覧...................337
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保証書 ............................................ 39, 335
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本書の読み方 ............................................... 2
本体を接続する ................................ 56, 71
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待ち受けモードの設定 ..........................145
マニュアルBOD ....................................246
マルチアクセス ...................28, 274, PDF
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ミキシングモード ..................................161
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無線区間......................................... 93, 116
無線端末識別用 ID番号........................... 43
無線通信..................................................126
無線電波の状態 ................................ 55, 73
無線ポートに接続する機器の設定 .......252
無線ポートのグローバル着信の設定 ....258
無線ポートの設定 ............. 87, 103, 123,
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無線ポートのデータ発信モードを設定する
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らくらくアシスタント ........... 32, 78, 80,

82, 102, 111, 122, 136, 238,
242, 248, 251, 280, 298, PDF
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■ 輸出する際の注意事項

本製品（ソフトウェアを含む）は日本国内仕様であり、外国の規格などには準拠して
おりません。本製品を日本国外で使用された場合、当社はいっさい責任を負いませ
ん。また、当社は本製品に関し海外での保守サービスおよび技術サポートなどはおこ
なっておりません。

■ ご注意

（１）本書の内容の一部または全部を無断転載、無断複写することは禁止されています。

（２）本書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。

（３）本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤
り、記載もれなどお気づきの点がありましたらご連絡ください。

（４）本装置の故障、誤動作、不具合、あるいは停電などの外部要因によって、通信
などの機会を逸したために生じた損害などの純粋経済損失につきましては、当
社はいっさいその責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

（５）Atermは初の停電機能を持たせるなど、災害時に於いてのライフラインと直結
した通信手段の確保を意図した設計がされていますが、せっかくの機能も不適
切な扱いや不測の事態（例えば落雷や漏電など）により故障してしまっては能
力を発揮できません。添付の取扱説明書をよくお読みになり記載されている注
意事項を必ずお守りください。

NEC BIGLOBEカスタマーサポート

添付マニュアルの使い方
『AtermIWX70&RS7ワイヤレスセット』には次のマニュアルが添付されています。

セットアップガイド（添付CD-ROM収録）
本装置の機能の紹介や設置・接続の手順などを映像と音声で説明するムービーが、添付CD-
ROM『AtermIWX70&RS7ユーティリティ集』に収録されています。パソコンをお持ちの
場合は、まずはじめにセットアップガイドをご覧ください。

1 パソコンの電源を入れ、添付CD-ROM『AtermIWX70&RS7ユーティリティ集』を
セットします。

Windowsの場合は自動的にメニュー画面が表示されます。画面が表示されるまでしばら
くお待ちください。
Macintoshの場合はCD-ROMのウィンドウが開くので、ウィンドウ内の［らくらく
セットアップガイド］アイコンをダブルクリックします。
● Macintoshの場合でCD-ROMのウィンドウが開かないときは、CD-ROMのア
イコンをダブルクリックしてください。

→［セットアップガイド］のメニュー画面が表示され、説明が始まります。

2 メニュー画面のボタンをクリックして順番にご覧ください。

● 画面はWindowsの場合の例です。

取扱説明書（本書）
Atermの機能のご紹介からワイヤレスセットの設置・接続、さまざまな機能の操作・設定方
法が掲載されています。また困ったときの対処方法など、ワイヤレスセットを使いこなすため
に必要な内容も掲載されています。

電子マニュアル（添付CD-ROM収録）
次の内容がPDFファイルで添付CD-ROM『AtermIWX70&RS7ユーティリティ集』に収録
されています。
■ データ通信ガイド
取扱説明書には掲載されていない内容が収録されています。必要に応じて参照してください。

■ 用語解説
Atermに関連する用語の解説が収録されています。取扱説明書などを見ているときに、分から
ない単語が出てきたら参考にしてください。

■ 取扱説明書
取扱説明書（本書）と同じ内容をPDFファイルで見ることができます。

電子マニュアルは［セットアップガイド］のメニューから選択して見ることができます。12
ページを参照してください。
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